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完璧上司は激甘主義!?










出会いは運命的に




「南みなみ課長、よかったらどうぞ」

　彼専用のマグカップをトレイに乗せて、声をかける。

　きちんと整せい理り整せい頓とんされたデスク中央から、右側斜め四十五度の位置、そしてカップの持ち手を彼の手前に向けて置くのがベストポジション。

　もちろんカップを置く時は、珈コー琲ヒーがこぼれないよう細心の注意を払う。

　そして必要以上に彼のデスクを触ったりしないこと。これ、一番重要だったりする。

「ありがとう」

　お茶を出されても一切こちらを見ることなく、パソコンキーを打ち続ける南課長。

〝感じ悪い〟〝無ぶ愛あい想そう〟って思うかもしれないけれど、彼にいたってはこれが普通。いや、むしろお礼を言われただけマシなのかもしれない。

「失礼します」

　軽く一礼をし、フロア奥の中心にある彼のデスクから離れ、ドアなどの仕切りがない給湯室へと戻ると、待ちかまえていた同期のふたりに詰め寄られてしまった。

「ちょっと、新あたらしさんってば、さすが！　潔けっ癖ぺき上司からお礼を言われるなんて！」

「本当だよ！　私なんて、いっつも何かしら文句を言われるし」

「いや、そんな……」

　それはきっと南課長暗黙のルールを守っていないからだろうなぁ。

　なんて心の中では思っているものの、口には決して出すことなくスマイルを貫き通す。

　新 麻ま帆ほ、二十二歳。

　身長百六十二センチと、女性としては少し高めの身長で、黒くろ髪かみのボブがトレードマーク。よく周りからは『自然体でいいよね』なんて言われる通り、昔から、外に出て恥ずかしくないくらいのナチュラルメイクしかしていない。出いで立ちはどこにでもいる普通のＯＬだと思う。

　大学を卒業後、挙式・披ひ露ろう宴えんの企画・運営を行う大手ブライダル企業、エタンスラントに入社。従業員数、約六百人の会社で、都心部を中心に全国に七つのブライダル会場を展開している。

　配属された本社のブライダル企画課は、挙式プランやブライダルフェアなどを総合的に企画するところだ。

　三十名ほど所属しているブライダル企画課のオフィスは、勤続年数の多い先輩を中心に、六から八名ずつバランスよくデスクを合わせ、意見を出し合ったり相談しながら仕事ができるかたちになっている。

　部長には、フロアの奥に別室が用意されており、課長のデスクは、みんなの様子が見渡せるフロア奥にある。

　まだ入社して約三ヵ月の私には企画などやらせてもらえていないけれど、いつかはお客様にとって一生忘れられない挙式となるような、そんなプランを提案して実現させるのが私の夢！

「あ～あ。なんで女性新入社員が、上司にお茶を出して片づけまでするっていう、規則があるんだろう」

「本当だよね。まぁ、今年は私達三人もいるから助かってるけど」

　そう言って顔を見合わせるふたりに合わせて、クスクスと笑ってみせる。

　悪いけど、そう思っているのはふたりだけなのよね。私は逆にひとりでもよかった。だって、それなら毎日私が南課長にお茶出しできたわけでしょ？

　目の前で南課長の悪口を言っている同期のふたりは、田た村むらさんと中なか村むらさん。他にもうひとりの同期と合わせて四人が、このブライダル企画課に配属された。

　田村さんも中村さんも、友人としてつき合う分にはいいんだけど……どうも南課長の話になると、共感できないんだよね。

「だけどそう思っちゃうのも、全部あの潔癖上司のせいよね！　新さんもそう思うでしょ？」

　急に話を振られ、ドキッとしてしまったものの、同意するように微ほほ笑えんでみせると「やっぱりそうだよね」と声をハモらせ、またふたりは南課長の悪口を言い始めた。

　そんなふたりを横目で見つつも、つい気になってしまうのは南課長。

　そっと給湯室から覗のぞいてみると、さっき私が淹いれた珈琲を飲んでいるところだった。

〝潔癖上司〟こと南 篤あつ人と、二十八歳。

　推定身長、百八十五センチ。黒の短髪に、くっきり二ふた重え。目鼻立ちが整ったフェイスの持ち主である彼は、俗に言うイケメンだ。そして仕事もデキる完かん璧ぺきな男。

　我がブライダル企画課の若きエースであり、二十八歳にして課長という肩書きを持つ彼だから、さぞかし女性社員が放っておかないはず……と思いきや、彼の場合はそんな定義に当てはまらない。

　なぜなら、あだ名と化しているように、超がつくほどの〝潔癖症〟だからだ。

「この前、カップを洗い終わったところにちょうど潔癖上司が来てさ、少し汚れていた布巾で拭いていたら、すっごい怒られたの」

「私は、マグカップを置く場所で文句言われたよ！　『どうして左側に置くんだ』って」

「そんなのどうでもいいよね！　あっ、それとこんなこともあった！　廊下ですれ違いざまに、顔が潔癖上司の肩に触れた時、ファンデがついちゃってさ。ほんの少しよ？　なのにその時の顔といったら、怖いのなんのって……。せっかくのイケメンが台無しだったよ」

「分かる、それ。仕事はデキるし、カッコよくて完璧なのに残念だよね……」

　そう言うとふたりは顔を見合わせ、まるで南課長をバカにするかのように笑いだした。

　これは周りのみんなが思っていることであって、私は決してそうは思わない。でもここで否定しても、職場で居場所がなくなるだけ。だから私はふたりに合わせるように、乾いた笑顔を浮かべるのだった。




「つっ、疲れた……」

　二十時過ぎ。

　二十分ほど電車に揺られ、やっと我が家に着いた。

　都心部から少しだけ離れた場所にある、五階建ての三階にあるのが私の１ＬＤＫの部屋。

　玄関に入り、室内の電気をつけると、明るい電灯によって映し出されたのは……散らかり放題の〝汚部屋〟。

「あ～あ……。つい最近、片づけたばかりなんだけどな」

　帰宅してこの汚部屋を見るのは耐えがたい。

　適当にバッグを投げ、窓際のソファに積み上がっている服の山を端に寄せ、腰を下ろすと、つい大きなため息が漏もれてしまった。

「本当……こんな部屋、誰にも見せられないや」

　ソファには服の山。部屋の真ん中にあるテーブルには、化粧品やスキンケアグッズが置きっぱなし。床には雑誌や漫画など、いろいろな物が散乱している。

　重い身体を引きずりながら、着替えるため寝室へと向かうと、ベッドの布団は……もちろん朝起きたままの形だし、クローゼットにしまうべき服やバッグ、そしてアクセサリーさえも床に転がっている。

　キッチンは片づいているけど、それはただ単に料理をしていないからだ。

　昔からズボラな性格で、掃除とか苦手だったし、部屋がどんなに汚れていようが気にしないほうだった。だってあまりにキレイに片づけられていたら落ち着かないし。

　実家暮らしの頃は親にうるさく言われ、嫌々掃除していたけれど、三ヵ月前に社会人となってひとり暮らしを始めた今、他に誰もいないと思うと、部屋がキレイだろうが汚れていようが、どうでもよくなる。

　それでもたまにまずいと思って片づけをするものの、キレイな状態は二日ともたない。

　どうも才能がないというか……。掃除するのが面倒になっちゃうんだよね。

　だけど会社では、デスク周りは常に整理された状態を保っているし、私がこんなにズボラな性格だとは気づかれていない。……というか、気づかれるわけにはいかない。

「さて、買ってきたお弁当でも食べようかな」

　着替えを済ませ、いつも通り近所のスーパーの値引き弁当を買い物袋から取り出し、いそいそと電子レンジのもとへ駆け寄る。

　お弁当を温めている間に、ビールとミネラルウォーターしか入っていない冷蔵庫から缶ビールを取り出すと、その場でプルトップを開け、一気に胃に流し込んだ。

「……っく～！　うまい!!」

　テレビＣＭのように美お味いしく飲んでいる姿が、ばっちり食器棚のガラスに映っており、つい苦笑いを浮かべてしまう。

「本当、この姿は誰にも見せられないわ」

　会社の人にはもちろん、特に南課長には……。




　＊　＊　＊




　南課長との出会いは、大学三年の十一月、エタンスラントの会社説明会当日だった。

　当時の私は就職活動を始めたばかりで気ばかりが焦あせっていて、説明会開始の一時間前には会場に着いてしまっていた。六階建てのビルで、テラスには緑が溢あふれていて、ところどころに、白を基調としたアンティーク調のテーブルや椅子が並べられている。

　エタンスラント本社はオフィス街に所在しているものの、ここだけ見ると、都心部ではないような錯覚に陥ってしまいそうだ。

　近くには広い公園もあって、そこはランチタイムにＯＬやビジネスマンが、よく昼食や仮眠をとっている場所でもあった。

　ここにずっといても仕方ないと思い、その公園で時間をつぶそうと何気なく向かったところ、そこで〝運命の出会い〟が待っていた。

　説明会は十四時からで、今の時刻は十三時過ぎ。昼休みを過ごしている人は少なく、代わりに子供連れの人達がたくさんいる。ちょうど紅葉の季節を終え、落ち葉を踏んで音を楽しむ子供の姿に和まされた。

　お昼は食べちゃったし、少しベンチに座って心を落ち着けておかないと。

　エタンスラントは本命の会社。ぜひ入社したいところだけど、今のご時世、そううまく第一志望の会社に入れるわけではないと分かっている。

　先輩達の地獄の就活を見てきたし、ニュースでもたびたび就職難の特集を見かけたりしていたから。

　だから余計に気合いを入れすぎちゃって、早く着いたわけだけど……。

「緊張する」

　いくら昼下がりの穏やかな公園にいたって、可愛い子供達のはしゃぐ声を聞いたって、この緊張感からはなかなか解き放たれそうにない。

　面接じゃないから、もっとリラックスすればいいのにダメなのよね、昔から。

　何かあるたびに張りつめてしまい、いい結果を残せないこともしばしばあった。

　こんな調子で、入社試験なんて受けて大丈夫かな。

　これから通らなくてはいけない道、筆記試験や面接のことを考えると、憂うつになる。

　そんなことを考えているうちに時間は刻々と過ぎていき、そろそろ会場に向かおうとした矢先、女の子の悲鳴にも似た声が聞こえてきた。

「ママ!!　猫ちゃんが大変！」

「あら、本当だわ！」

　背後から聞こえてきたやり取りに振り返ると、三歳くらいの女の子とその母親らしき人が心配そうに木の上を見上げていた。

　好奇心が勝り、ベンチから立ち上がって親子のもとへ駆け寄る。

「あの、どうかされたんですか？」

「あっ……あれ。猫が木の上から下りられなくなっちゃったみたいなの」

「猫？」

　女性に言われてよく見ると、枝の上で真っ白な子猫が鳴きながら震えていた。

「やだ、どうしてあんな高いところに？」

「お姉ちゃん、猫ちゃん落ちちゃわないよね!?」

　可愛らしい女の子に涙目で訴えられると、つらい。助けなくちゃいけないっていう使命感に駆られる。でも……。

　もう一度子猫のいる場所を見上げる。

　小さい頃、何度か木登りをしたことはあるけれど……。さすがにこの歳になって登れるか自信ないし、第一今の私は就活真っ最中のスーツ姿。この格好では木に登れそうにない。

「猫ちゃん～」

　それでもこんな可愛い子供が、子猫を心配して涙を浮かべている姿を見せられては、弱音など吐いていられなくなる。

　ゴクリと生なま唾つばを飲み込み、腕まくりをしていざ登ろうと木のそばに駆け寄った時。

「悪い、これ頼む」

「え？」

　突然聞こえてきた声と同時に、急に視界が真っ暗になる。

　なっ、何!?

　頭にかけられた物を取ると、それは大きなジャケットだった。

「うわぁ、お兄ちゃんすごい！」

　女の子の声に見上げると、いつの間にか高い位置まで登っていて、そっと子猫を抱き寄せるワイシャツ姿の男性がいた。

「……すごい」

　彼はあっという間に子猫を救出したかと思えば、長い手足を器用に使って、一気に下りてきた。その腕の中には、震えている子猫の姿がある。

　彼はそのまま真っ直ぐに女の子のもとへ行き、しゃがみ込んだ。

　私からは男性の背後しか見えないから、どんな顔をしているのか分からない。だけど男性の前にいる女の子は、それはもううれしそうに満面の笑みを浮かべていた。

「お兄ちゃん、すごい！」

　女の子は歓声をあげる。

「ありがとう。……ところでこの猫は君の？」

「ううん、違うよ。猫ちゃんが困っていたから、助けてあげたかったの」

「そうか……」

　そうだよね。さっきの様子を見ていたら、子猫は女の子が飼っていると思っても不思議じゃない。

　すると母親は残念そうに、女の子を引き寄せた。

「すみません、この子アレルギーを持っていて動物は飼えないんです」

「そうですか」

　申し訳なさそうに謝る母親に、子猫を抱いたまま立ち上がる男性。

「お兄ちゃん、猫ちゃんを助けてくれてありがとう」

「どういたしまして」

　それでも男性は文句を言うことなく、頭を下げながら去っていく母親と、彼女に手を引かれながらうれしそうに手を振る女の子を、ずっと見送っていた。

「さて、どうしたものか」

　男性は「ミャー、ミャー」と可愛らしい鳴き声をあげる子猫を抱きながら、途方に暮れている。

　彼の気持ちは分かる。せっかく女の子のために助けたのに、実はその子が飼っているわけじゃなかったのだから。でも……。

　絶対！　今この人、私の存在を完全に忘れているよね？

　公園内の騒がしさを遠くへ運ぶような肌寒い風が吹く中、私は意を決し、男性に声をかけた。

「あっ……あの!!」

　わずか二、三メートルのこの距離で気づかないわけがなく、彼は子猫を抱いたまま振り返った。

「あ……そうだった。悪い、持たせたままで」

　男性が振り返った瞬間、息が止まるかと思った。

　真っ黒な髪に、くっきりとした二重。彫りの深いフェイスは、芸能人にも劣らないくらい魅力的だった。そんな彼が子猫を抱いているというギャップもまた、彼の魅力をより一層引き出している。

　呆ぼう然ぜんと見入っていると、男性は子猫の頭を撫なでながら聞いてきた。

「その格好、もしかして就活生？」

　私の姿を上から下まで見る彼に、慌てて言葉を返す。

「はっ、はい!!」

　つい手にしていた彼のジャケットを強く握りしめると、彼は少し表情を歪めた。

「それ……俺のなんだけど」

「え……？　あっ！　すっ、すみません!!」

　ジャケットを指差す彼に、頭がパニック状態になり、あろうことか咄とっ嗟さに手を離してしまった。

「あ……」

「あ……」

　声が見事にハモり、互いの視線は地面に落ちたジャケットへと注がれる。

　ヤ、ヤバイ。見た感じ、かなり高価なジャケットだよね？

「すみません!!」

　すぐさまジャケットを拾い上げ、ついてしまった砂を叩たたき落としていると、静かに伸びてきた手によって、それは制止させられてしまった。

「いいよ、悪気があったわけじゃないって分かっているから」

　ひょいと私の手からまだ砂のついたジャケットを取ると、もう一度私を上から下まで見下ろし、少しだけ口角を上げて微笑んだ。

　その表情に不意を突かれてドキッとする。

「シャキッとしろよ？　そんなんじゃ就活戦争に勝てねぇぞ？」

「は……は、い」

　返事をするだけで精一杯だった。

「じゃあ頑張れよ」

　そう言うと、男性は子猫を抱いたまま、颯さっ爽そうと行ってしまった。

〝ジャケットを落としてしまってごめんなさい〟とか〝その子猫、どうするつもりなんですか？〟とか……言いたいことや聞きたいことがあったのに、言葉が出てきてくれなかった。

　ただ、子猫を愛いとしそうに抱きながら去っていく彼の後ろ姿を、黙って見送ってしまった。

　よく漫画や小説の世界で、運命の相手と出くわした瞬間、〝雷が落ちたような〟なんて表現が使われるけれど、この時の私はまさにその状態。

　微かすかに笑みを浮かべた彼を見て、〝やられた〟って思った。

　それまでひと目惚ぼれなんて、あるわけないと思っていたけれど、本当にあるんだよ。だって私……完全にひと目で、彼に恋をしてしまったのだから。

　しばらくの間、立ち尽くしてしまっていた私は、エタンスラントの説明会に危うく遅れるところだった。

　これが入社試験だったら……と考えると恐ろしかったけれど、説明会はとても有意義で、エタンスラントに就職したい気持ちがより一層強くなった。

　それに、ここは都心部のオフィス街。もしかしたら彼も、この近くのオフィスにいるのかもしれない。エタンスラントに入社することができたら、彼とまた会える可能性だってある……そんな淡い期待が胸に込み上げてきた。

　それから就職活動をひたすら頑張って、念願のエタンスラントから内定をもらえた時は、天にも昇る気持ちだった。

　そして、そんな私に待ち受けていたのは、まさに〝運命の出会い〟としか言いようがないものだった。憧れの部署に配属されただけではなく、なんとあの日、ひと目惚れした人が、直属の上司になったのだから――。




　＊　＊　＊




「配属の日は、本当にびっくりしちゃったなぁ」

　温め終わったお弁当を食べながら、しみじみと思い出してしまうのはあの日のこと。

　同じ配属先の同期とともに人事部長に連れていかれた先で、あの日の彼が待っていたのだ。

「まさか潔癖症だったなんて」

　お弁当を食べながらも、つい笑ってしまう。

　最初は信じられなかった。だって私が知っている南課長は、平気で子猫のために木に登っちゃうような人だったんだよ？　そんな人が潔癖症だったなんて……。

　でも、一緒に仕事するようになってから見えてきた姿に〝南課長＝潔癖症〟の方程式が、見事に頭の中で作られた。

　南課長のデスクは、毎日埃ほこりひとつないくらいキレイに整理整頓されていたし、珈琲を淹れる時は、彼専用のスプーンを使わないと怒られる。いつも除菌ティッシュを持ち歩いているし、エレベーターのボタンは決して自分では押さず、誰も乗っていない時はハンカチの上から押すっていうし。

　だから南課長がみんなから〝潔癖上司〟って呼ばれている理由も、すぐに納得できたの。

　そんな南課長を「好き」だなんて言う人は、誰ひとりとしていなかった。カッコいいのに、女性社員からはむしろ疎うとまれている。でも、私は南課長の潔癖症を知っても、嫌いにはなれなかった。それどころか、もっと好きになってしまった。

　だって汚れるかもしれないのに、あの女の子のために木に登って子猫を助けてあげたんだよ？　そんな彼の一面を知って、嫌いになんてなれるはずがない。

　そして〝好き〟って気持ちが膨らむにつれて、自分を偽り続けるスキルも身についていった。

　人は誰だって、好きな人には好感を持たれたいもの。私だってそのひとりだ。だからお茶出しする際、ベストな置き場所とか角度とか、南課長のことをひたすら研究した。

　また、南課長は真面目で、誰よりも仕事に誇りを持っている人だから、彼に認められるよう、ひたすら仕事を頑張った。

　新人だから、まだまだ大きな仕事はさせてもらえないけれど、雑用にせよ使いっ走りにせよ、一生懸命取り組んだ。

「でもまぁ……本当にただ頑張っているだけ……なんだよね」

　食べ終わったお弁当のゴミを捨て、冷蔵庫から出した本日二本目のビールを、先ほどのように立ったまま一気に胃に流し込むと、また食器棚のガラスに映る自分を眺めてしまう。

　そして再び苦笑する。

「こんな姿を見られたら、すぐに嫌われちゃうだろうな」

　南課長が、今の私の姿とこの汚部屋を見たら、きっと呆あきれ返ってしまうに違いない。だからこの姿は会社の人達には絶対に秘密。特に南課長にだけは、絶対に知られてはいけない。

「さて、シャワーだけ浴びて寝ようかな」

　女子力の高い人は、美容のために、ここでちゃんとお風呂にお湯を張って半身浴とかをするのかもしれないけれど、会社から一歩外に出れば、いつも通りのズボラな私。せめて家でくらい、素の自分でいたい。

「あーヤバイ、赤カビがまた生えてきちゃった」

　お風呂場って少し掃除しないだけで、すぐカビが生えちゃうんだよね。

　でも疲れ切った今、このカビと戦う元気など残されていない。

「また今度でいいや」

　手短かにシャワーを済ませ、タオルでゴシゴシと全身を拭き、髪を乾かすことなくリビングへと戻る。一応お風呂上がりには、化粧水だけはつけるようにしているものの、それ以外のケアは特にしていない。

　友達には『信じられない』って言われちゃうけど、別に今のところお肌に影響はないから、いいやって思っちゃうんだよね。何より面倒だし。

「おっと！　大好きなドラマが始まっちゃう！」

　濡ぬれたままの髪から雫しずくが落ちないようにタオルを首に巻き、本日三本目のビールを冷蔵庫から取り出して、ソファに座り込む。

　そう。会社でのみ〝いい女〟を演じていればいいんだ。私と南課長の関係は、〝ただの上司と部下〟でしかないのだから。南課長が私の家に上がることなんて、絶対にあり得ないでしょ？　だから家でくらい、部屋を散らかそうがズボラな生活を送っていようが、かまわない。

　……そう、思っていたんだけど、な。

　それからしばらくして、私はこのズボラな習慣を激しく後悔することになる。










記憶のない一夜




「麻帆～、お疲れ！」

「未み希き！」

　休憩時間を迎え、財布片手にブライダル企画課のオフィスを出ると、そこには同期の川かわ井い未希の姿があった。私を見つけると、可愛らしい笑顔で大きく手を振って、駆け寄ってくる。

　ふわふわのパーマがかかったロングヘアを後ろでひとつにまとめ、好印象を与えるメイクを施し、私より十センチも小さい百五十二センチの身体で走ってくるのだから、男だったら間違いなく抱きしめていたと思う。

「もしかして未希も休憩に入れるの？」

　駆け寄ってきた未希に尋ねると、満面の笑みで答えた。

「珍しいでしょ？　これはぜひとも麻帆と一緒にランチに行かなくちゃって思って、張っていたの」

〝張っていた〟なんて言葉を使うところが未希らしい。

　未希はぱっちり二重の、くりくりした目が印象的な愛らしい顔立ちをしていて、見た目通り、性格も可愛らしい。

「じゃあせっかく未希に張ってもらっていたわけだし、一緒にランチ行きますか」

「行きましょう、行きましょう！」

　ふたりで顔を見合わせてクスッと笑みを漏らし、早速外へと向かう。




　未希との出会いは、会社説明会の時だった。

　たまたま席が隣同士だった私達は、説明会終了後にどちらからともなく声をかけ、あっという間に仲良しになった。大学は違ったし、お互いライバルだったけれど、就活しながらも週一のペースで会っていた。だからふたりとも内定がもらえた時は、ひと晩中はしゃぎまくった。

　そんな未希は、服装自由なブライダル企画課とは違い、清潔感のある黒のパンツスーツを身につけるのが必須の、サロン事業部に所属している。

　サロン事業部は、ブライダル企画課が考えたプランやイベントを実際にお客様へ提案し、式を執り行う、一番大変な部署だ。

　だけど未希は、そんなサロン事業部での仕事が、天職だと断言しているからすごい。お客様と直接触れ合って、たくさんの幸せを目にすることができるのが生きがいのようだ。

　私にはとても務まらない仕事だろう。だって未希のスケジュールはびっしり埋うまっていて、何組ものカップルを同時に担当しながら、それぞれの式を進めなくてはいけないのだから。私だったら打ち合わせとかダブルブッキングしちゃいそう……。

　そんな多忙な未希は、私とは違って決まった時間に休憩に入れないから、休憩時間が被かぶるのは珍しい。

　サロンは一階にあり、二階・三階には式場や披露宴会場、四階から六階には各事業所が設置されていて、ブライダル企画課は五階にある。

〝都会で素敵なウエディングを〟というのが、我が社のモットーなだけあって、披露宴会場と繋つながっている屋外テラスは、都心部にありながら緑溢れる開放的な造りとなっている。私が南課長と出会った公園での、ウエディング写真撮影プランもあり、かなり評判だと聞いた。

　いまだに雑用のみの私とは違って、未希はサロンの第一線ですでに仕事をしているけれど、それも頷うなずける。気配り上手な未希は現場向きだろうなって、社内研修で感じていたから。

　未希とふたり、エレベーターが到着するのを待っていると、急に背後から肩をガッチリとつかまれてしまった。

　驚いて振り返ると、少しだけ息を切らした、同じブライダル企画課の同期、安やす田だ斗とう真まが立っていた。

「え……ちょっと」

　突然肩をつかまれる覚えはない。

　すると斗真は私の肩を握る手の力を強め、恨めしそうな声で囁ささやいてきた。

「バカ麻帆。未希も一緒なら誘えよな」

「『誘えよな』って言われても……」

　私もまさか、未希と一緒に休憩に入れるとは思わなかったし。

「あれ、斗真じゃん！　何？　今日は外回りじゃなかったの？　もしかして斗真も今から休憩？」

　未希の声に、斗真は私の肩をつかんでいた手をすぐさま離すと、笑顔を取り繕つくろった。

「うん、そうなんだ。せっかくだから一緒してもいい？」

　うっわ、出た!!　未希専用のキラキラスマイル！

　顔をしかめる私とは違い、笑顔の未希はふたつ返事で了承する。

　すると斗真は口では「サンキュ」なんてクールに言っているくせに、未希に見えない位置でガッツポーズなんてする始末。

　同期で仲がいい私達だけど、相関図は少しだけ複雑だ。私と未希は親友で、社内研修で仲良くなった斗真は、もっぱら未希に片想い中である。なんでも入社式の日、ひと目惚れしたとか。

　まぁ未希は可愛いから、ひと目で好きになっちゃうのは分かる。同期仲間として応援しているけれど、どうも斗真の私と未希への接し方の違いが、たまに鼻につくんだよね。

　到着したエレベーターに乗り込み、一階に到着すると、未希はよっぽど慌ててブライダル企画課まで来てくれたのか、トイレに行ってしまった。

　そんな未希も可愛いな、なんて思いながら斗真と近くで待っていると、彼はなぜか私の頭を小突いてきた。

「痛っ!!　ちょっと何するのよ！」

　不意を突かれたこともあり、予想以上に痛くてつい声を荒らげてしまう。

　だけど斗真からは反省する様子など見られず、恨みを私にぶつけてきた。

「麻帆さ、俺の気持ち知ってるくせに、どうして誘ってくれないわけ？　俺に何か恨みでもあるのかよ」

　突然の言いがかりに、当然反撃に出る。

「そんなの無理だから！　だってひとりでランチに行こうと思ってオフィスを出たら、未希がいたのよ？　どうやって斗真を誘えって言うのよ」

　どう考えても無理じゃない！

　なのに斗真は、ひねくれたことを言ってきた。

「だったら一度オフィスに戻ってくればいいだろ？　それか電話かメールくれるとかさ」

　顔が引きつる。

　コイツ、南課長には劣るけど見た目はいいのに、性格がとんでもなく子供っぽいというか……完全に子供だ。いや、子供以下だ。

　斗真はさわやかな短髪にくっきりした目元で、わりと可愛い顔立ちをしている。でも、会話していると、いつも〝あぁ言えばこう言う〟なんだよね。そのくせ未希の前では妙に大人ぶる。

　好きな人には〝いい男〟と思われたいみたいだけど……。本性を知ってしまっている私には、どうも受け入れられない時がある。今みたいに子供っぽさが出る時は特に。

　未希が絡まなければ、もっとつき合いやすいんだけどなぁ。恋愛のことになると、てんで子供になっちゃう残念な男だ。

「おい、なんだよ。その汚い物でも見るような目は」

　おぉ。さすがのお子様斗真でも、私が今思っていることが分かったのか。

　斗真が眉を寄せて、負けじと睨にらみつけてきた。

「別に。なんでもないよ」

　こっちは斗真と違って子供じゃない。ここで言い返したら、斗真と同じになってしまうことくらい、ちゃんと分かっている。なのに彼は、私の言葉にカチンときたらしく、いきなり首に腕を回してきた。

「なっ……！　ちょっと斗真!?」

「麻帆のくせに生意気なんだよ!!」

「どういう意味よ、それ!!　っていうか離しなさいよ！」

　ここがどこか分かってやってるの!?　会社だよ!?　現にほら、たくさんの社員が通り過ぎていく中、私達のことチラチラ見てるし!!

「いい加減に離して！」

「謝れば許してやるよ」

『謝れば』って！　私は斗真に謝らなきゃいけないことなんて、何ひとつしていないのに!!

　とはいっても、身長百七十五センチ以上ある斗真の力に、女の私が勝てるわけがない。こうなったら……！

「あ、未希！」

「何っ!?」

　未希に見られたら、そりゃ誤解されかねない。私の声に斗真はすぐさま離れた。

　さすがは未希、名前だけで効果抜群だ。

「あれ？　未希は？」

　騙だまされたと気づいていない斗真は、周囲を見回して未希を探している。

　必死に探す斗真の姿がまたおかしくて、我が慢まんできずに自分からネタばらしするかのように、大声で笑ってしまった。

「も～！　斗真ってば、どれだけ未希のこと好きなの？　おかしすぎ」

　恋に一直線な斗真も、私の様子を見てさすがに嘘うそだと気づいたようで、耳がみるみるうちに赤く染まっていく。

「麻帆……騙したな」

　よっぽど悔しかったのか、唇くちびるを噛かみしめる斗真に、私の笑いは増すばかり。

　すると斗真はなぜか周囲を見回し、得意顔で言ってきた。

「麻帆、そんなにバカみたいに口開けて笑っていてもいいのか？」

「何が言いたいのよ」

　斗真が私との距離を縮め、耳元でそっと囁いた。

「だ～い好きな南課長がすぐそこにいるぜ？」

　彼の顔を、どうにか押しのける。

「ちょっとそれ、仕返しのつもり？」

　斗真も未希も、私が南課長に片想いしていることを知っている。だから斗真はそんなことを言ってきたのだろうけれど、そんなタイミングよく南課長がいるわけないじゃない。

　なのに彼は表情を崩すことなく、話を続ける。

「だったら自分の目で確かめてみろよ」

　さすがにそこまで言われると、本当なんじゃないかって思えてしまう。少しだけ緊張しながら、斗真の視線を追った瞬間、ギョッとしてしまった。

　そんな私を見て、斗真は得意げな顔をする。

「な？　だから言っただろ？」

　その声は、私の頭にまで入ってこなかった。だって、本当に数メートル先のロビーに、南課長と取引相手らしき人がいたのだから。

　南課長は接客中だし、一部下である私と斗真のやり取りになんて、全く興味がないかもしれないけど……。でも万が一、南課長の目に私と斗真が〝仲がいい〟と映ってしまったら？

「バカ麻帆め。俺を騙したバチが当たったんだよ」

　呑のん気きにバカにしてくる斗真に、殺意すら覚えてくる。

　キッと睨みつけると、さすがの斗真も一瞬怯ひるむ。

「ごめーん！　トイレすっごい混んでて遅くなっちゃった！　……ところで、この雰囲気どうしたの？」

　未希が戻ってきた時には、私と斗真の間に微妙な空気が漂っていた。




「それは斗真が悪いよ！」

「でしょ!?」

　あれから微妙な雰囲気のまま、三人で近くのカフェにやってきた。早速未希に問いただされたので、斗真には悪いと思いつつも、未希のことだけ伏せて先ほどの話をしてしまったのだ。

　未希に責められて、斗真はすっかりショボンとしている。

「麻帆の気持ちを知っているのに、わざと麻帆に近づいたりするなんて！　南課長が変に勘違いしちゃったら、斗真はどうするつもりだったの!?」

「どうするって……その……」

　私に対しては強気な斗真も、未希にはこんなにも弱くて、返す言葉も見つからない様子。

「斗真って妙に子供っぽいところがあるよね。私、そういう男の人って嫌い」

「……っ!!」

「みっ、未希……」

　さすがにそれは斗真、ショックだよね？

　私の隣に座る未希はそっぽを向き、デザートのケーキを頬ほお張ばるばかり。

　目の前に座る斗真は、ショックのあまり固まってしまっている。

　これにはちょっと同情してしまう。斗真が子供っぽいのは、今に始まったことじゃないけれど、斗真は未希にそう思われないよう必死に取り繕ってきた。

　なのに、それを指摘された挙句、『嫌い』と言われてしまったら……こんな風に凍りついてしまっても仕方ない。私が斗真の立場だったら、きっと立ち直れないだろう。

「未希……さすがにちょっと〝嫌い〟っていうのは、さ。言いすぎなんじゃ……」

「何言ってるの？　ひどいことされたのは麻帆でしょ？　斗真のことなんて、庇かばうことないよ！」

　すかさずフォローに入るものの、とどめを刺した未希の言葉に、もう斗真を見る勇気がない。

　どうしたらいいのか分からない中、フォークが置かれる音に斗真を見ると、彼は財布から千円札を数枚取り出しているところだった。

「悪い、先に戻るから。これで払っておいて」

「え……ちょっと、斗真!?」

　ひとり分にしては多いお金を残して、斗真は何も言わず店を出ていってしまった。

「ちょっと、未希～？」

「いいじゃない。『先に戻る』って言うんだから」

　未希は〝我関せず〟と言わんばかりにケーキを次々と頬張っていく。

　私は斗真の気持ちを知っている。だけどもちろん未希は、斗真の気持ちを知るはずがない。

　未希は自分の恋愛に関して秘密主義ってわけではないけれど、あまり多くを語るタイプではなく……正直、未希が斗真のことをどう思っているのかよく分からない。

　未希にとって、斗真は恋愛対象ではないのかな？　確かに斗真は子供っぽいし、私にとっては恋の対象にはならないけれど、斗真と未希はお似合いだなって常日頃感じていたんだよね。

　しっかり者の未希と、子供っぽい斗真。

　組み合わさるとそれぞれが不足を補い合って、いい感じになる。私から見ると、ふたりは一緒にいて居心地良さそうに見えていたけどな。

　でも他人がどう感じようが、所詮本人同士の問題だし、私はただ見守ることしかできない。それがまた、なんとももどかしい。

　そんなことを考えながらも未希を眺めていると、彼女はケーキを食べる手を休め、一点を見つめたままポツリと言葉を漏らした。

「斗真ってさ……本当はあんな奴じゃないよね？」

「え？」

　未希は私を見ることなく続けた。

「私……斗真の優しいところとか気遣いができるところ、すっごく好きなのに……。友達の麻帆が、南課長のことを好きだって知っててこんな意地悪するなんて」

　唇を少しだけ尖とがらせ、拗すねたように話す未希は、女の私から見てもやっぱり可愛くて、自分のために怒ってくれていると思うと、うれしさが込み上げてくる。

「未希、ありがとうね。そんな風に言ってくれて」

　未希と一緒にいると、時々どうしようもなくうれしくて、満たされる時がある。それは未希がこんな風に、私のことを考えてくれているから。

　でも……。

「未希の気持ちはうれしいけどさ、さっきのは斗真もショックだったと思うよ？」

　未希があんな風に怒る姿なんて、初めて見た。もしかしたら未希は、友達思いの斗真が好きだからこそ、あそこまで怒りを露あらわにしたんじゃないかなって思う。

　現にほら、未希ってばだんだん表情が曇くもっていっちゃってるし、落ち着かないのか、紙ナプキンを手でいじっている。そんな姿を見せられたら聞かなくても分かる。さっきの言葉を後悔しているんだって。

「まぁ、斗真ならきっと時間が経てば、ケロッとしちゃうよ。オフィスに戻ったら、私からもさり気なくフォローしておくから」

「……うん」

「今度さ、三人で飲みに行こうよ」

　少しでも雰囲気を変えようと思い、手つかずだったケーキを食べながら言うと、未希は少しだけ頬を緩めた。

「うん、そうだね！　最近全然行けてないしね！」

　いつもの笑顔をすっかり取り戻した未希も、残りのケーキを食べ始める。

　同期仲間の淡い恋。どうかいい方向に進んでくれるといいな……。




「すみませんでした!!」

　午後の穏やかなオフィスに、突如聞こえてきた大きな声。

　書類をファイリングしていた私はもちろん、ブライダル企画課の全員の視線が、声のしたほうへと向けられた。

「あっ……」

　声が思わず漏れてしまった。それもそのはず。さっき謝ったのは、いまだに頭を深く下げ続けている同期の田村さんで、その相手が南課長だったから。

　普段、決して笑顔を見せない南課長は、自分にも他人にも厳しく、犯したミスがどんなに小さくても笑って許してはくれない。それに怒る時は決まって冷ややかな視線を向けてくるから、みんなはよく『南課長に呼ばれると、生きた心地がしない』と言っている。

　新人の私達は、まだそれほど大きな仕事を与えられておらず、先輩達が言うような視線を向けられたことはないけれど、〝生きた心地がしない〟という気持ちは遠巻きに見ていても分かる。

　だけど誰よりも多くの仕事をこなしている南課長は、誰かがトラブルを起こしても、毎回的確な判断と指示でフォローしてくれる。普段は何事もなかったかのように自分の仕事に集中していられるけど……今回ばかりはそうはいかない。だってその視線は、同期である田村さんに向けられているのだから。

　さっきまでほのぼのとしていたオフィスは一瞬で静まり返り、誰もが手を動かしながらも事の行く末を気にしているようだ。

「あのっ！　本当に申し訳ありませんでした!!」

　無表情のまま何も言わない南課長に、さらに声を張り上げ、謝罪する田村さん。

　いったい何があったんだろう。

　見ているこっちがハラハラしてしまう中、南課長は大げさに肩を落とした。

「田村さん、謝れば済む問題じゃないことは、もう学生じゃないから理解できているよな？」

「……はい」

　いつも通り厳しい口調の南課長に、私まで怒られている気分になる。

『もう学生じゃない』……その通りだ。それは私も含め、同期全員に言える。

　私は書類をファイリングしながら、さらに耳を傾けた。

「自分が犯したミスについて、どう対処するべきか考えたのか？」

「それは……」

　田村さんは言葉に詰まる。

　どんなミスをしたのか知らないけど、真っ先に謝るべきだって思ったからそうしたんだよね、きっと。

　でもそんな考えは間違いだったようで、南課長の怒りを含んだ声がオフィス内に小さく響いた。

「それが分からないようじゃ、まだまだ半人前だ！　いいか、まずすぐに修正案を出せ。今回の場合、どこに謝罪し、どこに対応を頼めばいいのか……それくらい分かるよな？」

　半ば脅おどしにも聞こえる内容に、田村さんは顔を強こわ張ばらせながら何度も頷いた。

「すぐに動きます！」

　そして力強く答えると、〝それが正解だ〟と言わんばかりに、南課長は少しだけ表情を崩した。

「修正案を見てから、フォローする」

　そう言うと、南課長は〝行け〟と合図するように、手を振った。普段はクールで全く笑わないのに、田村さんの答えに満足そうな様子だ。

　そんな南課長に田村さんは驚きながらも、威勢よく返事をして、すぐさま作業に取りかかった。

　さっきまで静まり返っていたオフィスも、いつもの雰囲気へと戻っていく中、私だけはすぐに頭を切り替えられずにいた。田村さんがどんなミスをしたのかも気になるけど……それより、さっきの少しだけ笑った南課長が頭から離れない。

「あんな顔もしちゃうんだ」

　私の声は、オフィスの騒がしさにかき消されていく。

　入社してから南課長の笑った顔なんて、一度も見たことがなかった。あの日……初めて南課長と出会った公園で、就職活動中の私に微笑んでアドバイスしてくれた時以来だ。

　もっと南課長の笑った顔や、いろいろな顔が見たい。そう願ってしまうのは、南課長に恋しているから。だからさっき、田村さんが羨うらやましいって思っちゃった。

　頭ごなしに怒るのではなく、するべきことを促し、フォローもしてくれる。そんな南課長がますます好きになっちゃったよ。この〝好き〟って気持ちは、一体どこまで大きくなっていくのだろう。

　少しだけドキドキしている胸元を押さえながら大きく息を吐き、気持ちを入れ替えて仕事に集中した。




「お先に失礼します」

「お疲れさまでした」

　定時の十八時を十五分過ぎた今、少しずつ帰り支度を進める同僚達。

　基本的に〝残業はしない〟がモットーの会社だけあって、ほとんどの人が定時で帰る。

　その中でも先陣を切って帰っていくのが、仕事量の少ない私達新人。ついさっきも声をかけて帰っていったのは、中村さんだった。

　彼女の背中を目で追いながらも、つい気になってしまう。中村さんは、同期の田村さんが南課長に怒られていたのに、気にならないのかなって。

　現に田村さんは、二時間ほど前にオフィスを出ていって以来、戻ってきていない。もちろん南課長も。叱られたあとも懸命に仕事していたけれど、きっと内心では初めてのミスに落ち込んでいるに決まっている。

　そういう時こそ同期として何か言葉をかけてあげたい。それに手伝えることがあるのなら、力になりたいし。

　田村さんと中村さんって仲良しのイメージがあったけど、案外ドライなのかな？

　そんなことを考えながらも、別に今日中にやらなくてもいい書類の整理をしていると、少しずつ人影が少なくなっていく。ふと時間を確認すると、定時を一時間過ぎていた。

「あれ？　なんでまだいるんだ？」

「斗真！」

　突然声が聞こえてきたと思ったら、斗真が鞄をデスクに置きながら、不思議そうな目を向けてくる。

　そうだった。斗真は午後から先輩と得意先に挨あい拶さつに行っていたんだ。

　同じ同期といっても、斗真は女の私達に比べて、外回りに出ることが多い。会社から期待されているんだろうな。

「ねぇ斗真。……あのね、斗真が外に出ている間に、田村さんが南課長に叱られていたの」

「田村さんが？」

　きっと斗真は今、私が思ったのと同じことを考えているんだろうな。

「うん。どんなミスをしたのかは分からないんだけど、三時間ほど前に出ていったきり、まだ戻ってきてないんだよね」

　他人のミスを勝手に話すのは気が引けるけど、私も斗真も田村さんとは同期だし。それに、信じたいのかもしれない。斗真は中村さんとは違うって。私と同じように感じてくれるって。

　だけど、それはどうやら思い違いだったようだ。

「もしかして麻帆、それでこんな時間まで残っていたのか？」

「うん、そうだけど……」

　すると斗真は目を丸くさせた。そして、その表情は次第に険しさを帯びていく。

「なぁ麻帆……。チームワークも仕事をするうえでは大切だと思うけどさ、今の麻帆の行動はそれとは違うんじゃないか？」

「どうして？」

　なんでそんなこと言うの？　だって私達、同期じゃない。

　斗真に反抗するように、口を噤つぐむ。

「だってミスをしたのは田村さんだろ？　俺達何も関係ねぇじゃん。それにこんな時間まで戻ってこないってことは、田村さんは田村さんなりに、挽ばん回かいしようと頑張ってるんじゃねぇの？」

「それはそうかもしれないけど……」

　でもみんなの前で怒られて……戻ってきたら、誰かにグチのひとつでも聞いてもらいたいものじゃない？　それに、何か手伝えることがあったら力になりたいし。

　心の中ではそう思っていても声に出して言えないのは、斗真の言い分が正当なものだからだ。南課長も言っていた……『もう学生じゃない』って。社会人だからこそ、自分の責任は自分でとるべきだって充分理解している。

「斗真の言ってることは、正しいと思うよ？」

　拳こぶしを握りしめ、どうにか感情の昂たかぶりを抑える。

「でもさ、誰かに弱音を吐きたい時だってあるじゃない。絶対田村さん、落ち込んでるよ。それなのに、力になってあげたいって思うのは、ダメなことなの？」

　感情的にならないよう、言葉を選びながらゆっくり話すと、斗真の眉が少しだけ下がった。そして観念したかのように、大きく息を吐く。

「別に全てを否定したいわけじゃねぇよ。たださ、この時間って無駄じゃね？　それに待ちくたびれて、明日の業務に支障をきたす可能性だってあるだろ？」

　斗真の言う通りだ。残業しなくてはいけない仕事をしているわけじゃない。子供っぽいのは斗真じゃなくて、私のほうなのかもしれない。

　そう思うと急に恥ずかしくなってしまい、視線は次第に下へと向かっていく。

「まぁ……ここだけの話さ、これが田村さんじゃなくて麻帆だったら、俺は迷わずお前の帰りを待っていたと思うよ」

「え？」

　下がっていた視線は、すぐにまた浮上していく。

　斗真の姿を捉えると、彼は照れ隠しするかのように乱暴に頭をかいた。

「だ～!!　わりぃ!!　……ちょっとした八つ当たり」

「八つ当たり？」

　意味が分からず首を傾かしげると、斗真は申し訳なさそうに話しだした。

「俺さ、未希に『嫌い』って言われたじゃん？　それに対する麻帆からの慰めの言葉ってねぇわけ？」

「あ……」

　斗真の言葉にハッとする。

　そうだよ、斗真だって落ち込んでいるに決まっている。昼休みから戻ったらすでに斗真の姿はなく、帰ってきたら声をかけようと思っていたのに……。田村さんのことで頭がいっぱいになっていて、すっかり忘れてしまっていた。

「ごめん。その……」

「どうせ忘れてたんだろ？」

　なかなか本当のことを言えずにいると、斗真はお見通しだったようで、呆れたように大きく息を吐いた。

「麻帆とはまだまだ短いつき合いだけどさ、なんとなく分かる……麻帆のこと」

　普段は子供っぽいのに、今目の前にいる斗真は大人だ。そんな彼に、少しだけ胸をざわつかされる。

「いいよ。俺、麻帆のそういう単純なところ、けっこう気に入ってるから」

「……は？　単純!?」

「そ！」

　いつの間にか、いつもの斗真に戻っていて、あどけない笑顔を見せている。

「ちょっとそれどういう意味よ！」

「そのままの意味だよ！」

　言い返すものの、斗真は帰り支度をし始めた。

「悪いけど俺は自分の意思は曲げないタイプだから。いくら同期といえど、俺はそんなに田村さんと気心が知れているわけじゃねぇし。今日は外回りでクタクタだから帰るぞ」

「え……あっ！　ちょっと斗真!?」

　一方的に話すと、斗真は手を上げてオフィスを出ていく。

「麻帆もほどほどにしておけよ」

　そんな言葉を残して……。

「……帰っちゃった」

　斗真と話しているうちに、いつの間にかみんな帰ってしまっていて、気づけば残っているのは私ひとりだけ。

　入社以来、初めてかもしれない。夜のオフィスにひとりだなんて。

「どうしようかな」

　南課長と斗真の言葉が頭をよぎる。それでも斗真が言うように、私だって自分の意思を貫きたい。

　もう一度時計を見て、椅子の背もたれに寄りかかった。

「もう少しだけ待ってみようかな」

　もし私が田村さんの立場だったら、戻ってきた時に誰かいてくれたら、やっぱりうれしいもの。でも正直、疲れたのも確か。誰もいないし、こんな時間だけど眠気覚ましに珈琲でも淹れちゃおうかな。

　そう思いながら重い腰を上げた時――。

「あれ……？　新さん？」

　静かなオフィスに響き渡る声。

　入口に立っていたのは、額に汗を光らせ、怪け訝げんそうな様子の田村さんだった。

「どうしたの？　こんな遅い時間まで」

「あ……その……」

　田村さんが心配で待っていたくせに、いざ本人を目の前にすると、うまく言葉が出てきてくれない。

　するとそんな私の様子を見た田村さんが、恐る恐る聞いてきた。

「……もしかして、私のこと待っていてくれたの？」

　勘違いだったら恥ずかしい……そう言いたげな彼女を前に、安心させたい一心ですぐに答えた。

「うん。もしかしたら余計なお世話だったかもしれないけど、その……なんだか心配で」

　田村さんは一瞬目を見開いたものの、次第に頬が緩んでいく。

「うれしい。こんな時間まで待っててくれてありがとう」

　そう言われて、待っていてよかったと実感させられる。

「あっ、あの大丈夫だった？　もし、何かやることがあるなら手伝うけど」

「ううん、大丈夫！　全てクリアできて、南課長に『お前は社に帰れ』って言われて戻ってきたんだ」

　そう話す田村さんは、達成感に満ち溢れていて、笑顔が少しだけ眩しかった。

「あの、さ……このあともしよかったら、食事に行かない？　もちろん私がおごるから！　ずっと待っててくれたお礼に」

　田村さん……。

　笑顔の彼女につられて、いつの間にか私も笑っていた。

「じゃあ、お言葉に甘えておごってもらっちゃおうかな」

「了解！」

　ふたりで笑い合って、オフィスをあとにした。




「えっ!!　ブライダルフェアのゲスト名を間違えちゃったの!?」

　田村さんに連れられてきたのは、オシャレな創作料理が楽しめる居酒屋だった。お通しから私好みの味つけで、お酒も美味しい。

「秋冬のブライダルフェアって、毎年客入りがいいらしいじゃない？　なのに大切なパンフレットの記載ミスよ。まだゲストの目に触れる前だったから、よかったけどね」

　確かにそれはまずいミスだ。なんて言葉を返したらいいのか分からず、私はただ苦笑いを浮かべた。

「電話を受けた時は頭の中が真っ白になっちゃってさ。とにかく南課長に報告して謝らなくちゃ、って思いでいっぱいいっぱいだったの」

　運ばれてきたお酒をちびちびと飲みながら、彼女の話に相あい槌づちを打つ。

「でも南課長に言われて気づかされたよ。私、謝れば済むって思ってたからさ。パンフレットは印刷しちゃったあとだったけど、ギリギリのスケジュールで、なんとか安く、もう一度印刷してもらえることになったの。もう無我夢中だったよ」

　口ではそう話しているけれど、田村さんの顔はイキイキしている。

「南課長が助言してくれたり、手伝ってくれたりしたおかげなんだ。……なんか今回の一件で、すっかり潔癖上司の印象が変わっちゃったよ」

「え？」

　お酒のせいなのかもしれないけど、ほんのりと頬を赤らめる田村さんに、嫌な予感がしてドキッとする。

「終わってから言われたの。『これでお前も一人前だ。よく頑張ったな』って」

　言われた瞬間のことを思い出しているのか、どこか夢心地な田村さん。そのうっとりした表情は、まるで恋する乙女そのもの。

　……もしかしてさっきの予感って的中しちゃったりする？

　そんな思いが駆け巡った時、なぜか急に田村さんは大きな声で笑いだした。

「なーんて言っているけど、もちろんそれは上司として、って意味だからね！」

「え？　あっ、うん」

　まるで心の中を見透かされているような気がして、言葉に詰まる。

　……焦った。考えていたことをそのまま口に出しちゃったのかと一瞬思った。

　でもそうではなさそうで、クスクスと笑いながらお酒をたしなむ田村さんは、つまみの軟骨から揚げに手を伸ばして話を続ける。

「さすがに南課長に恋愛感情なんて、湧かないでしょ？　六歳も年上だし、潔癖症だし、仕事が生きがいみたいな人だしさ」

「あー……うん、確かに」

　口では話を合わせるものの、もちろんそんなことなど思っていない。

　ごめん、田村さん。私、その六歳も年上で潔癖症で、おまけに仕事人間な南課長が大好きなの。

　とはいえ、まだ恋バナできるような仲ではない。しかも相手は同じ会社で同じ部署だし。

　動揺を悟られないよう、グビグビとお酒をあおる。

「でしょ？　それにあぁいう人には、もっとふさわしい人がいるよね」

「ふさわしい人？」

　完全に動きが止まる私をよそに、お酒が進んですっかり饒じょう舌ぜつになっている田村さんは、テーブルに並べられている料理に次々と箸はしをつけていく。

「そう。仕事がデキて、なおかつ南課長に負けず劣らずの完璧で潔癖な女子！　絶対、うちらみたいな一般人とはつき合ってられなさそうじゃない？」

「そっ、そうだね、アハハ」

　乾いた笑いを漏らしながら、お酒を追加注文する。

「南課長って家もすごいキレイそうだよね？　それに仕事だけじゃなくて、プライベートでも常に完璧を求めていそうだし。一緒にいたらきっと息が詰まっちゃうよ」

『息が詰まっちゃう』……か。

　確かに会社での南課長しか知らなかったら、私も田村さんと同じように考えていただろう。

　でも、本当の南課長は違うと思うな。少なくとも、あの日の南課長は違った。潔癖症なのに、汚れることを覚悟で女の子のために木登りして、猫を助けちゃったんだよ？　それに女の子が飼い主じゃないと分かっても、責めたりしなかった。

　南課長は、本当は優しい人なんじゃないかな？

　とはいえ……さっきの田村さんの言うことには頷ける部分もたくさんある。南課長とつき合うには、それこそ完璧ですごくキレイ好きでないと、ダメな気がする。私がもしあの汚部屋を見られたら、南課長の恋愛対象から外されてしまうに違いない。

　そう思うと胸がチクリと痛んだ。

「ズボラな性格、直さなきゃかな……？」

　ポツリとこぼれてしまった独り言。

「えー？　何？」

　幸いなことに、酔いが回って上機嫌な田村さんには、聞こえていなかったようだ。

「ううん、なんでもない」

　ちょうどタイミングよく、追加で頼んでおいたお酒が運ばれてきた。

　とりあえず家に帰ってから考えよう。だって今は田村さんと初めてふたりで飲んでいるのだから。

「よーし田村さん！　乾杯しよう!!」

　テンション高めにグラスを上げると、「いいね～」と田村さんもノッてきた。

　今だけはこの時間を楽しもう。そして家に帰ったら少し掃除しようかな。せめて誰か来ても大丈夫なくらいには……。

　それからは、いつも以上にお酒が進み、酔って気分をよくした私達は、その後も我を忘れて飲み続けた――。




「……んっ、うるさい」

　スマホのアラームが部屋中に鳴り響く。

　まだまだ布団の中にいたい気持ちを吹き飛ばしながら、手探りでスマホをつかもうとするものの、見つからない。その間も耳障りな音はやむことなく鳴りっぱなしだ。

　観念して起き上がり、音のするほうを探り当てると、バッグの中に手を伸ばし、アラームを止める。

「あと少しだけ……」

　また布団に戻り、瞼まぶたを閉じると昨日の情景が頭に浮かぶ……夢だったのかなぁとぼんやり考えているうちに、ハッと我に返った。

　あれ……？　私、いつの間に帰ってきたの？

　少しずつ覚醒していく脳と同時に、身体を伝う冷や汗。ひとつひとつ思い出そうとするものの、田村さんと飲んでいたところまでしか記憶にない。

　慌てて周囲を見回せば、ここは正真正銘、自分の寝室に間違いなかった。

「よかった……」

　ドラマの世界でありがちな、〝飲んで目覚めたら、知らない部屋にいた〟っていうケースが頭をよぎっちゃったよ。

　さすがにそんな心配は、無用だったみたいだ。

「じゃあ私、どうやって帰ってきたのかな？」

　疑問に思いつつも、まずはペロリと布団をめくる。残念なことに、昨日の服装のままだった。……と、いうことは。

　恐る恐る両手で顔に手を当てると、ばっちりメイクが残っている。

「……やってしまった」

　お肌に一番いけないことなのに。しかも、記憶が飛ぶほど飲んじゃったから、顔がむくんでいるかもしれない。

　気になって勢いよく起き上がるも、激しい頭痛に襲われる。

　本当に最悪だ。服はしわしわ、お肌はボロボロ、そして二日酔い……。

　楽しんだ代償は大きすぎるけど、このまま落ち込んでなんていられない。どんなにひどい状態でも、仕事は待ってくれないのだから。

　二日酔いで遅刻なんてしたら、南課長に怒られちゃうよ。それこそ〝いつまでも学生気分でいるな！〟って。とりあえずシャワーを浴びてすっきりしよう。

　ゆっくりと立ち上がり、着替えを持って寝室を出ようとした時、誰もいないはずのドアの向こう側から、物音が聞こえてきた。

「え……なっ、何？」

　ドキッと鳴る心臓。いつもは寝る前にちゃんと戸締まりを確認しているけれど、昨日ばかりは分からない。

　もしかして、泥棒……？

　あり得る事態にサーッと血の気が引いていく。頭痛も忘れるくらい、ドキドキと脈打ち始める。そっとドアに耳を当てると、やっぱり微かに人の気配がする。

　でも待って。今は朝だよね。こんな朝っぱらから泥棒が入ってくる？　来るならきっと夜のうちと決まっているよね？

　必死にそう言い聞かせても、物音が消える気配は一向になく、ドアを開けるのが怖い。

　本当に泥棒だったらどうする？　それか、まさか田村さん？　よくよく考えれば、田村さんもガンガン飲んでいた。

　私が記憶をなくすほど飲んだとなると、田村さんも同じ状況だった可能性はある。

　いつの間にか田村さんを家に連れてきちゃった……とか？　そういえば前に田村さんは実家暮らしだって聞いた気がする。だとしたら両親の手前、帰りづらくて家に泊まったってことになっても、おかしくないよね？

　なんとかいい方向に考えたいものの、記憶がない以上、不安は拭ぬぐい切れない。だけどいつまでも寝室にいるわけにはいかず……。

　よしっ!!

　固く瞼を閉じて勢いよくドアを開けた。

「やっと起きた」

　すぐに聞こえてきた聞き覚えのある声に、目が大きく開かれる。

「……嘘」

　口を開けたまま固まっている私をよそに、なぜか腕まくりをしてゴミをまとめていたのは……南課長!?

「起きたなら、さっさと風呂に浸かってこい」

「お風呂？」

　一切私を見ることなく、ゴミ袋を縛りながら話し続ける南課長。

「早く！」

「はっ、はい!!」

　まるでオフィスにいるような錯覚に陥り、言われるがままバスルームへと飛び込んだけど……。

　鏡に映るひどい顔の自分に問いかける。

「どうしてこうなっているの？」

　目が覚めたら自分の部屋で記憶をなくしていて、大好きな上司が私の汚部屋のゴミをまとめていた……なんて。これは夢じゃないんだよね？

　私は叫びたい衝動に駆られながらもグッとこらえ、鏡に映る自分の姿をただ呆然と見つめていた。










彼女の意外な一面を知った夜　［篤人ＳＩＤＥ］




「南課長、よかったらどうぞ」

　そう言っていつも俺のベストポジションにカップを置いてくれるのは、今年入社したばかりの新人、新 麻帆。

「ありがとう」

　パソコンの画面に目線を向けたまま礼を述べると、彼女は静かに去っていく。

〝女性新入社員が十時半と十五時にお茶出しをする〟という規則にのっとり、今年は新を含めた三人がお茶を出してくれているが……。

　パソコンキーを打つのをやめ、カップに手を伸ばす。ひと口飲めば違いが分かる。

　やっぱりお茶であっても、珈琲であっても、今年は新のが一番うまいな。

　少しだけホッとさせられ、口元が緩みそうになりつつも、ここは職場。課長である俺が仕事中にだらしない顔をするわけにはいかない。

　すぐにカップを机に置き、仕事を再開させた。

〝他人に厳しく、自分にはそれ以上に厳しく〟これが俺の仕事に対するモットーだ。

　誰だってそうだと思うが、自分に甘く人に厳しい上司のもとでは、働きたくない。なのに最悪なことに、入社して最初についた上司はそんな男だった。

　当時は理不尽なことばかりで腹立たしい日々を送っていたが、今となってはあんな上司でも反面教師としていろいろ学べた、と思えるようになった。

　自分が感じた腹立たしさを、部下にだけは味わわせたくない。昇進してからというもの、その一心で常に完璧を求めてやってきたつもりだが……。

「もー潔癖上司ってば、なんで私がお茶出しする日に限って、いつもいるのかな？」

「残念でした！　昨日は潔癖上司が一日中外出していて私は出さずに済んだから、ラッキーだったよ」

「いいなぁ」

　疲れがピークに達して眠気覚ましに珈琲でも飲もうと、オフィス奥にある給湯室に向かったものの……中から聞こえてきたのは、自分の悪口だった。

　その瞬間足は止まり、前にも同じようなシチュエーションがあったな。と呑気に考えてしまう。

　そしていつも思うんだ。〝またか……〟と。




「えっ、何!?　篤人ってば、そんな可愛いこと気にしちゃってるわけ？」

「悪いか？　気にして」

　そう答えると、同期で営業部のエースと呼ばれている速はや見み裕ゆう介すけは、ここが居酒屋ということも忘れて、大きな声で笑いだした。

「マジウケる！　完璧主義で潔癖なくせに気にしちゃってたとか！」

「黙れ」

　騒がしい店内では、裕介のように大騒ぎしている連中が他にもいて、決して目立っているわけではないけれど、大の男がバカにされているのだから、腹が立つ。

「第一俺は、一度たりとも職場の連中に潔癖症であることを言ってないし、強要もしてないんだぞ？　なのにおかしいだろ？　あだ名が〝潔癖上司〟だなんて」

　一気にビールを胃に流し込み、半ばやけくそになりながら、もう一杯追加注文する。

　確かに俺は昔からキレイ好きなほうで、ちょっとした汚れでも気になってしまう。だけどそれは自分自身に対してだけであって、他人に強要したことはない。なのに気づけば俺は、社内中の女子から〝潔癖上司〟と呼ばれていたのだ。

　すぐに届いた追加のビールを再びがぶ飲みすると、裕介は俺の話を否定するように言ってきた。

「いやいや、自分で気づいてないかもしれないけど、けっこう表に出てるぞ？」

「は？　そんなわけないだろう？」

　心外だ。

　どんなところが表に出ているのか聞いてみると、次々に言葉が返ってきた。

「普通の人間なら、わざわざ除菌ティッシュは持ち歩かないだろうし、エレベーターのボタンだって素手で押せるはずさ。それに人のデスクが散らかっているのを見ると、あからさまに嫌な顔をするんだろう？　他にもいろいろ聞いたぞ？　お前の潔癖っぷり」

「……別に普通じゃないのか？」

「普通じゃねぇだろ。だから変なあだ名つけられるんだよ」

　得意げにそう話す裕介に、返す言葉が見つからなかった。

「篤人さ、いつまで経ってもそんなんじゃ、一生結婚できないぞ？」

　いつの間にか話が大きくなってきた。

「なんで潔癖症ってだけで、結婚できない話に発展するんだよ」

　世の中には俺みたいな男なんて、たくさんいるだろ？　それに潔癖症の人間がみんな、結婚できないわけじゃない。

　なのに裕介は、俺の考えを全て否定するかのように言ってきた。

「篤人は分かってないな。いいか？　俺達のようなサラリーマンには、職場が最大の出会いの場なんだぞ？　中には合コンやネットを利用する奴もいるが、大抵はみんな職場恋愛だろ？」

「そう、だな」

　裕介の言うように、職場恋愛から結婚する流れが多いのは確かだ。特にうちの職場は〝結婚〟を商売にしているからだろうか、よく社内の誰と誰が結婚したという話を耳にする。

「だろう!?　そんな出会いの宝庫である職場でお前ときたら……。もう少しさ、愛想よくしろよ。篤人いっつも真面目そうな顔してんじゃん」

「仕事なんだから当たり前だろ？」

　仕事中にヘラヘラしているほうがおかしい。

「第一、俺とお前とじゃ部署も違えば、仕事内容も違うだろ？」

　裕介は営業。営業に笑顔はつきものだが、企画課には不必要なものだ。

「じゃあせめて、もう少し女子に優しく接してみれば？　お前、顔は悪くないんだから、そうすれば好意を寄せてくれる天使ちゃんが現れるかもしれねえぞ？」

「優しく……ねぇ」

　そう言われて頭をよぎったのは、新入社員のひとり、田村だった。パンフレットのチェックミスで、今日叱ったばかり。

　でも新人である彼女にただ叱ったつもりはない。俺の中では最大限に手厚くフォローしたつもりなんだが……。それは彼女に届いていないのだろうか？

「おい！　俺がせっかくいい話をしてるって言うのに、何ボケッとしてんだよ」

「あっ……あぁ。悪い」

　裕介の声にハッと我に返る。

　考え事をしていたと悟られぬようビールを飲むものの、味がよく分からなかった。

「とにかく俺達もう二十八なんだからな？　いつまでも若いわけじゃねぇんだから、少しは意識しろよ？」

「……分かってるよ」

　お節介な上司から、何度か見合いを進められたこともあった。自分ではまだ若いつもりで、それほど意識してはいなかったのだが……。よくよく考えると、あと二年もしないうちに三十歳になっちまうんだよな。

　裕介はあぁ見えて、長年片想いしている相手がいる。どう見ても叶かなうはずがないように思えるが、それでも諦あきらめず片想いし続けている裕介を、時々羨ましく思えたりもする。

　学生の頃はそれなりに女性とつき合ってきたが、社会人になってからというもの、毎日仕事に追われ、休日出勤することもしばしば。そんな中、一体どうやって恋愛しろっていうんだ？




「裕介の言うように女性社員に少し優しくすれば、恋愛できるのかもしれないな」

　あれから居酒屋をあとにし、裕介と別れ、駅へと向かう途中、つい独り言を呟いてしまった。

　別に本当に恋愛がしたいわけじゃないけれど、人生が思い描いていたようになかなか進まず、焦りを覚える。

　潔癖症だって好きでなったわけじゃない。早くに父親を亡くしたため、母親はいつも仕事で忙しく、気づくと歳の離れた妹の面倒を見るのが俺の役割になっていた。疲れて帰ってくる母親の負担を少しでも軽くしたくて、家の掃除や料理をしているうちに、楽しいと思えるようになった。そして次第に部屋がキレイに保たれていないと、落ち着かなくなっていったのだ。

　そんな俺に、今までつき合った女性達はドン引きしていった。別に彼女達に潔癖を強要したことなどないのに、みんな同じ理由で別れを告げてくる。そうなると、社会人になってまで、恋愛したいとは思えなくなっていった。

　よく考えてみれば、社会に出てから本気のつき合いなどしたことないかもしれない。

「どれだけ遠のいてんだよ。ハハッ」

　乾いた笑い声は、空気のように消えていく。

　帰宅ラッシュを過ぎた時間だが、歩道はまだたくさんの人で溢れている。

　次第に駅の改札が近づいてきた。そろそろ定期を出しておこうと、ビジネスバッグの内ポケットに手を入れた時、すれ違う人の声が耳に届いた。

「ちょっとさっきの酔っ払い、ヤバくない？」

「ねー。男ならまだしも、女の酔っ払いってみっともないかも」

　顔をしかめながら通り過ぎていく女性ふたり。

　女の酔っ払い？　それは確かに感心できないな。

　頭の片隅で思いながらも定期を取り出し、改札へと進んでいく。するとそこにちょっとした人だかりができていた。

「なんだ？　あれ」

　いつもだったら流れている人の波が、今日はなぜか滞っていて、自然と俺の足も止まってしまった。

　すると聞こえてきた声と、見えてきた光景に目を疑ってしまった。

「なんで鍵かぎが入らないの!?」

「ですからお客様、ここはお客様のご自宅ではなく、駅の改札です」

　酔っ払った女は切符を入れるところに、何度も鍵を差し込もうとしていた。

　そんな女に心底困り果てている駅員は、どうにか彼女を説得しようと必死だった。

「お客様、ご自宅の住所は言えますか？　それか電話番号！」

「何言ってるの!?　ここが私の家でしょうが！」

　完全に酔っている女は、どうやらここが自宅だと思い込んでいるらしい。

　顔を真っ赤にさせ、呂ろ律れつが回らなくなっている女に、駅員はお手上げ状態。いつもの俺だったら完全に傍観者だが……残念ながら、今回ばかりはそうはいかなかった。

「すみません」

　人をかき分け、前へと進んでいく。駅員がもうひとり来て、何やら相談し始めたところへ駆け寄った。

「ご迷惑をおかけしてしまい、申し訳ありませんでした」

　すぐに駅員達に向かって頭を下げると、彼らはハッとして問いかけてきた。

「えっと、あなたは？」

　戸と惑まどう駅員達に、すぐさまポケットから名刺入れを取り出し、一枚差し出した。

「失礼しました。私はこういう者です」

　名刺を渡された駅員は、名刺と俺を交互に見てきた。

「この女性は自分の直属の部下でして。今後はこのようなご迷惑をおかけしないよう、きつく言い聞かせますので、連れて帰ってもよろしいでしょうか？」

　きっと駅員達は、彼女の悪酔いぶりに警察へ連絡しようとしていたのだろう。当然なことだ。これだけ騒ぎを起こして、迷惑をかけているのだから。

　当の酔っ払い女、もとい新は、相変わらずおぼつかない手で改札口に鍵を差し込もうとしている。

　間近で見てもなお、目を疑っている自分がいる。

　まさかあの新が、これほどまでに酒ぐせが悪かったとは。

「今後はこのようなことがないよう、よくお伝えください」

「もちろんです。本当に申し訳ありませんでした」

　話が分かる駅員でよかった。普通だったら、とっくに通報されていてもおかしくないのだから。

　再度頭を下げ、改札と格闘している新の腕を引っ張る。するとさすがの彼女も、俺の顔だけは覚えていたようだ。

「あれ～？　どうして私の家に南課長がいるんれすか～？」

　ヨロヨロとまるで生まれたての小鹿のように足元がおぼつかない。

　その姿に呆れ果て、大きく息を吐く。

「新、帰るぞ」

　業務中のようにきつく言うものの、酔っている新には全く通じていない。不思議そうに首を傾げて俺を凝視していた。

「帰ると言われても、ここが私の家れすから～」

　語尾にカチンときて、新を睨みつけるが、なんの効き目もない。

　駅員達は姿を消したものの、いまだに俺達は注目の的。こんなところを取引先の人にでも見られたら大変だ。

「悪い」

　どうしようもない現状に、強行突破に出るしかない。俺は新の腰を抱いて、引きずるように歩きだした。

「えっ!?　南かちょー？　なんれすか急に!!」

「黙れ」

　いつまでも、酔っ払いと噛み合わない会話を続けているわけにはいかない。

　本当だったらこのまま電車で帰るのが一番早いが、これ以上目立ちたくないので断念した。とりあえずタクシーで送ろうと逆方向に進むものの、新は抵抗してくる。

「南かちょー！　家に帰してくらさい！」

「帰せるものなら帰したいね」

　バシバシと身体中を叩かれている今の俺の姿は、すれ違う人の目にどう映っているのだろうか。おかしな光景……いや、下手したら俺が新をさらっているように、見えているかもしれない。

　人もまばらになってきた歩道で足を止め、仕方なく新の身体を引き離した瞬間、彼女が大きく振らついた。

「わわっ!?」

「危ない！」

　咄嗟に腕を引くと、胸元に飛び込んできた新。

　真っ正面から捕らえた彼女の身体は、意外なほど柔らかく細かった。そして鼻をかすめるのは甘いバニラの香り。触れる全てが柔らかくて、心を乱される。

「ありゃりゃ。これは失礼しましたぁ」

　フラフラした足取りで離れると、おどけた笑顔を見せる新に、不覚にも部下に対する以上の感情を抱いてしまった。笑った顔が素直に可愛いと……。

「南かちょー？」

　つい見とれてしまっていると、新は不思議そうに首を傾げて俺の顔を覗き込んできた。その仕し草ぐささえ可愛いと思えてしまうのだから、重症なのかもしれない。

　彼女からすぐに顔を逸そらし、問いかける。

「悪い。……新、自分の住所言えるか？」

「もちろんれすよ！　バカにしているんれすかぁ？　住所は東京都……」

　酔っているとはいえ、住所を覚えていてくれたことに安あん堵どし、慌ててスマホに新の言う住所を打ち込んだ。




「お客さん、ここだと思います」

「そうですか、ありがとうございました」

　あれからタクシーに乗り込み、新が言っていた住所を運転手に伝え、辿たどり着いた場所は五階建てのマンション前。

　大きさからして、ひとり暮らし専用といったところだろうか。

「新、起きろ。着いたぞ」

「んー」

　揺れる振動が心地良かったのか、眠ってしまった新を揺さぶり起こそうとするものの、はっきりと覚醒してくれない。

　本当だったらここで降ろして、俺はこのままタクシーに乗って帰宅したいところだが……。さっきの改札での光景が頭をよぎる。

「お客さん、大丈夫ですか？」

　なかなか降りない俺達を見て、運転手は心配そうに運転席から様子を窺うかがってきた。

「すみません、大丈夫です。新！　降りるぞ！」

「えぇー……」

　よほど眠いのか、まるで子供のように駄々をこねる彼女の腕をつかみ、タクシーから降りる。

　すると新は、器用に立ったまま、また寝ようとする始末。

「新！　ちゃんと部屋まで行くんだ」

　この時間だし、こんな場所でタクシーを拾うのは大変だろうな、などと帰りの心配をしつつも大きな声で叫ぶと、新はハッとしたように目を開け、そのままフラフラと歩きだした。

　今にも転びそうな歩き方に、腕をつかみ、支えるようにして彼女のあとをついていく。エレベーターに乗り込み、行った先は三階の角部屋。

「ただいまれす」

「それは鍵を開けて、家に入ってから言え！」

　ここに来るまで、彼女が誰かと一緒に住んでいることを期待していたが……真っ暗な部屋を見ると、どうやらその可能性は低そうだ。

「あれ～？　鍵がないれす」

　探しもせずにそんなことを言いだした新に、さっきまで彼女を可愛いと感じていた自分が憎く思えてきた。

　沸々と込み上げてくる怒りを抑えながら、できるだけ冷静に努める。

「新、その手で握りしめている物はなんだ？」

「え～？　あー……どうやら鍵のようれす」

「ならそれを今すぐに使って家に入りなさい」

　気分はまるで保護者……いや、教師だ。

　出来の悪い教え子を正しい道に導くかのように、できるだけ冷静に言葉を放つと、「はぁ～い」と返事をしてくれた。

　ガチャリと鍵が開いた瞬間、これでやっと帰れるという解放感に包まれ、ホッと胸を撫で下ろす。

　しかし、その瞬間、新はとんでもないことを言いだした。

「さぁ、南かちょー。汚い部屋ですが、どうぞお上がりください」

「は？」

「ここは寒いれすから」

　いつの間にか、新は俺の腕をガッチリとつかんでいる。

「新！　俺はもう帰るから！」

　ひとり暮らしの女性部下の部屋なんかに上がれるか！

　必死に抵抗するものの、あれほどフラフラしていたくせに俺の腕をつかむ力は驚くほど強かった。

「な～に言ってるんれすか！　お茶のひとつでも用意しないと、お母さんに叱られます」

「叱られるって……」

　そんなわけないだろう。つき合ってもいない男を上げるほうが、よっぽど怒られるさ。

　だけど酔っている新の腕を乱暴に振り払うこともできず、結局玄関の中へ入ってしまった。

「ささ！　早く靴を脱いで上がってくらさい」

　ニコニコ顔で俺の腕を引っ張る新に、白旗を上げた。

　酔っているし、お茶を出せばきっと満足して解放してくれるだろう。そう思った俺は、ためらいながらも部屋に上がった。

「すぐに電気つけますから」

「あぁ」

　そして暗闇だった世界が明るく照らし出されると……。

「……なんだ？　これは」

　目に飛び込んできたのは、想像を絶するほど散らかり放題の汚部屋だった。

　あまりのひどさに絶句し、すっかりと力を失った手からはビジネスバッグが落ちていく。

　さっき自分で『汚い部屋』だとは言っていたが、これはあまりにもひどすぎるだろ。

　ソファの上には大量の洋服。もちろん全て畳まれてなどいない。料理を並べるべき場所は、女性特有のスキンケアグッズで埋め尽くされており、その一角には使用済みのティッシュの山が見える。床にも雑誌や漫画、パジャマやゴミが散乱しており、失礼だがとてもじゃないけれど、女性の部屋には見えない。

「ここ……本当に新の部屋だよな？」

　職場でのイメージからかけ離れすぎている部屋の実態に、開いた口が塞ふさがらない。

　会社での新は、誰よりも努力家で気配りができて、デスクの上はみんなに〝手本にするように〟と言いたくなるほど、いつもキレイに整理整頓されている。

　なのにどうして自宅がこれほどまでにひどいんだ？

「まさか泥棒が入ったのか？」

　それなら頷ける。

　だけど新は俺の話を聞くと、豪快に笑いだした。

「南かちょー冗談がうまいれすねー！　だけど残念なことに、これはいつもの風景れすから～」

「いつもの風景って……」

　本当なのか？　じゃあ新はいつもこの部屋で過ごしているっていうのか？

　あまりの惨状に放心状態で、ビジネスバッグを拾う気力もない。

　新はそんな俺の様子に気づくことなく、キッチンへ向かっていった。

「ただ今美味しい珈琲を淹れますから～」

「珈琲？」

　その言葉に慌てて新のあとを追いかける。

　部屋がこれほど汚いんだ。キッチンもさぞかし大変なことになっているだろうと、ある程度覚悟を決めて行ったものの、意外なことにキレイに片づけられていた。まるで一度も使われたことがないかのように。

「えっとー、確か数年前に買ったインスタント珈琲があったはず……」

　数年前!?

　上の収納棚の中を探しだした新を、慌てて止めた。

「新、俺がやるから」

「えーでも、お母さんに……」

「いいから！」

　有無を言わさぬ様子の俺に、新はしぶしぶ横にずれた。

　そんな彼女を横目に、すぐに収納棚をチェックすると、確かにインスタント珈琲が見えた。恐る恐る裏面を見れば、思った通り賞味期限はとっくに過ぎていた。

　やっぱり……よかった、淹れられる前に気づいて。

　ホッとして、これは見なかったことにしようと、そっと収納棚にしまい込む。

「あれ～？　南かちょー、珈琲飲まないんれすか？」

「悪い。俺、夜は珈琲を飲まない主義なんだ」

　不審な目で俺を見てくる新に、適当な言い訳をすると、どうにか納得してくれたようだ。

「うーん……なら仕方ないれすね。お母さんも許してくれると思います」

「あ……あぁ」

　意味が分からない話に相槌を打ちながらも、俺は帰るタイミングを窺っていた。

　このままだと、ズルズルとここにいなくてはいけないハメになりそうだから、早めに切り上げないと。

　すぐさまキッチンを出て、先ほど落としたままだったビジネスバッグを拾い上げる。そして新に帰ることを伝えようとしたものの、彼女は俺の横をいつの間にか通り過ぎて、寝室らしき部屋のドアノブに手をかけた。

「新待て！　俺、帰るから！」

　寝室に入られる前に声を張り上げるものの、新からは眠そうな声が返ってきた。

「お疲れさまれした～」

　会社と勘違いでもしているのだろうか。業務的な言葉を返すと、俺の願いも虚しく寝室へと消えていってしまった。

「新！」

　俺の声が響く中、無情にもドアは閉まった。

「……最悪だ」

　どうするんだよ、これ。

　帰ることはできるが、問題は戸締まりだ。一番いいのは俺が帰ったあとに、新に自分で鍵を閉めてもらうことだが、それを頼むために女性の寝室に勝手に入るなんて、不ぶ躾しつけなことはできない。

　テーブルの上をチラリと確認すると、鍵が無造作に置かれていた。

「どうするかな」

　部屋に押し入って無理やり起こすか？　それとも鍵を閉めて持って帰り、明日会社で返すか？

　考えを巡らせるが、同時に先ほどまでの、新らしくない言動の数々が頭に浮かぶ。

　けっこう酔っていたもんな。万が一、何かあったら大変……だよな？

『じゃあせめて、もう少し女子に優しく接してみれば？』

　ふと裕介の言葉を思い出してしまった。

　これもある意味、裕介の言う〝優しさ〟なのだろうか……。

　上司として、部下の様子を見守ること。別にやましい気持ちはないし、このまま鍵を閉めずに帰るのも、閉めて持って帰るのも、後々いろいろと問題がありそうだ。

　それならいっそのこと、このまま夜が明けて新が目を覚ますまで待っていたほうが、いいのかもしれない。

「それに……これはひどすぎるだろう」

　部屋中を見回して、あまりの散らかりように、顔が引きつってしまう。

　他人の家を勝手に片づけるのは非常識だし、上司が部下の部屋の物を断りもなく触るのはよくないと思うが……。たった数時間の間に散々迷惑をかけられたんだ、お互い様だろ。

　意を決した俺はジャケットを脱ぎ、ワイシャツの袖のボタンを外して、折り曲げた。

　近所迷惑になったら大変だから、洋服やゴミ、そして多分ひどいことになっているであろう水回りからだな。

　頭の中で手順を組み立てながら、掃除を開始した。




「しかしまぁ……よくもこれだけ汚せたものだ」

　風呂場の掃除をしながら呆れ返ると同時に、思い出してしまう、妹の存在を……。

　自然と俺が家事をやるようになったせいか、妹は掃除も料理も全くできない女になってしまった。もちろん、そんな妹のひとり暮らしの部屋は、新の部屋と同じレベルだ。

　見兼ねて数ヵ月に一度、妹の部屋を掃除しに行くのだが……なんだかそれを思い出してしまう。

「新 麻帆……か」

　今日たまたま駅で出くわさなければ、新のこんな一面を知ることはなかっただろう。お茶を淹れるのが上手で、努力家の部下という印象しかなかった。なのに、たった数時間でイメージがガラリと変わってしまった。

「朝、正気に戻った新は、俺を見たらどう思うだろうな」

　あの様子から見て、全てを覚えているとは思えない。なのに朝、起きたら俺が部屋にいるんだ。きっとうろたえるだろう。

　夜が明けた時のことを予想するだけで、誰もいない浴室に笑い声が響き渡る。

　最初はただの成り行きで、仕方なく起きたことだと思っていた。

　だが俺にとってのターニングポイントは、これだったのだと、この時の俺は知らなかった。










初デートは突然に




「大変申し訳ありませんでした！」

　自分の部屋とは思えないほどキレイに磨かれたフローリングの床に正座し、朝っぱらから上司に向かって土下座をする女は、きっと私だけだろう。手を膝ひざの前でキレイに揃そろえ、怖くてそのまま顔を上げることができない。

　そんな私に無情な言葉が降ってきた。

「新、いいから頭を上げろ」

　声の主は上司であり、恋焦こがれる南課長なのだから、緊張がピークに達する。

　起きてすぐに気づいた部屋の異変。不審者だと思ったいた人物はまさかの南課長で、昨日まで荒れ放題だった部屋が、ピカピカに様変わりしていた。

　水回りまで掃除してもらい、さらにお風呂の用意をしてもらっていたという現実に困惑しながらも、なんとか入浴を済ませた。

　そして、南課長がここに来るまでの事の成り行きを全て聞き終え、今の状況へと至った。

　土下座のひとつやふたつも、したくなる。自分でも耳を塞ぎたくなるような言動の数々を犯してしまっていたのだから。

　目の前に大きな穴があったらぜひともすっぽり入り込み、フタを閉めてしばらく現実から逃避したいくらいだ。

「新、いい加減に頭を上げろ。そろそろ朝飯ができるから」

「朝飯……ですか？」

　その言葉に顔を上げると、さっきまで同じリビングにいた南課長は、いつの間にか腕まくりをし、キッチンに立っていた。すぐに味み噌その美味しそうな匂いが鼻をかすめ、お腹の音が鳴りそうになる。

「とりあえずこれを食べろ。二日酔いによさそうなものを作ったから」

「はぁ……」

　会社では絶対に見ることができない南課長の姿に、見とれてしまう。

　男の人がキッチンに立っているのって今まで想像できなかったけれど、南課長だとすごく様になる。やっぱりそれは南課長が男前だから？　それとも好きな人……だから？

「新、早く」

「はっ、はい!!」

　南課長に強く言われると、自然と背筋がピンと伸びるというか、シャキッとする。慌てて立ち上がると目に入ってきたのは、テーブルに並べられた美味しそうな料理。

「すごい」

　思わず言葉がこぼれてしまう。

　トマトの雑炊に、アサリの味噌汁。そしてこれは……セロリの浅漬けだろうか。朝ご飯とは思えないほどのクオリティの高さに、生唾をゴクリと飲み込む。

「ここ、いいところだな？　近くに二十四時間営業しているスーパーがあって」

「あ……はい。私もいつも利用しています」

　まぁ……南課長のように食材ではなく、ひたすら弁当や惣菜、朝ご飯を買いに行くだけだけど。

「とにかく食べろ。でないと遅刻する」

「はっ、はい！　いっ、いただきます……」

　目の前に座った南課長の様子を窺いながら、行儀よく正座し、顔の前で両手を合わせる。そして蓮れん華げで雑炊をすくい、口に運んだ。

「美味しい！　南課長、美味しいです！」

　あまりの絶品に、南課長の前だということも忘れて、大声を出してしまった。

　南課長は食べながらうれしそうに、にこりと笑う。

　その表情にドキッとして、雑炊が喉のどに詰まりそうになってしまった。

　他の料理もやっぱり見た目通りどれも美味しくて、二日酔いということを忘れるくらい、箸が次々と進んでいく。

　不思議……まるで夢の中にいるみたい。いつもクールな南課長が目の前で、味噌汁を啜すすっているし、こうして一緒に朝食をともにしているのだから。しかも自分の部屋とは思えないほど、キレイなところで……。

　ん？　ちょっと待って。

　南課長がいたことと、昨夜の数々の失態にうろたえてばかりいたけれど……。もっと気づくべき点があったよね？

　南課長をチラッと盗み見れば、涼しい顔でセロリの浅漬けを頬張っていた。

　潔癖症の南課長には、自分の部屋だけは絶対見せられないと思っていたけれど、今この場所に彼がいるってことはつまり、あのゴミ屋敷のような状態をばっちり見られたということだ。

　今さらながら気づいた事実に、サッと血の気が引いていく。

「新？　どうかしたのか？」

　食欲が完全に失せ、箸が止まってしまった私を不思議そうに眺める南課長。

　その表情から心情は読み取れないものの、きっと軽蔑したに決まっている。だってこんなズボラ女、南課長にとって一番嫌いなタイプでしょ？

　あぁ。後悔ばかりだ。このままじゃまずいって気づいていたくせに、いつまで経ってもだらしがないのを直さなかったバチが当たったんだ。

　よりにもよって、掃除までされるなんて……。

「もしかして部屋のことか？」

「え？」

　いつの間にか南課長も手を休め、私を無表情でじっと見つめていた。

　彼が何を考えているのか分からなくて、次の言葉が怖い。恥ずかしさや申し訳なさ、緊張感が入り交じり、頭がクラクラしてきた。

「新はさ、このままじゃダメだと思っているのか？」

　え……？　どういう意味？

　どう答えたらいいのか分からずにいると、南課長は言葉を続けてきた。

「気にしているんだろう？　……俺に部屋を見られたことを」

「……っ！」

　まさに図星で、ショックを隠し切れなくなる。

「なぁ、新……。俺はな、家事なんて、覚えれば誰だってできるものだと思うんだ。だからさ、頑張ってみないか？」

「え？」

　頑張る？　何を？

　今、私の頭の上にはハテナマークがいっぱい浮かんでいるに違いない。だって南課長の言いたいことが全く分からないのだから。

「あの……それってどういう意味ですか？」

　南課長に恐る恐る問いかける。

「俺が教えてやるよ」

「……は？」

　思いも寄らぬ言葉に、上司に向かってずいぶんと間抜けな言葉が出てしまった。

　ヤバイ、と思い咄嗟に口を両手で覆ったものの、南課長の表情は変わらない。

「こうやって新の意外な一面を知られたのも、何かの縁かもしれないしな。とりあえずあさっての土曜日、十三時に来るから」

「く、来る？」

　ちょっと待って!!　全然話についていけないんですけど！

　テンパる私をよそに、南課長はいつの間にか朝食を食べ終えていて、空あいた食器を持って立ち上がった。

「俺は一度家に帰るが、ここからだと自宅まで一時間くらいかかって、定時の九時には間に合いそうにないから遅れていく。だけど新はちゃんと通常通り出社しろよ」

　業務連絡を伝えるように淡々と言いながらも、キッチンへ向かい、手際よく洗い物を済ませると、南課長は帰り支度を始めた。

　そして彼がジャケットに腕を通し、ビジネスバッグを手にした時、ようやく我に返った私は、すぐさま立ち上がった。

「まっ、待ってください！　意味がよく分からないのですが！」

　そうよ。いきなり『教えてやる』って言われても困る。

　しかもなんで？　こんな一面を見せられてドン引きしないの？

「……それは、新も遅れて出社したいってことか？」

「ちっ、違います!!　会社にはもちろん普通に行きます！　その、私が言いたいのはですね……っ」

「土曜の十三時だ。ちゃんと準備しておくように」

　有無を言わさぬ様子で、さっさと玄関へと向かっていく南課長。

　慌ててそのあとを追いかけるものの、彼は質問する隙を与えてくれることなく、部屋から出ていってしまった。

「嘘でしょ」

　ドアの閉まる音が、いつも以上に耳に大きく響く。

　呆然としながらも、頭に浮かぶのはさっきの南課長の言葉。

『教えてやる』

『土曜日、十三時』

　それはつまり、私に家事のノウハウを教えてくれるってことだ。

「いやいやいや！　女として終わっているでしょ！」

〝家事を教えてくれる＝女として見られていない〟ってことじゃない。

「なんでこんなことになっちゃったんだろう……」

　もっと早く心を入れ替えて、部屋をキレイな状態に保っていれば？　昨日田村さんと飲みに行っていなければ？　飲みすぎなければ？　斗真の言う通り、田村さんを待っていなければ？　……仮定を挙げたらキリがない。

　つまり、もとを辿れば全て自業自得ってことだ。失態も汚部屋も、南課長にだけは見られたくなかったのに。彼にとって、私が恋愛対象になることはもう一生ないよね。私は、自分で自分の恋の可能性を壊してしまったんだ。

「最悪……」

　じんわりと涙が浮かんでくる。

　ズズッと鼻を啜りながら、フラフラとリビングに戻ると、テーブルに置かれたひとり分の食器が目に入る。

　ついさっきまでは、ふたり分並んでいたのに……。

　一気に現実へと連れ戻された気分だ。

　さっきまで座っていた場所にもう一度腰を下ろし、残りの料理を口に運ぶ。だけど料理はすっかり冷え切っていて、先ほどまでの美味しさを感じることはできなかった。

「とりあえず会社行かないと……」

　ここで遅刻などしたら、南課長の私に対する印象がますます悪くなるだけだ。せめて仕事だけでも頑張りたい。

　朝食を全て食べ終え、食器を持ってキッチンへと向かう。食器を洗っている間も、会社へ行く準備をしている間も、ずっと頭にあるのは南課長の言葉ばかり。そのたびに昨日の自分の行動を思っては、気が沈んでいった。




「新さーん！」

「……田村さん？」

　あれから自己嫌悪に陥りながらも家を出て、会社の最寄り駅から歩いていると、急に私を呼ぶ声が聞こえてきた。目を凝らして見ると、田村さんが手を振りながら、こちらに駆け寄ってくる。

「よかった～！　会えて」

　彼女は、安心したようにホッと胸を撫で下ろした。

「もしかして待っていてくれたの？」

「うん。……ほら、昨日は散々つき合わせちゃったからさ。私、途中で記憶なくしちゃってて、新さんがちゃんと家に帰れたか、心配だったの。だけどよかった。こうやって出勤してきたってことは、無事に帰れたってことだよね？」

　安心し切った顔で微笑まれると、本当のことなど言えるはずがない。どうにか笑顔を浮かべながらも、逆に聞いてみた。

「田村さんのほうこそ大丈夫だったの？」

　私同様、記憶をなくしたなら、無事に帰れたのか心配だ。

　すると田村さんは苦笑いを浮かべながら、頭をかいた。

「私、実家暮らしなんだけど、ちゃんと無意識のうちに実家に電話して迎えを要求してたみたいで。どうにか人様に迷惑をかけずに済んだよ。……まぁ両親には、こっぴどく叱られたけどね」

　田村さんのセリフに、私は乾いた笑いを返す。

　これはいよいよ言えないな。田村さんとは違い、人様に迷惑をかけた挙句、その相手が南課長だったなんて。

　しかも無意識のうちにとはいえ、ひと晩を同じ屋根の下で過ごしてしまったのだから。それに掃除までさせちゃったし。あの汚部屋をあそこまでキレイにするには、さぞ時間がかかっただろうな。

　……あれ？　ちょっと待って。ずっと後悔ばかりで気にとめていなかったけれど、南課長、寝てないんじゃない？

「本当に私ってば最悪だ……」

　どうしてそんな大切なことに、今までずっと気づかなかったのだろうか。しまいには朝食まで用意してもらっちゃったし。

　足を止め、歩道でがっくりうなだれると、田村さんは心配そうに声をかけてくれた。

「新さん、大丈夫？　あっ！　もしかして二日酔い!?」

　そう言うと、田村さんはバッグの中から何かを取り出す。

「これね、二日酔いに効くの。私も今朝飲んできたんだ。よかったらどうぞ」

　差し出してくれたのは、一本のドリンク。

「どうもありがとう」

　二日酔いの症状は思ったほどないけれど、田村さんの好意がうれしい。

　そっと受け取ると、田村さんもまたうれしそうに微笑んだ。

「じゃあ会社、行こうか」

「うん、そうだね。遅刻しちゃうものね」

　田村さんは会社へと向かう道中もいろいろな話をしてくれたが、ほとんど頭に入ってこなかった。

　頭の大半を占めているのは、やっぱり南課長のこと。醜しゅう態たいをさらしただけでなく、多大な迷惑をかけてしまった。南課長、今日遅れて出社するって言っていたけれど、大丈夫かな？　絶対に寝不足だよね？　南課長の体調が心配……。

「ごめん、田村さん。ちょっとコンビニ寄りたいから、先に行ってて」

「え……でも大丈夫？　間に合う？」

　田村さんが心配するのも分かる。

　だってこれからコンビニになど寄っていたら、ギリギリになってしまうもの。それでも行きたい。

「大丈夫！　ごめんね！」

　少しでも時間を稼ごうと、田村さんに伝えながら、走って近くのコンビニへ向かった。




「ヤバイ、完全に遅刻だ」

　エレベーターを降りてヒールを鳴らしながら、ブライダル企画課へと急ぐ。

　時計を見ると九時五分を差していた。

　呼吸を乱しながらも、オフィスのドアの前に辿り着く。いつもこの時間は騒がしいのに、なぜか今日は、シンと静まり返っている。

　あれ？　今日ってもしかしてミーティングあったっけ？

　曖あい昧まいな記憶を辿るけど、思い出せない。とにかく音を立てないようそっとドアを開けると、みんな一ヵ所に集まっていて、その中心から部長の声が聞こえてきた。

　ヤバイ、やっぱりあったんだ。

　週に一度あるかないかのミーティング。主に部長からの連絡事項がほとんどで、それも部長のスケジュールに合わせてやるものだから、いきなりなんてことは当たり前。今日もそうなのかもしれない。

　そっと、バレないようみんなの中に紛れる。

　するとすぐ近くにいた斗真が気づいた。

「バカ麻帆。何やってんだよ」

「ちょっといろいろあって……」

　前を見み据すえたまま小声で話す。

「まぁ、いつもの突然ミーティングだったからな。始まって間もないけど特に大した内容は話してねぇよ」

「そっか」

　重要なミーティングではなかったことに、ホッと胸を撫で下ろす。

「きっと南課長が遅れて出社するからだぜ？」

「え？」

　斗真の口から南課長の名前が出ただけで、ドキッとしてしまった。

　もちろん斗真は前を見たままだから、私が南課長の名前に反応したことなんて知らず、話を続ける。

「だから南課長だよ。いいところは全て持っていかれているからな。こういうところで、上としての示しをつけておきてぇんじゃねぇの？」

　斗真は小声ながらも、呆れたようにそう話すので、私はまじまじと部長を観察してしまった。

　佐さ川がわ部長は確かもう四十歳だったっけ？　社歴は長く、ブライダル企画課では一番の古株だ。だけど仕事能力はそれほどでもなく、いつも口では立派なことを言っているのに行動が伴っていないので、みんなから〝口だけ部長〟って呼ばれている。

　特に南課長が昇進してからが顕著で、実行力がないうえに古臭い考えを持つ佐川部長は、みんなから敬遠されていったらしい。

「――以上だ。では今日も一日よろしく頼む」

　いつの間にかミーティングは終わり、それぞれが席に戻っていく。

「やっと終わった。さて外回りだ」

　欠伸あくびをしながら自分の席へと向かう斗真を見ていると、不意に「新さん」と声をかけられた。振り返れば、目の前に田村さんが立っている。

「ミーティング始まっても来なかったから、心配しちゃったよ」

「ごめんね、心配かけちゃって」

「ううん。じゃあまた」

　そう言うと自分の席へと戻っていく田村さん。

　だけど私は周りを気にしながらも、南課長のデスクへと近づいていく。朝の忙しい時間に、私の動きを気にする人なんて誰もいないはず。

　何気ないフリをして、ポケットからドリンクを二本取り出し、そっと南課長のデスクに置いた。ただの自己満足かもしれないけれど、お詫わびの気持ちとして。

　そのまま自分のデスクへ戻り、早速仕事に取りかかろうとパソコンを起動させた時、急に肩を叩かれた。

「麻帆。今日のランチつき合えよ」

「は？」

　いきなり小声で意味の分からないことを言ってきたのは、外出の準備を終えた斗真だった。

「ちょっといきなり何？　っていうか、斗真とふたりっきりでランチなんて嫌なんですけど」

　斗真同様、小声で話すものの、感情は高まっていく。

　いつ誰に見られているか分からないっていうのに、そんな危ないことできるわけがない。

　すると斗真は顔を近づけ、より一層小さな声で周囲の誰にも気づかれないよう耳打ちしてきた。

「いいのか？　南課長のデスクに何か置いたことを、みんなに言いふらしても」

「なっ……！　見てたの!?」

　しまった！　まさか見られていたなんて……しかも斗真に!!

　斗真は私からゆっくり離れ、顔をカッと赤らめた私をおもしろそうに見下ろしていた。

「はい決定！　俺、今から出かけてくるから、またあとで連絡する」

　斗真はそう言うと、先輩に呼ばれてすぐにオフィスを出ていってしまった。

「最悪……」

　今日は誰かとランチって気分じゃなかったんだけどな。

　でも斗真から誘ってくるのも珍しいし、未希のことで何か話があるのかもしれない。

「それなら仕方ない、か」

　観念した私は仕事モードに切り替えて、朝の作業に取りかかった。




「えぇっ!?　未希に告白するっ!?」

「バカッ！　声でけぇから!!」

　ここは会社近くの定食屋。真正面に座る斗真は、大きな声を出してしまった私の口を慌てて塞いできた。

　満席の店中から視線が注がれてしまった。

「っとに相変わらずなんだから」

「ごめん……」

　呆れながら手を離す斗真に、謝罪の言葉をポツリと漏らす。だけどいきなり告白宣言されたら、叫びたくもなる。

「お待ちどうさま！」

　元気のいいおばちゃんによって、煮魚定食が運ばれてきた。甘じょっぱい香りに食欲をそそられ、箸に手を伸ばす。

「ねぇ……本気なの？」

　私が聞くと、斗真は大真面目な顔で答える。

「俺はいつだって本気だ。たとえ未希に嫌いと言われようが、俺は心から未希を愛しているんだ」

「……斗真？」

　思わず手にしていた箸を落としそうになってしまった。

　斗真ってば、昨日未希に『嫌い』宣言されたのがよほどショックで、頭のネジが一本外れてしまったのかな？　いきなり『愛している』だなんて、おかしすぎる。

　すると斗真は箸を手にしたまま、深いため息を漏らした。

「だってさ、未希にどう思われようと、せめて〝好き〟って気持ちだけは伝えてぇじゃん？」

　箸をクルクルと回し、再度深いため息を漏らした彼の気持ちが、痛いほど伝わってきて、食欲がすっかりなくなってしまった。

　私だって同じ気持ちだ。どうせ南課長に恋愛対象として見られないのなら、いっそのこと玉砕覚悟で告白したいと思う。

　でもね、私と斗真は違うと思うんだ。未希は斗真のことを本当に嫌いではないはず。本人はまだ自覚していないだけで、未希は斗真のこと、少しは意識しているんじゃないかな？

　あくまでこれは私の考えだし、勝手に未希の気持ちを斗真に話すことなんてできないけど、なんだかそれがまた切ない。だって、目の前で斗真がこんなにも苦しんでいるのだから……。

　胸が締めつけられ、とてもじゃないけど、これ以上ご飯を食べることができそうにない。そっと箸を置き、せめて彼に元気になってほしくて、思いつく限りの言葉を並べた。

「あのさ、斗真。……私は斗真のこと、すごくいい奴だと思っているよ？」

「え？」

　思いがけない言葉だったのか、斗真は目を丸くしている。

「斗真ってジャニーズ系でイケメンの部類に入ると思うし！　妙に子供っぽくてイラッとくる時もあるけど、根はいい奴だと思うし！　だからさっ――」

「分かったよ、麻帆」

　私の言葉を遮ったかと思えば、斗真はなぜか少しだけ照れ臭そうに口元を手で覆っていた。

「麻帆の言いたいことは分かったからさ。……とりあえずもうやめてくれない？　恥ずいから」

「斗真……」

　初めて見る斗真の照れた姿に、視線が釘くぎづけになる。

「なんだよ、そんなジロジロ見るんじゃねぇよ」

　ぶっきらぼうに放たれた言葉が実に斗真らしくて、つい声をあげて笑ってしまった。

「っだよ！　笑うなよな！　もとはといえば、麻帆が恥ずいこと言うからいけねぇんだろ!?」

　バツが悪そうに箸を割り、ご飯をかき込む斗真。だけどそんな彼の姿に、私の笑いは一層増すばかりだった。

　斗真は味噌汁を全て胃に流し込むと、反撃と言わんばかりに、今朝の話を持ち出してきた。

「呑気に笑ってっけど、今朝のアレはなんだよ。ついに南課長とそういう関係になったってのか？」

「なっ!!　そっ、そんなわけないじゃない！」

　不意を突かれて焦りだす。

　斗真は妖しい笑みを浮かべては、からかうように言ってきた。

「なんだよ、そんなに慌ててるとますます怪しいんだけど。つーか今日、お前遅刻してきたよな？　南課長も珍しく遅れてきたし」

　そう言うと斗真は目を細め、顎あごに手を当て、まるで探偵気取りで身を乗り出してきた。

「なっ、何よ！」

　変に勘づかれないよう視線を逸らし、水が入ったグラスに手を伸ばせば、鋭い言葉が返ってきた。

「まさか南課長とひと晩をともにしたのか？」

「ぶーっ!!」

「うわっ！　何すんだよ！　汚ねぇな！」

　斗真はきっと冗談で言ったんだと思うけど、当の私はそれが冗談で済まされないのだから、噴き出して当たり前だ。

　目の前では斗真が水のかかったシャツを、懸命に拭いている。

「ごっ、ごめん……」

　私も自分の口をおしぼりで拭きながら、どう言い訳したらいいのか必死に考えるものの、思いつかない。

「何？　まさか図星とか言うんじゃねぇだろうな？」

　拭き終えた斗真が、鋭い視線を送ってくる。

「いや、図星っていうか、なんというか……」

　半分図星って言えばいいのかな？

「なんだよ、そんな風に言われたら気になるんだけど」

　斗真は何かあったと確信したのか、さっきよりも身を乗り出し、真剣な面持ちで問いかけてくる。

　どうしたものだろうか。斗真は私が南課長を好きなことを知っているけど……こんな生々しい話、しちゃってもいい？

　斗真も南課長と同じ男性。昨夜の私を見て南課長はどう思ったのか、同じ男としての意見を聞けるかもしれない。それに、斗真は私のズボラな性格も、部屋の惨状も知っているし……。

「麻帆？」

　再度促してきた斗真に、「実は……」と意を決し、恥ずかしい失態の数々を赤裸々に話した。




「アッハハハハ!!」

「……ちょっと斗真？」

　あれからしどろもどろになりながらも、事の成り行きを全て話したら、斗真はここが店内ということも忘れたように、お腹を抱えて大きな声で笑いだした。

「麻帆、お前どれだけおもしれぇ奴なんだよ！　ヤッベ。マジで腹痛ぇ」

　ヒーヒー言いながら笑い続ける斗真を前に、恥ずかしさが次第に怒りへと変わっていく。

「そんなに笑わなくてもいいじゃない！　こっちは本気で悩んでるっていうのに」

　そうよ。もうこの恋は終わったとしか思えないくらい落ち込んでいるんだから。

「わっ、悪い悪い！　でもよ、これが笑わずにいられるか？　目が覚めたら南課長が自分の部屋を掃除してたなんて……！」

「私だって最初はまさかと思ったわよ」

　それに不審者とか泥棒だと思ってたし。だけど残念なことに現実だったんだよね。

　がっくりうなだれてしまうと、斗真も悪いと思ったのか、大きく咳払いした。

「ところで麻帆。南課長とひと晩をともにしたんだろ？　……やっぱ何かあったのか？」

「は？　何かって何よ」

　顔をしかめて尋ねると、斗真は再びわざとらしく咳払いをする。

「だからアレだよ！　……何もなかったのか？　ひと晩ともにして」

　遠回しな言い方ながらも、さすがに斗真が何を聞きたいのか分かってしまった。

「なっ……！　南課長がそんなことするわけないでしょ!?　斗真とは違うんだから！」

「バカ野郎！　俺だってするか！」

　信じられない！　普通そんなこと聞いてくる？　デリカシーなさすぎる。

　怒りをぶつけるように、斗真に睨みを利かせていると、まずいと思ったのか姿勢を正し、話を変えてきた。

「まぁ、何はともあれ麻帆さ、いい感じじゃん。要するにデートに誘われたってことだろ？」

「へ？　……デート？」

　思いも寄らぬ言葉に、ずいぶんと間抜けな声が出てしまった。

　だけど斗真はいたって真面目な顔で言ってきた。

「そ！　それって立派な休日デートじゃん。やったじゃん！　麻帆」

　デートって……何!?

「ちょっと待ってよ。さっきの話をどう聞いたらそういう結論に至るのよ！」

　すると斗真は定食を食べながら、さも南課長の気持ちが分かると言いたそうに話しだした。

「麻帆は分かってないな。いいか？　普通男というものは、なんとも思ってない女を休日に誘ったりしねぇよ。自分の大切な時間をわざわざ興味のない女に使いたくないだろ？　ましてや南課長は忙しい人なんだから」

「それはそうだけど……」

　でも南課長に限っては、そんなの考えられない。

「どうしてそんなにマイナス思考になってるのか知らねぇけど、逆にチャンスだろ？　麻帆の本性も知られたわけだし、そこから始まるものもあるんじゃねぇの？」

「始まるものって言われても……」

　南課長の素敵なお掃除レッスン？　そんなの、うれしいようでうれしくないんだけど。

「いいから土曜日頑張れよ。麻帆の頑張り次第では、いい方向に進むことだってあると思うし」

　いい方向に……か。

　それ以上何も言えなくなってしまった。確かに私、ずっとネガティブに考えてばかりだったかもしれない。同じ男性の斗真が言うのなら、前向きになってもいいのかな？　土曜日に誘われたのはチャンスだって、そう思ってもいいのかな……？




「お疲れさまです」

「お疲れ」

　食事を済ませ、念のために定食屋で斗真と別れ、オフィスに戻ると、すでに何人かの先輩達が仕事を始めていた。

　田村さん達は戻ってきていないのかな？

　周囲を見回すも、姿は見えない。斗真も戻ってきていない、か。

　デスクに向かうものの、その途中で視界に入ったのは南課長のデスク。

「あっ……」

　思わず声が漏れてしまった。だって今朝、私がこっそりと置いたドリンクがデスクの上になかったのだから。

　南課長、気づいてくれたんだ。名前を書いておかなかったから、気味悪がられたらどうしようかと思っていたけど、飲んでもらえてよかった。

　ふとボードを見ると、南課長は午後ずっと会議が入っていた。

　あのドリンクで少しでも眠気を取り除けるといいんだけど……。

　南課長の体調を心配しながらもデスクへと向かう。するとパソコンに付ふ箋せんが貼られていた。

「なんだろう？」

　半分折られた状態で貼られていた付箋を取り、椅子に座って確認した途端、目を疑ってしまった。

「……嘘」

　付箋にはキレイな字で〝ありがとう〟、折られた部分には〝南〟と書かれていた何度見ても変わらない文面をじっと見てしまう。

　これってドリンクのことだよね？　南課長、気づいてくれたんだ。名前を書いていなかったのに、置いたのが私だって分かってくれたんだ。

　そう思うとうれしくて胸の奥がほんのり熱くなる。

　これパウチしてキレイに永久保存しないと。

　周りに気づかれないよう、そっと手帳の中に付箋をしまった私は、心がほんのり温かくなるのを感じながら、午後の仕事についた。




「どうしよう。なんで気づかなかったんだろう」

　あっという間に迎えた土曜日の朝。

　ただ頑張ろうと意気込んでいた私は、とても大切なことを忘れていた。そのおかげで今、クローゼットをひっくり返すという惨事に見舞われている。

　目の前に広がるたくさんの洋服達を見るものの、どれを着たらいいのか分からない。

　南課長は潔癖症だし、とりあえず清潔感の溢れる服装が無難？　そうなると通勤用の服ってなるけど、せっかく休日に会えるというのに、いつもの服装で出迎えるわけにはいかない。

　六月下旬。まだ半袖では少し肌寒いこの季節。着る物に一番困る。

「そうなると……」

　パンツにロンＴが無難だろうか？　でもどうしよう。適当に畳んでいたから、しわがついていて清潔さが感じられない。

　でも南課長は、私に掃除の仕方を教えてくれるわけだよね？　だったらどうせ汚れるし、キレイな服装よりはこのような動きやすい格好のほうがいいかもしれない。

　チラッと時計を見れば十二時半過ぎ。

「ヤバイ!!　ここ早く片づけないと！」

　二日前に南課長によってキレイに片づけられた部屋。

　さすがの私も、今日南課長が来ると分かっている手前、この美しさを維持してきた。

　だけどさっきから服は決まらず洋服が散らばっているし、テーブルの上には化粧用品が出しっぱなしになっていた。

　結局、急いでジーパンとロンＴに着替え、身支度を整える。すぐさま洋服や化粧用品を片づけ終わった時、玄関のチャイム音が部屋中に鳴り響いた。

「すごい。ジャスト」

　部屋の時計は十三時を指している。

　一気に速まる鼓こ動どうを抑えながら、小走りで玄関へと向かう。

「今開けます」

　玄関前でひと呼吸をし、そっとドアを開けると、そこには私服姿の南課長が立っていた。

　ポロシャツの上に羽織られたジャケットに、黒のチノパン姿の南課長。一般的なファッションだけど、南課長が着ているとオシャレな服装に見えるから不思議だ。

　いい服を着ていても、似合っていなければ〝洋服負けしている〟なんて言うけれど、南課長の場合は逆だよ。洋服が南課長に負けている。

　初めて見る彼の私服姿に、ドアノブを握りしめたまま見入っていると、南課長は眉をひそめた。

「その顔……まさかまだ準備ができていないのか？」

「え？　準備？」

　頭にハテナマークの山が浮かぶ。

　準備って何？　掃除の準備？

「えって……言っただろう？　十三時に来ると」

「はぁ……ですから準備しておきましたけど」

　ちゃんと部屋も片づけたし、いつでも家事を教われるよう動きやすい服装に着替えた。

〝準備万端です！〟と態度で示すと、南課長は不可解な言葉を口にした。

「ならさっさと戸締まりしてくるように。俺は下で待っているから」

「下で待っている!?」

　頭にまたハテナマークが浮かび、去ろうとする南課長を慌てて呼び止めた。

「ちょっ！　ちょっと待ってください!!　今日ってうちで家事を教えてくれるんじゃないんですか!?」

　なのに、どうして南課長は下に行っちゃうの!?

　南課長は立ち止まり振り返った。

「だから出かけるんだろう？　分かったらさっさと来い」

　まるで業務中かのように淡々と言うと、そのままエレベーターのほうへと行ってしまった。

「出かけるって言われても……」

　全然意味が分からないんですけど！

　だけど南課長が行ってしまった以上、待たせるわけにはいかない。急いで戸締まりをし、貴重品をバッグに詰め込んで部屋を出る。

　マンションの外に出ると、黒のワンボックスカーが横づけされていた。

　南課長がこんな大きな車に乗っていたなんて、ちょっと意外。

　すると運転席の窓が開き、南課長が顔を覗かせた。

「早く乗るように」

「はっ、はい！」

　咄嗟に返事をしてしまったものの、どこに乗ったらいいの？

　助手席？　いやいや、一部下の分際で助手席はないよね。そうなると後部座席に乗ればいいのかな？

　そう判断し後部座席に乗ろうとしたものの、南課長が口を開いた。

「新、前でいいから」

「前……ですか？」

　ためらっていると、「早く乗るように」と再度急せかされ、つい「はい！」と返事しながら助手席のドアを開き、乗り込んだ。

　その瞬間、さわやかなペパーミントの香りに包まれた。南課長らしい芳香剤のチョイスに、つい口元が緩みそうになる。

「乗ったらシートベルトを締めて」

「はい!!」

　慌ててシートベルトを締める。

　車が動きだすと、聞こえてきたのはポップなジャズ系の音楽。ゴミひとつ落ちていないキレイな車内。そして、隣には車を運転する南課長。

　ちょっと待って。これって本当にデートっぽくない？

　先ほどまでとは違う緊張感に襲われる中、期待が膨らむと同時に、もうひとりの自分が冷静に語りかける。〝浮かれるのはまだ早いわよ〟って。

　そうだよね、あの南課長が私なんかをデートに誘うわけがない。でもじゃあ今、この車はどこに向かっているのだろうか。

　視線を前に向けたまま、運転に集中している南課長に、思い切って聞いてみた。

「あの、南課長。……その、今どちらへ向かっているんですか？」

　すると彼は視線を前に向けたまま、少しだけ口角を上げて囁いた。

「秘密」

　っえぇー!!　なっ、なんですかその〝秘密〟って!!　しかもこんなやり取り、ちょっと恋人同士っぽくて、ドキドキなんですけど！

　高鳴る心臓の音を聞かれないよう、胸元を手で押さえ「分かりました」と返すのがやっとだった。

　最初はマイナスなことばかり考えていたけれど、そうではないのかもしれない。斗真の言うように、今日はもしかしたらチャンスなのでは？

　そう思うと、こんな格好で出てきてしまったことを、激しく後悔する。南課長がどこに連れていってくれるのか分からないけど、場所によってはかなりの場違いになっちゃいそう。

　期待と不安が入り交じる私を乗せて、車は目的地へと進んでいった。

「……ここ、ですか？」

「あぁ。行くぞ」

　あれから車に揺られること数十分。やってきたのは、近くの大きなホームセンターだった。

　敷地面積は広く、食料品から日用品まで揃っていて一日中いられるくらいだ。休日ともなると家族連れなどで賑わう場所で、私も引っ越しの際、いろいろとここで揃えてお世話になったけど……まさかここに連れてこられるなんて。

　デートスポットらしき場所をちょっと……いや、かなり想像していた私には、ショックだった。

　だけど考えてみれば妥当なのかもしれない。掃除用品を揃えるなら最適な場所だ。ひとりで妙に納得してしまった。

「新、行くぞ」

「はっ、はい!!」

　いつの間にか先に歩きだしていた南課長のあとを、慌てて追いかけた。

　ホームセンターなら、このコーディネートは妥当だったかも。そんなことを考えながら……。

「いいか？　今日から俺がみっちり伝授してやる」

　カッコいいセリフを言いながら南課長が手にしているのは、マイクロファイバーモップスリッパ。なんでも、履いて過ごすだけで、部屋中がキレイになるという便利グッズだそうだ。

　今、私が押している大きな買い物カートの中には、数々の掃除グッズが入れられている。洗剤いらずのお風呂掃除用ブラシや、頑固な汚れも落とすお掃除シート。ペットボトルに取りつけて使えるブラシ。こんなに使いこなせるか、心配になる。

　南課長はよく来ているのか、この広い館内を知り尽くしているようだ。これらのグッズを全て自宅で使用しているのだろう。商品を手に取っては、まるでテレビのリポーターのように説明してくれる。さすがは潔癖症というか、なんというか。

　若干苦笑いしつつも、目の前で商品の使用方法やら利点を説明してくれている南課長は、会社では絶対に見ることができない子供のような笑顔を向けてくる。

　知らなかった。南課長は掃除グッズを目の前にすると、こんなにもキラキラと輝く人だったなんて。

　普通の人は男の人のこんな一面を見たら、引いてしまうかもしれない。でも私はむしろ、無邪気な南課長の、職場とのギャップに女心をくすぐられる。

「新、ちゃんと聞いているのか？」

「え？」

　いつの間にか、あれほど目を輝かせていた南課長は、ボーッとしていた私を怪訝そうに見つめていた。

「ちゃんと説明を聞いていたのかと聞いているんだ。大丈夫なのか？　実際に使うのは、新なんだからな」

「あ、はい！　大丈夫です！　ちゃんと使えます！」

　慌てて返事をするものの、南課長は疑わしそうに私を見てくる。

　あれ？　ちゃんと大丈夫だって答えたんだけどな。ダメだった？

　相変わらずつかめない南課長の様子を窺っていると、なぜか深いため息を落とされた。

「一度乗りかかった船だ。……定期的に指導してやるから」

「え？　定期的に？」

　耳を疑ってしまい、オウム返しをすると、南課長は私からカートを奪った。

「そうだ。時々抜き打ちチェックをする。それなら気が抜けないだろ？」

　少しだけ頬を緩める南課長。

　それってつまり、定期的に家に来るってことだよね？

　しばらく〝上司と部下〟の関係が続くのだと思っていた。だって相手はあの南課長だし。最悪片想いのまま終わってしまうことも、どこかで覚悟していた。だから、なかなか自宅でのズボラな生活を変える気にならなかったのだ。

　でもそのおかげで私は今、最大のチャンスをつかんでいるのかもしれない。南課長にとって、部下以上の存在になるための……。

「分かったら返事をするように」

「え……あっ！　はい!!」

　先生に怒られた生徒のごとく慌てて返事をすると、南課長の大きな手が伸びてきて、私の頭にそっと触れた。

　その瞬間、心臓が暴れだす。

「ん。いい返事だ」

　南課長の大きな手が頭上で動くたびに、くすぐったくて温かくて、まるで夢の中にいるような錯覚を覚える。

　たった数秒で手は離れていったけど、その感触を身体がはっきり覚えている分、寂しさは半端ない。できればずっとその大きな手で包まれていたいくらいだ。だけどそんな願いが叶うはずはない。

「会計するか」

　私に代わってカートを押していく南課長。

　激しい鼓動が聞こえないよう、二、三歩後ろを歩いていると、すれ違いざまに声が聞こえてきて、思わず足を止めてしまった。

「いいな～休日デート。羨ましい」

「分かる！　ホームセンターってところがまたいいよね！」

「恋人以上の関係みたいだよね」

　私と南課長を見てのことだったのか、子供連れの主婦の会話に、これが〝デート〟なんだって思わされる。

　南課長は、単に掃除グッズを買うために連れてきてくれただけだと思うけど……そっか、他人の目から見たら私と南課長は〝休日デート〟をしているように見えるんだ。そう思うと、心をくすぐられた。

　レジのほうへ行くと、さすがに土曜日とだけあってたくさんの買い物客が並んでいる。

　すると、南課長はとんでもないことを言いだした。

「新、会計するから待っててくれ」

「え……いやいや！　私が払いますから！」

「いいよ、ここは俺が払うから」

「そんなっ……！」

　これ全部私が使うものだし、南課長にお金を出してもらうわけにはいかないよ。

　財布からお金を取り出そうとしたけれど、その手は南課長の言葉によって止められてしまった。

「俺が買ってやりたいだけだから」

　笑顔で発せられたその言葉に、息が止まるかと思った。

「だから素直に甘えておけ」

　それ以上何も言うことができず、「ありがとうございます」と呟き、そっと財布をバッグにしまう。

『俺が買ってやりたいだけだから』

　単に〝上司として〟って意味だろうけど……南課長、そんな言葉、反則以外の何物でもないですよ？　まるで好きな相手に使うような言葉ですから。

「すみません、お手洗いに行ってきます」

　顔を伏せたまま南課長のもとを離れる。

　このまま南課長のそばにいて、レジで会計をしてお金を出してもらって。そして、ふたりで買った物を袋詰めなんてしちゃったら、完全に勘違いしちゃいそうだったから。

　さっきの主婦達の言葉通りみたいじゃない。完璧な〝休日デート〟だよ。

　唇をキュッと噛みしめ、トイレに駆け込んだ。個室にこもり、考えてしまうのは南課長のことばかり。

　私、どうしようもないくらい好きみたい。あんな些細なことに動揺して、一緒にいられなくなるくらい……。

「最大のチャンス、本気出しちゃってもいいのかな？」

　ポツリとこぼれた言葉は、館内に流れる音楽によってかき消されていく。

　ズボラでだらしないところばっかり見られちゃっているけど、私……頑張っちゃってもいい？

「ママー！　漏れちゃうよ！」

「順番なんだから我慢しなさい」

　どれくらいの時間、個室にこもってしまっていたのだろうか。聞こえてきた声にハッとして慌てて出ると、長蛇の列ができていた。

　南課長から逃げるためだけに、長い時間こもっていたなんて、申し訳なかったな。きっともう会計も終わっているよね？

　下を向いたまま、急いでトイレを出てレジのほうへ行くと、カートを引きながら電話をする南課長の姿が目に飛び込んできた。

　なんの電話だろう？　でも助かったかも。どんな顔して戻ればいいのか分からなかったし。話し終わった頃に『電話ですか？』ってさり気なく声をかけることができる。

　安堵し、電話の邪魔をしないようゆっくりと南課長へと近づいていくと、鮮明に見えてきた彼の表情に違和感を覚える。だって職場では厳しい表情でいることが多いのに、今の南課長は口元を終始緩ませているのだから。

　嫌な予感がした。女の勘、というものなのだろうか。聞かなければよかったかもしれない。電話の内容を……。

　ずっと南課長の存在に気づかないフリをして、遠くからただ見つめていればよかった。そうすれば、きっと何も知らずにいられたのに……。

「分かっている。……あぁ、ちゃんと帰るから待っててくれ。……ん？　機嫌が悪い？　なら大好きなケーキ買っていってやるから。……あぁ、また帰る時電話するから。いい子で待っていろよ？　ショーコ」

　なだめるように囁かれた〝ショーコ〟という名前。それだけで分かってしまった。電話の相手は、南課長にとって大切な人なんだって……。










切ない恋心




　ここはエタンスラントの一階にあるサロン。毎日たくさんのカップルが訪れる場所である。

　そこで清潔感ある黒のパンツスーツに身を包み、ひたすらニコニコ笑顔でお客様に応対していたけれど、そろそろ顔の筋肉も限界に近づきつつある。

「いいよ、みーちゃんの好きなようにしちゃっても」

「え～！　そんなのダメだよ。まーくんと私の結婚式なんだから～」

　人前だというのに、打ち合わせに来てからずっと幸せを見せつけるかのように、いちゃつくカップル。かと思えば、険悪なムードで喧けん嘩かを始めるカップルもいて……。

「どうしていつも私ひとりで決めなくちゃいけないのよ！」

「仕方ないだろう!?　仕事が忙しいんだから！」

「それを言ったら私だって仕事しているのよ！　ちゃんと協力して！」

　ふたりの将来に、不安を覚える。

　一方、打ち合わせに男性の母親がついてきているカップルも。

「亜あ紀きさん、引き出物はとにかく品数多く、豪華にしてちょうだい。でないと主人の顔が立たないから」

「……はい、お義か母あ様」

　何も言わない彼氏と義理の母親に頭が上がらない彼女……なんとも不ふ憫びん。

　慣れない接客用の笑顔を続けて三日目。

　どうしてブライダル企画課に配属されたはずの私がここにいるのか……それは一週間前にさかのぼる。
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「え……サロンへ研修、ですか？」

「そうだ」

　週明けの月曜日、始業直後に新入社員の四人は、南課長に呼び出された。そして言い渡されたのは、交代制で行うサロンでの研修だった。

　動揺を隠せない私達に、南課長はかまうことなく資料に目を通しながら、淡々と話を進めていく。

「毎年恒例の研修だ。お前達にもそろそろ企画を上げてほしい時期だからな」

　企画……！　入社してからずっとやりたいと思っていたブライダル企画！　そっか、いよいよやらせてもらえる時が来たんだ。

　今まで企画書を作成している先輩達が、羨ましくて仕方なかったけど、ついに任せてもらえると思うと、ワクワクしてくる。

「まず、どんな式やプランが顧客から求められているのか、実際に自分の目で見て確かめてほしいんだ。……現場にしか分からないこともたくさんあるだろうし、学べるものもあるはずだ」

　そう言うと、南課長は書類から目を離し、私達四人を見上げた。

　その瞳に、思わずドキッとさせられる。〝期待しているぞ〟という目で私達を見つめていたから……。

　南課長の意外な表情に、みんな言葉を失っていた。

「話は以上だ。研修は来週からひとり二週間ずつ行う。まずは新からだ」

「……えっ！　私から、ですか？」

「あぁ。順番は名前の五十音順と、毎年決まっているんだ」

　五十音順……つい苦笑いしてしまう。

「分かりました」

　そうだ。このルールのおかげで、私は今までも多くの場面でトップバッターを経験してきた。それも学生時代までだと思っていたけれど、社会人になった今も味わうことになるとは……。

　でもちょうどよかったかもしれない。来週から二週間、南課長と顔を合わさずに済むのだから。

　彼は確か、今週後半から出張だったから、そのまま研修に入ってしまえば、しばらく会うことはない。

　逃げているようだけど、許してほしい。だって受け入れられないもの。南課長に〝ショーコさん〟という大切な人がいるってことを……。




　南課長とホームセンターに行った日、あれから電話を切った彼に、立ったまま呆然としていた私はあっさりと見つかってしまった。

「買ったし、そろそろ行くか」

　自然にそう言われたから、私も何も聞いていなかったかのように、普通に返すしかなかった。

　たった一時間ほどの買い物を済ませると、南課長に式場でトラブルがあったと電話が入ったため、彼は私を送ったあと、すぐに帰っていった。

　正直、もっと一緒にいたかったけれど、そんなこと言えるはずもなく、すっかり元気をなくした私は、残りの休日を気が沈んだまま過ごした。




　あんなに穏やかな声を出しちゃうなんて、よほど大切な人なんだろうな。

　そう思うと胸がギュッと締めつけられる。

　諦めたくはないけれど、叶わぬ想いを抱えたまま南課長と顔を合わせるのはつらい。だから、今回の研修は正直ありがたい。今の私には時間が必要だもの。悲しい現実を受け入れる時間が……。
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「……とは言ったものの……。どうしよう未希。やっぱりつらい」

「そりゃそうでしょ」

　十四時過ぎ。やっと休憩に入ることができ、未希とやってきたのは、会社の近くのオシャレなカフェ。

　せっかくの未希との久し振りのランチなのに、こぼれてしまうのはグチばかりだった。

「会わないほうが楽だと思ってたけど、真逆だよ。顔を見られないのって、本当につらい。それにサロンでの仕事もきつい」

　南課長と距離を置いていれば、自然と現実を受け入れられると思っていたけれど、違った。会えないのが、こんなにも耐えがたいとは……。

　それにサロンでの仕事は、未希から聞いていた以上に大変でハードだった。たった三日しか経っていないのに、すでに疲労感が半端ない。

「言ったでしょ？　サロンでの仕事は大変だって。それに前にも言ったけど、もっと早く相談してほしかった……南課長とのこと」

「……それはごめんってば」

　南課長との一連の出来事を未希に話すことができたのは、この研修が始まった初日だった。

　忙しくて残業も当たり前のサロン事業部にいる未希とは、休憩時間だけでなく、帰る時間もなかなか合わない。それに今は、未希と斗真の関係が微妙だから、なんとなく言いづらかったんだよね。斗真は未希に告白するって断言していたから、私だけ未希に会うのは、斗真の手前、悪い気がしちゃっていた。

「まさか麻帆のズボラ私生活が南課長にバレているとは、夢にも思わなかったよ」

「アハハ……」

　もう笑うしかない。

「お待たせしました」

　ランチタイムギリギリで注文したランチセットが運ばれてきて、早速サラダに手を伸ばす。

「でもさー、なんかしっくりこないんだよね」

「え……何が？」

　未希はプレートに乗っている二種類のパスタのうち、ひとつを器用に巻きながら言った。

「だから恋人の存在！　普通彼女がいるのに、麻帆と休日に会ったりする？」

「それはきっと、上司として私のズボラな性格を直そうとしてくれただけじゃ――」

「バカね。本当に大切な人がいるなら、いくら部下といえど、他の女とふたりっきりで出かけないよ？　私が南課長の恋人だったら、キレるところだけど」

　確かに南課長のとった行動は、恋人からしてみれば嫌なはずだ。

「もしかして南課長ってば、女心が全く分からない、とか？」

「うーん……。それか、彼女が寛大な人なのかもしれないけどさ。普通に考えたらあり得ないと思うんだよね。第一南課長って、そういうのちゃんとしてそうなイメージだけど」

　未希の言う通り、南課長は潔癖症なだけでなく、他のことにも完璧主義な人だと思う。待ち合わせの時間にもぴったり来たし、買い物中も無駄がなかったし。そんな人なら、女心も分かりそうなものだけど……。

「恋人の存在は間違いないよ。だってあの時の南課長の声、すごく優しかったもの。まるで、とろけちゃいそうなくらい」

「とろけちゃう……ねぇ」

　私なら、間違いなく。

「でもやっぱり好きなんでしょ？」

　確信めいた目で見てくる未希に、返す言葉が見つからない。

「その様子だと諦められないんでしょ？　いや、会えていないからこそ余計に好きって気持ちが増してるとか？」

　未希は自分の恋愛にはてんで鈍感なくせに、こうやって他人のこととなると、どうして途端に敏感になるのだろう。早く斗真の想いにも気づいてくれたらいいんだけどなぁ……。

　斗真が憐れでつい目を細めてしまうと、未希は眉をひそめた。

「何よ麻帆、その目は」

「あ、いやいや。別に深い意味はないんだけど。まぁその……おっしゃる通りです」

　そう。さっきの未希のセリフはどれもこれも図星だった。

　南課長と関わるようになって、まだたった数ヵ月間なのに、〝どうして？〟って聞きたくなるくらい、私は彼のことを好きになってしまっていたようだ。

　そんなことを考えていると、未希が励ますように言う。

「だったら振り向いてもらえるように、頑張ればいいじゃない。そのつもりでいるんでしょ？」

「……うん」

「なら今は南課長のことは忘れて、仕事に集中するべきだよ。お客様の前でそんな浮かない顔、絶対にしちゃダメだからね？」

「もちろん」

　もっともな話だ。たかが恋愛で仕事がおろそかになるなんて、あってはならないこと。ましてお客様は幸せの絶頂にいるのだから、辛気臭い顔をするわけにはいかない。それが分かっているから、毎日笑顔を取り繕って接客に励んでいる。

「南課長に、まずは仕事で認めてもらえるようになればいいじゃない。夢だったんでしょ？　企画を上げることが」

「うん」

　ずっと夢だった……。

「なら答えは簡単！　研修で学んだことを企画に生かして、恋愛も仕事も頑張りなさいよ。応援してるし、相談にならいつでも乗るからさ」

　未希は満足したように表情を緩めると、パスタを勢いよく食べ始めた。

　まるで子供のように夢中で食べる彼女に、破顔する。

「ありがとうね、未希……」

「どういたしまして」

　顔を見合わせては、どちらからともなく声をあげて笑ってしまった。

　未希は本当にいい子だ。可愛くて友達思いで、誰よりも仕事に誇りを持っている。そんな未希だからこそ、斗真もますます好きになったんだと思う。私にとって未希も斗真も大切な友達だから、ふたりの関係がいい方向に変わる日が来たらいいな。




「いらっしゃいませ。お待ちしておりました」

　研修四日目。

　今日もお客様を笑顔でしっかりとお迎えし、席まで案内する。

「よろしければ、お飲み物などいかがでしょうか？」

　お客様には数種類あるメニューの中から、好きな飲み物を選んでいただき、お出しすることになっている。

「かしこまりました。担当の川井が参りますので、もうしばらくお待ちください」

　この顧客は未希の担当。ふたりとも大らかでふんわりしているカップルだと言っていたけれど、実際に会ってみて納得。ふたりを見ているだけで、幸せをおすそ分けしていただいている気分だ。

　研修期間中は、来店されたお客様を席までご案内し、飲み物を出す。その最中もプランナー達の接客の様子を盗み見る。

　どのような流れで契約が進んでいくのか。どんな風にお客様と接しているのか。お客様はどんなプランを好まれているのか。南課長の言っていた通り、学ぶことはたくさんある。

　時にはプランナーと同席させてもらうこともあるけれど、一日一回あるかないかだ。それでも本当にたくさんのカップルがいて、幸せのかたちにもいろいろあるのだとハッとさせられる。

　もちろん、お客様に対する接し方も勉強になる。

「ちょっと！　私達が契約したプランと同じものが、この情報誌にさらに安い値段で載ってるんだけど、一体どういうこと!?」

「えっと……ですね」

　落ち着いたオルゴールの音色が流れる館内に、お客様の大きな声が突如響く。

　どうやら苦情らしい。

　興奮ぎみに話す女性の手には結婚情報誌が握られていた。

　確かあの雑誌では冬のウエディングフェアが特集されていたはず。あのお客様も冬に挙式予定なのかな？

「私達が契約した値段より十五万円近く安いってどういうことなの!?　ほとんど同じ内容なのに、おかしいじゃない!!」

「すっ、すみません。あのっ……！」

　興奮ぎみのお客様に、プランナー達も困惑ぎみ。新郎はおらず、どうやら新婦ひとりで乗り込んできたようだ。

　結婚式がいくら幸せなイベントでも、お金は相当かかる。プランを立てていく中で、金銭には異様にシビアなカップルもいるって聞いていたけど……。

「納得できる説明をしてちょうだい！」

　周りが見えていない様子の女性に、担当プランナーはすっかり戸惑ってしまっている。

　私もあのプランナーの立場だったら、同じような状態になると思う。きっと頭の中が真っ白になって、どうしたらいいか分からないよ。

　誰もが見て見ぬフリをしながらも、様子を窺っていると、館内にピンヒールの音が響いた。

　スッと伸びた背筋に、長い髪を後ろで一本にきっちりとまとめているその人は、このサロンのチーフである永なが井いさんだ。

　永井さんは真っ直ぐ女性のもとに向かい、立ち止まると、深々と頭を下げた。

「お客様、大変申し訳ありませんでした。わたくし、チーフの永井と申します。よろしければわたくしのほうから、あちらでしっかりとご説明させていただけませんか？」

　そう言って永井さんが目を送った先は、奥にある個室。

　力強さと柔らかさを含んだ声に落ち着きを取り戻したのか、女性は頷いた。

「ちゃんと説明してくれるなら……」

「ありがとうございます。館内は少し冷えていますし、何か温かいお飲み物をお持ちしますね」

　永井さんの対応にすっかり見とれていた私は、彼女とばっちり目が合ってしまった。

「新さん、カプチーノお願いします」

「はっ、はい！」

　にっこり笑顔で微笑まれ、ドキッとしながらも慌てて給湯室へと急ぐ。

　カッコよかったな、永井さん。堂々としていて、デキる女の代表って感じ。それに加えて美人だし、他部署の私にも優しいし……。

　カプチーノと小さなクッキーをトレイに乗せ、奥にある個室へと向かう。

　あのお客様、納得してくれただろうか。もしかしたらまだ怒っているかもしれないと覚悟しながら、そっとドアをノックする。

「失礼します」

　緊張しながらドアを開けると、聞こえてきたのは女性の興奮した声ではなく、穏やかな笑い声だった。和やかな雰囲気に驚きつつも、テーブルの上にカプチーノとクッキーをそっと置くと、彼女からにこやかな笑顔と「ありがとう」の言葉が返ってきた。

「失礼いたしました」

　笑顔で会釈をし、個室をあとにする。

　すごい。……永井さんってば、一体どんな魔法を使ったのだろう。さっきまでとはまるで別人のようだったけど。

　給湯室へ戻っても興奮は冷めやらない。

　本当にカッコいいな、永井さん。確かまだ二十代だったよね？　私とそれほど歳が離れているわけじゃないのにな。

　私もいつか永井さんのように、カッコよく仕事がデキるようになりたい。バンバン企画を出して、お客様に満足いただけるようなプランをたくさん提供したい。

　きっとそのための研修なんだよね。南課長の言う通り、現場にいなければ分からないことはたくさんある。

　そして、仕事と恋愛を両立できるようになろう。私が今集中しなくちゃいけないのは仕事だ。たった二週間しかないのだから、しっかり学ばないと。

　給湯室で自分に気合いを入れ直した時、「お疲れさま」と声が急に聞こえてきて、肩が跳ね上がった。

「ごめんなさい、びっくりさせるつもりはなかったの」

「いっ、いいえ！　大丈夫です！」

　とは言うものの、緊張を隠せない。だって給湯室に入ってきたのは、永井さんだったのだから。

　慌てる私をよそに、永井さんは慣れた手つきで珈琲を淹れ始めた。

「さっきは驚いたでしょ？　あのお客様、すごい剣幕だったしね」

「その……はい」

　なんて言葉を返したらいいのか分からず、曖昧にしか答えられない。

　チラッと横を見れば、永井さんが珈琲を淹れる姿が視界に入り、その姿さえも凛りんとしていてデキる女を感じさせる。

　そんなことを考えている間にも、永井さんはふたつのカップに珈琲を注ぎ、そのうちのひとつをそっと私に差し出してくれた。

「よかったらどうぞ」

「え……でも」

　戸惑う私に、永井さんは自分のカップを持って、にっこりと微笑んだ。

「たまには休息も必要よ？　研修期間は長いんだから、適度にひと息つかなきゃ、もたないわよ」

　あぁ。この人は本当にすごい。たった二週間しかいない私のことまで気にかけてくれていて、私が疲れていることも見抜いている。

「すみません、いただきます」

　ここは素直にご好意に甘えようと思い、そっとカップを受け取る。

　湯気の立つ珈琲を冷ましながら口に含むと、ホッとした。温かくて美味しくて、緊張の糸が少しずつほどけていく。

「どう？　サロンに来ての感想は」

　永井さんは珈琲を啜りながら、世間話をするように聞いてきた。

「えっと……企画課とは違い、お客様と直に触れ合えるので、とても勉強になります」

　当たり障りがないけれど、感じたままを言葉にすると、永井さんはうれしそうに微笑んだ。

「現場の人間として企画課の人にそう言ってもらえるとうれしいな。やっぱり直接声を聞かないと、分からないものじゃない？　お客様が何を求めているのか」

「はい、それはすごく思います」

　夢いっぱいの職業だけれど、楽しいだけじゃないって痛感させられたし、世の中にはいろいろなカップルがいて、それぞれのニーズに合った企画が必要だと分かった。それだけでも、収穫は大きい。

「さっきのお客様ね、傍はたから見たら非常識な人に見えるかもしれないけれど、私達プランナーの説明不足であり、お客様のお怒りはもっともだった。あの方が契約したプランと雑誌に掲載されていたプランは、確かに同じような内容だったわ。でも、雑誌に掲載されているものは、格安とだけあって挙式日が決まっているの。こっちもビジネスだから、なるべく式場のスケジュールが空かないように、人気のない日は安く売り出しているのよ」

　そう言う永井さんのあどけない笑顔が、妙に頭に焼きついた。

「どんなにお怒りのお客様にも誠意を持って対応すれば、納得していただける。初めからきちんと説明しておけば、今回の苦情には繋がらなかったと思うし、私の指導不足だわ」

「そんな……」

「本当よ。サロンでの仕事に、苦情なんてあってはならないと私は思ってる。結婚式はお客様にとって一生に一度のイベントなのよ？　それを嫌な思い出にさせてはいけないわ。〝エタンスラントで式を挙げてよかった〟って言ってもらえるようにしないとね」

　珈琲を飲み切り、ウインクする永井さんに、同性ながらドキッとしてしまった。

「新さん、よかったら来週は私について、お客様の応対してみない？　それに来週には三組挙式を控えているから、実際の挙式も手伝ってみる？」

「え……いっ、いいんですか!?」

　研修内容にはそんなこと書かれていなかったのに。

　ついどもってしまうと、永井さんはおかしそうに吹き出した。

「もちろん。せっかくの研修なんだから、最後までサロンの仕事を徹底的に頭に入れるべきよ。得られるものは、きっとたくさんあるはずだから」

「ありがとうございます!!」

　感激のあまり、オーバーに頭を下げると、永井さんはやっぱりおかしそうにクスクスと笑う。

　知り合って数日しか経っていないけれど、私、永井さんの仕事で見せるキリッとした表情も、笑った顔も、すごく好きだな。だってキラキラ輝いて見えるもの。同性に対してこんなにも憧れを抱いたのは、初めてかもしれない。

「さて、ひと休みしたし、そろそろ仕事に戻りましょうか」

「はい！　あっ、カップ洗っておきます」

「ありがとう」

　私にカップを渡すと、永井さんはすっかり仕事モードに切り替わる。

　私も見習わないといけないな。ますます頑張ろうと気合いを入れ、カップをサッと洗ってサロンに戻った。




「おーい、麻帆～！」

「……斗真？」

　今日も一日無事に終え、残業している未希や他の社員達に挨拶を済ませてサロンを出ると、なぜか斗真が待ちかまえていた。

「どうしたの？　こんなところで」

　どう見ても私を待ち伏せしていたよね？

　黒のパンツスーツ姿のまま斗真のもとへと駆け寄ると、彼はなぜか目を泳がせる。

「いや、さ……麻帆が元気にやっているかなって心配になって、さ」

　言葉を濁にごす斗真にピンとくる。

「心配……ねぇ」

　本当に私の心配をして来てくれたなら素直にうれしいって思えるけど……これは、どう見たって全くの嘘だ。

「なんだよ、本当だからな！　けっ、決して俺は未希の様子を探ろうとか、やましい気持ちでお前を待ってたわけじゃねぇから！」

「アハハ……」

　もう笑うしかない。斗真は気づいていないんだろうな。本当の理由を自分であっさりと暴露してしまったことに。

　目の前で見栄を張っている斗真が、なんだか可愛く見えてくる。

「はいはい、分かりましたよ。心配してくれてどうもありがとう」

「あっ！　なんだよ、その口調！　すっげ腹が立つんだけど！」

　いつものように子供っぽさ全開の斗真に、サロンでの疲れが癒される。

「私、お腹が空すいているんだけど、一緒に食事にでも行く？　サロンでの話、してあげる。……ついでに未希の話も」

　そう言うと、単純な斗真は、まるでご褒美をもらった犬のように、パッと明るい顔になった。

「ほっ、本当か!?　しゃっ、しゃーねぇな！　麻帆がひとりで晩飯食うの、かわいそうだからつき合ってやるよ」

　どの口がそんなことを言っているのよ。私には尻尾を振って喜んでいるようにしか見えないんだけど。

「着替えてくるから、ちょっと待っててくれる？」

「了解！　早くしろよな！　俺しかいないんだから、化粧直しとかいらねぇから」

「……はいはい」

　最後のひと言にカチンときつつも、ご機嫌な彼に笑みをこぼして控室へと向かった。




「で!?　未希は俺のこと何か言ってたか!?」

「……ちょっと斗真。ひと口くらい飲ませてくれない？」

　あれから斗真と向かったのは、よく三人で訪れる会社近くの居酒屋。料理が美味しいうえに、完全個室になっていて、隣の声もさほど聞こえてこない。

　そこで乾杯すると、斗真はすぐにダイレクトに聞いてきた。

「おう、飲め飲め！　んで早く未希の話を聞かせてくれ！」

「分かったわよ」

　本当に未希大好きバカなんだから！

　研修が始まってから永井さんの好意もあって、未希とは毎日休憩をともにしている。だけど、未希は斗真の話を一度もしなかった。

　ジョッキの半分ほどを一気に飲み干し、期待した目を向けてくる斗真に、真実を告げる。

「悪いけど未希、斗真の話なんてひとつもしてこないわよ」

「……は？」

　目を見開いたまま唖あ然ぜんとする斗真に、私はとどめを刺すように言い放った。

「ここ最近、未希とずっと一緒にランチ食べてるけど、斗真の話題なんて一度も上がらなかった」

「……マジかよ」

　戦闘不能になった兵士のように、机に突っ伏す斗真がかわいそうに見えつつも、嘘はついちゃいけないと自分に言い聞かせる。

「はー……。麻帆、俺が未希に嫌われても、ずっと友達でいてくれよな」

　哀愁を漂わせ、ビールをちびちびと飲む斗真の姿に、さっきから胸が痛んで仕方ない。

「あー……えっと、さ。どうなの？　この前は未希に告白するって言ってたけど」

　あれから少し時間が経ったけど、未希が何も言ってこないってことは、まだなのだろう。分かっていても話題が見つからず、とりあえず聞いてみると、斗真からは予想外の言葉が返ってきた。

「なんでまだ聞いてないんだよ。……したよ。告白」

「……は？」

　え……今、なんて？

　今度は逆に私のほうが口を開けたまま、固まってしまった。

　そんな私に斗真は続ける。

「だから未希に告白したっつーの。……それでこうやって、麻帆に未希の様子を聞きに来たんじゃんか」

「嘘……？」

　本当に本当？　未希、何も言っていなかったのに……。

　本人の口から聞いているというのに、いまだに半信半疑で放心状態の私。

「未希と麻帆の仲は、嫌ってくらい知っているからさ、絶対麻帆には相談してると思ってたのにな。……麻帆にも相談しないほど、未希は俺のこと嫌いなのかな？」

　斗真は、きゅうりの漬物を箸でつつきながら、ブツブツと呟く。

「ちょっと待って。いつ言ったのよ」

「いつって……麻帆の研修が始まる前かな？」

　未希がなんて返事をしたのか気になって、ジョッキをテーブルに置き、聞いてみたけど……ダメだ、頭の中が混乱している。

　斗真は天を仰いだ。

「俺の顔を一切見ることなく、『考えさせて』って言われた」

「考えさせて……？」

　未希がそう言ったの？

「きっとさ、未希は俺をフッたあとの三人の関係を気にしてるんだよ。だからはっきり断れなかったんだ」

　本当にそうなのかな？　未希から『告白された』って話を聞いた時、確かいつも『その場で断った』って言ってた気がする。『考えてもきっと好きになれないと思うから』って……。

　そんな未希が『考えさせて』って言ったってことは、少なからず斗真のことを意識していると思うんだけど……。

　斗真は落ち込んだ様子でビールをあおる。

　でも確証がないのに、期待させるようなことは言わないほうがいいよね？　未希は悩んでいる時はいつも私に相談してくれていたから、今、話してくれないってことは、未希は未希なりに斗真のことをいろいろと考えているんだと思う。私は、ふたりの友人として、ただ見守るべきだよね？

「斗真、元気出して。まだ分からないじゃない！　それに私はずっと、斗真とはいい友達でいたいと思ってるから」

　今言える精一杯のエールを伝えると、斗真は「麻帆……」と言いながら、目を潤ませ顔をぐしゃぐしゃに歪ませた。

「ちょっと何!?　せっかくのジャニーズ系イケメンが台無しなんですけど！」

　あまりに頼りない顔に、つい吹き出してしまった。

「笑うなよな！　俺はそれだけ未希のことマジなんだよっ」

　慌てて鼻を啜りながらいじける斗真がますますおかしくて、笑いが止まらない。

　すると、いたたまれなくなってしまったのか、斗真は「トイレ！」とぶっきらぼうに言うと、個室のスライドドアを全開にしたまま行ってしまった。

「もー、本当に子供なんだから」

　これじゃ通行人に丸見えじゃない。

　腕を伸ばし、スライドドアを閉めようとした時――。

「あ、天使ちゃんだ」

「天使？」

　謎の言葉に、ドアを閉めようとした手が止まり、声のしたほうを向くと、そこにはスーツ姿のビジネスマンがひとり立っていた。

　二十代後半といったところだろうか？　少しだけパーマがかかった短髪に、羨ましくなるようなくっきり二重の男性が、白い歯を覗かせて人懐っこい笑顔を向けていた。

　え……と誰だっけ？　こんな人、知り合いにいた？　少なくともブライダル企画課にもサロンにもいないと思うんだけど……。

　混乱しながらも必死に思い出そうとするものの、全く分からない。なぜか私のことを崇あがめるような目を向けてくるし、人違いってわけでもなさそう……だよね？

　そんなことを考えていると、その人は私と視線を合わせるようにしゃがみ込んだ。

「天使ちゃん、初めまして！　俺、エタンスラント営業部の速見裕介！」

　ニカッと白い歯を覗かせる彼は、どこか憎めない印象だ。

「え……エタンスラントの方、ですか？」

「そう！　だからよろしくね！　天使ちゃん！」

　同じ会社の人と分かって納得したものの、それほど関わりのない営業部の人が、なぜ私のことを知っていて、〝天使ちゃん〟なんて呼んでいるのだろう？

　不信感は募るばかりで、いつの間にかそれが顔に出てしまっていたのだろう。

　速見さんは慌てて弁解してきた。

「……っとと！　ごめんごめん！　いきなりすぎたよね。でも俺、天使ちゃんのこと聞いてたからさ、こんな場所で偶然会えて驚いてるんだ」

「はぁ……」

　そう言われても、わけが分からない。

「いや～君はまさに天使だよ！　何か困ったことがあったら、いつでも声かけてね！　あ、これ俺の名刺。どうぞ」

　ポケットから名刺入れを取り出すと、一枚、私に差し出した。

「……ありがとうございます」

　とりあえず受け取ってみるものの、名刺にはしっかりとエタンスラントの会社名と所属部署。そして肩書きが書かれていた。

「エタンスラント営業部……部長!?」

　名刺に書かれていたままを読み上げ、大声を出してしまった。

　そんな私に速見さんは、ニコニコしながらピースサインをしてきた。

「そ！　これでも営業部のエースです!!　……なんちゃって」

　えぇ～!?　この人が本当にうちの会社の営業部長さんなの!?　どう見たって若いし、なんか……チャラそうなんですけど。

　でもしっかりと顔写真が入っていて、うちの会社の名刺に間違いない。

「っと！　ヤバイ、待たせているんだった。今日はここで。……またね、天使ちゃん」

　最後に含み笑いして、速見さんはそのまま出口へと向かっていった。

「速見裕介……さん？」

　腑ふに落ちないまま名刺を手に座り直すと、斗真が何事もなかったかのように戻ってきた。

「いや～さっぱりした。さて、麻帆飲み直すか！」

　よっぽど先ほどの話題を出してほしくないのか、異様に明るく振る舞ってくる。

　だけど私の頭の中は、速見さんのことでいっぱいだった。

「どうかしたのか？」

　やっと私の異変に気づいた斗真が、不思議そうに尋ねてきた。そして私が手にしている名刺を覗き見ると、突然大きな声をあげた。

「うわっ！　どうして麻帆が速見さんの名刺を持ってるんだよっ！」

「え……斗真、速見さんのこと知ってるの？」

　私の言葉に、斗真は目をパチクリさせる。

「は!?　麻帆、知らないわけ？　速見さんっていったら、南課長と並んで有名じゃん！　営業部のエースで、史上最年少で部長になった人だよ」

「そう……なんだ」

　全然知らなかった。

　斗真は「信じられねぇ」とブツブツ呟いて、ぬるくなってしまったビールを一気に胃に流し込んでいく。

「ねぇ、斗真……」

「ん？　なんだよ」

　先ほど速見さんに言われたことが気になり、ふと聞いてみる。

「あのさ……私って天使みたい？」

「ぶーっ!!」

「ちょっと斗真!?　汚いんだけど！」

　斗真の口に含まれていたビールは、私目がけて放たれた。

「バッ……！　麻帆がおかしなこと聞いてくるからだろう!?」

　斗真が悪いはずなのに、彼は私のせいみたいに文句を言いながら、おしぼりで口元を拭いている。

「別におかしなことじゃないし！」

「どこもかしこも、おかしなことばかりじゃねぇか」

　そりゃ確かに斗真の言う通りかもしれないけど、さっき本当に言われちゃったんだもん。

　濡れた服をおしぼりで拭きながら、ポツリと言葉を漏らす。

「だってさ、速見さんが私のこと〝天使ちゃん〟って言ったんだよ？　それも何度も」

　そうだ。あれだけ言われたら、誰だって気になっちゃうじゃない？　もしかしたら他の人の目には、私はそう見えるのかもって。だけど、そんなのやっぱり思い過ごしだったようだ。目の前にいる斗真の反応を見れば、すぐに分かる。

「麻帆、サロンに行って頭打ってきたのか？」

「ごめん、やっぱなんでもないわ」

　本気で心配そうに私の顔を覗き込んできた斗真に、自分で聞いておきながら恥ずかしくなってしまった。

　ごまかすように残りのビールを一気に飲み干す。

「何？　本当なわけ？　あの速見さんに〝天使ちゃん〟って言われたとか」

「本当だってば。今そこで会って言われたのよ。斗真と入れ替わるように帰っていっちゃったけど」

「そうか……」

　やっと信じてくれようとしたのか、斗真は何やら考え込んでしまった。

　その様子になぜか緊張してきてしまい、じっと斗真の言葉を待つけど、彼はすぐに表情を崩し、豪快に笑いだした。

「……ちょっと斗真？」

　なんで急に笑ったりしているわけ？

「あれだあれ！　きっとリップサービスだよ。営業で慣れてるんじゃねぇの？　女の喜ばせ方を」

「リップサービス……」

　確かに、いかにもチャラそうな人だったし、会う人みんなに〝天使ちゃん〟なんて言っているかもしれない。

「あまり深く考えないほうがいいぞ？　営業の人のセリフなんだから」

「そう、だね」

　名刺をくれたのも、ちょっとした営業のノリだよね。そう思うと納得できる。

「麻帆の勘違いに乾杯！」

　癪しゃくに障る言葉に、顔が引きつる。

「……斗真の失恋、一歩手前に乾杯」

　悔しくて傷口をえぐるようなことを言ってみせると、案の定、斗真は顔をしかめた。

「お前なぁ！　せっかく人が忘れようとしてるって時に、そんな身もフタもないこと言うなよな！」

「お互い様でしょ？」

　それから終始悔しがる斗真と他愛ない話をしながら、居酒屋での楽しいひと時は過ぎていった。




「ヤバイ、ちょっと飲みすぎたかも」

　明日も仕事があるし、早々に切り上げて斗真と駅で別れたものの、足元がふらつく。それでもなんとか家の最寄り駅で降りて、自宅へと向かって歩きだす。

　確か家にコーンフレークがあったから、別にスーパー寄らなくても大丈夫だよね。

　そんなことを考えながらも、フラフラしながら自宅までの道のりを歩いていく。

　なんだか今日はいろいろあったなぁ。永井さんの素敵な一面を知ることができたけれど、突然現れた速見さんにからかわれたり……。

　自宅マンションは目と鼻の先なのに、なぜか私の足は止まってしまい、速見さんからもらった名刺をポケットから取り出した。

　斗真の言う通り、からかわれたのだと思うけど、あの時の速見さんの言葉が妙に頭に残っちゃっているんだよね。

『でも俺、天使ちゃんのこと聞いてたからさ、こんな場所で偶然会えて驚いてるんだ』

『何か困ったことがあったら、いつでも声かけてね！』

　速見さんは誰かから私のことを聞いていたかのように言っていた。もし、そうだとしたら、誰が話したのかな？

　営業部にも同期がひとりいるけれど、ひと言ふた言くらいしか話したことがない。そんな同期がわざわざ私のことを話すとは考えにくいし……。

　一度は納得したものの、やっぱり腑に落ちないことばかりで、道端だというのに考え込んでしまった。

「ダメだ。考えても答えが出ない」

　同じ会社だし、速見さんにはきっとそのうち社内で会うよね。その時に聞いてみよう。どんな意図があって、天使ちゃんだなんて呼んでくれたのか、気になるのが女心ってものだ。

　そう思い、名刺をバッグの中に閉まった時――。

「また飲んでたのか？」

「え？」

　突然聞こえてきた声に、顔を上げる。聞き慣れた声と、妙に見覚えのあるシルエットに心臓が暴れだす。道は薄暗くて、こちらに向かってくる人物の顔がよく見えない。でも……。

「もう忘れたのか？　この前の失態を」

　はっきりと顔が見えなくたって間違うはずがない。この声の主を。

　高鳴る胸を抑え、声を絞り出す。

「……南……課長？」

　彼がこんな時間に、こんな場所にいるのは考えられないけれど、間違いない。だって大好きな人の声なんだから。

　近づいてくる足音。そして、暗がりから現れたのは、やっぱり南課長だった。

　息を呑のむ私をよそに、彼はダメな生徒を目の前にした先生のように、腕を組んでこちらを見下ろしてきた。

「飲むのは勝手だが、研修中だろう？　しかも、ついこの間あんな失態を犯したばかりで、そんなフラフラになるほどよく飲みに行けるな」

「あ……いや、その。……これにはいろいろと事情がありまして」

　咄嗟に言い訳をしてみるものの、南課長は腕を組んだまま話を続ける。

「飲むなとは言わないが、この前のように、人様に迷惑をかけるような飲み方だけはしないように」

　ピシャリと言い放った南課長に、思考回路がシャットダウンしてしまう。

「……はい、それはもちろん心得ております」

　本当、あんな醜態をさらすのは二度とごめんだ。

　先生に怒られた生徒のようにシュンとしてしまっていると、南課長は呆れた顔をして、予想外な言葉を口にした。

「さて、部屋に行くぞ」

「……えっ!?」

　部屋って一体どういうこと!?

　思わず大声を出してしまった私を見て、南課長は何かを察したようだ。

「さては新、たった一週間ちょっとで部屋がまた以前のように、散らかってしまったんじゃないだろうな？　そんな予感がしたから来てみたんだ」

　来てくれた？　こうやってわざわざ？

「じゃあ、さっさと片づけるぞ。そのまま放置しておいたら、またさらに汚くなるだけだ」

　もしかして、南課長は約束通り、抜き打ちで様子を見に来てくれたってこと？　嘘、それってちょっと……いや、かなりうれしいんですけど。理由はどうであれ、南課長が私のことを気にかけていてくれたなんて。

　一気に口元が緩んでしまう。

「新？　行くぞ」

「今行きます」

　緩む口元を引き締め、南課長のあとを追う。

　上司として私がちゃんと掃除しているか、ただ見に来てくれただけ、ただ一緒に片づけに来てくれただけ……そう分かっていてもやっぱりうれしいや。

　自宅ドアの前に着き、うれしい気持ちを抑えながら鍵を開ける。

「どうぞ」

「失礼する」

　南課長がこの部屋に入るのは二度目。

　うれしいな。今から南課長が帰るまで、ふたりっきりで過ごせるのだから。

　すっかりウキウキ気分の私は、南課長に先に入ってもらい、玄関の鍵を閉める。

　だけどその瞬間、一気に現実に戻された。

　あれ？　ちょっと待って。私、だいぶ舞い上がっていたけど、確か出勤前の部屋の様子……かなりヤバかった気がする。そうだよ、先週一週間は南課長に大切な女性がいると知って、ずっと動転していた。今週は今週でサロンでの研修が始まって、毎日ヘトヘトだったし……。

　サッと血の気が引いていく。

「新、電気つけるぞ」

　いつの間にか南課長はリビングまで行っていて、今まさに電気のスイッチに手を伸ばしていた。

「わー！　みっ、南課長！　ちょっと電気はお待ちください!!」

　慌てて靴を脱ぎリビングへ向かうものの、時すでに遅し……。

　次の瞬間、過去最高の汚部屋が明るく照らし出された。

　ソファの上には脱いだままの洋服の山。テーブルの上は、ゴミやらスキンケアグッズやらで見えない状態。フローリングの上には雑誌やバッグ、空き缶、脱ぎっぱなしのストッキングまで落ちている始末。

「……なんだ？　あれは」

　南課長の視線を追うと、キッチンに弁当箱のゴミの山が見えてきた。

　あぁ、これはヤバイ。だってさっきの南課長の声、震えていたもの。会社で部下を怒る時と同じだ。

　必死に言い訳を考えるものの、そんなもの浮かんでくるはずもない。

「……おい、それはないだろう」

　南課長は私の足元の、とある物を指差した。

「え？　……わわっ!?」

　その物体に青くなった私は、急いで拾って身体の後ろに隠す。

「しっ、失礼いたしました!!」

　はっ、恥ずかしすぎる!!

　火がついたように、顔が熱くなっていく。だって南課長が指差したのは、ブラジャーだったのだから。しかも子供っぽいピンク色のデザインの!!

「新！　掃除だ！」

「はい！」

　近所迷惑にもなりかねないほどの大声で叫ばれたものだから、気が動転して持っていたブラジャーを床に落としてしまった。

「まずはそれを片づけるように」

「……はい」

　またやってしまった。これ以上、幻滅などされたくないのに。

　それから南課長は、終始呆れ顔で一緒に片づけをしてくれた。

　二時間ほどかけてようやく終わった時には、二十四時を回っていた。

「会社のデスク周りはあんなにキレイにしているのに、家ではとんでもなくズボラだな」

「……すみません、本当に」

　グサッとくる言葉に、ただひたすら謝る。

　今の私は、南課長に好かれる要素など何ひとつ持ち合わせていない。そう自覚すると、また落ち込んでいく。

「こんな遅い時間まで、ありがとうございます。申し訳ありませんでした」

「そう思ってくれるなら、次に来る時まで今の状態を保てているように」

「……はい」

　とどめの一発に、完全に気力を失ってしまった。

　本当に申し訳ない。南課長だって仕事が忙しいはずだし、それに……南課長には〝ショーコさん〟がいる。なのに大丈夫なのかな？　いくら部下といえど、こんな遅い時間まで、他の女の部屋にいたりして。

　どうしても気になってしまい、部屋中の最終チェックをしている南課長に聞いてみた。

「あの……」

「どうした？」

　すぐに返ってきた言葉に、ドキッとしてしまう。

　ダメダメ！　ちゃんと聞こう！

「その……だっ、大丈夫なんですか!?　こんな遅い時間まで。……つき合わせてしまった私が言うのもなんですが」

　だんだん小さくなっていく声も、狭い室内では南課長の耳元までしっかりと届いてくれたようで、私を見ながら困ったように笑った。

「ククッ。本当にそのセリフ、新が言えることじゃないな」

「……っ！」

　口元を押さえながら、おかしそうに笑う南課長の姿に、私の視線は釘づけになる。

　そして再認識させられてしまう。南課長のこと、好きだなって……。

　会社では見せない表情に、胸が苦しくなる。一瞬、〝私だけが知っている〟という特別感を抱きそうになるけれど、それは勘違いだから。南課長には〝ショーコさん〟がいるんだよね……？

　本当のことを知るのは怖いけれど、彼女がいるのかどうかはっきりさせたい。大切な人がいると分かっても、好きって気持ちは消えそうにないのだから。

「南課長」

「ん？」

　笑いをこらえ、私を見る眼まな差ざしは温かい。だけど、私の南課長に対する気持ちと、南課長の私に対する気持ちはきっと違う。

　真面目に聞くことに抵抗を感じ、笑いながら冗談っぽく聞いた。

「早く帰ったほうがいいんじゃないですか？　えっと、その……大切な人が待っているかもしれませんし」

　南課長はなんて返してくれるだろう？　冗談には冗談返しで『そんな人いない』って言うかな？

　南課長に聞こえないか心配なくらい、心臓がドキドキとうるさい。

　作り笑いを浮かべたまま次の言葉を待っていると、彼は特に恥ずかしがったり動揺したりする様子もなく、あっさりと答えてくれた。

「そうだな。あいつが待っているだろうから、もう帰らないと」

「え？」

〝あいつ〟……？　それってショーコさんのこと？

　私が動揺して、言葉が出ないまま固まっていると、南課長は帰り支度をし始めた。

「いいか、新。次に来る時まで、この状態を保っていろよ？」

「あ……南課長！」

　鞄を持って、玄関へと向かっていく南課長を追いかける。

　まだ帰らないでほしい。ちゃんと聞きたいよ、〝あいつ〟ってショーコさんのことなんでしょ？　南課長はショーコさんと一緒に住んでいるってこと？

「じゃあな。研修、頑張れよ」

「あ……っ！」

　一方的に別れを告げ、南課長はさっさと出ていってしまった。

　ドアの閉まる音が、虚しく響き渡る。

「……やっぱりそうだったんだ」

　ショーコさんの名前を耳にした時から覚悟はしていたけれど、まさかあんなにあっさりと言われるなんて。それだけ南課長は、ショーコさんのことを想っているのかもしれない。

　好きって気持ちは消えそうにないけれど、相手には大切な人がいる。……この恋の成就方法ってあるのかな？

　重い気持ちを抱えたまま、私はしばらくの間、玄関先で立ち尽くしていた。










憧れの女性




「ねぇ麻帆……気持ちは分かるけど、さっきからため息ばかりでビールがマズくなる一方なんだけど」

「ごめん。……でも、さぁ」

　そう言いながらも、口から出てしまうのは、やはり大きなため息。

　すると未希は手にしていたジョッキをテーブルに置き、いさめるように言ってきた。

「ちょっと麻帆。今日は私の話を聞いてほしくて、わざわざ仕事帰りに会ってもらったんだけど？」

「……ごめん」

　週明けの月曜日。私は普通に仕事だったけど、土日に出勤することの多い未希は、今日は休みだったのだ。昨日は挙式がふた組入っていて忙しそうだったから、てっきり、家でのんびり過ごしているのかと思っていたら……。

【ちょっと話したいことがあるから、仕事帰りに会えないかな？】

　昼休みにメールをもらい、もちろんふたつ返事で承諾した。斗真の件で、未希の話も聞きたかったし、何より私も未希に相談したいことがあったから。

「まぁ、先に聞いたのは私のほうだけどさ」

　そう言いながら未希はまたジョッキを手に持ち、ビールを飲み進める。

　先日、斗真と行った居酒屋へ直行したものの、私の異変に気づいた未希はすぐに『どうしたの？　何かあった？』と聞いてくれた。

　今日ばかりは真っ先に未希の話を聞こうと思っていたものの、彼女の親切な言葉に、つい先に自分の話をしてしまった。

「それにしても、意外だよね。あの南課長が迷いもせずに、堂々と恋人の存在をカミングアウトしちゃうとかさ」

「……うん」

　先ほど運ばれてきた海鮮サラダを頬張りながら、未希は話を続ける。

「柄にもないというか、なんというか……。勝手なイメージだけどさ、そういうのあまり興味なさそうだと思ってた」

「……うん、私も」

　今まで南課長の浮いた話なんて、聞いたことなかったから、ショーコさんのことを耳にするまでは、恋人なんていないだろうって、勝手にイメージしてしまっていた。

「私ね、ホームセンターで聞いちゃってから、南課長には彼女がいるってちゃんと覚悟してたつもりだったの」

「うん」

「でも、あんなにあっさり認められちゃうと……やっぱりなんかショックで」

　週末、ずっと考えていた。南課長の話からすると、絶対ショーコさんと一緒に暮らしていると思うんだよね。それってかなり親密な関係ってことでしょ？

「しかも潔癖症で完璧主義者の、あの南課長が好きになった人だもの。こんなズボラな私がどんなに頑張っても勝てっこないのよ」

　自分で言っておきながら、虚しくなってきた。

　そもそも南課長に掃除の流儀を教わっている時点で、私の恋はとっくに終わっていたのだろう。せっかく未希と飲んでいるというのに、気持ちは沈んでいく一方。

　そんな私を見兼ねたのか、未希は「ちょっと待ってて」と言って、誰かにメールを打ちだした。

「助っ人がすぐに飛んでくるから」

「助っ人って……？」

　メールを送信し終えた未希は、それ以上何も話してくれず、料理に手をつけていく。

　十五分後――。

「お疲れ～！」

　いきなり個室のドアが開かれ、陽気な声とともに現れたのは斗真だった。

「え……斗真？」

　突然のことに動揺を隠せない。だって未希と斗真は気まずいままだったはず。なのに、未希が斗真を助っ人として呼んだってことは……。

　そこまで考えると、つい未希を凝視してしまう。

　すると未希は気まずそうに視線を泳がせた。

「そのね、麻帆。……今日、私が麻帆を誘ったのは……ね」

　言葉を濁す未希の隣に、迷うことなく腰を下ろした斗真。

　ちょっと待って！　まっ、まさか……！

　照れる未希と戸惑う私。そんな私達を交互に見た斗真は、ケロッと言った。

「なんだよ、未希。もしかしてまだ麻帆に話してなかったのか？　俺達のこと」

「俺達のこと!?」

　満面の笑みを浮かべる斗真に声を荒らげると、未希の顔が一気に赤く染まっていく。

「ごめん、麻帆。本当はもっと早くに話そうと思ってたんだけど、麻帆の話を聞いてたらなんか、タイミング逃しちゃって……」

「あ……いや、それは私が悪いわけだし！　でっ、でも未希、本当なの!?　本当に斗真と？」

　ふたりがうまくいけばいいなってあれほど思っていたのに、いざそれがリアルになるとなかなか信じがたい。

「うん、実は昨日から……」

　顔を真っ赤にさせてうつむく未希の、こんな可愛い様子を見たのは初めてだ。大好きなふたりがうまくいってくれたのはうれしいけど……。

「未希……本当に斗真でいいの？」

「こら麻帆！　それはどういう意味だ？」

　すかさず突っ込んできた斗真にかまうことなく、未希に問いかける。

「斗真って本当に想像以上に子供だよ!?　ガキって言ってもいいくらいだし！」

　未希の前では、けっこう猫被ってるし。

　真剣に問いかけると、未希は一瞬目を丸くさせたものの、またさっきのように顔を赤らめた。

「分かっているよ。でもなんていうか、その……。そういうところがいいなって逆に思えたっていうか……」

　恐ろしい。これが恋の病というものなのだろうか。私の目には決してよく見えない斗真だけど、未希の目には別人のように映ってるんだ。

「なんだよ、未希。照れるじゃねぇか」

「……バカ！」

　目をつぶりたくなるような斗真のデレデレ顔に、恥ずかしながらもうれしそうに答える未希。

　見ているこっちが恥ずかしくなる。

　いたたまれなくなり、一気にビールを飲み干す。

「で？　未希のメールに【麻帆の力になってあげて】って書いてあったんだけど……何？　また南課長の前でやらかしちゃったわけ？」

「ちょっと何!?　その失礼な言い方は！」

　まぁ……。やらかしたって言えば、やらかしちゃったのかもしれないけど。

「あのね、斗真……」

　それから未希は事の経緯を斗真に話してくれた。




「なるほどな……つーかびっくりなんですけど。何？　その衝撃ニュースは。会社のみんなが知ったら驚きょう愕がくするぞ？」

「ちょっと斗真！　分かってると思うけど、会社の人に言いふらさないでよね！」

「分かってるよ。つーか簡単に言えるわけねぇだろ？　そんなビッグニュースを」

　釘を刺すと、斗真はバツが悪そうに頼んだビールを飲み干す。

　斗真は言いふらすような人じゃないと分かってはいるけれど、話が話だから、誰かひとりにうっかり知られて噂うわさが広まったらシャレにならない。

　すると、未希が斗真に問いかけた。

「ねぇ、斗真。聞きたいんだけど男子的にはどうなの？　彼女がいても、他の女の人と平気でプライベートで会えるものなの？」

　それは私も聞いてみたい。やっぱり男と女では考え方が違うと思うから。

「バカ！　俺にそれを聞くか？　そんなのあり得ねえし！　つーか未希がいるのに、どうして休みの日に他の女と会わなくちゃいけねぇんだよ」

「そっ、そっか」

　力説する斗真に、未希は照れたようにはにかむ。

「ちょっとー！　勝手にふたりの世界に入らないでくれる？」

　期待した私がバカだった。この男には未希しか見えていないんだ。そんな男に聞いたって分かるはずがない。

　ふたりがつき合い始めたのはうれしいけれど、見ていて恥ずかしくなってきた。私は引きつり笑いを浮かべて、枝豆に手を伸ばす。

「でもさ、俺が思うに、男ってわりと繊細な生き物だと思うんだけど」

「は？　何、突然変なこと言いだしちゃって。未希とつき合えたからって、とうとう頭までおかしくなっちゃった？」

「何!?」

「まーまー。落ち着いて斗真。麻帆も！」

　隣で未希になだめられると、さすがの斗真も何も言えないのか唇を噛みしめる。

「とにかく俺が言いたいのは、南課長だって俺と同じなんじゃねえかってことだ」

「同じ？　斗真と南課長が？」

「あぁ。大切な彼女がいるなら余計にな。普通はできねぇと思うぜ？　休日に、部下といえど彼女以外の女と会うなんてさ。だから俺も未希と同様、南課長にはそんな存在いないと思ってたんだけど……まぁ、違ったわけだ」

　最後のひと言には、心なしかガッカリしてしまった。

「ショックだなぁ。南課長って男の俺から見ても憧れの存在だったのに、彼女いるくせに、平気で麻帆なんかと会えちまう男だったなんて」

「ちょっと。〝なんか〟とは何よ、〝なんか〟とは！　それに南課長は、私があまりにもズボラでだらしなさすぎるから、放っておけなかったんだよ。……そういう人なんだよ、きっと」

　そうだよ。南課長は酔っ払った私を介抱してくれたし、ズボラな一面を見て、家事を教えてくれると言った。そういう面倒見のいい人なんだ。

　だけど斗真は呆れたように深く息を吐いた。

「〝恋は盲目〟ってやつだな。確かに南課長は麻帆の気持ちを知らないで、親切心でやってるのかもしれない。でもちゃんと恋人がいるって断言できるくらい、その人を大切に想ってるってことだろ？　なのに他の女と会うとか、やっぱあり得ないわ」

「斗真……」

　それ以上私も未希も、何も言えなくなってしまった。




『ごめんね、麻帆。……全然力になれなくて』

「そんな、気にしないで」

　あれからしばらくして未希と斗真と居酒屋で別れ、帰宅後シャワーを浴び終えると未希から電話がかかってきた。

『でもね、斗真はあれで麻帆のことすごく心配してるし、何より応援しているんだよ？　斗真と私がつき合うことも、〝ちゃんと自分の口から麻帆に伝えたほうがいい〟って、後押ししてくれたのも彼なんだから！』

「……そっか」

　電話越しだというのに、今の未希の姿が想像できてしまい、口元が自然と緩んでしまう。

「でもさ、水臭いじゃない、斗真とのこと。どうしてもっと早く相談してくれなかったの？」

　斗真が未希に告白したこと、本当は斗真に言われるより先に、未希の口から聞きたかった。

『ごめん。なんか照れ臭いっていうのもあったし、何より私達いつも三人でいたじゃない？　だからさ、麻帆には嫌な思いをさせたくなかったの』

「未希……」

　ベッドサイドに座り、未希の話に耳を傾ける。

『それにちゃんとひとりで考えたかったんだ。……相手が斗真だったから』

　そっか。それってやっぱり私の予想通り、未希は心のどこかで斗真のことを意識してたってことだよね？

「それで？　未希は考えて考えて、それで好きって自覚したわけだ」

『……そう、なるかな？』

　電話越しの未希はきっと、居酒屋にいた時のように、顔を真っ赤にしているだろう。

『前に私さ、斗真に面と向かって〝嫌い〟って言ったことがあるでしょ？　あれからいろいろと考えちゃったんだよね。どうして私、斗真にあんなにイライラしちゃったんだろうって。……でね、考えたら分かっちゃったの。斗真が好きだから、麻帆にあんな意地悪なことしてほしくなかったんだって』

「うん……分かる、その気持ち」

　好きな人だからこそ、許せなかったんだよね。

『まぁ……気づくのに時間がかかっちゃったけどね。でも斗真は返事を催促することなく待っていてくれたの。それでまた好きな気持ちが膨らんだかな』

　明るい声で話す未希に、私までつられてうれしくなる。

「も～何？　早速ノロケですか？」

『えへへ、その通りです！』

　堂々と肯定する未希は、本当に幸せなんだろうなって思う。

　いいな、羨ましい。好きな人と想いが通じ合うってそれほどまでに、幸せなことなんだ……。

「未希……今、幸せ？」

　電話越しに問いかけると、すぐに返事が来た。

『うん、すっごく幸せ。……人生の中で一番幸せかも』

「そっか」

　私も未希と同じような気持ちを味わいたい。もし……もしも、南課長と両想いになれたら、私も同じことを言うと思うから。

『あっ、でもね！　私も斗真も麻帆とは今まで通り、つき合っていきたいと思ってるから、変に気を遣ったりしなくていいからね！』

「分かったよ」

　とは言うものの、居酒屋でのふたりを見てしまった以上、しばらくはお邪魔できないな。だって同じ会社といってもサロン事業部と企画課では、休憩時間はもちろん休日だって合わないから、ふたりっきりで会える時間は限られてくる。そんな中で私みたいなお邪魔虫がいるわけにはいかないよ。

　そんなことを考えていると、未希は急に言いにくそうに話しだした。

『あのさ……別に私達がこうなったからってわけじゃないけど、さ。麻帆も頑張ってね』

「……え？」

『だから南課長のこと！　斗真も言ってたけど、あの南課長が彼女がいるのに他の女の人と会うとは、どうしても思えないんだよね。……もちろん麻帆の話を信じてないわけじゃないよ？　でも、真相をしっかり確かめなきゃ』

　真相……？

『その、ショーコさん？　の正体を突き止めるとかさ。だって実在する人物なのか見極めないと、いろいろと前に進めないじゃない？』

「やだ未希ってば。まさか南課長が、私に二次元の彼女のことを話したって言いたいの？」

『そういうわけじゃないよ。ただ、腑に落ちないことばかりだからさ。本当にあの南課長に大切な恋人がいるのかどうか、私も本当のことを知りたいんだよね。もちろん私も協力するからさ！』

　南課長の恋人……か。

「知ったら、何か変わったりするのかな？」

　彼女が完璧すぎて、打ちのめされる？

『そりゃ変わるんじゃない？　もし南課長に恋人がいなかったりしたらさ！』

「それはないと思うけどな」

　つい乾いた笑いが漏れてしまう。

　未希の言いたいことは分かる。私だって未希の立場だったら、納得できないと思うもの。

　でも、私は確かに聞いたのだ。電話越しのショーコさんに語りかける、南課長の聞いたことのないくらい穏やかな声も、彼女の存在を堂々と認めるセリフも。

『まだ分からないでしょ？　とにかく探ろうよ！　南課長の恋人を！』

　いつになくテンションが高い未希に、「うん」と返す。

　真相を確かめたところで、打ちのめされるだけかもしれないけど……。それでも私は知りたい。南課長が好きになった人が、どんな人なのかを……。




「新さん、昨日も言ったけど、今日の夕方からひと組、挙式の予定が入っているの。それで開始時刻が十六時なんだけど……残業、大丈夫？」

「はい、もちろんです！」

　火曜日、サロンでの研修も、今日を含めて残り四日となった。今日は永井さんについて、挙式の手伝いをすることになっている。

「先週渡した資料、ちゃんと頭に入ってる？」

「はい！」

　式場や披露宴会場のレイアウト、進行の段取りなど、ばっちり頭に入れてきた。

　今日は平日だけど、格安キャンペーンの指定日のため、一日に三組の挙式が予定されている。つまり、半端なく忙しいということ。

「じゃあ大丈夫かな？　今日は研修日の中で一番忙しい一日になると思うけど、よろしくね」

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

　こうやってスタッフとして挙式に参加するのは初めてだから、気合いも充分。準備は大変だろうけど、目の前で挙式を見られるのが何より楽しみで仕方ない。

「新さん、まずは座席表のネームの確認をしてもらっていい？　それが終わったら引き出物の確認をお願い」

「はい、分かりました！」

　ひと組目の披露宴が終了すると同時に、すぐにふた組目の準備に取りかかる。披露宴会場は三ルームあるけれど、今日はひと組目とふた組目のお客様が同じ会場を選ばれたので、スタッフ総出で準備に追われていた。

「新さん、ごめん！　式場のほうの手伝いに行ってくれない？」

「はい！」

　未希から『地獄のような忙しさだよ』と聞いてはいたものの、ここまでとは思っていなかった。

　暦のうえでは七月下旬。館内はエアコンが充分に効いているというのに、先ほどから大量の汗が噴き出して、拭いても拭いても止まらない。

「最終チェック入ります！」

　ふた組目のお客様は先輩と組んでいる未希の担当だ。サロンでは担当者がメインに動き、他のスタッフに指示するかたちになっている。

　未希、頑張ってるな。

　挙式での未希のたくましい姿に、大きな刺激を受ける。未希とは会社説明会で出会って、お互い夢や希望を散々語り合ってきた。

　だから余計に感じるのだろうか。未希の姿が誇らしいって――。




「新郎新婦の入場です」

　司会者の声とともに、照明が落とされる。

　開かれた中央の扉から現れたのは、カラードレスに身を包んだ新婦と黒のタキシード姿の新郎。歓声と拍手が鳴りやまない中、ふたりは笑顔でゆっくりと歩いていく。

　三組目の挙式も無事に時間通りに終わり、今は披露宴の最中。

　永井さんから「実際に挙式や披露宴を間近で見ることも研修のひとつよ」と言われ、空いた食器を下げるなど簡単な手伝いをしながら、こうやって素敵な時間を共有させてもらっている。たった一日で規模や雰囲気の違う三組の式を経験して、とても勉強になったし、それぞれの幸せを間近で見て、胸がいっぱいだ。企画への意気込みもますます強まった。

　一生に一度の結婚式だもの。生涯思い出に残るような、そんな式を挙げてほしい。

　挙式予定のお客様に〝ぜひこのプランで式を挙げたい！〟と言ってもらえるような企画を考えたいな。

　いよいよ披露宴もクライマックスに差しかかり、新婦から両親へ宛てた手紙が朗読されると、感動して涙が溢れてしまう。

　ダメだな、私。どうしてこんなにも涙もろいんだろう。

　ハンカチでそっと涙を拭っていると、隣に人の気配を感じた。

「新さんって、結構涙もろいのね」

　その声に、ハンカチを目元に当てたまま視線を上げると、隣に永井さんが立っていた。

「すみません」

　怒られちゃうかな。スタッフとして参加しているのに、泣いているなんて。

「どうして謝るの？　お客様と感動を共有していて、すごく素敵なことだと思うけど」

「え？」

　怒られると思っていたのに、永井さんから返ってきた言葉は予想外のものだった。

　永井さんは前を見据えたまま、小声で話を続ける。

「それって感受性が豊かな証拠でしょ？　私はそんな人にこそ、ウエディングプランを考えてほしいわ」

「永井さん……」

　手紙の朗読が終わり、花束贈呈へと進む。

「サロンに勤めて六年、いろいろな新人の子を見てきたわ。中には全く感動もせずに淡々と仕事をこなす子もいたけど、私はそんな人にはこの幸せいっぱいの結婚式のプランなんて、考えてほしくないな」

　会場は一気に拍手の音に包まれる。ステージへと視線を送ると、新郎新婦から花束を受け取った両親の目には、涙が浮かんでいた。

「今日までに何組もの結婚式に参加してきたけれど、感動しない式なんてひとつもなかったわ。どのお客様からも幸せをおすそ分けしていただけた。だから私はこの仕事が好きなの。……新さんにも、やりがいを感じながら、誇りを持って仕事してもらえたらうれしいな」

　暗闇の中、わずかな光が照らす永井さんの横顔は、キラキラと眩しかった。

　仕事にプライドを持ち、お客様にとって最高の式にできるよう日々尽力している姿は、生き生きしていて憧れる。だからこそ永井さんがより一層輝いて見えるのだろう。

「さて、今日の仕事も残りわずか。みなさんに幸せいっぱいな気持ちで帰っていただけるよう、お見送りの準備をしましょうか」

「……はい」

　私、この研修を一番に受けることができてよかった。だって一番でなかったら、この研修内容を前もって知ってしまったかもしれないでしょ？　それじゃ、この感動も幸せも半減して、ここまで充実したものにならなかったと思う。

「お気をつけてお帰りください」

　三組目の披露宴も無事に終わった。

　研修期間が残りわずかとなるにつれて、意欲がどんどん増していく。

　早く企画課に戻って、素敵な企画を提案できるようになりたいって……。




　そして約一ヵ月後――。

「南課長、よかったらどうぞ」

　彼専用のマグカップをトレイに乗せて、声をかける。

　きちんと整理整頓されたデスク中央から、右側斜め四十五度の位置、そして細心の注意を払い、カップの持ち手を彼の手前に向けてそっと置く。もちろん必要以上にデスクを触ったりはしない。

「ありがとう」

　こちらを一切見ることなくパソコンキーを打ち続ける南課長。

　いつもの風景にいちいちドキドキしてしまう。

「失礼します」

　一礼し、他の社員のもとにも珈琲を運んでいく。

　あの研修の日から一ヵ月が経った。順番に研修を行っていき、今は斗真の番だ。

「どうぞ」

「サンキュ」

　次々と珈琲を配りながらも、ついチラ見してしまうのは、南課長の姿。いつもと変わりなく、真面目な顔をしてパソコンと向き合っている。

　そう、南課長はずっと変わりないのだ。私の研修が終わったその日の夜だって、変わらなかった。
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「つっ、疲れた……」

　研修最終日を無事に終え、疲れ切った身体を引きずりながら自宅に到着した途端、あまりの疲労感に玄関先に倒れ込んでしまった。

「っとと！　お弁当！」

　近所のスーパーで値引きされた弁当を買ったのを、すっかり忘れていた私は、慌てて買い物袋の中を確認する。

「よかった～。無事だった」

　ホッとした時、急にインターホンの音が響き渡った。

「誰だろう、こんな時間に」

　重い身体をどうにか起こした時、頭をよぎったのは南課長の顔。

　また抜き打ちで来るようなことを言っていたけれど……。

「いやいや、さすがにもうないでしょ」

　先週来たばかりだし、そう何度も来るとは思えない。何より今日は花の金曜日なんだから、恋人を差し置いて私のもとに訪れるはずがない。

　頭を思いっ切り横に振って、何度も自分に言い聞かせる。

　そうよ。南課長なわけがない。きっと最近来ていなかった新聞の勧誘か、何かよ。

「はーい！」

　勢いよく扉を開けた先に立っていたのは……勧誘の人ではなく、久し振りに見る南課長だった。

「お疲れ」

「おっ……お疲れ……さまです」

　いつもと変わらず真面目な顔をしたままの南課長に、どうにか言葉を返すものの、私の身体は完全に固まってしまった。

　えっと……まさかの南課長……だよね？

　嘘……。

　困惑したままの私をよそに、南課長は部屋の中を覗き込もうとする。

「あれから一週間しか経ってないけど、どうだ？　ちゃんとできているか？」

「……へ？」

　ずいぶんと間抜けな声を出せば、南課長は顔をしかめる。

「あ……えっと、その……」

　まさかこんなに早く抜き打ちチェックに来るとは思わなかったし！　何よりこの一週間は、先週よりもハードで心身ともに疲れ切っていたし。

　なんて心の中で何度も言い訳を述べるものの、口に出しては言えそうにない。だって南課長は目の前で眉を寄せ、怒っているように見えるんだから。そしてその視線は疑いめいたものへと変貌していく。

「まさか新……たった一週間でもと通り、なんてことはないよな？」

　南課長のいつもより低い声に、身体がビクッと反応してしまった。

　ヤバイ。史上最高にヤバイ。

　ドキドキと鼓動が速まり、額から変な汗がダラダラと流れてくる。まさに〝万事休す〟……だ。

「そっ、そんなわけないじゃないですか。ですので、安心してお帰り――」

「大丈夫なら上がらせてもらう」

「えっ!?　わっ！　南課長!?」

〝お帰りください〟と言おうとした私の言葉を遮って、彼は革靴を脱ぎだした。

「失礼する」

　失礼されたらまずいんです!!

　廊下をずんずん進んでいく南課長のあとを慌てて追いかけるものの、足の長さが違う私とは当然歩幅も違い、なかなか追いつけない。

　あっという間にリビングに辿り着いてしまった南課長の顔を恐る恐る覗き込むと、呆気にとられていた。

「あの……南課長？　これはですね、その……」

　この一週間、全力で研修に取り組んでいた私は、家ではすっかり抜け殻となり、乱れた生活を送っていた。

　土日に掃除しようと思っていたから、なんて言い訳しようとしたものの、その余地すら与えられなかった。

「新……」

「はっ、はい!!」

　思わず背筋を伸ばして返事をすると、南課長は額に青筋が見えそうなくらい、不気味な笑顔で静かに言った。

「今すぐに掃除だ」

「……はい」

　それからは怒った顔のまま、終始無言の南課長とひたすら掃除に打ち込んだ。

　確か、一週間前も同じ状況だったな……。

　本当は聞きたかった。どうして今夜来てくれたのか。どうして私のこんなにもズボラな一面を知っても、引かずにいてくれるのか。どうしてショーコさんという恋人がいるのに、私のことを気にかけてくれているのか。

　聞きたかったけど、聞けなかった……。

「研修、大変だったみたいだな」

「え？」

　掃除を終えた二十三時過ぎ、すっかり疲れ切ってしまった私に、南課長はありがたい言葉をかけてくれた。そして、私に向かって目尻にしわを作って微笑んでくれた。

「頑張ったそうじゃないか。慣れない環境でつらいこともあったかもしれないが、この二週間の経験はきっと今後、役に立つ。……新のこれからの仕事ぶり、期待しているから」

「南課長……」

「また抜き打ちで来るからな。気を抜くなよ」

　不意に頭にポンポンと触れたのは、南課長の大きな手。

　それから彼は何事もなく帰っていったけれど、さっきの行為に呆然としてしまう。

「頭……ポンポンしてくれたよね？」

　手が自然と頭に向かっていく。

　そういえばホームセンターの時もそうだったけれど、あとからじわじわと心に染みてくる。

「信じられない……」

　あの〝潔癖上司〟こと南課長が、私の頭をポンポンしたなんて……！

　その後、身体は疲れ切っているはずなのに興奮冷めやらず、なかなか寝つくことができなかった。あんなことをしておいて、南課長は月曜日どんな顔をして出社してくるのだろうか。




　週明け、ドキドキと淡い期待を抱いて出勤したものの……。

　南課長はなんら変わりなかった。普段通り仕事をしていて、お茶を出してもいつものようにこちらを見ることなく、「ありがとう」のひと言だけ……期待は見事に打ち砕かれてしまった。

　それから一ヵ月が経ち、一度だけ抜き打ちチェックが入ったけれど、その時は奇跡的にキレイな状態だったから、南課長は満足そうに笑ってすぐに帰っていってしまった。
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「カップ、下げますね」

　時刻は十一時前。みんなが珈琲を飲み終わった頃を見計らい、カップを回収していく。

　南課長は……まだ飲み終わっていない、か。

　集め終わったカップをトレイに乗せて給湯室に運び、腕まくりをして洗っていく。その間も考えてしまうのは、南課長のことばかりだった。全てのカップを洗い終え、手を拭くと、つい大きなため息が漏れてしまう。

「本当……嫌になる」

　全てが嫌になる。ただ好きなだけなんだけどな。

　好きって気持ちだけで全てがうまくいったらいいのに……なんてね。そんな恋愛、あるわけないよね。

　自嘲ぎみに笑ってしまったその時――。

「何が嫌になるんだ？」

　静かな給湯室内に突如響いた声に、オーバーなくらい身体がびくついてしまった。

　声を聞いただけで誰なのか分かるから、顔を向けられない。

　その間も声の主は、ゆっくりと足音を立てて、私のもとへと近づいてくる。

「独り言はほどほどにしておいたほうがいいぞ？　変な奴だと思われる」

　私の隣でピタリと止まると、流し台には見慣れた空のカップが置かれた。

　そっと顔を上げれば、微かに笑みを浮かべた南課長が私を見下ろしていた。その笑顔は普段会社では絶対に見せないもので、給湯室というちょっとした密室での不意打ちに、目が釘づけになる。

　そんな私の視線を南課長は気にする様子もなく、シンクに手をついて聞いてきた。

「珈琲ごちそうさま。……いつも思っていたけど、何か特殊な方法で淹れているのか？」

「……え？　特殊な方法？」

　我に返り、慌てて頭をフル回転させるものの、南課長の聞きたいことがよく分からない。珈琲なんて会社の経費で買った安い物だし、特に工夫することもなくただカップに注いでいるだけだ。強いて言えば、温かい飲み物の場合は、お湯で一度カップを温めてから淹れているくらいだけど……。

　そんなことを考えていると、南課長はより具体的に聞いてきた。

「それぞれに当番で淹れてもらっているけど、新が淹れてくれるのが、なぜか一番美味しいんだよな」

「え？」

　ちょっと待って。今、南課長ってばサラッととんでもないことを言わなかった!?

　まさかの言葉に目を見開き、彼をまじまじと見てしまうと、さすがに居心地が悪くなったのか、気まずそうに視線を逸らした。

「だから聞いてみただけだ。……別に深い意味などないから」

「はっ……はい」

　それは重々承知していますとも。だけど実際に口に出して言われると、けっこうへこむ。

　がっくりうなだれると、また頭上から思いがけない言葉が降ってきた。

「いつもありがとう」

　すぐに顔を上げれば、南課長はさっきよりも一層口角を上げていて、甘い瞳にクラクラしてしまう。会社では笑わない人なのに、どうしてそんな笑顔を連発してくれるの？

　また勘違いしてしまいそうになる。ただの部下なのに、どうしてそんな優しい瞳を向けてくれるの？　南課長にとって私って何？

　喉元まで出かかった言葉を、グッと呑み込む。

　だって聞けないよ、そんなこと。聞くのが怖い。たったひと言で、私の恋は終わってしまいそうだから……。

「片づけ、頼むな」

　言い残して、南課長はそのままオフィスへと戻っていった。

　切なくて、大好きな南課長の背中を見つめたまま、しばらくその場から動けずにいた。




「お先に失礼します」

　定時を過ぎ、先に上がった田村さんと中村さんのあとを追うように、オフィスを出る。

　南課長は午後からずっと外回りに出かけており、結局戻ってくる気配はない。

　大きく息を吐きながら廊下を歩いていると、急に向こう側からドタドタと激しい足音が聞こえてきた。

「……げ」

　思わず嫌な声が出てしまう。

　それもそのはず。足音の主は、半泣き状態の斗真だったのだから。

　立ち止まったまま顔を引きつらせていると、斗真はますますスピードを上げて、まるで闘牛のように私のもとへと駆け寄ってきた。

「麻帆～！　聞いてくれよ～！」

　情けない声を出す彼は、私の前でピタッと立ち止まると〝逃がさない〟と言わんばかりに、私の両腕をガッチリつかんできた。

「ちょっ……！　斗真ってば、ここ会社だから！」

　周囲を見回し誰もいないと分かってはいるものの、ここが会社であることに変わりはない。いつ誰に見られてもおかしくない状態だ。

　なのに斗真は私の腕を離すことなく、情けない顔を向けてきた。

「俺、もう心が折れそうなんだよ～。研修なんてもう終わりにしてぇよ」

「終わりにしたいって……。あと一週間もないじゃない」

「その数日さえ、俺には我慢できないんだ！」

「ちょっと!!」

　必死に訴えかけてくる斗真。

　こっちも必死になって腕を払おうとするものの、斗真はそれを許さない。

「せっかく未希と同じ職場にいるっていうのに、全く話せないし！　それに未希の姿を目に焼きつけていたら、サロンの人達に怪しい物でも見るような目を向けられて、陰口叩かれるし」

　想像できる。未希に甘～い視線を送る斗真が、そしてそれを白けた目で見るサロンの人達が。

　ふたりがつき合っていると知らなければ、斗真はただの変質者でしかないだろう。女の職場ってそういうのにシビアだし。仕事第一のサロンの人達にとっては、斗真は不真面目な社員に感じられるのかもしれない。

「麻帆～、今日は俺にとことんつき合ってくれるよな!?」

「えぇ～……」

「つき合ってくれるよな!?」

　再三同意を求めてくる斗真には、イエスの返事しか認めてもらえないようだ。諦めて「分かったよ」と答えると、斗真はまるで子犬のように目を輝かせた。

「さすが麻帆！　俺達親友だもんな！　よし！　そうと決まればさっさと行くぞ」

「はいはい」

　適当にあしらっているというのに、斗真は気づく様子もなく、軽くスキップしながら先を急ぐ。

　そんな斗真の後ろ姿を追いつつも、これから彼のグチにつき合わなくてはいけないのかと思うと、足に鉛がついたかのように足取りが重くなった。




「いや～！　麻帆ちゃん最高！」

「分かったから、もうちょっと静かにしてくれる!?」

　あれからいつもの居酒屋へと向かうと、すぐに斗真のマシンガントークが始まった。最初は仕事に対するグチだったのに、いつの間にか未希とのおノロケ話に変わり、ただ聞いているだけだというのに、心底疲れてしまった。

「麻帆ちゃ～ん！　愛しのマイスイートハニーを呼んできてくれ～」

「今さっき呼んだから！　全く、未希も呆れていたからね！」

　ふらつく斗真の身体を支えて居酒屋を出るも、つい舌打ちしたい衝動に駆られる。

　調子に乗ってお酒をガンガン飲んだ斗真は、ただの酔っ払いと化してしまい、店内で「未希に会いたい」と騒ぎだす始末。

　どんなに「やめて」と言っても未希コールは止まることなく、店員や客の目に耐え切れなくなり、その場を去ったのだ。

　店員には、私と斗真の顔がしっかりとインプットされてしまっただろう。

　あーあ。……しばらくあそこ、行けないな。

「未希～！」

「だからそろそろ来るってば！」

　人の気も知らないで、さっきから何度も『未希』『未希』と叫んで！　私だって悩みがあるんだからね！

　そう言いたいけど、今この酔っ払いに何を言っても無駄だってことは分かる。せめてもの救いは、あと少しで、仕事を終えた未希が斗真を迎えに来てくれるってこと。

　電話越しにでも聞こえていたらしい斗真のラブコールに、未希は照れを通り越して心底呆れ果てていた。

　酔いがさめたら、未希からさぞかし恐ろしいお説教が待ち受けていることだろう。怒る未希と平謝りする斗真。そんなふたりを想像したら、イラ立ちも少しだけ収まっていく。

　時刻は夜の二十時過ぎ。飲み屋が建ち並ぶ通りを抜けると、道路の反対側にある、この辺りでは有名なフレンチの店が目に入る。

「いいなぁ……あそこ、一度でいいから行ってみたかったんだよね」

　テレビや雑誌で何度も特集されるほど有名なフレンチレストラン。有名なシェフが作る料理は、とても美味しいらしいけど、最高級のものばかりで値段も高い。そんなレストランに社会人一年目の私が、のこのこと入れるはずがない。

　食事に来る人達は、それなりに稼いでいるんだろうな。

　つい立ち止まり、レストランを見てしまう。外装から高級感が漂う店には、この姿では入れそうにない。いつかは正装して行ってみたいな。

　そう願いながら斗真を引きずり、未希との待ち合わせ場所へと向かおうとした時、ちょうどレストランからひと組のカップルが出てきた。また足を止め、出てきたカップルを眺めてしまう。

「……いいなぁ」

　好きな人と人気のフレンチを堪能なんて、私には夢のまた夢だ。南課長とふたりで食事できたなら、うれしくて死んじゃいそうだよ。

　遠すぎず、かといって近すぎないふたりの距離感がなんとも羨ましくて仕方ない。それに男性のほうは南課長のように背が高いし、髪型まで似ているし。

「……ん？」

　歩道を並んで歩き始めたふたりが、街灯に照らし出されていく。その姿に目を疑ってしまった。

「……嘘」

　見間違いじゃない、よね？

　ふたりは終始会話を楽しんでいて、恋人同士なんだと遠目でも分かった。だから余計に何度も確認してしまう……やはり見間違いなんかじゃない。

「嘘でしょ……？」

　声が震える。

　いつの間にか斗真を支えていた腕は力をなくし、支えを失った彼の身体は大きくバランスを崩し、地面に倒れていく。

「痛っ！」

　斗真からは痛がる声が聞こえてきたが、私はそれどころではなく、視線をふたりから逸らせない。

　だって私の視線の先には、南課長と……そして、サロンの永井さんの姿があったのだから。

　斗真が酔って騒いでいる中、私はまるで金縛りにあっているかのように、全く動けずにいた。










好きって気持ちを伝えたい




「……麻帆？」

　放心状態の私に、ためらいがちに声をかけてきたのは未希だった。

「未希……」

　私と斗真の姿をはっきりと捉えた未希は、慌てた様子で駆け寄ってきた。

「ちょっとどうしたの!?　何かあった!?」

　心配そうに話しかけてくる未希に、我に返る。

　さっきまではまるでぼんやりとした夢の世界にいるようだった。だって、まさか南課長と永井さんが一緒にいるなんて……。

　でもこれではっきりした。これは夢なんかじゃない。ふたりが食事していたのは間違いなく事実なんだ。

「やだ！　斗真ってばこんなところで寝ないで！　起きなさい!!」

　地面に寝そべる斗真に、まるで母親かのように叱る未希。

　その姿を視界の隅に捉えながらも、目線はどうしてもふたりが向かっていった先から離せずにいた。とっくに見えなくなっているというのに……。

　未希は斗真を無理やり立ち上がらせながらも、一定方向を見たままの私に質問を重ねてくる。

「誰かいたの？」

「未希……南課長がいたの」

「えっ！　嘘！」

　咄嗟に私と同じ方向に目を移し、必死に南課長の姿を探す未希。

「しかもね……サロンの永井さんと一緒だった」

「え？」

　未希も衝撃を受けたのか言葉を失い、斗真の身体を支えていた力が弱まっていく。斗真はまた痛そうな声を出して、地面に倒れ込んでしまった。

　だけど未希は彼を気にする様子もなく、じっと私を見るばかり。痛いくらい未希の視線を感じ、いたたまれない気持ちになる。

　信じられないし、信じたくない。でもあれだけ確認したんだもの、現実だと受け入れるしかないんだ。

　そう思えば思うほど、うまく表情が作れなくなる。

「びっくりしちゃったよ。まさかの永井さん!?って感じで」

　目の前に鏡があるわけじゃないから、自分が今、どんな顔をしているのかなんて分からない。でも横を向けば未希は、神妙な面持ちで私を見ていたものだから、相当彼女を困らせるような表情をしていたのだろう。

「でっ、でもさ！　永井さんってショーコさんじゃないし！　きっとただ食事をしていただけ、だと思うんだけどさ……」

　これ以上未希を困らせたくなくて、また自分に言い聞かせるように都合のいい考えを口にするものの、虚しさが募っていくだけだった。

　……あの雰囲気、どう見てもただの同僚って感じではなかった。しかもお似合いすぎるよ。仕事に対する考え方は似ていそうだし、永井さんなら私生活でもパーフェクトに違いない。

　たとえ今、ふたりがそういう関係ではないとしても、南課長が好きになるのは永井さんみたいな女性なんだ。ショーコさんだってきっと、永井さんみたいな人なんだよ。

　そう思うと、ますます気持ちが沈んでいく。いつの間にか笑顔を取り繕うことさえできなくなっていた。

　すると未希は、そんな私の背中をそっと撫でてくれた。励まし、そして慰めるように……。

「麻帆……とりあえず今日は帰ろう？　同じ部署だし、それとなく調べておくから」

「……うん」

　未希の手は温かくて、優しくて、自然と涙が溢れてきてしまった。

　いろいろなことがショックだった。ショーコさんという恋人がいるはずなのに、永井さんと会っていたことも。南課長はそういうことはあまり気にしない人なのかもしれないけれど、実は軽い人なのだろうか。

　そして思い知らされる。南課長が私の家に来ることには、なんの意味もなかったんだって……。

　本当にただ、私のズボラさに我慢できなかっただけなんだよ。きっとそれだけのことなんだ。




　翌日の昼休み。田村さん、中村さんと三人で外のカフェへランチに来ていた。

「あ～、美味しかったね！　あそこのカフェ！」

「うん、また今度来ようね」

　カフェをあとにし、ふたりの会話に相槌を打つ。

　お腹が満たされると、不思議と心も満たされていき、落ち込んでいたはずなのに楽しいひと時を過ごせた。途中、斗真から昨日のお詫びメールが届き、ふたりには斗真との仲を疑われてヒヤッとしてしまったけれど、どうにか誤解されずに済んだ。

　それ以外は本当に楽しくて、気づけばふたりと一緒に笑っている自分がいた。

　朝は仕事に行きたくなくて、ついたばかりの有給を使ってしまおうかとさえ思ったけれど、そうしなかったのは、見計らったかのように未希から励ましのメールが届いたからだ。

【ここで逃げたらダメだよ】

　その言葉で、どうにか会社に来ることができた。

　出社すると、南課長は急きゅう遽きょ、今日から大阪に出張に出かけており、土曜日まで戻ってこないことが分かった。来週まで顔を合わさずに済むことにホッとして、昼休みの今もこうやって、中村さん達とランチに出てこられたんだ。

　ふたりの一歩後ろを歩きながらも、空を見上げれば、雲ひとつない青空が広がっていた。

　私の気持ちもこの澄み渡る空のように、キレイに晴れてくれたらいいのに。今の私の心の中は、いろいろな感情で埋め尽くされていて、厚い雲に覆われているようだ。

　いつかこの気持ちが報われるといい……そう願っていたんだけど、な。彼の口から〝ショーコさん〟の存在を聞いた時には、すでに失恋していたはずなのに、またこうしてショックを受けるなんて……。

　痛む胸を押さえながら、ゆっくりとふたりのあとを追いかけるように会社へと戻っていった。




　それから南課長のいない会社で、無心で仕事に打ち込んだ。

　来週には顔を合わせてしまうのだから。それまでには南課長と会っても、今まで通り振る舞えるように、気持ちの整理をつけておかないと。それと今度抜き打ちチェックに来たら、絶対に言うんだ。〝もう南課長の力を借りなくても、大丈夫です〟って。

　私のことなんて眼中にないのなら、一切気にかけないでほしいから。ましてや大切な彼女がいる人なんだから。




「っつーわけで！　俺、よく研修頑張ったってことで、かんぱーい！」

　ひとり盛り上がる斗真を見つつ、未希と顔を見合わせては苦笑いしてしまう。

　花の金曜日。やっと研修を終えた斗真が『飲みたい』と言いだしたので、今私の家のテーブルを三人で囲んでいる。

　本当は行きつけの居酒屋に行きたかったものの、数日前に斗真が失態をやらかしてくれたおかげで、しばらく行けそうにない。なら解放感いっぱいの斗真が酔っても、迷惑がかからないところで飲もうということになったのだ。

「だけど驚いたなー……。前に来た時は目も当てられないほどの汚部屋だったのに、こんなにキレイになっているなんて」

　未希はまじまじと私の部屋を見回していた。

「でしょ？　自分でもびっくりしてるんだよね」

　ビールを口に含みながらも、乾いた笑いが出てしまう。

「本当……偶然南課長に会わなかったらさ、いつまで経っても私の部屋は汚部屋のままだったよ。それに……いまだに彼に恋人がいるとも知らずに、永遠と片想いしてただろうね」

　自分で言っておきながら、本当にそうだと思う。あの泥酔した日、偶然、南課長に見つけてもらえなかったら、ホームセンターでショーコさんのことを聞くこともなく、今もこれからもずっと、何も知らずに片想いし続けていたよ。

「ねぇ、麻帆……実際さ、麻帆的にはどうなのよ。今でも南課長のことが好きなの？」

　缶ビールをテーブルの上に置き、神妙な面持ちを見せた未希に、さっきまで騒いでいた斗真も急に静かになり、私に目を向けてくる。

　本当、いたたまれない。

「好き……だよ。だってさ、好きって気持ちはそう簡単に消えたりしないでしょ？　っていうか消せないよ」

「……そっか」

　そうだよ。好きって気持ちは簡単にはなくならない。

　たとえ南課長が恋愛においては理想と違ったとしても、そう簡単に嫌いになんかなれない。

　乾いた喉を潤すようにビールを飲み干すと、斗真と未希は目配せをしながら「どうする？」と小声で言い合い始めた。

「ちょっと、ふたりして何？　私に隠し事？」

　あえて明るく聞くと、観念したように斗真は大きく息を吐いた。

「未希！　俺はやっぱり麻帆に話したほうがいいと思うから言うぞ！」

「えっ？」

　斗真は決意表明をするかのように大声で叫ぶと、硬い表情のまま真っ直ぐ私を見つめてきたので、身がまえてしまった。

「え……ちょっと何？　斗真ってばどうしちゃったのよ。まさかもうすでに酔ってるとか？」

　笑って言うものの、斗真の表情は一向に変わることはない。

　ふと横を向けば、未希も気まずそうに視線を落としていた。

「ちょっと、ふたりともどうしたの？」

　ただならぬ様子のふたりを目の前に、嫌な予感がする。

　この雰囲気からすると、私にとってマイナスな話だよね？　しかも話の流れからいって、絶対南課長のことに決まってるよ。

　急激に胸の鼓動が速まる。平静を装うけれど、ふたりの揺れる瞳を見たら、そんなの通用していないと嫌でも分かってしまった。

　微妙な空気が漂う中、斗真は意を決したように話しだした。

「麻帆……俺にとって麻帆は大切な友達だから言わせてもらう」

　斗真の真剣な瞳に吸い込まれそうになりつつも、言葉を発することもなく、また頷くこともなく、ただ次の言葉を待った。

「未希から話は聞いたよ。俺が酔っ払った日に偶然、南課長と永井さんを見たって。それでな……あれから未希、サロンの人達にそれとなく探りを入れたらしいんだ」

　ドキドキとうるさい心臓。

　斗真の話を聞くのが怖い。でも、聞かないといけない気がする。

「俺も言われるまで全然知らなかったんだけどさ……。永井さんの下の名前、〝咲子〟って書いてショウコって読むらしいんだ」

「……嘘」

　ショウコ……？　〝サキコ〟さんじゃないの？

「それに南課長と永井さんは俺達同様、同期なんだ。入社当時から仲がよかったらしい」

「そう……なんだ」

　あの日のふたりの姿を思い出す。遠目でも分かるくらい、恋人同士そのものだった。街灯に照らし出された南課長は、私しか知らないと思っていた表情を、永井さんに見せていた。

　斗真の言葉に全ての糸が繋がり、納得できてしまった。

「だからさ、その……俺も未希も思うに、南課長の恋人は永井さんだと思う」

　斗真の声はだんだんと小さくなっていくけれど、私の耳には大きく響いた。

　私もそう思うよ。だからそんなためらいがちに言わないでほしい。永井さんの名前がショウコさんなら、間違いないもの。それにふたりはお似合いすぎる。誰がどう見ても、ふたりがつき合っていると聞いたら信じて疑わないと思う。

「麻帆……大丈夫？」

　考えにふけっていると、隣に座っていた未希が私の腕をさすりながら、今にも泣きだしてしまいそうな声をあげた。

　ショックなはずなのに、自然と涙はこぼれてこなかった。それというのも……。

「うん……意外に平気みたい。それに、安心できたから」

「え？」

「は？」

　私の言葉に見事に声をハモらせるふたりがおかしくて、自然と口角が上がっていく。

「私ね、南課長って、恋人がいるのに私や永井さんとふたりっきりで会ったりできちゃうんだって、少し残念に思ってたの。恋愛に関しては、思い描いていた人じゃなかったのかもしれないって。でも、違ったじゃない？　南課長はやっぱり私が好きな南課長だったんだよ。まぁ……私のことは所詮、一部下としか見ていなくて、ズボラすぎて放っておけなかったってところだろうね」

　そう言って明るく笑うものの、ふたりは唇を噛みしめ、切なそうに私に視線を投げかけてくる。

「っもー！　ふたりともそんな顔しないでよ」

　微妙な空気に耐え切れなくなり、大げさに笑いながらスーパーで買ってきたフライドポテトを頬張る。

　だけどふたりの表情は一向に変わらないまま。

　やだな。ふたりしてそんな顔してほしくないのに。

「ほら、斗真！　斗真が好きな肉団子、早く食べないと私が全部食べちゃうよ？」

　目の前に座る彼は「あぁ」と力ない言葉を返すだけ。

　分かってるよ。私の失恋が決定しちゃったんだもの。なんて言葉をかけたらいいのか、分からないんでしょ？　だったら私はこうやって無駄に元気に振る舞うしかないじゃない。

　キュッと胸が痛むけど、ふたりにこれ以上、心配かけたくない。

　そんな気持ちが入り交じる中、未希は私の手をギュッと握りしめてきた。

「麻帆、いいの？　このまま南課長に自分の気持ちを伝えないまま、終わりにしちゃって」

「えっ？」

　横を見れば、未希は私の手を握ったまま訴えかけるように言ってきた。

「だって麻帆、言ってたじゃない。ひと目惚れだって。南課長の話をしてる時の麻帆は、本当に生き生きしててさ。私、そんな麻帆を見ているのが好きだった」

「未希……」

　未希が手に力を込める。

「確かに南課長には永井さんっていう恋人がいるかもしれない。でも、自分の気持ちを伝えることってすごく大切だと思う」

「そうだぞ、麻帆！　俺だって、玉砕覚悟で未希に告ったんだから！　伝えると伝えないとでは、きっと雲うん泥でいの差だと思うぞ」

「斗真……」

　ふたりして真面目な顔しちゃって、嫌になっちゃうな。

　ひと目惚れだった。だけど知れば知るほど好きになった。なのに、気持ちを伝えられずに終わるなんて確かに悲しいし、告白すればすっきりするかもしれない。

　でも、それは私の気持ちであって、南課長にとっては部下である私に告白されても、今後仕事がやりづらいし迷惑かもしれない。それなのに、告白しても大丈夫なのだろうか……。

「気持ちを伝えても、迷惑じゃないかな？」

　答えが出なくて、すがる気持ちでふたりに問いかけると、すぐに答えが返ってきた。

「迷惑なわけないじゃない！」

「そうだよ！　好きだって言われて、うれしくない男なんていねぇよ！」

　声を荒らげるふたりに目をパチクリさせれば、斗真が力説してきた。

「それに、南課長ならちゃんと答えてくれるよ。麻帆の気持ちに」

　斗真……。

「そうだよ。南課長って仕事に対しては容赦ないけど、優しさも兼ね揃えている人なんでしょ？　なら麻帆が傷つくようなこと、絶対に言ったりしないよ」

　未希……。

「……うん」

　そうだよ。南課長はそういう人だ。決して人を傷つけたりしない誠実な人。そんな南課長だからこそ、好きになったんだ。

「未希、斗真ありがとうね。……私、南課長に自分の気持ち伝えたい」

　結果は分かっているけれど、気持ちを伝えないまま終わりになんてしたくない。

　はっきりと自分の気持ちを言葉にすると、ふたりはやっと表情を緩めた。

「麻帆ならそうでなくちゃ」

「そうだそうだ！　大丈夫！　玉砕したら、こうやって俺と未希がしつこいくらいに励ましてやるから」

「斗真!!」

　斗真は冗談のつもりで言ったのだと思うけど、さすがにシャレにならない。すかさず未希から突っ込みが入り、斗真はおびえたように「じょっ、冗談だよ」と言葉を詰まらせた。

　そんなやり取りが微笑ましくて顔をほころばせると、私につられるようにふたりも笑いだした。

　学生の頃はまさか社会人になってから、こんな風に心を許せる友達ができるとは思ってもみなかった。こうやってつらい時や悲しい時、親身になってくれる人がそばにいてくれて、私は幸せ者だなって思う。ふたりがいるから、私は南課長に自分の気持ちを伝えられるよ。

　斗真の言うように、私が玉砕したらきっとまたこんな風に集まってくれるんでしょ？　心強い味方がいるから、余計に頑張れる。

　しっかりと伝えよう。南課長に自分の気持ち全てを……。




　この日の飲み会は深夜まで続き、日づけが変わってからふたりは仲良く帰っていった。

　つい数分前まであれほど賑やかだった部屋がシンと静まり返ると、急に寂しさに襲われる。シャワーを浴びる気分にもなれず、メイクだけ落として部屋着に着替え、そのままベッドの中にもぐり込んでしまった。

　どうせ明日から連休だし、特に予定もない。どんなに汚い格好で寝ていようが、誰かに迷惑がかかるわけじゃないし。

　今日受けた衝撃と、これからのことを考えると、どっと疲れが押し寄せてきて、睡魔に誘われるように数分で眠りについてしまった。

　夢を見ることもないくらい、ぐっすりと眠った私が目覚めたのは、突然部屋中に鳴り響いたインターホンの音によってだった。

「んー……」

　軽い二日酔いらしく、頭が重くてなかなか瞼を開けることができない。

　それでもどうにか枕元に置いてあるスマホを探すものの、触れた瞬間、勢いあまって床に落ちてしまった。

「最悪だ」

　仕方なく身体をゆっくり起こし、壁にかけられている時計を見れば、すでにお昼を回っていた。

「ヤバ。どれだけ寝てるんだって感じ」

　かなりの時間、熟睡していた自分に呆れつつも、再度部屋中に鳴り響くインターホンの音に疑問が湧く。

「誰だろう……」

　重い頭に一瞬浮かんでしまったのは、南課長。

　だけどそんなはずはない。休日の昼にわざわざ訪ねてくるなんてあり得ないもの。となると……？

　考えてみるものの、他に訪ねてくるような人物は思い当たらない。ってことは、やっぱりまさかの南課長だったりする？

　結論が出ると、一気に眠気がさめてしまい、慌ててベッドから転げ落ちた。

「ってて」

　ベッドから軽く落ちながらも、急いで立ち上がり、リビングへと向かう。逸はやる鼓動を抑えながら、ドアホンに映る人物をそっと覗き見た。

「こんにちはー！　お届け物です」

　そこに映っていたのは南課長ではなく、某有名企業の制服に身を包んだ配達スタッフだった。

「今開けます」

　ガッカリしたような、安心したような……。

　複雑な気持ちのまま軽く手で髪の毛をとかしながら玄関へと向かう。

　……そうだった。先週通販サイトで購入したんだっけ。

　サイトで見つけたカーディガンが気に入り、購入していたのをすっかり忘れてしまっていた。

　ドアを開ければ、笑顔の配達スタッフが荷物片手に待ちかまえていた。

「サインお願いします」

「はい」

　サインをして荷物を受け取り、去っていく配達スタッフの背中を、ドアにもたれかかりながらボーッと見送る。

　やだな。とんだ勘違いだ。南課長には永井さんという恋人がいるのに、どうして一瞬でも南課長であってほしい、なんて思ってしまったのだろう。

「大丈夫かな、私……」

　うつむいた瞬間、ポツリと言葉が漏れてしまう。

　……南課長に気持ちを伝えたからって、吹っ切ることなどできるのだろうか。

　不安が押し寄せてくる中、突然声が聞こえてきた。

「そんな格好で何をやっているんだ？」

　荷物を抱えたまま顔を上げれば、いつの間にか目の前に立っていたのは、スーツ姿の南課長だった。寝間着のまま荷物片手にドアにもたれかかっている私を、不思議そうに見ていた。

「みっ……南課長……？」

　南課長のことばかり考えていたから、夢でも見ているのだろうか。

　何度も瞬きを繰り返し目をこすってみたものの、やっぱり目の前にいるのは彼に間違いない。大きなボストンバッグと紙袋を手にしている。

　ちょっと待って。この姿、出張帰り……とか？　まさかとは思うけど、そうだよね？　いかにも〝出張から戻りました〟っていう格好だよ。だけど、どうして？　どうして南課長はここにいるの？

　わけが分からず混乱したまま、荷物片手に南課長を見つめていると、彼は表情を崩さぬまま一歩足を踏み出す。

「抜き打ちチェックに来たんだが……その様子だと、また汚いのか？」

「え……あっ！　いいえ!!　そんなことありません!!　すっごくキレイです！」

　もうズボラな性格は直そうと決めたんだ。だから南課長に教わったことを実践しては、キレイな状態をキープしている。

　それでも南課長は疑り深い目で、「本当か？」と聞いてきたものだから、何度も頷いてしまった。

「じゃあ部屋に入れてもらえないか？　新に渡したい物があるんだ」

「渡したい物、ですか？」

　少しだけ目尻にしわを作って微笑む南課長に、トクンと鳴る心臓。

「あぁ、失礼するよ」

　彼の柔らかな表情に視線を奪われてしまっている間に、南課長は私の目の前を横切り、部屋へと上がっていく。

「わっ!?　南課長!?」

　慌ててドアを閉め、あとを追いかけるものの、南課長はキレイな状態に保たれているリビングを、感慨深そうに見回していた。

「驚いた。本当にキレイだ。偉いじゃないか」

　目を輝かせ、まるで子供を誉ほめるかのように言葉をかけてくれる。

　それがうれしくて、ちょっぴり恥ずかしい。

　なぜ南課長が今、私の部屋にいるのか分からない。でも、理由はどうであれ今日来てくれたのは、好都合だ。もう私は南課長の指導を受けなくても大丈夫だって分かってくれたでしょ？

　今はふたりっきりで、気持ちを伝えるチャンスだし。それに、玉砕しても明日も休みだから、気持ちの整理をつけられる時間もある。まさに今が、告白する最大のチャンスなんだよ。

　伝えよう。今、南課長に私の気持ち全てを。

　気合いと緊張が入り交じり、拳をギュッと握りしめる。意を決し、彼を見上げると、不意に目が合う。

　すると私が話しだすより先に、南課長はなぜか、ずっと手にしていた紙袋を差し出してきた。

「新に土産みやげだ」

　えっ……お土産？

　予想外の言葉に一瞬フリーズしつつも、紙袋と南課長を交互に見つめていると、いきなり吹き出した。

「俺が土産を渡すことが、そんなに不自然か？」

　クククッと声を詰まらせて笑う南課長に、私の視線はまた奪われつつも、どうにか言葉を返す。

「いっ、いいえ！」

　不自然ではないと思う。だって南課長は出張のたびに、私達部下にいつもお土産を買ってきてくれるもの。

　でも、今回は違う。これはつまり、私個人にでしょ？　そんなの動転するに決まっている。そしてまた聞きたいことが増えてしまった。

　もしかしてこれを渡すために、わざわざ寄ってくれたんですか？　って。

「だったら受け取って。気に入ってくれるといいんだけど」

「はっ、はい」

　戸惑いつつも、そっと南課長から受け取ると、予想以上の重さに軽くよろめいてしまった。

「おっ、重い」

　つい素直な言葉が出てしまうと、また南課長はおかしそうに笑いだした。

「それは重いだろうな。なんせ大半がサンプルや資料だから」

「えっ!?」

　すぐに紙袋の中を確認すれば、南課長の言う通り、ウエディング関係の資料や引き出物などのサンプルで、埋め尽くされていた。

「大阪で大規模な展示会があってな。どれも最新のカタログで、勉強になると思ったら、ついたくさんもらってきてしまったんだ。今の流行を把握しておいて損はない。必ず役に立つはずだ」

　これもきっと〝部下思い〟からくるものでしょ？　今日も家に寄ってくれたのは、資料を渡すついでなんだよね？　それにこの資料は私だけにじゃないんでしょ？　斗真達みんなで見ろってことだよね？

　都合のいいほうへと考えてしまわないように、必死で理由を並べ立てて、たまたま来てくれただけなんだと思い込もうとする。

「ありがとうございます。……早速月曜日にみんなで見させていただきます」

　しかし、南課長からは思いがけない言葉が返ってきた。

「いや、会社用は別にもらってきたから。それは新専用だ」

「え？」

　頭が混乱する。

　私専用……？　今、南課長は確かにそう言ったよね？

　あれほど勘違いしちゃいけないって言い聞かせたというのに、たったひと言で心を揺らされてしまう。

　だけどそんな私の思いなど知る由よしもない南課長は、私が手にしている紙袋を指差しながら話を続ける。

「それとさっき言っただろう？　土産だって」

　すると南課長は袋の中を再度見るよう、促す。

　土産ってこのサンプルと資料のことでしょ？　この場でちゃんと見ろってことなのかな？

　促されるまま再度紙袋の中を手で漁あさる。すると奥底に見えたのは、意外な物だった。

「これ……大阪限定の……？」

　紙袋から取り出したのは、地域限定である大好きなキャラクターのマスコット人形だった。キーホルダーになっていて、よく観光地では、このキャラクターのご当地の人形が売られているけど、まさにそれだった。

　でも、どうして私にこれを？

「新、好きだろ？　部屋を掃除していた時、そのキャラクターの物がたくさん出てきたから」

　南課長の言う通り、私はこのキャラクターが小さい頃から大好きだ。ありがたいことにたくさんの関連グッズが売り出されているから、日用品なども揃えてしまい、気づけば部屋の中は、このグッズで溢れていた。

　私の部屋を隅々まで掃除してくれた南課長だから、私が好きなのを知っていて当たり前だと思う。かといって、こうやってわざわざ個人的にお土産を買ってきてくれるのはどうして……？

　考えれば考えるほど胸が苦しくて仕方ない。一方通行な気持ちを抱えていると自覚している以上、こんな中途半端な優しさは、かえって苦しいだけ。

　南課長がこうしてくれるのは、私の気持ちを知らないからだ。

「気に入ったか？　……それとも同じ物を持っていたか？」

　そんな思わせぶりなセリフを聞いた瞬間、さっきまで言いたくても言えずにいた言葉達が、決壊したダムのように一気に溢れてしまった。

「やめてくださいっ……」

「え？」

　セリフの意味が分からなかったのか、南課長は不思議そうな顔を向けてくる。

　ダメだ。もう止まらないよ。

「ですから、こういうこと……もうやめてください!!」

　人形をギュッと握りしめたまま声を荒らげると、南課長は目を見開いた。

「こういうことされちゃうとつらいんです！　……南課長が好きだからっ」

　叫ぶように伝えた想い……。

　好き。南課長が好き。好きだからつらいの。

「新……？」

　突然の告白に、南課長は驚いた表情のまま微動だにしない。

　当然だ。私はただの部下でしかないのだから……でも私は違う。

　信じてもらえるよう、真っ直ぐ南課長の目を見て、思っていることを言葉にする。

「好きなんです。……ひと目惚れでした」

　運命だって思った。偶然出会った人が同じ部署で、直属の上司になったのだから。

「そしてますます好きにさせられました。仕事に対して真面目なところも、厳しいけれど部下思いなところも。私のズボラな一面を知っても引かずにこうやって気にかけてくれるところ……全部全部、大好きなんです」

「新……」

　恋人がいると分かっても、好きって気持ちが消えることはなかった。

「好きなんです……南課長のことが」

　何度だって伝えたい。〝好き〟って言葉を……。だってもう伝えることはできないでしょ？　結果は分かっているのだから。

　南課長は先ほどからずっと同じ表情で、私の言葉に耳を傾けている。

　戸惑うに決まっているよね。南課長からしてみれば、予想外の告白だったわけだし。でも、私の気持ちは伝わったかな？

　静かな室内で、互いに見つめ合ったままどれくらいの時間が過ぎただろうか。

　ちょうど十三時を知らせる時計の音が鳴った瞬間、南課長は気まずそうにうつむいた。

　その様子に、胸が苦しくなる。

　気まずそうにするってことは、やっぱり私に気持ちがないってことだ……。

　すると南課長はすぐに顔を上げ、真剣な表情で答えた。

「悪い……気持ちはうれしいが、新のこと、そういう風に見ることはできない」

　分かっていたこととはいえ、悲しみが全身を駆け巡る。

「……はい、分かっています」

　涙が溢れそうになりつつも、どうにかこらえて笑顔で返事をした。

　ここで泣いたら、南課長を困らせるだけだ。せっかく南課長は私の気持ちを受け止めてくれたのに、ここで私が泣くわけにはいかない。南課長はごまかすことなく、ちゃんと言ってくれた。それだけで充分だよ。

「ありがとうございました。ちゃんと言ってくださって。……これからも一部下として、ご指導よろしくお願いします」

「あぁ。もちろんだ」

　本当は南課長とこれからも同じ職場で一緒に仕事をするのは、ちょっぴりつらい。でもブライダルの仕事をすることが長年の夢だったから、ここで仕事から逃げるわけにはいかないよ。

「それと、もう今日みたいな抜き打ちチェックはしなくても大丈夫です！　南課長の指導を仰がなくても、こうやって部屋をキレイに保てますから」

「……そうだな」

　そう言って少しだけ笑った南課長は、どこか切なげに見えた。

　やだな、無理やり笑顔を貼りつけているの、バレバレかも……。でもこれ以上の強がりは無理。南課長ならきっと分かってくれる。

「失礼する。……悪かったな、休日に突然訪ねてきてしまって」

　そんなことない！　南課長が訪ねてきてくれなかったら、こうやって自分の気持ちを伝えることができずにいたのだから。

「いいえ！　これ、ありがとうございました。……すごくうれしかったです」

　そう言いながら手にしていた人形を掲げれば、南課長は少しだけ安心したように微笑んだ。

「それじゃ、また月曜日に」

「はい」

　さっきまでの時間が嘘のように、南課長は部屋からあっという間に出ていってしまった。

　玄関の扉が閉まる音だけが異様に大きく響いた瞬間、まるで電池が切れてしまったロボットのようにその場に崩れていく。

「終わっちゃった……」

　ポタポタと床に落ちていく涙。床に染みていく様子を眺めていると、さっきまでの情景が頭に浮かぶ。

　本当に終わっちゃったんだ。あっさりだったな……。でも、気持ちはちゃんと届いたんだから、よかったじゃない。きっぱりと終わらせることができたんだから。

「それにしても、これはないよね」

　涙を流しながらも手の中にある人形を見ると、笑えてしまう。まるで思い出の品のように置いていっちゃうなんて。

「これ……一生捨てられなくなっちゃったよ」

　大好きなキャラクターのマスコット人形と、たくさんの資料とサンプル。大好きな人が私のためだけにくれたもの。絶対に捨てられないよ。そして一生忘れることなんてできない。南課長に恋していたことを……。

「今だけっ……」

　今だけはいいよね、たくさん泣いても。

　今日と明日は、たくさん泣いちゃうと思う。……でも月曜日にはちゃんと仕事に行くから。涙とともに南課長を好きって気持ちも流しちゃうから。










本当の気持ち　［篤人ＳＩＤＥ］




「俺が教えてやるよ」

　その言葉は自然と出たものだった。

　新の意外な一面を知ってしまったその時から、どこかで彼女と自分の妹が被って見えていたのかもしれない。ズボラなところも、掃除が苦手なところもそっくりだ。

　社会人になって彼氏ができた妹にとってみれば、兄である俺などお払い箱になっていたが、昔、いそいそと妹の面倒を見ていた頃が、単純に懐かしく思えたのかもしれない。

　同じ会社の人間だとか、部下だとかそんなこと考えてもいなかった。ただ単に、放っておけない……そう思ってしまったんだ。




「篤人！　この前、偶然見かけたんだよ、お前の天使ちゃん！」

　毎年恒例となっている、新入社員のサロンでの研修が始まって間もないこの日、オフィスを出た俺を待ちかまえていたのは、裕介だった。

　急に現れた裕介に、自然と顔が引きつる。

「またお前は突然だな。なんだよ、その天使ちゃんって」

　疲れ切った身体で裕介の相手をするのは、正直しんどい。

　適当にあしらったものの、裕介は俺との距離を恋人のようにグッと縮めてきた。

「だから、篤人の天使ちゃんだって！」

　そして男が女にするように、俺の肩に腕を回してきた裕介の手を、すぐさま払いのける。

「やめろ。それに、悪いが全く意味が分からない」

　軽く裕介が触れた肩を払っていると、「相変わらず潔癖症だな」などと皮肉めいたことを言ってきた。

「そんなんじゃ、天使ちゃんに愛想尽かされちゃうぞ？」

　イシシッと笑う姿はとてもじゃないが、営業部のエースとは思えない。

「さっきから勝手に話を進めているけど、お前の言う〝天使ちゃん〟って誰だ？」

〝篤人の天使ちゃん〟と呼ばれるような女性との交友関係はなく、全く身に覚えがないが、このまま適当にかわしていても、しつこく詰め寄られるだけだ。ならさっさと話に区切りをつけて、家に帰りたかった。

　だけど裕介は確信めいた目で、俺の前に回り込んだ。

「な～に、とぼけちゃってるんだよ！　天使ちゃんって言ったらひとりしかいないだろ？　麻帆ちゃんだよ！　新 麻帆ちゃん！」

〝新 麻帆〟

　裕介の口からその名前が出た瞬間、少し動揺してしまった。

「どんな子か気になっちゃってさ、調べたんだよ。そうしたら偶然居酒屋で会ってさ。いや～初めて実物を間近で見たけれど、なかなか可愛い子じゃん？　篤人の天使ちゃんは」

「だから前にも言ったよな？　新はそんなんじゃないって」

「でも改札口で酔っ払っていた麻帆ちゃんを、家まで送り届けたんだろう？　友人としてはそれを聞いたら期待しちゃうんだけど。どうなの？　あれから何か進展あったりした？」

　今になって、裕介に話してしまったことを、ひどく後悔してやまない。

　たまたまだった。いつもより遅れて出勤した俺を、不思議に思った裕介に詰め寄られ、あまりのしつこさに、酔った新を送り届けたことを伝えてしまったのだ。するとあの日以来、裕介は俺と新の間に何かあったのではないか、と信じて疑わない。

　しかも新のことを調べていたとは……。

「あるわけないだろう」

　裕介の行動力に感心しつつも、きっぱりと言い捨て、一歩横にずれて歩きだすと、あとを追ってきた。

「またまた～！　若い女の子の家に行ったんだろう？　何もないはずないじゃん！」

『何もないはずない』……か。

　裕介の言うように、何もないわけじゃなかった。ひと晩中、彼女の部屋の掃除をしたし、新の会社にいる時とは別の一面を知った。会社ではしっかりしているように見えたけど、実際は違った。

　だけど自然と嫌悪感は抱かなかったんだよな。昔からズボラな母親と妹を見てきたからだろうか？　逆に親近感を抱いたくらいだ。

「あ！　何ひとりでニヤけているんだよ！　いやらしいなぁ」

「は？　そんなわけないだろう」

「いいや！　さっきの篤人、充分ニヤけてたぞ？　あの日を思い出したかのように、な？」

　何も言えなくなってしまった。

　確かに新の部屋を訪れてからというもの、自然と彼女を意識して見ることが多くなった気がする。そしてそのたびに、いつも思い出してしまうんだ。あの日の汚部屋と、朝起きた時の新の反応を。

　すると、裕介の言う通りどうしてもニヤけてしまう。

　だけどコイツにそんなこと言えるはずもなく、「何言っているんだよ」と返して、適当にごまかすしかない。

「はいはい、強がっているのは別にいいけど、せっかくの天使ちゃんを逃がさないようにね」

　裕介にはごまかしも通用しないのか、今度は俺のほうが適当にあしらわれてしまう始末。

「だから、新はそんなんじゃないって言っているだろう」

　この言葉には嘘はない。俺にとって新は部下でしかない。強いて言えば、妹のような存在……なのかもしれない。

　そう思うと自分の感情や行動に、全て納得がいく。妹と被って見えるから放っておけない、いつの間にか気にかけてしまうのだと。だからきっとこの先も、裕介の言うような対象になることはあり得ない。

「まぁ……篤人が後悔しないなら、俺は別にいいけど」

　なのに裕介はまた、再三釘を刺すような言葉を投げてきた。

「どうして俺が後悔などするんだ？　第一部下に対してそんな感情を抱く時点で、上司失格だろ？」

　そうさ。俺は新にとって直属の上司なのだから。

「かー!!　これだから仕事バカは嫌になる！　別にイマドキ関係ねぇじゃん。上司とか部下とかさ。大切なのは、気持ちでしょ！　俺が彼女に恋するように、ね」

　ちょうどバス停まで来た時、タイミングよくバスが到着し、話すだけ話してすっきりした様子の裕介は、「お疲れ」と言ってバスに乗っていってしまった。

「本当、相変わらずな奴だ」

　裕介の乗ったバスを見送りながら、ため息が漏れた。

　何が仕事バカだ、失礼なこと言いやがって。俺にとって新は、この先も部下でしかないのだから後悔などするはずはない。

　新だってそう思ってるだろう。社内で散々、潔癖症の俺を間近で見ているし、彼女の部屋までキレイにしてしまったんだ。そんな俺の一面を知ってまで、好意を寄せるわけがない。

　それに新からしたら、二十八歳の俺なんて、年上すぎてきっと恋愛対象外だろう。それはそれでなぜか少しだけ寂しいが……。




「南課長、よかったらどうぞ」

「ありがとう」

　新入社員のサロン研修が始まって約一ヵ月。

　いつものように、当番の新がベストポジションに置いてくれた珈琲の香りに誘われて、仕事を一時中断させた。

　パソコンに向かっていると、どうしても肩や首が痛くなる。こうやって休憩中に軽く回せば、ボキボキと音が鳴るのではないか、と思うほどだ。そんなことを考えながら珈琲を飲むと、やはり新が淹れてくれるものが一番美味しいと再認識させられる。

　珈琲を飲みながら、これからの仕事の段取りを頭の中で考えていると、いつの間にか新が飲み終えた社員のカップをトレイに乗せて、給湯室へ入っていくのが見えた。

　しまった。のんびり飲みすぎたな。

　いつもだったら取りに来てくれるのを待ち、ずっと机の上に置いておくことが多いが、なぜか今日ばかりは当番が新ということもあってか、自分で片づけようとカップを片手に席を立った。

　新のいる給湯室へと真っ直ぐ向かうと、洗い物をする彼女の独り言が聞こえてきた。

「本当……嫌になる」

「何が嫌になるんだ？」

　思わず聞いてしまった次の瞬間、オーバーなくらい新の身体が反応したものだから、思わず吹き出しそうになってしまった。

　新がこっちを見ていなくてよかった。こんなだらしない顔を上司として見られるわけには、いかないからな。

「独り言はほどほどにしておいたほうがいいぞ？　変な奴だと思われる」

　流し台に空のカップを置くと、新はゆっくりと顔を上げた。

　俺を見上げるその顔は、口を開け、ポカンとしていたものだから、また笑ってしまいそうになる。しかも口を開けた様子が不覚にも〝可愛い〟とさえ思えてしまった。

　そんな自分に驚き、軽くよろめきそうになり、シンクに手をついた。

　それでも新が俺をじっと見てくるものだから、気持ちを紛らわせようと普段思っていたことを聞いてみた。

「珈琲ごちそうさま。……いつも思っていたけど、何か特殊な方法で淹れているのか？」

「……え？　特殊な方法？」

　やっと俺から視線を逸らし、考え込む姿にホッと胸を撫で下ろす。

　だけど新からの返事は来なかった。

　ヤバイ、もしかしてまずかったのか？　この質問。別に特殊な方法などないのだろう。でも……。

「それぞれに当番で淹れてもらっているけど、新が淹れてくれるのがなぜか一番美味しいんだよな」

　素直な気持ちだった。彼女が出してくれると、いつも特別な気がしていたから。

　だけど新はなぜか目をまん丸くして、俺の顔を穴が空くほど見つめてきた。

　今の言葉のほうがまずかったようで、咄嗟に視線を逸らしてしまう。

「だから聞いてみただけだ。……別に深い意味などないから」

「はっ……はい」

　どうにかごまかしたつもりだが、言い方が冷たかったのだろうか、俺の言葉に、新は明らかに落胆している。

　その姿を見ていると、自然と言葉が出てしまった。

「いつもありがとう」と……。

　すると新の表情は一変し、この言葉が間違いではなかったのだと思うと、思わず口角が上がってしまった。

　あの日、新のプライベートな一面を知ってから、こうやって彼女のいろいろな表情を見るようになった。落ち込んだり、うれしそうに笑ったり。逆におびえたり……。

　いつからだろうか。そんな新の表情を気にするようになっていったのは。

　ダメだ。このまま彼女と一緒にいたら、自分の気持ちが乱されそうだ。

「片づけ、頼むな」

　突如芽生えた疑問を打ち消すようにひと言残し、給湯室をあとにした。




「初めまして、エタンスラントの南 篤人と申します」

「よろしくお願いします」

　取引先と名刺交換をし、軽く挨拶を交わす。

　あれから俺は、仕事に追われる日々を過ごしていた。

　今日は、大阪での大規模なウエディング関係の展示会に来ている。

「こちらのブースでは、最新技術を使ったプラン内容をご紹介しております」

　展示会に来るたびに感じるが、勉強になる。

　今や晩婚化が進み、一生独身を貫く人も増えてきているが、そんな世の中でブライダル会社として生き残っていくには、新しいことをどんどんやっていかないとダメだと、重々承知している。

「こちらは高たか畑はたミミさんの、新作ドレス展示会場となっております」

　次に案内されたのは、ブライダル業界でカリスマ的存在であるデザイナー、高畑ミミのブースだった。

「やはり一番人気ですね」

「そうですね」

　広い会場内には、各方面の企業が出展しているが、高畑ミミのブースはとりわけたくさんの人で溢れていた。

　ここ最近の『好きなウエディングデザイナーランキング』では、常にトップ。斬新なデザインで、同じものは一切作らないというプレミアム感がある。そして何より、高畑ミミのドレスを着て式を挙げれば、一生幸せな結婚生活が送れるというジンクスが、人気に拍車をかけている。

「一点でもいいから我が社にも欲しいのですが……なんせ素性も分からないし、アシスタントに交渉しても、全く取り合ってくれませんからね」

「えぇ」

　そうなのだ。新作ドレス発表会や契約の際にも、本人は決して現れない。だから彼女の素性を知る人を、俺は知らない。

　公の場には、アシスタントが代わりに出るのだが、契約交渉しようとしても、〝新規の顧客はとらない〟の一点張りなのだ。噂で、ツテがあれば契約できると聞いたことがあるが、そのツテさえも所詮噂で、存在するのかも分からない。

　とにかく契約が難しい相手だから、裕介が頭を悩ませているのをよく見かける。

　企画課の誰もが、高畑ミミの新作ドレスを売りにしたプランをやりたがっているが、それは叶うはずもない。

「彼女のドレスが着られるプランを提供できれば、お客さんがきっと殺到するでしょうに」

「そうですね」

　こうやって願うだけで終わってしまう。この展示会に出品されているドレスも、どういう手段を経てなのかは知らないが、すでにどこかと契約したものだ。

　展示されているドレスに視線を奪われつつも、高畑ミミと契約するのは無理だと思い、次のブースへと移動した。

　出張を終え、東京に戻ってきた俺の足は、なぜか迷うことなく新のマンションへと向かっていた。

　久し振りに新の顔が見たかった。それに、新にどうしても渡したい物があったから。それ以上の意味などなかった。なのに……。

「こういうことされちゃうとつらいんです！　……南課長が好きだからっ」

　叫ぶように放たれた言葉――。

「新……？」

　突然の告白に面めん喰くらい、ただ新を凝視することしかできなかった。

　すると彼女は、俺を真っ直ぐ見据えたまま、さらに気持ちをぶつけてきた。

「好きなんです。……ひと目惚れでした」

　ストレートな言葉に、心が大きく揺さぶられる。

　本当なのか？　本当に新は俺のことを……？

　しばらく言葉が出てこない。何か言いたいのに、うまく出てきてくれない。

　それでも新は俺に目を向けたままだ。

　本当なんだよ、な？　新の気持ちは……。切なげに何度も伝えてくれる〝好き〟という言葉で、彼女の想いをようやく実感させられた。

　俺はどうなんだ？　今、彼女のことをどう思っている？

　急なことで頭がついていけていない部分もあったが、もちろん嫌悪感はない……かと言って昂る感情があるわけでもない。

　それはつまり、俺にとって新はそういう対象ではないってことだろう。

　そこまで考えが行き着くと、自然と新から視線を落としてしまった。俺には新の気持ちに応えることなどできない。そして知らなかったにせよ、俺は思わせぶりな態度をとって、彼女にずいぶんひどいことをしていたんだなと気づかされる。

　だからこそ、ちゃんと新に向き合わないといけない。真っ直ぐ気持ちをぶつけてくれた彼女のように、俺の気持ちもしっかり伝えなくてはいけない。

「悪い……気持ちはうれしいが、新のこと、そういう風に見ることはできない」

「……はい、分かっています」

　新の目は潤んでいて、必死に涙をこらえているようだった。

「ありがとうございました。ちゃんと言ってくださって。……これからも一部下として、ご指導よろしくお願いします」

　強がりともとれる言葉に、胸が締めつけられる。

　女なら、ここで泣いても不自然ではない。なのに泣かない彼女は、俺が思っていた以上に、強い人間なのだと認識させられた。

「あぁ。もちろんだ」

　俺にとって新は、この先もずっと部下であることに変わりないし、一生懸命な彼女には、仕事を頑張ってもらいたい。

「それと、もう今日みたいな抜き打ちチェックはしなくても大丈夫です！　南課長の指導を仰がなくても、こうやって部屋をキレイに保てますから」

　つき合えないのに、俺とこの先もプライベートで会うなんて、嫌がるのも当然だ。

　なのに、どうして彼女の言葉に胸を痛めてしまうのだろう？

「……そうだな」

　新のことを振っておきながら、こうやって寂しく感じている自分が滑こっ稽けいに思えてならない。

「失礼する。……悪かったな、休日に突然訪ねてきてしまって」

　いたたまれなくなりすぐに荷物を手にすると、新から喜ばしい言葉が返ってきた。

「いいえ！　これ、ありがとうございました。……すごくうれしかったです」

　そう言いながら手にしていたマスコット人形を掲げた彼女を見た瞬間、自然と口元が緩んだのが自分でも分かった。

「それじゃ、また月曜日に」

「はい」

　逃げるように新の部屋から抜け出し、道路に出た瞬間、頭を抱えてしまった。

「本当、俺は何をやっているんだ？」

　無意識に新を傷つけておいて、自分が振ったくせに勝手に心を痛めて……。挙句の果てに、俺が買った土産を笑顔で受け取る新を見て、気をよくしてしまった。

　立ち止まったまま振り返り、新の住むマンションを見上げてしまう。

　もう、ここには二度と来ることはないんだな。

　そう思うとまた、心に穴が空いたような気になるのはなぜだろうか。世話を焼くことができないからか？　妹と重ねて見ていた新と、プライベートで会うことができないから……？　いくつかの理由を挙げてみても、やっぱり答えは出ない。

　しばらくの間、マンションを見上げていると、通りかかった女性に不審な目を向けられてしまい、慌てて駅へと向かった。

　考えても仕方ない。俺にとって新は部下以上ではない。新にだってさっきそう伝えたのだから……。

　そう自分に言い聞かせ、駅へと向かった。

「南課長、よかったらどうぞ」

「ありがとう」

　週明けの月曜日。日常と変わらないオフィス。

　いつも通りの時間に机に置かれたのは、新が淹れてくれた珈琲だった。

　普段と同じベストポジションに置いて一礼し、他の社員のもとへと珈琲を届けに行ってしまった。

　変わりなし……だよな？

　新が淹れてくれた珈琲を早速飲みながらも、つい彼女の姿を目で追ってしまう。

　朝から「おはようございます」と笑顔で声をかけてくれ、珈琲だっていつものように美味しい。

　土曜日からずっと新のことばかり考えてしまっていた。考えないようにしようとしても、つい意識してしまう。

　普段なら、休日は自宅で掃除や仕事をしたり、買い物などに行って過ごすものの、この週末ばかりは何も手につけられなかった。余計なお世話かもしれないが、傷つけてしまった新のことが心配でたまらなかったのだ。

　もし会社に来なかったら……とかいろいろ心配していたが、それは無用だったのかもしれない。

「南くん、ちょっといいかね」

「……っ、はい」

　新を目で追っていると突然部長に呼ばれ、我に返る。カップをデスクに置き、すぐに部長室に入った。

「春フェアの企画案をそろそろ新入社員にも出してもらおうと考えているんだが……どう思う？」

　春のウエディングフェア。

　そうだ。季節はやっと秋に入ったというのに、仕事ではもう春のことを考えなくてはいけない時期だったな。

「いいと思います。サロンからの報告によりますと、四人とも研修はよく頑張っていたようですし、いろいろと学べたものもあると思います」

「そうだな。では今回から参加させてみよう。指導は君に任せるから」

「分かりました」

　頭を下げ、すぐに自分の席に戻って、ため息を吐く。

　指導方針はそれぞれだが、どうも部長とは考え方が合わないようだ。新人からすれば初めての企画だからこそ、部長から伝えられたほうが、モチベーションが上がると思うのだが。……といっても、上司にＮＯとは言えない。

　縦社会で生きている以上、上に立たなければ自分の思い通りにはできない。だから常に上を目指したいと思っているし、仕事には人一倍努力をしている。部下達がよりよい環境で仕事に打ち込める職場を作ること。それが今の俺にとって、最終的な目標のひとつだ。

「さて、話すか」

　部長に任された以上、すぐに新人達に伝えなくては。

　会議室が使用されていないことを確認し、新達四人を呼んだ。




「え……！　俺達が企画書をですか!?」

　変に緊張した四人に、先ほど部長に言われたことを話すと、真っ先に反応したのは安田だった。

「あぁ。サロンでの研修で得たものは、たくさんあっただろう？　ぜひそれを生かした企画を上げてみてほしい」

　反応は様々だった。

　田村と中村はいきなり言われて、困惑したようにふたりで顔を見合わせ、安田はうれしそうに堂々とガッツポーズをしている。そして新は驚いているのか、口を開けたまま微動だにしない。

　その姿を見た瞬間、給湯室でのことを思い出す。確かあの時も新は、同じような顔をしていたな、と。

「南課長!!　ちなみに期限はいつでしょうか!?」

　新に視線を奪われていると、不意に安田の大きな声が耳に響いた。

「あっ……あぁ。とりあえず各自一ヵ月間練ってみてくれ。研修で受けた企画書の作り方を思い出しながら、やってみろ。ひとりひとりの企画書に目を通し、ダメなところはしっかりと指導するから」

　新につい見とれてしまっていたことを悟られぬよう、淡々と話す。

　企画書を作るうえで、みんな当然悩むと思う。だけど自分なりに悪戦苦闘しながらも、ひとつのかたちにまとめることで、きっと自信に繋がるはずだ。

「分かりました!!」

　元気よく答えた安田につられるように、新達も頷いた。

　ブライダル企画課はわりと社員同士の仲がいいほうで、同期意識は特に強い。

　でも、ここからは違う。今までは四人全員が同じ仕事をしてきたが、企画書を上げるとなるとお互いがみんな、ライバルになるのだから。自分にないものを持っている奴には、ハッとさせられることもあるだろう。切磋琢磨しながら互いの能力を認め、競争しながらも協力して、いい企画を生み出せるこの課が、俺は好きだ。

　サロンの人間からしてみれば、どうしても現場知らずの集まりだと思われがちだが、企画課には企画課にしかない、いいところもあると俺は思う。

「もし何か分からないことや、相談したいことがあったら遠慮なく聞くこと。ひとりで抱え込みすぎても前に進めないからな。上司としてそこは、しっかりとフォローするし、最後まで見てやるから」

　そんな言葉をかけると、四人の表情が少しだけ緩んだ。

　最初はみんな緊張して当然だ。それを解くのも上司の役目だ……そう思いながら会議室をあとにし、自分の仕事に戻った。




　あれから忙しい日々が続き、気づけば二週間以上、過ぎていた。俺は雑念を払うように以前にも増して、仕事に没頭していった。

「さすがに疲れたな」

　二十時過ぎ。手を休め周囲を見渡せば、オフィスに残っているのは数人だけだった。

　定時をとっくに過ぎているし、ここで帰宅したいところだが、そうもいかない。首を回し、珈琲でも飲んで息抜きしようと思い、給湯室へと向かう。

　すると中から女性の声が聞こえてきた。

「あー……もうどうしよう。締切までに間に合うか心配なんだけど」

「私もだよ」

〝締切〟というワードに思わず足が止まる。そっと給湯室を覗けば、やはり声の主は中村と田村だった。

　今のところ誰も相談に来てはいない。それぞれで頑張っているのだろうとは思っていたが……。こんな遅い時間まで残って、悩みながらも必死に取り組んでいる様子は微笑ましい。

　新人達の成長ぶりに感慨深くなりつつも、このままここで立ち聞きしているわけにいかないと思い、何気なく入ろうとした時――。

「話は変わるけどさ、新さんと安田くんって怪しいよね～」

　新の話にまた動きを止め、ふたりに気づかれないよう、死角となる場所に身を潜めてしまった。

　俺は何をやっているんだ？　別に隠れることはないだろう？

　そう思っているくせに、足が動かない。

「新さんは完全に否定していたけどさ。よくふたりでいるところ見かけるじゃない？」

「だよね！　ここ最近、一緒に帰ってたりするし！　ただの同期って関係じゃないよね」

　安田……？　安田と新が？　まさか。

　頭ではそう否定しているくせに鼓動が速くなり、心がかき乱されているのが自分でも分かる。

　いや、おかしいだろう。俺には関係ない話だ。新が誰とつき合おうとも……。それなのに、なぜかおもしろくなく、イライラしてしまう。

「ねぇねぇ、また今度新さんをランチに誘って聞いてみようよ」

「そうだね、案外ケロッと話してくれるかも……っ、南課長!?」

「あ……お疲れ」

　いつの間にかふたりは給湯室から出てきており、身を潜めていた俺に気づく。

　咄嗟に『お疲れ』と言ったものの、微妙な空気が流れる。

　そりゃそうだよな。俺に話を聞かれていたかもしれないと思うと、気まずいだろう。

「ほどほどにして帰れよ」

「あっ、はい!!」

　なるべく自然な感じで声をかけ、そのまま給湯室へと入り、珈琲を淹れる。少しして振り返れば、ふたりの姿はなかった。

　変に思われてしまったかもしれないな。だけど盗み聞きしていたのは事実なのだから、仕方ない。

　肩を落とすと同時に、自分で淹れた珈琲を口に含む。

「やっぱり美味しくないな」

　ポツリと声をこぼしてしまう。

　こんな時まで新のことを考えてしまう俺は、重症なのかもしれない。ただの部下のはずなのに。こうやって珈琲を飲むたびに、彼女の淹れてくれた珈琲の味を思い出したり、ふと新のことを目で追ってしまったり……。これじゃまるで俺が新を意識しているようじゃないか。

　そこまで考えが行き着いて、自分の気持ちを疑ってしまう。

　いや、そんなはずはないと。

　俺にとって新はただの部下でしかないし、意識するというよりは妹のような存在だった。だから放っておけなかっただけだ。気になっていたことに特に深い意味などない。新に告白されて断ったのも、恋愛感情がなかったからだ。

　なのに今、部下の話を盗み聞きして動揺させられ、イラッとしているのはなぜだ？

　自分の中で湧き起こる感情に動揺しつつも、少しずつ認めていくしかないと思えてきた。

　俺は、新を女として意識しているのだと……。




「え？　新を訪ねて？」

「あぁ」

　それから数日後の午後――。

　つい新を意識してしまう日々を過ごす中、部長が突然険しい表情でやってきたかと思うと、信じがたい話をし始めた。

「あの、何かの間違いでは？」

「いや、そんなはずはない。名刺をいただいたし。……私も信じられんがどうやら本物のようだ」

　よほど困惑しているのか、部長の額には汗がにじんでいる。

　その汗をハンカチで拭いながら差し出された名刺には、しっかりと書かれていた。

〝高畑ミミ〟と――。

「で？　肝心の新はどこにいる!?」

　すぐにオフィス内を見渡す部長。

「今、席を外しています」

　確か先ほど、頼まれた書類を経理課に届けにいったはず。

「すぐに連れ戻せ！　高畑さんは応接室に通しているから、応対を頼む。私は新が戻り次第、詳しく話を聞いてから行く」

「分かりました」

　重要人物なだけに、本来なら部長が接客するべきところで、押しつけられた感じがするが……確かに今の部長は興奮していて、高畑さんの相手をさせられそうもないから、ちょうどよかったのだろう。

　信じがたいが、本当に高畑ミミが来ているのなら、待たせるわけにはいかない。ネクタイを再度締め直し、六階にある応接室へと向かうべく廊下を歩いていると、背後から部長が興奮ぎみに「早く新を呼び戻せ！」と叫ぶ声が聞こえてくる。

　俺も珍しく緊張している。何しろほとんどの人が彼女の素性を知らないのだから。どうして高畑ミミと新が顔見知りだったのかは分からないが、それも応接室にいる本人に聞けばはっきりすること。

　応接室の前で足を止め、大きく深呼吸する。

　ドアの向こうにいるのは、どんな人物なのだろうか。どんな風ふう貌ぼうかも何も分からない。

「失礼します」

　数回ノックし、ドアを開ける。

「初めまして」

　すぐに見えてきた姿に、足が止まってしまった。

「……初めまして」

　数秒遅れて返事をするものの、戸惑いを隠せない。

　名前からしてずっと女性だと思っていたが、俺と同じくらいの年齢に見える男が立っていたのだから。長めの前髪から覗く切れ長の一ひと重えの瞳。戸惑う俺を見て男性は一礼すると、前髪をかき上げ微笑んだ。その瞬間、目尻にはしわができ、物腰の柔らかそうな印象を受ける。

「すみません、突然訪ねてきてしまって」

「いいえ、とんでもないです」

　名刺を取り出し、差し出す。

「遅れてすみません。ブライダル企画課の南と申します」

「デザイナーの高畑ミミです」

　受け取った名刺は、先ほど部長に見せてもらったものと全く同じだった。

　だが名刺だけでは、本当に彼が高畑ミミだという証拠にはならない。半信半疑のまま、様子を窺いながら彼の向かい側に腰を下ろす。

　その間も彼はなぜかドアのほうをしきりに見ている。そして再度俺を見ると、聞いてきた。

「あの、新さんは？」

「ただ今、席を外しておりまして、戻り次第、参るよう伝えております」

「そうですか……」

　明らかに落胆した様子を見せる彼に、心が乱される。

　やはり新と面識があるようだ。しかもただの顔見知りではない……？

　そんな考えが頭をよぎった時、ドアをノックする音が響く。数秒後、恐る恐る入ってきたのは、新だった。

「……失礼……します」

　その声が聞こえてきた瞬間、思わず立ち上がってしまった。

　だけどそれは俺だけじゃなかった。

「新さん！」

　……え？

　そして俺の横を吹き抜けていく風。

「え……どうして大おお高たかさんがここに……？」

　大高さん？

　うれしそうに新のもとへ駆け寄る彼と戸惑う新の姿を前に、彼が本当に高畑ミミなのか、そんな疑問など、どうでもよくなってしまった。ただふたりの関係が気になって仕方がない。

　込み上げてくる感情をぶつけるように、拳を強く握りしめた。










偶然の出会いがもたらす意味




　上司に頼まれた書類を経理課に届けると、部長が呼んでいる、と経理課の人から聞き慌てて引き返す。急いで戻る途中、ずっと不安に襲われていた。

　もしかして私、何かまずいことしちゃった？　でも、それほど大きな仕事は任されていないから、部長が出てくるほどの失敗なんてしてないと思うんだけど……。

　不安な気持ちを抱えたまま戻ると、すぐに切せっ羽ぱ詰まった部長に問いただされた。




「高畑ミミ……」

　応接室の前で立ち止まり、つい呟いてしまう。

　部長が言った言葉は、寝耳に水だった。〝高畑ミミが私を訪ねて来ている〟だなんて。

　ウエディング関係者のみならず、誰もが知っているくらい彼女は有名だ。そんな人と私が顔見知りなわけがない。第一彼女は表舞台に立つことはなく、その素性はベールに包まれているのだから、知り合えるはずもない。

　興奮状態の部長を目の前で見ながらも、やっぱり信じられなかった。名刺を見せられてもピンとこなかったし。

　もしかしたら部長ってば新手の詐欺師に騙されているのかも、とさえ思ってしまった。高畑ミミの素性が分からないことをいいことに、他人がなりすましている可能性はある。

　とにかく、すぐに応接室に向かうように言われ、今こうしてドアの前にいるのだけれど……。

　南課長が応対していると聞き、正直気まずい。ふたりっきりではないと分かっていても、緊張感が増す。部長に怒られちゃうかもしれないけれど、失恋したばかりの私にとっては高畑ミミよりも、南課長のほうが気になってしまう。

　だけどいつまでもここにいるわけにはいかない。全く身に覚えがないけれど、相手が私を訪ねてきたというならば、会わないと。

　心を落ち着けてから、いざドアをノックし、応接室へ足を踏み入れた。

「……失礼……します」

「新さん！」

　中に入るとすぐに私を呼ぶ声が聞こえてきた。

　顔を上げ、いつの間にか駆け寄ってきていた人物を見た瞬間、唖然としてしまった。

「え……どうして大高さんがここに……？」

　ニコニコと笑う大高さんの後ろには、南課長がいるということも忘れてしまうくらい、私の頭の中は混乱していた。




　＊　＊　＊




「そろそろ詰めていかないとまずいよね」

　南課長に告白し、見事に玉砕してしまった日から早二週間が過ぎた。

　振られるのは、告白する前からなんとなく分かっていたけれど、実際に経験すると悲しくて寂しくて、つらくてたまらなかった。

　それでも私なりに元気を出して、月曜日には今まで通り南課長に接した。それからも一切弱さを見せないようにしている。

　失恋を理由に仕事をおろそかにしたくはなかったから。好きになってはもらえなかったけれど、せめて南課長にとって私はいい部下でいたいと思うし、思われたい。

　最近は自炊することを心がけており、金曜日の夜、自分で作った豚丼を頬張りながら、あの日南課長にもらった資料に目を通す。

　春だから、春をモチーフにした企画を上げたいよね。

　すぐに思い浮かんだのは、やっぱり春らしい、桜などの花をモチーフにした新作ドレス。〝季節の中で春が一番好き〟っていう人、けっこう多いと思うんだよね。

　もし私が結婚して式を挙げるなら、絶対春にしようと決めている。

　それに結婚式といったら、なんといってもドレスだし。女子にとって一番の憧れであり、夢だもの。だから、そのふたつが合わさったドレスをプランに組み込めればいいんだけどな。

　あとはオーダーメイドのドレスもいいかも。一生に一度の結婚式だから、自分でとことんこだわって作ったドレスに身を包むのも、素敵だと思う。

「……とはいえ、なんのツテも繋がりもない私にとっては、無理な企画だしな」

　業者と顔見知りになっていれば、そんな企画書も上げられるだろうけど……。

「そうなると、サービスで責めるしかないよね」

　例えば、せっかくテラスがあるんだから、披露宴会場を使用せずにテラスでの立食パーティプランを、リーズナブルな価格で提供するとか……？　でもそれって過去にやっていそうよね。

　資料を片手に、思わず天を仰いでしまった。

　初めての企画だからこそ、頑張りたい。通るとは限らないけれど、精一杯やりたい。そう思えば思うほど、いいアイデアが湧かないんだよね。

「気分転換してみようかな」

　ここ最近は仕事が終わってからも、休日さえも、企画のことばかり考えていた。それがかえってよくないのかもしれない。

　明日は土曜日。久し振りにのんびりと街に出てみよう。

　そう思い、早めに就寝した。




　次の日。外へ出かけたものの、行くあてもなく、街をフラフラと歩いていると、とある店のウインドーが目に飛び込んできて、足が止まる。

「いつの間にオープンしたんだろう」

　それはウエディングドレス専門店だった。

　ショーウインドーには純白のウエディングドレスと、真っ赤なカラードレスが飾られていて、視線を奪われてしまう。

「キレイ……」

　よく見ると純白のウエディングドレスには、ラインストーンが散りばめられていて、ライトアップで煌きらめくそれに、より一層目を引かれてしまった。

　いいな。こんなドレスを着て結婚式を挙げたいな。

「あの……よろしかったら店内へどうぞ」

　不意にスーツに身を包んだ男性が、様子を窺うように声をかけてきた。

　長めの前髪から一重で切れ長の目が覗く。物腰の柔らかそうなその男性は前髪をかき上げ、ふわりと笑った。

「店内には、もっとたくさんの種類のドレスがございますので」

　どうやら私はかなりの時間、ドレスに見入っていたようだ。状況を把握すると、一気に恥ずかしさが襲ってきた。

「いいえ、そんなっ！」

「どうぞ」

　有無を言わさぬ笑顔に断り切れず、とりあえず少しだけ見て、適当に切り上げようと心に決めたけれど……。

「うわぁ……素敵！」

　一歩足を踏み入れれば、魅力的なドレスが店中に飾られていて、思わず声をあげてしまった。

「ありがとうございます」

　クスッと笑いながらも頭を下げる男性に、顔が熱くなる。

　優しいオルゴールの音色が響く店内には、純白のドレスをはじめ、カラフルな物や、個性的な物までたくさんのドレスが展示されていた。

「どれも素敵なデザインですね。全部着たくなっちゃいます」

　恥ずかしさをごまかすように言うと、男性は目尻にしわを作って微笑んだ。

「そのお言葉、先生にしっかりお伝えしますね」

　先生……？　そっか。このドレスをデザインした人だよね？

「よろしかったらご試着なさいますか？」

「えっ!?」

「きっとお似合いになると思いますよ」

　にっこりと笑いかけてくる男性に、慌てて両手を振った。

「とっ、とんでもございません！　それにすみません。私、式を挙げる予定なんて全くないんです」

「え？」

　店内まで入っておいて今さらな気がしたけれど、ここまで言われたら正直に話さないわけにはいかない。

「ただ単純に、ドレスに目を奪われてしまっただけなんです」

　あまりにも素敵なドレスだったから……。

「そうだったのですか。それではますますドレスをご試着していただきたいのですが」

　正直に話したあと、男性から返ってきた言葉は意外なものだった。

　彼は先ほどのように顔をほころばせた。

「結婚前にドレスを着ると婚期を逃してしまうとよく言われますが、先生のドレスには素敵なジンクスがあるんです」

「ジンクス……ですか？」

「はい。先生のドレスを着て式を挙げた方は一生幸せになれる、と。他にも先生のドレスを試着すれば、運命の人と出会える、というものもあるんです」

　運命の人との出会い……か。なんて素敵なジンクスなのだろう。

　でも今の私にとってその話は、ちょっとつらい。つい先日まで運命の人はずっと、南課長だと信じて疑わなかったから。

　印象的な出会いだったし、こんなかたちで再会できるなんて……と思っていたけど、違ったんだよね。

「いかがでしょうか？」

　再度聞いてきた男性に、ある思いが浮かぶ。

　今は南課長のことを吹っ切ろうとしても、ふとした瞬間にこうやってすぐ思い出してしまう。でもこのドレスを着たら、新しい一歩を踏み出せるかも。これは自分を変える、いい機会なのかもしれない。

　ジンクスが本当なら、今度こそ運命の人と出会えるんでしょ？

「お願いしてもいいですか？」

　意を決し聞いてみると、男性はうれしそうに頬を緩めた。

「もちろんです」




「あの……ちょっと恥ずかしいのですが」

「すみません、あいにく本日は女性スタッフが不在でして。大丈夫です、慣れていますから」

「はぁ……」

　カーテンで仕切られた鏡貼りの密室。

　そんな中で、今の私はほとんど何も身にまとっていない状態だった。

　試着に選んだのは、ショーウインドーに飾られていた、ラインストーンが散りばめられた純白のドレス。それを男性の手によって着せられ、しかもその姿がもろに鏡に映っているものだから、たまったものではない。

　緊張からか変な汗をかいちゃっているし、その汗が背中ににじみ出ていないか、ひたすら心配で仕方ない。

　でもその緊張も汗も、次第にドレスをまとっていく自分の姿を見ているうちに消えていく。多少胸に圧迫感があるものの、サイズもぴったりだ。

「とてもお似合いですよ」

　男性は一歩横にずれて、鏡越しに私に微笑みかけてくる。

　ドレス姿を誉められるとうれしい。だけどちょっぴり恥ずかしくて、その気持ちをごまかすために生地の触り心地を確認したり、左右に動いたりしてしまう。

「見た感じでは分かりませんでしたが、ドレス自体は軽いですね。散りばめられているラインストーンが指に引っかかるかなと思っていたのですが、そんなこともないですし」

「はぁ……」

　目をパチクリさせる男性に、やってしまったと後悔する。サロンでの研修がこんなところで発揮されるとは。たった二週間だったものの、ドレスの知識も充分得られた。だからつい、ブライダル関係者として思ったことを言ってしまったのだ。

「もしかして、同業の方……ですか？」

　やっぱりそう思われるよね。別に隠すことではない。そう思い、脇に置いてあったバッグから名刺を一枚取り出した。

「申し遅れました。実は私、こういう者でして……」

「ブライダル企画課の方、でしたか」

「はい」

　男性は名刺を受け取ると、感慨深そうな目を向けてきた。

　その視線に後ろめたさを感じて、思わずうつむいてしまう。

　彼は純粋に私を客だと思い、接してくれた。彼からしてみれば、客を装い偵察に来たと思われても、おかしくないはず。

「あっ、あの！　でも本当、ここは偶然通りかかって見つけただけなんです。それでドレスがあんまり素敵だったから、つい見入ってしまって……」

　弁解しようと口を開いてみたものの、それがかえって言い訳がましく聞こえている気がする。

　でも彼にはちゃんと伝わっていたようだ。

「それは分かっております。新さんが純粋にドレスに惹ひかれてくださったのだと」

〝純粋に惹かれた〟

　彼の言う通りだ。だけど面と向かって言われると、どうもむず痒がゆくなってしまった。

　会った時からなんとなく感じていたけれど、この人……すごく人の感情に敏感で、きめ細かい対応ができる人だな。

　今まで出会ったことがないタイプの男性かもしれない。

「新さんもプランを立てたりしているんですか？」

「それがまだなんです。今年入社したばかりのペーペーでして。先日初めて企画出しの仕事をもらえて、今考えている最中なんですけど、なかなかいいアイデアが浮かばなくて。今日は気分転換にブラブラしてたんです」

「そうだったのですか」

　不思議とすんなりと言葉が出てきた。

　こんな話、初対面で名前も知らない人に話すようなことではないのに……。きっと、彼の、もの柔らかい表情や声、ソフトな雰囲気がそうさせたのだろう。

　すると彼はポケットから名刺を一枚取り出した。

「名刺をいただいておきながら失礼いたしました。僕はこういう者です」

　差し出されるがまま受け取ると、そこには〝支配人　大高 悟さとる〟と書かれていた。

「支配人を務めさせていただいております。今、もしお時間がありましたら、私につき合ってくださいませんか？」

「え？」

　意味が分からず鏡越しに大高さんを見ると、彼は笑みをこぼした。




「どうぞ」

「ありがとうございます」

　店内奥の応接室らしきスペースに通され、ソファに腰かけると、大高さんはハーブティーを出してくれた。バラの花が描かれた素敵なカップを手に取れば、ハーブの香りが鼻をかすめる。

「あいにくお客様のご予約もなく、暇を持てあましております。なのでぜひお茶でも飲みながら、新さんの企画のお話を聞かせていただけないでしょうか？」

　そう言われるがまま、こうやって向かい合っているけれど……。はっきり言ってまだ何も決まっていないし、話せるようなことなど、ないに等しい。

　だったら断ればよかったわけだけど、大高さんの笑顔を前にＮＯとは言えなかった。

「僕の仕事はお客様にドレスを提案することなので、新さんの仕事内容に興味がありまして……ご迷惑だったでしょうか？」

「いっ、いいえ！　とんでもない!!　ただその、大高さんの期待に応えられるようなお話ができるかどうか微妙なのですが……。それでもよろしいでしょうか？」

　目の前に座る大高さんは、穏やかに目を細めた。

「もちろんですよ。僕はただ、うちのドレスを気に入ってくださった新さんが、一体どんな企画を考えているのか知りたいだけです」

　うっ……！　サラッと言われたけれど、かえってプレッシャーを与えられた気がする。でもドレスを着せてもらって、こうやってハーブティーまでごちそうになっちゃったしね。私の企画なんてまだまだ未熟で、妄想のレベルでしかないけれど、それでもいいなら……。

「あの、これはあくまで自分がやりたいことなんですけど……」

「ぜひお聞かせください」

　所詮は新入社員の夢物話……としか思われないのだろうけど、大高さんの言葉に決心して、夜考えていた理想のプランを頭に思い描く。

「私……自分がもし結婚式を挙げる時は、とことんドレスにこだわりたいって思っているんです」

「そうですよね。ウエディングドレスは女性にとって、永遠の憧れですものね」

〝永遠の憧れ〟……まさにその通りだ。子供の時からずっと憧れていた。

「はい。私の夢は、いつか自分の考えたウエディングプランで、人々に幸せな結婚式を挙げてもらうことなんです。それで今の会社に入社して、やっと念願の企画出しを任されることになったんですけど……。いいなと思うものは、ペーペーで人脈のない私には無理だったりで……」

「それはどんなものですか？」

　大高さんは相槌を打ちながら、真剣に話を聞いてくれている。

　最初は自信がなくて話すのに抵抗があったけれど、彼なら笑わずに聞いてくれるかもしれない。

「本当に、無理な話ですが、完全オーダーメイドのドレスを作りたいんです。あっ！　もちろん数組限定です！　オーダーメイドに憧れている女性って、結構多いと思うんです。今ってたくさんの種類のドレスが世に溢れていますけど、だからこそ本当に着たいドレスとなかなか巡り合えないことも多いと思いますし。だからデザイナーの方と一緒に、自分のドレスを作れたら、すごく喜ばれるんじゃないかって……」

　口ではそんなことを言っているけれど、これは私自身の夢でもあるのかもしれない。

　大好きな人との一生に一度の結婚式だからこそ、記念になるようなドレスを着たいもの。

「素敵な企画ですね。今の世の中、万人受けするドレスを作ることが主流になっていて、式場でも流は行やりのドレスを獲得しようとみんな躍起になっている。確かに有名デザイナーのドレスには憧れるかもしれないけれど、結婚式というのは、流行りのドレスを着ればいいというものではないと思います。……一生に一度の式だからこそ、完全オーダーメイドのドレスをまとう……僕は新さんの企画、魅力的だと思います」

　笑うどころか賛同してくれたのがうれしくて、つい口元が緩んでしまう。

「と言いましても、デザイナーの知り合いがいるわけでも、コネがあるわけでもないので、完全に企画倒れなんですけどね」

　えへへと笑ってしまうと、なぜか大高さんは不思議そうに首を傾げた。

「どうして企画書にして出さないのですか？」

「え？　だって、デザイナーのアテもないのに出しても仕方ないですし……」

「それは出してみないと分からないのではないですか？　需要はあると思いますし、僕と同じように感じる上司の方も、いらっしゃるかもしれませんよ？」

　その言葉に、すぐに頭に浮かんだのは南課長だった。彼なら、大高さんのように感じてくれるかもしれない。

「その顔ですと、思い当たる方がいらっしゃるのですね」

「えっ!?」

　すぐに我に返り大高さんを見ると、異様にニコニコしながら目を合わせてきた。

「いや、その……っ！」

　別に大高さんは私の気持ちなど知っているわけではないし、大高さんにしてみれば私が誰を想像しようが関係ないけれど、彼の言葉にすぐに南課長を思い描いてしまったことが恥ずかしい。

「企画……いつか実現できるといいですね」

　慌てる私をよそに、大高さんはそう言ってくれた。

「……はい」

　大高さんの言う通り、いつか実現させるためにも、やっぱり企画書にまとめてみようかな。何より私がやりたいことだもの。一番最初の仕事だからこそ、こんな無謀な企画案でも許されるかもしれないし。

　大高さんが淹れてくれたハーブティーを飲んでいると、決心がついてきた。
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　そう。あれからすっかりその気になってしまった私は、無謀な企画書作りに精を出していた。

　そんな時だった。大高さんが再び私の前に現れたのは――。

　依然としてニコニコ笑っている大高さん。

「あのっ！　……大高さん、ですよね？」

　確認するように彼に聞いてみれば、キョトンとされる始末。

　私は、部長に『高畑ミミが来ている』と聞いてやってきたのだから、これはどうしてもはっきりさせておきたいことだった。

　探るように大高さんを見ていると、彼はあの日のように目尻にたくさんしわを作って微笑んだ。

「はい。僕の本名は大高 悟です。ビジネス上は〝高畑ミミ〟ですが」

「大高さんが……？」

　それ以上、言葉が出ない。

　だって名前からして絶対に女性だと思っていたし、何よりあの有名な高畑ミミが、今目の前にいるなんて……。

　そう思ったのは私だけではなかったようで、いつの間にか隣には南課長がいた。

「新、悪いが詳しく聞かせてくれないか？」

「あっ……！　すみません」

　やだ。南課長がいること、すっかり忘れてしまっていた。

　どこに視線を定めたらいいのか分からず目を泳がせていると、大高さんが落ち着いたトーンで話しだした。

「南さん、すみません。新さんとふたりでお話させていただけないでしょうか？」

「え？」

「え？」

　大高さんの言葉に、南課長と見事に声がハモッた。

　咄嗟に南課長を見ると、ばっちり目が合ってしまい、すぐに逸らす。

　ヤバイ。今の逸らし方、あからさますぎたよね!?　いや、ずっと見つめたままっていうのも何か変な気がするし……。

　動揺してひとりグルグルと考えてしまっていると、急に腕を引かれ、強い力で引き寄せられてしまった。

　えっ……何!?

　突然のことに私は、大高さんに腕をつかまれたまま、隣に寄り添うかたちになってしまった。

　目の前には愕がく然ぜんとした様子の南課長。隣には、そんな南課長に意味深に微笑みかける大高さん。そしておろおろする私……。

　一瞬シンと静まり返った応接室内に、大高さんの声が異様に響いた。

「今日僕がわざわざ素性を明かしてまでこちらに来たのは、新さんに会いたかったからです。……もちろんビジネスの話でって意味ですけどね」

　その言葉が放たれた瞬間、南課長の表情がみるみるうちに険しくなる。

　オフィスで部下を怒っている時とはまた違った顔に、視線を奪われる。

　そして南課長は、いつもよりワントーン低い声でゆっくりと問いかけた。

「そのビジネスの話をする場に、新の上司である私がいては、まずいのでしょうか？」

　いつもと様子が違う南課長に、どうしたらいいのか分からず、ただ事の成り行きを見守ることしかできない。

「大変まずいですね。これはまだ他の人には話していない、僕と新さんの間の秘密なので」

　どこか敵意が感じられる言い方に、大高さんを見上げると、さっきまでのニコニコ笑顔は完全に消え失せていて、挑発するような視線を南課長に向けていた。

　張りつめた空気の中、大きく息を吐いたのは南課長だった。

「分かりました。一度失礼させていただきます」

　そう言うと南課長の視線の先は、なぜか私に向けられた。

　その瞬間、トクンと胸が鳴る。

「新、終わったらすぐに報告に来るように」

「……は、い」

　先ほど同様、いつもよりワントーン低い声に心が震えた。

　そのまま南課長は応接室を出ていってしまい、ドアの閉まる音が異様に大きく響く。すると大高さんはつかんでいた腕をやっと離してくれた。

「すみません、突然会社まで来てしまって。迷惑かけてしまいましたね」

　そして頭を下げてきたものだから、慌てて手を振った。

「そんな、頭を上げてください！　全く迷惑ではありませんから。……まぁ、正直に話せば、頭の中は混乱していますけど」

　すると大高さんは困ったように笑った。その顔はとても嘘を言っているようには見えない。

　やっぱり本当に大高さんが高畑ミミなの？

「すみません、高畑ミミの素性は明かさないようにしているんです。でもたまに無性に直接お客様に接したい時がありましてね。あの日のように本名で店に出るようにしているんです」

「そうだったんですか……」

　理由に納得しながらも、どうしても腑に落ちないことがある。

「あの……それで、どうして今日はわざわざここに……？」

　ずっと気になっていた。

　素性を隠しているのに、どうして？

　座るのも忘れ、立ったまま大高さんをじっと見ていると、彼は私との距離を詰め、目線を合わせるように膝を曲げて、顔を覗き込んできた。

「それはもちろん、新さんのお力になりたいと思ったからですよ。それに新さんの話を聞いて、僕も初心に返ってみたくなりました」

「初心に……ですか？」

「はい」

　そう言うと私から離れ、ソファの上に置いてあった鞄の中から書類を取り出した。

「新さんと話をしてから、昔のことを思い出していました。昔は僕も新さんのようにただ純粋にドレスのデザインを考えるのが楽しくて、たくさんの人に自分が作ったドレスを着て幸せになってもらいたいと思っていたんです。でも、その気持ちも最近では忘れてしまっていました。とにかく注文が殺到していて、うれしい反面、なんのためにドレスを作っているのかさえ、分からなくなっていたんです。だからこそ、新さんと一緒に仕事がしたいと思いました」

　そう言って差し出された書類。

　その書類にはオーダーメイドドレスに関する、制作費や使用する布などの材料費、制作に必要な日数などが書かれていた。

「これ……」

　息を呑んで、書類と大高さんを交互に見てしまう。

　すると大高さんは嘘ではないと言うように、ニコリと笑った。

「新さんの夢を叶えるために、僕にも協力させていただけないでしょうか」

「本当に……ですか？」

　あの有名な高畑ミミさんなんでしょ？　なのに、私なんかの企画に力を貸してくれるなんて……。

「嘘を言うために、素性を明かしてまで会いに来たりなどしませんよ。どうでしょうか？　僕では新さんのお力にはなれないでしょうか？」

「そんなわけないじゃないですか！　むしろこっちが聞きたいです！　本当にいいんですかって」

　そうだよ。本当にいいの？

　するとすぐに答えが返ってきた。

「もちろんです。僕はあなたの人柄と、そして今さっき見た、恋する姿に惹かれてしまいましたので」

　恋する姿……？

　トクンと鳴る心臓。そんな私に大高さんは耳元でそっと囁いた。

「南さん……ですよね？　あなたの想い人は」

「……っ！」

　耳元を押さえ、すぐさま大高さんから離れたものの、これではもろに〝その通りです〟と言っているようなものだ。

　大高さんは確信したように大きく頷いた。

「やはりそうでしたか。……あの日からなんとなく気になっていました。僕がジンクスの話をした途端に、ドレスをご試着されたので。職業柄、こういうことには敏感なんです」

　鋭い……もう、その言葉しか浮かばない。そしてそれだけ私の気持ちは、態度に出ていたのか。

　なぜか大高さんには嘘はつけないと感じた。

「そこまで勘づかれてしまっては降参です。……大高さんの言う通りです。でもひとつつけ足すと、私は南課長にとっくに振られています」

　ここまで白状するのもおかしいな、と思うと苦笑いしてしまう。

　けれど大高さんは、びっくりした表情を見せる。

「僕はてっきり、おふたりはそういう仲だとばかり」

「まさか。南課長にはちゃんと素晴らしい恋人がいるんです。それこそ私なんて足元にも及ばないほど魅力的な」

　自分で言っておきながら、悲しくなってきた。

　消したい想いほど消せないのは、なぜだろう。覚えていても、ただつらいだけなのに。

「では、まだまだ僕にもチャンスがありますね」

　そう話す大高さんの表情は、やる気に満ち溢れていた。

　そういえばさっき、大高さんってばさらりと、とんでもないことを言っていなかった？　私に惹かれた……とか。

　キリッとしていた大高さんの表情は次第に和んでいき、とても優しい眼差しを向けてきたものだから、思わず視線を逸らしてしまった。

　うっ、嘘だよね？　だって一度しか会ったことないし！　きっとこれも社交辞令のうちのひとつだよね!?

　頭の中で必死に言い聞かせるものの、激しく動揺させられている。それはきっと、大高さんの甘い視線を身体中で感じているから。

「僕はあなたと恋愛をしたいと思っています」

　にこやかな表情のまま放たれた言葉に、胸の鼓動が速くなる。

「あの日から新さんのことばかり考えていました」

　もう社交辞令だとは思えない。

「嘘ではなくて、ですか？」

「もちろん」

　その返事に、ますます困り果てるしかなかった。

　世間的には、これは南課長を忘れるための、いいきっかけと捉える人もいるだろう。ドレスのジンクスが本当なら、大高さんが私にとっての運命の人かもしれないし。

「一度しかお会いしたことはありませんが、新さんとは波長が合うといいますか、ずっと一緒にいられる人だと感じました。どうでしょうか？　ビジネスパートナーと同時に、恋愛のパートナーとしても見ていただけませんか？」

　南課長に振られてから、新しい恋愛ができたらいいのにって何度思ったことだろう。大高さんならすごく大切にしてくれそうだし、きっと素敵な恋愛ができると思う。

　……でも、やっぱりまだ無理だよ。

「ごめんなさい」

　私は小さく頭を下げた。

「私、振られてしまいましたけど、まだ南課長のことが好きなんです。そんな中途半端な気持ちのまま、新しい恋愛なんてできません」

　第一、このままじゃ大高さんに失礼だよ。純粋で素敵な人だからこそ、余計に失礼なことはできない。

　頭を下げたまま正直な気持ちを話すと、大高さんは静かに「顔を上げてください」と言った。

　お言葉に甘えて彼のほうを見ると、大高さんはまた頬を緩める。

「そのセリフ、残念ながら想定内です」

「えっ？」

　口を開けたまま、ポカンとしてしまった。

「新さんなら、きっとそうおっしゃると思いました」

　なら、どうして言ったの？　ダメだ。ますます意味が分からない。

「新さんは南さんのことが忘れられないから、僕とは恋愛できないんですよね？」

「……はい」

　大高さんの言う通りだ。

「僕にはどうしても、南さんが新さんを気にしているように見えて仕方ないんです」

「まさか！　先ほども言いましたが、南課長には――」

「恋人がいるんですよね？　でも、それは本当なんですか？　ちゃんと本人の口から聞かれたのですか？」

「それは……もちろんです」

　一瞬戸惑いつつも、力強く答えた。

　南課長は確かに恋人の存在を認めていた。それに私は、自分の目でしっかりと見たのだから……南課長と永井さんがふたりでいるところを。

「では、私と賭けをしませんか？」

「賭け、ですか？」

　突拍子もない話に、また戸惑ってしまう。

「そうです。僕が南さんのことを忘れさせることができたら、先ほどお願いした通り、僕と恋愛してください」

　忘れさせるって言われても、困る。

「無理ですよ。……振られても好きなんですよ？」

　そんな簡単に忘れられるはずがない。

「見たところ、決定打に欠けているようですね。彼から優しい言葉か何かを残されたのではないですか？」

　そうかもしれない。振られたあの日、南課長がくれた言葉はどれも温かかったし、何より部屋に飾られているマスコット人形が、彼への想いを繋ぎ止めている気がする。

「改めてお伝えしますが、南さんは新さんのことをただの部下とは思っていない気がします」

「そんな――」

〝そんなわけない〟……そう言いたかったのに、遮られてしまった。

「新さんとふたりで話をしたいと切り出した時、南さんは僕に敵意をぶつけてきましたから」

　まさか。そんなことあるはずがない。

　でも私の気持ちを否定するかのように、大高さんは話を続ける。

「新さんは気づきませんでしたか？　新さんの腕をつかんだ瞬間、彼は僕を睨んできましたよ。だからこそ、僕と賭けをしてほしいのです」

　大高さんは私の両肩に手を乗せ、ゆっくりと距離を縮めてきた。

「新さんにだってメリットがあるお話です。僕が揺さぶりをかけてそれに南さんが応戦してきたら、あなたに気持ちがある証拠。そうしたら僕はあなたと恋愛することを、きっぱりと諦めます。その代わり、揺さぶりをかけてもなんの反応もなく、本当に南さんに恋人がいたのなら、その時はあなたがきっぱりと、彼のことを忘れてください」

「そんな……」

　無理。だってそんな賭け、私が負けるに決まっている。

「新さん、チャンスだと思いませんか？」

「チャンス、ですか？」

「そうです」

　私の両肩をつかむ、大高さんの手の力が強まる。

「早く南さんのことを忘れたい、と思っているのではないですか？」

　ずばりと言い当てられてしまい、うつむいてしまった。

「だったらきっかけにしてください。僕は今すぐに南さんのことを忘れてほしいわけではありませんから。……ゆっくりでいいんです。ゆっくり僕のことを好きになってください」

　大高さんは私からそっと手を離したものの、視線は私に向けたままだった。

「まずは仕事のパートナーにさせてくださいね」

　そう話す大高さんの表情は、今にも泣きだしそうなほど悲しみに覆われていて、私はただ黙って頷いた。

　どうして大高さんが私のことを、想ってくれているのか全く分からない。それでも頷いてしまったのは、最後にもう一度夢を見たかったからだ。大高さんの言うように、もしかしたら南課長は、少しだけでも私を意識してくれているのかなって。

　そんなわけあるはずないのに、大高さんの言葉にはまるで魔法がかかっているかのようで、信じてみたくなってしまった。

　きっとこの賭けが終わったら、私は南課長のことを間違いなく吹っ切らなくてはいけない。……ううん、きっと吹っ切ることができるはず。

　だから最後にもう一度だけ、夢を見させて……。










やっぱり好き




「さぁ、麻帆!!　詳しく話してもらおうじゃないか!!」

「ちょっと斗真、近いから!!」

　この日、仕事が終わると同時に、斗真に捕獲されてしまった。そして、久し振りに訪れたいつもの居酒屋で、早速斗真に詰め寄られていた。

　私の留守中に大高さんが訪ねてきたことで、部長は終始オフィス内で興奮していたらしく、『高畑ミミが来ている！』とずっと叫んでいたそうだ。

「つーかズルくねぇ!?　どうして高畑ミミと知り合いだったこと、隠してたんだよ」

「しょうがないでしょ！　私だって、あの人がまさか高畑ミミだとは夢にも思っていなかったんだから」

　そうだよ、私だって知らなかった。まさか大高さんが高畑ミミだったなんて。

　あれから大高さんは『南さんには一緒に話します』と言って聞かず、南課長に再度応接室へと戻ってきてもらった。

　あり得ないと思いつつも、大高さんから南課長の気持ちを聞いてしまった手前、変に意識してしまった。けれど、隣にいた大高さんは南課長にとても熱心に話してくれた。

『ぜひ新さんの企画に協力したい』と――。

　大高さんから話を聞いた南課長はとてもびっくりしていたけれど、私が出す予定だった企画案の話をすると、神妙な面持ちになりつつも、大高さんに『お願いします』と頭を下げた。

　つまり企画を出すまでもなく、春のブライダルフェアは、私が担当で進めることになったわけだけど、なんだか複雑な気持ちだ。

　なんか、公平じゃない気がして仕方ない。斗真達だって私と同じように、今日まで一生懸命企画案を練っていたというのに、プレゼンもせずに採用になってしまっても素直に喜べない。

　もちろん、あの高畑ミミがオーダーメイドのドレスを制作してくれるのはうれしいし、またとないチャンスだ。話を聞いた部長はそれはもう喜んで、私の背中を何度も叩いて誉めてくれたけれど……やっぱり他の三人に悪い気がする。

「それにしてもドラマみたいな話だな。神様がちゃんと見てくれてて、失恋したばかりの麻帆に、ご褒美をくれたんじゃねぇの？」

「……そう、なのかな」

「そうだって」

　斗真はビールを飲みながら「よかったな」なんて言っている。

　神様からのご褒美……か。

　もしそうなら、微妙なご褒美かもしれない……と言ったらバチが当たってしまうだろうか。

　自分の夢に一歩近づけたんだから、素直に喜べばいいのかもしれないけれど、実力というより、運がよかっただけだから、それがネックになっている。それになんか、いろいろと予想外なことばかりで、まだ頭の中が混乱している。

　大高さんが私のことを想ってくれていたこと、南課長が少しだけ私のことを想ってくれているかもしれないこと。そして、大高さんと約束した賭けのこと……。

「で、高畑ミミってどんな人だった!?　やっぱキレイな人なのか!?」

　突然身を乗り出して、興味津々で聞いてきた斗真に我に返る。

「残念！　それはいくら斗真や未希にだって、教えることはできませーん！」

「っだよ、ケチ！」

「ケチでけっこう」

　フン！と鼻息を鳴らし、ビールを一気に流し込む。

　そうだ。こればかりは誰にも話すことはできない。大高さんの正体を知っているのは、今のところ私と部長と南課長。そして部長から他言しないように忠告された受付の社員のみだ。

「まぁ、何はともあれ、運も実力のうちっていうからな。少し悔しいが胸を張っていいと思うぜ。……頑張れよ」

「ありがとう」

　差し出されたグラスに、自分のグラスを当てるといい音が響いた。

『運も実力のうち』

　斗真のように、あとのふたりにもその言葉だけで片づけてもらえるだろうか。

　微かに不安を覚えながら次の日出勤すると、嫌な予感が見事に的中してしまった。




「おはよう」

　いつものように田村さんと中村さんに、挨拶をしたけれど、彼女達から返事が来ることはなかった。ふたりで目配せをして、私から離れていく。

　去り際、田村さんは何度も振り返って気にかけてくれているようだった。その様子から、納得いかないと思っているのは中村さんのほうだろう。

「当たり前、か」

　言葉とともに大きなため息が漏れてしまう。

　彼女の気持ちが痛いほど分かるから、何も言えないし、どうすることもできない。

　私だって中村さんの立場だったら、同じような態度をとってしまったかもしれない。みんな頑張ってきた。斗真も田村さんも、中村さんも……。

　初めて企画の仕事を与えられたんだもの、みんな気合い充分だったのに、私はそれを台無しにしてしまった。

　大高さんの気持ちはうれしいし、ネガティブに考えたら、彼にも会社にも失礼だと分かっている。

　だけど昨日から思うことは、ただひとつ……やっぱりこんなの、うれしくない。

　なんとか気持ちを入れ替え、目の前の仕事に打ち込んでいると、「新」と不意に呼ばれ、心臓がドクンと音を立てて反応する。

　すぐさま手を休め、高鳴る鼓動を抑えながら南課長のデスクへと向かった。

「お呼びでしょうか」

「新、企画書はあとどれくらいでできる？」

　南課長は資料に目を通しながらも、すぐに言葉を返してくる。

「あっ、えっと……あと二、三日もあれば……」

　もともと締切に合わせて仕上げていた企画書。それくらいの日数があれば、どうにかかたちにすることができると思う。

「分かった。できたらすぐに俺のところに持ってくるように」

「はい」

　当たり前だと分かってはいるけれど、目の前で淡々と話す姿に胸が痛む。

　少し前までは私の家に来て、笑ってくれていたのにな。

　会社以外での彼の姿を知ってしまったからこそ、余計に苦しいのかもしれない。

「失礼します」

　南課長が視界に入っているのがつらく、そそくさと自分のデスクに戻ろうとした時。

「新」と呼び止められてしまった。

「はい」

　振り返ると、さっきまで資料を見ていたのに、私をしっかりと見据えてきたものだから、ドキッとする。

「大高さ……いや、高畑さんといつ打ち合わせするか決まったか？」

　急に呼び止められたから、変に意識してしまったけれど、そっか……やっぱりただの業務連絡だよね。ちょっとでも期待した自分が恥ずかしい。

「まだ決まっていません。でも一週間以内には、打ち合わせしていただく予定です」

　複雑な感情を隠すように淡々と伝える。

「そうか。じゃあ決まったら教えてくれ。俺も一緒に行くから」

「え？」

　南課長も一緒に行く？

　意外な言葉に、もうすでに資料に目を通している南課長をまじまじと見てしまった。

　すると彼はその視線に気づき、顔をしかめた。

「俺が一緒に行ったらおかしいか？　新の上司として当然だろう？　まして新は打ち合わせするのが初めてなんだから」

「あっ！　はい、それはもちろん！」

　当たり前、だと思う。企画なんてやったことないし、全てが初めて尽くしだし。普通に考えれば分かることなのに、どうして気づかなかったのだろう。

「決まったらすぐに知らせます。……よろしくお願いします」

「あぁ」

　一礼して顔を上げた時には、南課長はすでに次の仕事に取りかかっていた。

「失礼します」と声をかけ、自分のデスクへと向かう。

　上司と部下なのだから、当たり前。でもその当たり前でさえうれしいと思えてしまう私は、本当にどうしようもなく南課長に未練たらたらなのだ、と思い知らされる。

「どうしよう……本当」

　大高さんとあんな賭けをしてしまったけれど、こんな些細なことで喜んでしまう私はちゃんと南課長のことを忘れられるのだろうか。

　頭の中が南課長のことに独占されてしまって、彼に呼ばれるまであんなに集中していたパソコン作業も、手につかない。

　でも企画書を近日中に上げると言ってしまった以上、やらなくては。

　なんとか気持ちを切り替え、またパソコンに向かった。




『ちょっと麻帆～、すごいじゃない！』

「ありがとう」

　その日の夜、早速斗真から話を聞いたであろう未希から、電話がかかってきた。

『すごいよね～！　まさか偶然入った店があの高畑ミミの店だったなんて！　きっと神様は見ていたんだよ！　麻帆のこと！』

「……うん」

　電話越しでも分かる。未希は自分のことのように喜んでくれているって。うれしく感じながらも、頭に浮かんでしまうのは中村さん達のこと。

　同じ女である未希なら、きっと分かってくれるだろう。

「あのさ、未希……」

『ん？　どうしたの？』

　明るい声の未希に、今日の出来事を話した。

『そっか、それは麻帆的にはつらかったね。ふたりの気持ちが分かるからこそ余計に』

「……うん」

　未希は言葉を挟むことなく、何度も相槌を打ちながら真剣に話を聞いてくれた。

「私ね、何を言っているんだ？って思われてしまいそうだけど、やっぱりちゃんとプレゼンしてみんなと競って、そのうえで選ばれたかったんだよね。斗真の言うように運も実力のうちなのかもしれないけど、それじゃフェアじゃないし……正直、うれしくない」

　言葉に嘘なんてひとつもなかった。

　もちろん自分の企画を実現できることに越したことはない。

「おかしいよね、もう少しで夢が叶うっていうのに、こんなこと言うなんて。しかもあの高畑ミミと仕事ができるっていうのにさ」

　やっぱりこんな話をすること自体、間違っているのかもしれないと思い、否定したものの、しっくりこない。

　すると未希は私の考えなどお見通しと言わんばかりに、ゆっくりと話しだした。

『ねぇ、麻帆……。覚えてる？　私達が出会ったばかりの頃さ、よくふたりでお互いの家に泊まっては夢を語り合っていたじゃない』

「もちろん覚えてるよ」

　忘れるわけないじゃない。

『私はね、どんなかたちでも夢を叶えたいって思ってた。それに斗真の言う通り、運も実力のうちよ。麻帆はみんなに対して後ろめたい気持ちがあるかもしれないけど、思い描いていた企画が実現してたくさんのお客様に喜ばれたら？　それでも後ろめたい？』

「それは……」

　言葉に詰まる。

　そんな私を元気づけるように、未希は話を続けた。

『私達さ、まだまだ社会人として半人前じゃない？　分からないことや知らないことだらけだし。これからも仕事をしていれば、今回みたいなことなんてざらにあるんじゃないかな？　正直、サロンでもあるよ？　女が多い職場だからね』

　そう言って励ましてくれる未希に、言葉が見つからない。

『みんなそうやって社会で生きていくんだよ。だから、いちいち周りの反応を気にしてたらダメ。私達は仲良しごっこをするために働いてるわけじゃないでしょ？　それに麻帆が頑張っている姿を見れば、ふたりだって分かってくれるよ。私はそう思うな』

「未希……」

　出会った時からずっと感じていた。未希は同い年とは思えないくらいのしっかり者だって。本当、そう思わずにはいられないよ。自分がどれだけ甘ちゃんなのか、嫌ってほど思い知らされる。

「ありがとう。未希のおかげで目が覚めたよ」

『本当？　ならよかった！』

　充分すぎるほど目が覚めた。

「とにかく頑張る！　……必ず実現させてみせるから」

『その日を楽しみにしてるね。きっと、お客様からの予約が殺到するんじゃないかな』

「そうなるといいな」

『なるよ。……絶対に』

　はっきり断言した未希の言葉に、魔法にかけられたような気分だ。未希がそう言えば、本当になってしまう気がしてならない。

「ありがとう……未希」

　最後にお礼の言葉を述べ、電話を切った。

　とにかく早く企画書を完成させよう。

　パソコンを起動させ、企画書の作成に取りかかる。夜が更ふける中、キーを打ち続けた。




「……終わった」

　次の日の午後。

　朝一番に出社し、お昼ご飯もコンビニのおにぎりで済ませて頑張ったかいがあった。

　やっと企画書を作り終え、データを保存し、早速印刷する。

　数枚に渡る企画書をまとめ、すぐに南課長に見てもらおうと席を立ったものの、いつもいるはずのデスクに、彼の姿を見ることはできなかった。

　時計を見れば、ちょうど十五時になろうとしている。

　もしかしたらキリよく休憩をとっているのかもしれない。

　いつもだったら〝戻ってきてからでいいや〟って思うのに、今日ばかりは違った。

　書類をしっかりと握りしめ、オフィスの中を探しだす。だけど、どこにも見当たらない。

　ボードには外に出るとも会議とも、書かれていないから、会社の中にいるはずなのに……。

　自分の席で待っているのが一番早い気がするけれど、今はただ、早く南課長に企画書を見てもらいたくて仕方なかった。

　その一心で同じ階のフロアを探し回っていると、第一会議室のドアが少しだけ開いていて、声が漏れてきた。

「……南課長？」

　足を止め、ゆっくりと会議室のほうへ向かう。

　すると部屋の中から聞こえてきたのは、やっぱり南課長の声だった。

　この時間、会議の予定はなかったはずなんだけど……。

　近づいていくうちに、聞き覚えのある声に思わず足が止まってしまった。

　え……この声って、もしかして中村さん？

　悪いと思いつつも気になってしまい、開いているドアの隙間から、バレないよう中の様子を覗き込む。

　すると手前には、私に背を向けるかたちで南課長がいて、その奥に中村さんと田村さんの姿があった。

　どうしてふたりが南課長とここに……？

　わけが分からずも、気になってしまうのは三人の会話。

　オフィスでできないような話だから、ここで話しているんだよね？

　不意に、ある考えが頭をよぎる。

　もしかしてふたりは、私のことを南課長に抗議しているのかもしれない。私は心の中で謝りながら、会話に耳を傾けた。

「……ですから、納得できないんです！　どうして私達にとって初めての仕事なのに、ちゃんと最後までやらせてもらえないんですか!?」

　やっぱり……。

　興奮しているのか、中村さんの大きな声が会議室中に響いている。

「田村さんも安田くんも、みんなずっと頑張ってきました！　だからこそ納得できません！」

　南課長に啖たん呵かを切っている中村さんの瞳からは、激しい怒りが伝わってくる。

　本当に彼女の言う通りだよ。中村さん達にとってみれば、納得できなくて当然だと思う。南課長に抗議したくなる気持ち、すごく分かる。

「お願いです。ちゃんと私達にも最後まで仕事をさせてください。このまま新さんの企画が進んでいくことに、納得できません」

　隣では田村さんが必死になだめているけれど、中村さんの気持ちは変わらないだろう。

　するとずっと無言で中村さんの話を聞いていた南課長は、大きく息を吐いた。

　その瞬間、ふたりの表情にも緊張が走る。……もちろん私も。

　南課長は今回のことをどう思っているのかな。部下に対して、いつも平等に接してくれていて、厳しいけれど、優しさもある。そんな南課長なら、なんて答える？

「中村の気持ちはよく分かった。……だがな、これはもう決定事項なんだ。今回は新の企画で進めていく」

　いつものように淡々と話す南課長に、中村さんがカッとなったのが見てとれた。

「ですから、それが納得できないって言っているんです！　……たまたまじゃないですか。運がよかったから？　そのひと言で片づけられてしまうんですか!?」

　入社してそろそろ半年になるけれど、こんな中村さんの姿を見るのは、初めてだ。それだけ今回の仕事に強い思い入れがあったってことだろう。

　だからこそ余計に苦しいよ……。未希に言われて頑張ろうって思った気持ちがまたぐらついていく。

　隣にいる田村さんは、おろおろしながら中村さんと南課長に交互に視線を送っている。

　そんな中、南課長はまた淡々と言い放った。

「そうだ。悪いが中村、会社とはそういったものだ。それぞれにとって納得いかないことがあるかもしれない。それでもみんな頑張って仕事をしている」

「……そんな」

　中村さんの表情が歪む。

　こんな状況を見せられては、もうとてもじゃないけれど話を聞いていることなどできない。このままバレないよう、そっとこの場から立ち去ろうとした時、また聞こえてきた声に足が止まってしまった。

「だけどな、努力はきっと報われる。今回中村が頑張った分、いつか報われる日が必ず来ると俺は思う。それに中村が納得いかないって思ってるなら、その気持ちは新にも伝わっているんじゃないか？　それでも新は企画を進めている。その気持ち、同期のお前達になら分かるよな？　今、新がどんな気持ちでいるのかを」

　つい声が出そうになってしまった。まさか南課長がそんな風に言ってくれるなんて、夢にも思わなかったから。

「中村にも、田村にも、きっとチャンスは来る。今回は新に来ただけだ。でもその分、新はプレッシャーもあると思うし、中村達に後ろめたい気持ちを抱えていると思う。今のまま新を放っておいていいのか？　同期として」

　南課長の言葉に、涙が出そうになってしまった。

　心に染みる温かい言葉。部下として、ひとりの人間として……そして女として、好きの気持ちを増幅させられる。

　私、やっぱり南課長のことが好き。

　諦めようと思った。自分の気持ちさえ伝えることができれば、きっぱり忘れられると思っていた。……だけど、そんなの無理だ。好きって気持ちは簡単に消せないよ。

　涙をこらえていると、代わりに鼻水が垂れそうになり、咄嗟にズズッと啜ってしまった。

　ヤバッ!!　見つかったらまずい。

　慌ててこの場から立ち去ろうとした時、振り返った南課長と目が合い、動けなくなった。

　彼は「新……？」と呼びながら、真っ直ぐこちらへ向かってくる。

　もちろん中村さんも田村さんも私の存在に気づき、ふたりとも気まずそうに視線を落とした。

　南課長は容赦なく、少しだけ開いていたドアを全開にする。

「ちょうどよかった。……その様子だとさっきの話、聞いていたんだろう？」

　何もかもお見通しの彼に、私は視線を落としたまま、力なく頷いた。

　すると頭上から「フッ」と笑い声が聞こえてきたかと思うと、優しい言葉が降ってきた。

「じゃあ自分の気持ちをちゃんと伝えるんだ。まぁ、ほとんど俺が言ってしまったかもしれないが、それでも自分で伝えることが大切だ」

「南課長……」

　顔を上げると目の前に伸びてきた手は、迷うことなく私の頭にそっと触れた。

「頑張れよ」

　そしてプライベートでしか見せない穏やかな顔で、頭を撫でてくる。

　その瞬間、胸がキュンと締めつけられてしまった。

　こんなの、ズルイよ。ドキドキしないほうがおかしい。好きな人にこんなことされて、『頑張れよ』なんて言われたら、うれしくないわけがない。

　南課長は数回私の頭を撫でると、「なるべく早く戻るように」と淡々と告げ、そのまま出ていってしまった。

　私の心臓はドキドキしたままで、きっと顔だって真っ赤に違いない。痛いくらいにふたりの視線を感じて、彼女達を見ることができない。

　同じ部屋にいるというのに、誰ひとりとして口を開こうとせず、気まずい空気が流れる。そんな中、先に口を開いたのは中村さんだった。

「あの……ごめんなさい、いろいろと。私、今回の企画の件で正直、どうして新さんが？って思ったの。……でも南課長の言う通り、新さんだって悩んだでしょ？　私があんな態度とったから余計に」

　申し訳なさそうに話しだした中村さんに、すぐさま手を振りながら答えた。

「ううん！　それは当たり前だよ。私だって中村さんの立場だったら、きっと同じことを思っただろうし」

「新さん……」

　そうだよ、絶対に同じことを考えていたよ。

「でもね、私ずっと夢だったの。その夢が今叶おうとしている。確かに偶然だったし、運がよかったと思う。それでも私の考えた企画でたくさんのお客様に喜んでもらえるなら、頑張りたい。……ううん、そうなるよう全力を尽くすから」

　だからふたりにも頑張ってほしい、なんて言ったら調子に乗りすぎって思われちゃうかな。だけど本当にそう思うの。だって私達、まだまだこれからでしょ？　これからたくさん企画出して、バリバリ仕事していかなくちゃいけないのだから。

　私の気持ちはちゃんとふたりに伝わったようだ。

「私達も一層励まないとね」

「だね」

　そう言って顔を見合わせて笑うふたりに、ホッと胸を撫で下ろす。

「だけどまぁ、南課長に啖呵を切ったかいはあったかな」

「え？」

　中村さんは、なぜか急にニヤニヤしながら私を見てきた。

「びっくりしちゃったよ。だってあの潔癖上司が新さんの頭を撫でたんだから」

「それ私も思った！　もしかして新さんと南課長ってそういう関係なの？　あっ、だからあの日も私を待っていてくれたの!?」

　一気にふたりに詰め寄られ、すぐさま首を横に振る。

「いやいや!!　それはないから!!　本当、それだけはない!!」

　南課長には永井さんという素敵な彼女がいるのだから、変な噂が立ったら大変だ。

「本当にぃ？　怪しいな～。だって自分から人に触れるなんて絶対しない南課長が、頭を撫でたんだよ？」

「そうだけど……」

　それはきっと、ただの上司として労ねぎらっただけでしかないと思う。単に、みんなよりちょっとだけ気心が知れているからとか、そんな理由でしかないんだよ。

　放っておいたら、このままずっと追及してきそうなふたりに、つい明かしてしまった。

「私、実は南課長にとっくに振られているから」

　笑いながら言ったものの、ふたりの表情は一気に強張ってしまった。

　やっぱそうなっちゃうよね。でも本当のことだし、変に誤解されて南課長に迷惑かけちゃったら嫌だもの。

「ずっと好きだったんだ。ごめんね、黙っていて」

「あ……ううん、そんなことないよ」

「こっちこそ、ごめん」

　再び気まずい雰囲気に包まれてしまった。

　当たり前だよね。私がふたりの立場だったとしても、こんなぶっちゃけ話されたって困るだけだもの。

「でもね、今はもう平気だから！　それに振られてもやっぱり好きだから」

　さっきみたいなことをされてしまったら、余計に嫌いになんてなれないもの。

「内緒ね」

　おどけて言ってみせると、ふたりは顔を見合わせる。そしてふたりとも困ったように少しだけ笑みを浮かべた。

「もちろん誰にも言わないよ。……でも予想外だった。てっきり私達、新さんは安田くんのことを好きなんだってずっと思ってたから」

「そうだよね」なんて言いながら頷くふたりに、ギョッとしてしまった。

「そんなわけないじゃない！　前にも言ったけれど、斗真なんて全くタイプじゃないから」

　必死に否定すると、どうにかふたりも納得してくれた様子。

「でもさ、つらくないの？　同じオフィスにいて」

　田村さんはためらいながらも聞いてきた。

「私もそれ思う。私だったら会社に来るの、きついだろうな」

　田村さん……中村さん……。

「確かにつらいよ？　でもね、それでも嫌いになれないし、会えないのはもっと嫌なの」

　忘れることも、諦めることもできない。彼女がいる人なのに、でも、やっぱり好きなの。だから、会えないのは嫌。

「とにかく今の私がやるべきことは仕事だと思うから、今は仕事を頑張りたいの！」

　せめて仕事でだけは認めてもらって、いい部下だなって思われたいから。

「そっか……。じゃあ私、精一杯応援するよ」

「私も！」

　ふたりの意外な言葉に、驚いてしまった。

「だってあの潔癖上司に告白しちゃうなんて、尊敬だし！」

「うんうん！　さっき、南課長が新さんの頭を撫でたの見て、私、南課長もまんざらじゃないと思うんだよね」

「確かに！」

　盛り上がるふたりを、私は口をポカンと開けたまま、眺めていた。

「だからさ、頑張ってよ。応援しているからさ。……恋愛も、仕事も！」

「中村さん……」

　その言葉に涙が溢れそうになってしまった。これ以上うれしい言葉なんてないよ。

「そうと決まれば戻りますか」

「そうだね。潔癖上司がお怒りになったら大変だし」

「うん！」

　今度は三人で顔を見合わせて笑い、そのままオフィスへと戻っていく。

　南課長の言う通りだった。自分で伝えるからこそ、通じ合えるものなんだよ。そうだよ、思っていることはちゃんと自分で伝えないと。




　一週間後――。

「あれ？　今日は南さんもご一緒のはずでは？」

「はい、その予定だったのですが……」

　つい言葉を濁してしまう。

　大高さんと日程を調整し、今日こうやって高畑ミミの店で打ち合わせということになったのだけど……実は南課長には伝えていない。いけないことだと分かっている。でもどうしても大高さんとふたりっきりで会いたかった。

　店内の奥にある応接室に通され、ふかふかのソファに腰を下ろす。

「もしかしておひとりでいらしたのは、僕にお話があるからですか？」

　言い当てられてドキッとしてしまい、うまく言葉が出てこない。

　やっぱりまずかったよね。大切な打ち合わせに私情を挟んでしまって。話があるなら、プライベートで会ってするべきなのに。

「あの――」

「僕としてはラッキーですけどね」

　謝ろうとした瞬間、少年のような笑顔を見せる大高さんに遮られてしまった。

　彼はいったん姿を消し、この前出してくれたハーブティーをテーブルに置いて、ソファに座る。

　いい香りが漂っている。

「この前、美味しいと言っていただけたので、ついまた淹れてしまいました」

　大高さんのふわりと笑った顔は、やっぱり素敵だなって思う。

「ありがとうございます」

　だから正直、いまだに信じられないでもいる。

　こんなに素敵で、才能のある人がどうして私を？って。ウエディングデザイナーの世界なんて、華やかに決まっている。そんな世界にいたら、私より素敵な人なんて、きっと星の数ほどいるはず。なのに、どうして私なのだろう。

　考えが巡る中、差し出されたハーブティーを口に含む。

　その美味しさはこの前と変わらない。やっぱり美味しくて少しだけ心が落ち着く。

「僕は、幼い頃からデザイナーになるのが夢でした」

　カップを手に取ったまま、ポツリポツリと話し始めた大高さん。

「その夢のために、ひたすら頑張ってきました。夢が叶った今もそれは同じです。でもきっと、いつの間にか忘れてしまっていたんです。幼い頃願った夢への気持ちを」

　そう言うと大高さんはカップをテーブルの上にそっと置き、真剣な眼差しを送ってきた。

「その大切な気持ちに気づかせてくれたのは、新さんでした。……店先で僕のドレスを見つめる瞳はキラキラと輝いていて、微動だにせず見とれてくれていたことがうれしかった。だから店内へ招いたんです。そして新さんと実際に話をして、僕が失っていたものを思い出させてくれました。そんな新さんと仕事がしたい。そう感じたのは確かです」

「大高さん……」

　カップを持つ手の力が強まる。

「ずっとあなたの笑顔が頭から離れませんでした。本当、いい歳して恥ずかしい話ですがひと目惚れだったんです、きっと。……初めてでした。こんなにも気になる女性は。だから新さんの気持ちにもすぐに気づきました。だからあんな賭けの話を持ちかけたんです」

　そう言うと大高さんは自嘲ぎみに笑った。まるで私が今日、ひとりで来た意味を全て悟っているかのように……。

「うまく言えませんが、職業病……とでもいうのでしょうか。人の気持ちというものにすごく敏感なんです。だからこそ、その人に合う服を作れるのかもしれませんがね。長所でありながらも時々はこうやって短所にもなり得ます。この前は強引に賭けの話を承諾させてしまいました。ですからもう一度言わせてください」

　大高さんの目は私を捕らえて放さない。

　優しい瞳なのに、今はその瞳に金縛りにかけられているかのように、動けない。

「新さん……僕と賭けをしませんか？」

　私のひとつひとつの表情を確かめるように放たれた言葉……。

　大高さんはきっと、私が何を言いたいのか分かっているんだ。だからまたこんな話をしているんでしょ？　どこまでも勘が鋭い人だ。だけどここで逃げるわけにはいかない。私はまさにその話をしに南課長には内緒で来たのだから。

　大高さん同様、手にしていたカップをテーブルに置き、真っ直ぐ大高さんを見据えた。

「ごめんなさい。その賭けはできません。どんな結果になろうと、私は南課長のことを諦めることはできそうにありません。だから……大高さんとは恋愛できません」

　正直な気持ちをぶつけても、大高さんを傷つけるだけかもしれない。

　でも彼は自分の気持ちを全て正直に話してくれたのだから、私だって話さないと。

　大高さんは私の言葉に表情を崩すことなく、ただじっと次の言葉を待っている。

　私もまた視線を逸らすことなく、言葉を続けた。

「私も南課長にひと目惚れだったんです」

「え……？」

　声を失う大高さん。

「名前も何も知らないまま、一年以上片想いしていました。……だけどそんな南課長と再会できたんです、上司と部下として。もう舞い上がっちゃいましたよ。これは運命の恋なんだって」

　未希に話を聞いてもらったりして、ただ無邪気に喜んでいた。

「恋人がいると知って、告白したらきっぱり諦めようと思いました。でも無理なんです。簡単に消えないどころか、ますます好きになってしまいます。未練がましいって思われるでしょうけど、こうなったらとことん好きでいようと思います。たとえ、報われない恋だとしても諦められないので」

「……新さん」

　好きでいるのは自由でしょ？　だってこれしか方法はないもの。嫌いになれない、諦められないのなら好きでいるしかない。

「大高さんの気持ちはうれしかったです。でもあなたとは恋愛できません。……ごめんなさい」

　私はゆっくりと頭を下げた。

「でも私、大高さんと仕事はしたいんです。こんなのズルイかもしれませんけど、私の夢を叶えるためにはあなたの力が必要なんです。……力を貸していただけないでしょうか？」

　最後のほうは答えを聞くのが怖くて、声が小さくなってしまった。

　もしかしたら断られてしまうかもしれない。私とは一緒に仕事をしたくないかもしれない。そう思うと、顔が上げられなかった。

「新さん、こちらを向いていただけませんか？」

　大高さんの声はやっぱり穏やかで、恐る恐る見上げると目尻にしわを作ってニコニコしていた。

「もしかして新さんは、僕のことを誤解なさっている？」

「え？」

「僕は、新さんの目には振られた腹いせに、嫌がらせをするような男に見えているのですか？」

　困ったように眉をハの字に下げる大高さんに、慌てて答えた。

「いっ、いいえ！　そんなことはっ……！」

「だったら頭を下げたりしないでください。言いましたよね？　新さんの企画にぜひ参加したい、力になりたいと。その気持ちは今も変わっていませんよ」

「大高さん……」

「それに新さんの気持ち、分かりますから。僕も一度振られたくらいでは、諦められそうにありません」

「えっ!?」

　ニッコリ笑顔でサラッと言われちゃったけど……本当なの？

「新さんが南さんを諦められないように、僕も新さんを諦められそうにありません。それに今日お話を聞いて、さらに好きになってしまいました」

　臆することなく恥ずかしいセリフを言ってのける大高さんに、こっちが照れる。

「でっ、でもあの……本当、私なんかより大高さんには、もっと素敵な人がいると思うのですが……」

　そうよ。もっとたくさんいる。

「〝なんか〟という言葉は使うものではありませんよ？　それに新さん以上に魅力的な女性などいませんから」

「……っ！」

　むず痒い言葉のオンパレードに、カッと顔が熱くなる。

「そうやって照れてしまわれる新さんも素敵ですよ」

　ぬかりなく続けられる言葉に、「ありがとうございます」と返すだけで精一杯だった。

「しばらくはビジネスパートナーとしてよろしくお願いしますね」

　でも私の気持ちは、ちゃんと大高さんに伝わったんだよね？

　差し出された手にそっと触れると、大高さんは力強く握りしめてくれた。

「こちらこそよろしくお願いします」

　南課長と私の未来が重なることは、ないのかもしれない。でも簡単には諦められないの。だから今はまだ好きでいてもいいよね？　諦めなくてもいいよね？

　私には南課長を諦める方法なんて、きっと見つけられないから……。










幸せな甘い時間




「説明してもらえるか？　どうしてひとりで打ち合わせに行ったのかを」

　いつになく厳しい表情で、眉間にしわを寄せている南課長に、返す言葉が見つからない。

　あれから大高さんとはハーブティーを飲みながら、終始和やかに打ち合わせが進んでいった。

　そして最後に「必ず実現させましょう」と力強く言ってくれたのがうれしくて、上機嫌で会社に戻ったのだけれど……そんな私を待ち受けていたのは南課長だった。

　すぐさま呼び出され、みんながいるオフィスで問いつめられている状態の私。

　同情の眼差しやら、心配そうな眼差しやら、背後に感じるみんなの視線が痛い。お願いだから気にせず仕事を続けてほしい。

　今まで南課長に叱られていた先輩達も、こんな気持ちだったのだろうか。

「新」

　容赦ない南課長の声に、身体がビクッと反応してしまった。

　ずっと遠目に見ていた、南課長の怒った顔を至近距離で見るのは、恐怖以外の何物でもない。

「すっ、すみませんでした!!」

　報告なしに勝手に行ってしまったのだから、南課長が怒るのは当たり前だ。

　恐ろしさのあまり、ひたすら頭を下げ続けていると、なぜか椅子を引く音が聞こえてきた。

「新、ちょっと」

「え？」

　顔を上げると南課長は数歩先にいて、私に来るよう手で合図を送っている。そして私がそれを見たことを確認すると、何も言うことなくドアのほうへと向かっていく。

「南課長!?」

　慌ててあとを追いかけると、途中で斗真から〝ご愁しゅう傷しょうさま〟とでも言うように、両手を合わせ拝まれる始末。田村さんや中村さんは心配そうな目を、先輩達は憐みの眼差しを向けてくる。

　きっとみんな同じことを考えているはず。南課長がオフィスでは怒鳴れないほどの怒りを抱えている、と……。覚悟を決めて彼のあとを追った。

「紅茶でいいか？」

「……はい」

　南課長に連れてこられた場所は、社員達の憩いの場となっている、同じフロアにあるイートインスペースだった。

　四階から六階全てに設置されており、堅苦しくない簡単な打ち合わせなどは、よくここを利用する。そんな場所でなぜか南課長は紅茶をおごってくれた。

「あっすみません、お金！」

「これくらい気にするな」

　咄嗟にポケットに小銭が入っていないか確認したものの、ズボラなくせしてこういう時だけズボラじゃなかったりする。財布はもちろんオフィスだし。

「すみません、ごちそうになります」

　ご好意に甘えておごってもらうことにした。

　南課長は椅子に腰かけ、缶珈琲を飲んでいる。その姿さえカッコいいと思えてしまい、見入ってしまう。

　これから叱られると分かってはいるものの、こんな風に会社でふたりっきりになれるなんて、なかなかない機会だ。

　心の中でそう呟きながらもプルトップを開け、おごってもらった紅茶をひと口含むと、私の大好きなレモンティーだった。

　もしかして南課長は、私がこれを好きなのを知っていて買ってくれたの？　掃除をした時にレモンティーのストックがあったから？　それともただの偶然？

　小さなことなのに、いちいち期待してしまう自分が嫌になる。

　自己嫌悪に陥っていると、なぜか南課長は私の様子を窺うように聞いてきた。

「どうしてひとりで行ったりしたんだ？」

「それは……」

　言葉に詰まる。

　いつになく真剣な面持ちの南課長。その瞳は悲しげで、不安げで……寂しそうに見える。今まで見せたことのない表情。

　どうしてそんな顔をするのだろう。南課長は怒っているんじゃないの？　だからわざわざ私をここまで連れてきたんでしょ？　なのに、どうして怒らないの？

　彼の気持ちが分からなくて、ただ見つめ返すことしかできずにいた。

　すると南課長はふと視線を落とし、いつもよりワントーン低い声でポツリと言葉を漏らした。

「言えないことなのか？」

　え？　言えないこと？

「あの……南課長？」

　私の言葉にハッとしたように、南課長は急に立ち上がった。

「悪い、なんでもない。とにかく、今後は勝手にひとりで動かないように」

「はっ、はい！　本当、すみませんでした！」

　急いで立ち上がり、礼をする。

「先に戻る」

　降ってきた言葉に頭を上げると、南課長はすでにオフィスに向かって歩きだしていた。

「行っちゃった……」

　南課長の様子おかしかったよね？　いつもの彼じゃなかった。それに……。

　さっきの南課長のセリフを思い出す。

『言えないことなのか？』

　この言葉の意味は何？　私がひとりで打ち合わせに行った理由は、確かに南課長には言えないこと。でも、それは彼には関係のないことだし、聞いたからといって不快に思うようなことでもない。なのに、どうしてあんなに悲しそうだったの？

「わけ分からない……」

　私は振られたはず。南課長には永井さんという恋人がいるはず。なのに、どうしてこんなにも期待させるようなことをしてくるの？　言うの？　ただの部下としか見られないのなら、そんなことしないでほしいのに。

　それからしばらくの間、オフィスに戻ることができずにいた。




「もー！　今日はハラハラしちゃったよ。新さん、まさかの連れ出しされちゃったし！」

「先輩達も心配してたよ？　でもそれほど怒られなかったみたいで、よかった」

「ごめんね、心配かけちゃったみたいで」

　定時を過ぎ、三十分だけ残業して帰ろうとしたら、ちょうど中村さんと田村さんも上がるところで、残っている先輩達に挨拶を済ませ、三人でエレベーターホールへと向かっていた。

　あれからオフィスに戻ると南課長は急なトラブルの連絡が入り、外に出てしまっていて、私が戻った時にはもう姿は見えなかった。

　そのためか、戻るなりみんなから慰めの言葉をかけてもらい、申し訳ない気持ちになってしまった。

　みんなが想像しているように叱られたわけではなかったし、紅茶までおごってもらったのだから。

　エレベーターに乗り込むとすぐに、中村さんが提案してきた。

「今日これからみんなで食事に行かない？　こうやって三人の帰る時間が被るなんて、久し振りだし」

「いいね、それ！」

　中村さんの提案に、田村さんもすっかり乗り気だ。

　食事……か。確かにここのところ任される仕事も増えてきて、それぞれが忙しくなってしまい、三人が集まれるのなんて久し振り。それに、何より今日はこのまま家に帰りたくない。

「うん、じゃあ私も行こうかな」

　そう言うと、中村さんはうれしそうに満面の笑みを見せる。

「そうこなくっちゃ！　私、この近くに美味しいカフェ見つけちゃったんだ。そこでもいい？」

「もちろん」

　他愛ない話をしながらも、エレベーターから降りて、会社を出る。

　会社の外から見えるサロンには、まだお客様の姿がチラチラと見える。仕事帰りに打ち合わせに来るお客様も多いし、本当にサロンは大変だなって思う。

　未希も今日は出勤だって言っていたし、まだ仕事中なのかもしれない。

「わぁ～！　相変わらずサロンは大変そうだね」

　それを思っていたのはどうやら私だけではなかったようで、同じ方向を見ながら中村さんが呟いた。

「研修もきつかったよね？」

「うんうん。サロンの人達には頭が上がらないもの」

　ふたりの話に、つい笑ってしまった。

　別々に研修したけれど、やっぱりみんな感じたことは同じだったんだな。まぁ……一番『大変だ！』って騒いでいたのは、斗真だけど。

「あっ！　サロンといえば知ってる？　チーフの永井さん、今度結婚するらしいよ」

「え？」

　中村さんの言葉に表情が一気に強張ってしまう。

　だけど中村さんは、ただ単に私が驚いているだけと思ったのか、得意げに話を続けた。

「まだ内密らしいけど、研修中に仲良くなった先輩から聞いた情報だから間違いないよ」

「へぇ～そうなんだぁ。永井さんってキレイで、いかにも〝デキる女〟って感じの人だったよね」

「そうそう！」

　ふたりの声が右から左へと通り抜けていく。

　永井さんが結婚……。相手はもちろん南課長……だよね？

　心臓がバクバクと波打ち、歩くスピードは次第に落ちていく。

　そんな……結婚だなんて。好きでいたい。でもそれは相手が結婚していないから言えるのであって、結婚してしまった相手に言える？

「あっ！　噂をすれば！」

　田村さんの言葉に、一層胸が高鳴りだす。

「本当だ！　やっぱり美男美女でお似合いだよね」

　やだ。ふたりのツーショットなんて見たくない。

　その一心でうつむき、固く目をつぶってしまった。

　ふたりもふたりだよ。私の恋、応援してくれるって言ってたのに、『美男美女でお似合い』だなんて。

　胸が痛い、見たくない。この前のように、ふたりが仲睦むつまじく寄り添う姿なんて、一生見たくない。

「新さんも見てよ！　お似合いだと思うでしょ？　永井さんと営業の速見さん！」

　……え？　永井さんと……速見さん？　南課長じゃなくて？

　耳を疑い、言われるがまま目を開き、顔を上げる。

　すると田村さんは、我慢できなくなったように吹き出した。

「新さんってば、どうしたの？　唖然としちゃって。もしかして隠れ速見ファンだった？」

「あ……違くて、その……本当なの？　その話」

　永井さんとつき合っているのは南課長のはずだよね？　永井咲しょう子こさんでしょ？　南課長の恋人の名前も〝ショーコさん〟のはず。それにふたりで街を歩いていたし。

「本当だって。ほら、あそこ見てよ」

　田村さんが笑いながら指差す方向を見ると、確かに通りの向こうにいたのは、手を繋いで歩いている永井さんと、私を〝天使ちゃん〟と呼んだ営業の速見さんだった。

　どういうこと……？　永井さんが結婚する相手は速見さんなの？　……じゃあ南課長は？　まさか永井さんの二股だった、とか？

　頭がパニック状態の中、ふと速見さんにもらった名刺の存在を思い出した。

　急いでバッグの中を探ると、奥のほうから少しだけ折れてしまった速見さんの名刺を見つける。

「ちょっと新さん、どうしたの？」

　私の行動にふたりは困惑している様子。

「ごめん、食事はまた今度でもいいかな!?　お疲れさま！」

「えっ!?　ちょっと新さん!?」

　一方的に別れを告げ、名刺を握りしめたまま、永井さん達のあとを追う。

　だけど、歩道はたくさんの人で溢れていたため、ふたりの姿を見失ってしまった。

「どこに行っちゃったんだろう」

　探しながらもポケットからスマホを取り出し、名刺に書かれていた速見さんのスマホの番号に電話をかける。

　そんなバカな……。永井さんの恋人は南課長のはずなのに、速見さんと結婚するなんて……。

　数回耳元で呼び出し音が鳴ったあと、ためらいがちな声が聞こえてきた。

『……もしもし？』

　それもそのはず。この名刺は速見さんが一方的に置いていった物だし、あれから二ヵ月ほど経つけれど、今日まで一度も電話をかけたことはなかったのだから。

「すみません、ブライダル企画課の新 麻帆です」

　今は早く真実を知りたくて、迷うことなく名乗ると、電話越しからは速見さんの思案する声が聞こえてきた。

『新……ブライダル企画課……あっ！　もしかして天使ちゃん!?』

「はい、そうです！　突然連絡してしまってすみません」

　やっと思い出してくれたことにホッとしながらも、電話をしたままふたりの姿を探す。

『いやいや、連絡くれてうれしいよ。どうしたの？　何か困ったことでもあった？』

　電話越しから聞こえてくる声は穏やかで、とてもじゃないけれど、南課長を裏切っている人の声とは思えない。

「はい。どうしても速見さんと……永井さんに聞きたいことがあって」

『え？』

　見つけた！

　その時、歩道で立ち止まり、電話をしている速見さんの姿を見つけた。その隣にはやはり永井さんがいる。

『天使ちゃん、どういう意味？』

　その言葉を最後に電話を切り、足早にふたりのもとへと向かう。

「どうしたの？」

「いや、突然電話切れちゃって……」

　そんな会話をしているふたりに、そっと声をかけた。

「すみません、急に電話切ってしまって」

「わぁ!!　天使ちゃん!?」

　いきなり背後から現れた私に、速見さんは仰天し、大声をあげる。

「え……新さん？」

　永井さんもびっくりしたように、目をパチパチさせていた。

　そんなふたりにかまわず、私は思い切って聞いてみた。

「あの……！　おふたりがご結婚されるって話は、本当なんですか？」

　突然現れたかと思えば、唐突な質問をぶつけてきた私に、ふたりは目が点状態。

「すみません、同僚から聞いたもので気になってしまって……」

　真実を知りたい。中村さん達の話がもし本当だとしたら、南課長は……？

　ドキドキと鼓動が速まるけれど、私にはふたりの言葉を待つことしかできない。

　するとふたりは困ったように、どこか照れ臭そうに顔を見合わせた。

　その瞬間、分かってしまった。中村さん達の話は本当なんだって……。

「まだ会社には報告していなかったんだけど……まいったな」

　はにかみながら頭をかく速見さん。そして幸せそうに、隣にいる永井さんを見る。

「長年俺の片想いでね。最近やっと実を結んだばかりだったんだ」

「最近、ですか？」

　じゃあつい最近までは、永井さんは南課長とつき合っていたってこと？

「ほら、新さんも分かるでしょ？　私、ずっと仕事人間だったから。仕事が落ち着くまでは恋愛とか興味なかったの」

　ちょっと待って。ずっと恋愛に興味がなかった？　じゃあ南課長は？

　頭が追いついていないというのに、ふたりは話を進めていく。

「だけど俺達もそろそろ三十代になるからさ。〝これが最後〟と、思い切ってプロポーズしたんだ。そうしたらめでたくＯＫもらえたってわけ」

〝デへへ〟という効果音がついていそうなほど、ニヤける速見さん。

　その隣でまた永井さんも「実は私もずっと前から好きだったから」と言いながら、頬を緩める。

「あ、これ内緒ね」

　人差し指を立ててお願いする永井さんの表情は、仕事中に見せるものとは違い、サロンに訪れるお客様と同じように幸せいっぱいだった。

　ふたりにここまで言われて、目の前でこんなに満たされている様子を見せつけられたら、もう信じるしかない……でも、気になる。

「あのっ……！　南課長は？」

「え？」

「篤人？」

　南課長の名前を口にした途端、ふたりはキョトンとしてしまった。

　おかしい。普通だったら慌てたりするでしょ？

「だっ、だって永井さんは南課長とつき合っているんじゃないんですか!?」

　真実を知りたい私が、ついストレートに聞いてしまうと、彼女はキョトンとしたあと、急に吹き出し、大きな声で笑いだした。

「やだ新さんってば、どうして私と篤人がつき合っていることになっているの？」

「そうだよ、天使ちゃん！　篤人と咲子が恋人同士とかあり得ないし！」

　笑いながら否定するふたり。

「え……だっ、だって私、見ました！　レストランから南課長と永井さんが出てくるところ！」

　そうだよ。ばっちり見たのだから。

　すると永井さんは、「えー……」と言いながら思い出している様子。

「あっ、確かに行った！　会社近くのフレンチレストランでしょ？　このバカ裕介が急に接待入っちゃって。なかなか予約が取れない店だったから、たまたま暇していた篤人を誘ったんだけど……まさかそこを見られていたとは」

「あぁ。あの時の咲子、すっげ怒っていたもんな」

「当たり前でしょ？　やっと予約が取れたんだから」

　ふたりの会話が、すんなりと頭に入ってきてくれない。

　本当にそんな理由だったの？

　追い打ちをかけるように、速見さんが話しだす。

「それにその日は、咲子からも直接篤人に結婚の報告をしたいって言ってたしな。ほら、俺達って同期だろ？　こう見えて三人仲良しなのよ」

「そうね。特に裕介と篤人は仲良しよね」

「でっ、でも私、聞いちゃったんです！　南課長が電話越しに〝ショーコさん〟の名前を呼んでいるところを。それに南課長、家に大切な人がいるって言っていましたし」

　だからいくらふたりに言われても納得できない。もしかしたら、南課長の恋人は永井さん以外の〝ショーコさん〟なのだろうか。

「篤人にショーコっていう女？　……プッ、天使ちゃん、悪いけどそれ、完璧な勘違いだよ」

「勘違い……？」

　するとなぜか急に吹き出した速見さん。

　永井さんも「もしかして……」と言いながら、速見さんに何かを耳打ちしては、急に笑いだした。

「え……なっ、なんなんですか？　一体」

　ふたり揃って笑われたって困る。

　すると速見さんは笑いをこらえながら、「ごめんごめん」と言いながら話しだした。

「あのね、天使ちゃん。確かに篤人の家には、篤人にとって大切な存在がいるよ」

「じゃっ、じゃあその人がショーコさん、なんですか？」

「ううん、〝ショーコ〟じゃなくて、〝シューコ〟」

「……シューコ、さん？」

「そう。天使ちゃん、聞き間違えたんじゃないかな？」

　聞き間違え……だったのかな？

　確かにホームセンターにいた時、周りはやたらとガヤガヤしていた。そんな状況だもの、ほんの一字聞き間違えてもおかしくない。

「そのシューコちゃんだったらいるよな？　篤人の家に」

「えぇ、いるわ。とびっきり可愛い猫ちゃんが」

　やっぱりいるんだ。南課長の家にとびっきり可愛い猫ちゃんが……ん？

「猫……ちゃん？」

　今、永井さん、『猫ちゃん』って言った？　また聞き間違えたのだろうか？

　何度もふたりを交互に見るものの、彼らは終始ニヤニヤしたまま。

「篤人ね、二年前くらいに猫を引き取ったんだよ。最初はどうするか悩んでいたみたいだけど、次第に情が移っちゃったみたいで、今では恋人のように溺でき愛あいしてるってわけ。それに天使ちゃんが聞いた電話の相手って、多分俺だと思うよ。確か数ヵ月前、篤人にシューコちゃんの世話を頼まれたことがあるから」

「嘘……」

　私はただ唖然とするばかり。

　だって信じられる？　ずっと南課長には恋人がいると思っていたけど、その相手が永井さんでも、ましてや人間でもなく猫だったなんて……！

　すっかり放心状態の私に、速見さんはまた予想だにしない話を始めた。

「あのね、天使ちゃん。俺と篤人って親友なの。それでってわけじゃないけどさ、篤人からいろいろと聞いているわけよ。天使ちゃんとのことも」

「それって……」

　まさか私が部屋を掃除できないズボラ女ってことも、はたまた南課長に告白をして振られたってことも、速見さんは全て知っているって……こと？

「あっ、もちろん誰にも口外していないからね！　天使ちゃんが実はズボラ女で、篤人に振られたってこと!!」

「裕介！」

「あっ……」

　あぁ……やっぱり知ってたんだ。

　そうだよ。たとえ南課長に恋人がいなかったとしても、私はもうとっくに振られていて、この事実は変わらない。

　そう思うと気持ちが沈んでいく。南課長にとって私は、ただの部下でしかないんだ。きっと、この先もずっと……。

　落ち込んでいく中、永井さんが急に私の両肩をつかんできた。

「ごめんね、裕介のバカがバカすぎて！　……あのね新さん、私は篤人は新さんの告白を断ってしまったことを、後悔していると思うの」

「え？」

　永井さんは私の両肩を強く握りしめたまま、真剣な面持ちで話を続ける。

「篤人、裕介に言ってたんだって！　気づけばいつも新さんのことを目で追っているって。それに最近篤人、元気がないし」

　南課長が私を振ったことを後悔している？

　うれしすぎる話に、耳を疑う。

「それは俺も同感！　篤人にとって天使ちゃんは、俺にとっての咲子みたいな存在なんだよ」

「もし、まだ少しでも篤人のことを好きでいてくれているのなら、私も裕介もうれしいな」

　永井さん……。

　私の肩をつかんでいた手は、ゆっくりと離れていく。

　本当なのだろうか？　だってこんな夢みたいな話、信じてもいいの？　……いいのなら、信じたい。

　だって私は潔癖症なんて関係なく、南課長のことが大好きで、嫌いになどなれないのだから。

「あーそういえば篤人は今日、遅くまで残業しなくちゃいけないって言っていたな。ってことは、まだ会社にいるのかな」

「ちょっと裕介、それかなり不自然なんだけど」

　残業……会社にいる……。

　永井さんの言う通り、速見さんの言い方はかなりわざとらしい。だけど、今の私にとっては感謝でしかない。

「速見さん、永井さん！　あの、ありがとうございました！」

　ふたりに向かって大きく一礼する。

　そしてはっきりと宣言した。

「私、これから会社に行って、もう一度南課長に告白してこようと思います！」

　ふたりは目を丸くして、私をじっと見てくる。

　私は自分の気持ちを素直に伝えた。

「もしかしたらまた振られちゃうかもしれませんけど、私、どうしても南課長のことを嫌いになんてなれないんです！　なのでこの先もずっと好きでいること、しっかりと伝えてこようと思います！」

　そうだ。伝えるんだ。南課長にもう一度。

「えっと……天使ちゃん？　最後にもう一度聞くけど、本当に篤人でいいの？　完璧主義の潔癖上司で、仕事大好きな男だよ？」

　背中を押すようなことを言っておいて、『告白する』と言った途端、心配そうに尋ねてきた速見さんがおかしくて、口角が上がってしまう。私は自信満々に伝えた。

「もちろんです！　完璧主義で潔癖症で仕事に真面目で……そして誰よりも優しくて素敵な南課長が好きなんです」

「そっか……」

　私の南課長に対する気持ちは、速見さんにも伝わったようだ。

「うん、頑張れ！」

　速見さんは満面の笑みで喝かつを入れるように、何度も私の背中を叩いてきた。

「篤人はさ、ちょっと面倒なところもあるけど、いい奴なのは間違いないから。だから頑張って」

「はい！」

　私なんかよりきっと速見さんのほうが、南課長のことをよく分かっているはず。だけどこれからは速見さん以上に、南課長のことを知っていきたい。

「新さん。今度四人でダブルデートしたいわね」

「永井さん……」

　ダブルデート、か。できたらいいな。そんな素敵なことが。

「いつかできるように、気合い入れて行ってきます！」

「おう！」

「失礼します」

　ふたりに見送られ、来た道を戻っていく。

　早く南課長に会いたい一心で走った。全力疾走をしたのは、いつぶりだろうか。

　帰宅ラッシュを迎え、多くの人が行き交う歩道をうまくすり抜けていく。

　私がまた告白をしたら、南課長はどう思うだろう。迷惑？　困る？　悩む？　それとも、うれしい？

　私は南課長じゃないし、どう感じるかなんて分からない。

　だけど少しでも可能性があるのなら、もう一度ちゃんと伝えたい。好きって気持ちを……。

　昂る感情を抑えながらも走り続けていると、見えてきたのは見慣れた会社のビル。

　やはりサロンの明かりは灯ったままで、お客様の姿も何組か見られる。

　腕時計で時間を確認すれば、十九時過ぎ。企画課の社員達は、そろそろみんないなくなっている頃だ。

　南課長は今日、遅くまで残業するって速見さんが言っていたけれど、まだ残っているだろうか？　ここまで来て、すでに退社したあとだったらシャレにならない。

　そんなことを考えてしまっていたからか、エントランスを抜けたところにある数段の階段につまずき、身体が大きくバランスを崩した。

「きゃっ!?」

　全身に襲ってきた痛みに、派手に転んだのだと実感させられる。

「痛っ……」

　やっちゃった。

　とにかく早く立ち上がろうとしたものの、その瞬間右足首に痛みが走る。

「嘘……まさかひねっちゃった？」

　それでもこのまま地面と仲良くしているわけにはいかない。どうにか立ち上がろうとした時――。

「新……？」

　その声に顔を上げれば、南課長がこちらに真っ直ぐ駆け寄ってきた。

「嘘……南課長？」

「どうしたんだ!?」

　どうしてそんなに余裕のない顔をしちゃってるの？　どうしてそんなに、心配そうに私を見てくるの？

　手にしていた鞄を放り投げ、転んで汚れてしまった私に迷いなく触れると、そっと起こしてくれた。

「あっ、南課長！　私、汚いですから!!」

「バカ。その様子だと足首痛めたんだろう？　汚れなどいちいち気にしている場合か」

「でっ、でもっ……！」

　反論したくもなる。

　でも足首をひねってしまった今、南課長にこうやって身体を支えてもらっていないと、立っていられないのも事実。

「いいから黙っていろ」

　そう言うと、南課長は私のバッグと自分の鞄を手に取り、私の身体を支えたまま歩きだした。

「えっ、あの南課長？　一体どちらに……？」

「とりあえず傷の手当てだろう？　このまま会社に戻るよりタクシーを拾って家に行ったほうが近い」

「家……家ですか!?」

　慌てる私には目もくれず、エントランスを抜け歩道に出る。タイミングよく通りかかったタクシーを止めた南課長は、私の身体を車内に押し込み、隣に腰かけ、私の家ではない住所を運転手に告げた。

　ちょっと待って。頭がついていかない。

　私は確か、南課長にもう一度告白するために会社に戻ってきただけ。なのに、今私が向かっている場所って……。

「あの……まさか……」

　南課長は私の言いたいことが分かったのか、すぐに答えてくれた。

「会社からだったら俺の家のほうが近いから」

　やっぱりー!!　なんとなくそんな予感はしていたけれど、まさかその通りになるとは。いくらなんでも私にはハードルが高すぎる！　好きな人の部屋に行くなんて無理！

「あっ、あの南課長！　私でしたら大丈夫なので、どこか適当にそこらへんで降ろしていただけないでしょうか？」

　するとなぜか鋭い眼差しを向けられた。

「却下。……新に話があるから」

「え？」

　話……？　南課長が私に？

　じっと南課長を窺っていると、彼はバツが悪そうに視線を逸らした。

「とにかく俺の家に行くから。手当てもしてやりたいし」

「……は、い」

　どうしよう。ドキドキと心臓がうるさくて、隣にいる南課長に聞かれないか心配。彼はどうしてこうも私に期待させるようなことばかり言うのだろう。潔癖症なのに汚れた私の身体を支えてくれたり、自宅に招き入れようとしたり、『話がある』なんて言いだしたり……。

　嫌でも期待しちゃうよ。もしかしたら、南課長は本当に私と同じ気持ちでいてくれているのかなって……。




「お邪魔……します」

　十階建ての白を基調とした洗練されたデザインの、オシャレなマンション。その八階の角部屋が南課長の自宅で、促されるまま玄関先に一歩足を踏み入れた。

　すぐ後ろには南課長がいて、玄関の鍵を閉める音が耳に届いてきた。

　どうしよう……。こんなに緊張しているのは、人生で初めてかもしれない。

　この前南課長に告白した時も、そりゃ緊張したけど、今はそれ以上だ。

　靴を脱ぐと、何も言わず南課長は手を貸してくれた。支えられながら歩く状況にドキドキしつつも、南課長の自宅に初めて足を踏み入れる。

　家具の全てはシンプルに黒で統一されていて、部屋の中央にソファとローテーブルがあり、奥にはテレビがある。そして想像していた通り、無駄なものは一切置いておらず、まるでモデルハウスかのようにキレイだ。

「足、大丈夫か？」

「はっ、はい!!」

　私の身体を支える手は離れ、そっと投げかけられた言葉に、思わず大きな声を出してしまった。

　やだ、恥ずかしい。緊張しているの、バレバレだよ。

　いたたまれなくなり、視線を落とした時、急に足元にふわふわした感触を覚えた。

「ニャー……」

「え……猫？」

「シューコ」

　南課長は私をソファに座らせると、すぐさま白猫を抱き上げる。猫を愛しそうに可愛がる南課長の姿に目を奪われた。

　どうやらこの猫が速見さん達の言っていた、シューコに間違いなさそうだ。猫の頭を撫でるその表情から、南課長がどれほど溺愛しているのかが嫌でも伝わってくる。

　よほどガン見してしまっていたのか、南課長は私の視線に気づくと表情を引きしめた。

「……悪い」

「あっ、いいえ！　そんな！」

　こっちが悪いし、むしろレアな姿を見せてもらえて、お礼を言いたいくらいだ。でも、さすがにそのまま正直に言えるはずもなく、どうにか言葉を模索する。

「あの、その……意外だなって思って。南課長、潔癖症なのに猫を飼っていることが」

　咄嗟に思いついた言葉だったけれど、正直気になるところ。偏見かもしれないけれど、潔癖症の人って動物を飼うイメージがなかったから。だって抜け毛とか多いし、掃除とか大変そうだし。

「そうか？　逆にコイツがいると掃除しがいがあるから」

　なるほど。潔癖症の人ならではの理由があるんだ。

　私だったら無理だな。部屋で動物なんて飼ったら、なお一層部屋がめちゃくちゃになりそうだし。

　最近はどうにか自分の部屋をキレイに維持しているものの、苦労しているし。

「救急箱出してくるから、ちょっと待っていてくれ」

「はい」

　十二畳近くあると思われるリビングの奥にはドアがふたつあって、南課長は猫を下ろすと、そのうちのひとつのドアの奥へと消えていった。

　シンと静まり返る室内。とにかく一度落ち着こうと深呼吸すると、シューコがまた私の足元にやってきては、「ニャー」と甘えた声を出してきた。

「可愛い猫……」

　逃げないか心配だったけれど、そっと抱き上げても嫌がることはなかった。頭を撫でると、気持ちよさそうに目をつぶる。

　さっきまであれほど緊張していたのに、この子の顔を見ていると自然と心が静まり、癒されていく。

　そうなると、どうしても気になるのは南課長の自宅。つい辺りを見回してしまうものの、彼女と同どう棲せいしているようには見えない。やっぱり私の勘違いだったんだ。

「まさか彼女だと思っていたのが、この子だったなんて」

　シューコの頭を撫でながら、誤解していた自分がおかしくてクスッと笑ってしまった。

「悪い、待たせたな」

　突然ドアが開くと同時に、救急箱を抱えた南課長が出てきたものだから、身体がびくついた。それに反応したシューコは私の腕の中から離れていった。

　南課長は私のもとまで来ると、膝をつき、腫はれた右足首の状態を見る。

　手当てをするためだと分かってはいるものの、こうやってまじまじと自分の足を見られると、恥ずかしくなる。

　こうなると分かっていたら、もっと頑張って足を細くしていたのに。お手入れだけはちゃんとしていたことだけが、せめてもの救いだ。

「湿布、貼るな」

「ありがとうございます」

　南課長は救急箱から湿布を取り出し、そっと貼ってくれた。

「……っ！」

　あまりの冷たさに声が出そうになりつつもこらえると、南課長はクスッと笑った。

「我慢だな。湿布は冷たいものだから」

「……はい」

　そう言うと彼は救急箱のフタを閉め、立ち上がる。

　そのまま、また寝室らしき部屋へ行ったかと思うと、すぐに戻ってきて、なぜか私のすぐ隣に腰を下ろしてきた。しかも身体が触れてしまうほどの近さ。

　えっ!?　なっ、何!?

　謎の行動による緊張と驚きのあまり固まる私に、南課長はゆっくりと目線を合わせてきた。

「話……だけど」

「はっ、はい！」

　いつになく真剣な面持ちの南課長に、緊張が増す。

　同じソファに座ったまま、至近距離で見つめ合う。こんなシチュエーション、嫌でも期待してしまうよ。ドキドキと心臓がうるさくて、今にも破裂しそうだ。

　それでも聞きたい。たとえ心臓が破裂してもいい。南課長の話が聞きたい。

　そんな思いを抱えたまま彼の言葉を待っていると、何か言いたそうに口を動かすものの、なぜかフッと視線を逸らされてしまった。

「いや……話はまた今度にする」

　そう言うと南課長はすぐに立ち上がってしまい、ソファのスプリングがギシッと音を立てた。

「送っていく」

　彼は背中を見せたままで、表情は窺えない。

　一度言いかけた話をしてくれないのはなぜ？

「出る準備してくるから、少し待っていてくれ」

　私を見ないまま、寝室へと向かおうとする南課長の背中を見た瞬間、咄嗟に立ち上がり呼び止めてしまった。

「待ってください！」

　私の声に足を止め、ゆっくりと振り返る南課長。

　私は今すぐ話したい。今度なんて嫌。だって今日は私、南課長に気持ちを伝えるために来たのだから。

「私はあります！　南課長に話したいことが」

　寝室のドアの前で立ち尽くしている南課長の瞳を、しっかり捕らえる。

「私……やっぱり南課長のことが好きなんです！　振られたくせに何言っているんだって思われるかもしれないですけど、どんなに頑張って吹っ切ろうとしても、どうしても忘れられなくて……」

「好き」と言葉にした瞬間、南課長の瞳が大きく揺れた。

　そう、何度も諦めようとした……でも、できなかった。

「それどころか、振られてからもどんどん好きになっています」

　南課長のことをそう簡単に嫌いになんて、なれない。

「だからその、これからもずっと、南課長のことを好きでいてもいいですか？」

　少しずつ小さくなっていく声と同時に、視線はゆっくりと下へと向かっていく。

　だって南課長は目を見張ったままだし。変な聞き方しちゃったかもしれない。何よ、『好きでいてもいいですか？』って。これじゃ脅しみたいじゃない。

　違うのに。……ただ好きって気持ちを伝えたかっただけなのにな。肝心なところで失敗しちゃって、どうするのよ。

　南課長は何も言ってこないし、怖くて顔が上げられない。

　しつこいって思われているのかな。もしかしたら呆れているの？

　たった数分、もしかしたら数秒しか経っていないかもしれないけれど、私にはとても長く感じられて、マイナスなことばかりが頭に浮かんでくる。

　早く何か言ってほしい、でも怖くて聞きたくない……そんな矛盾する考えが巡っていた時――。

「ごめん」

　たったひと言なのに、胸に鉛を落とされたような衝撃を受ける。

　当たり前だよ。南課長には一度、振られているんだから。そのうえでまた気持ちを伝えたんだから、早く言わなくちゃ。南課長を困らせないよう、〝気にしないでください〟って、笑いながら言わなくちゃ。

　そう頭では分かっているのに、言葉が出てこない。感情がうまくコントロールできないよ。

　下を向いたままギュッと瞼を閉じた瞬間、急に腕を引かれ、温かいぬくもりに包まれてしまった。

「え？」

　そのぬくもりは間違いなく南課長のもの。

　彼は私の背中にしっかりと腕を回し、痛いほど抱きしめてきた。

「南……課長？」

　どうしよう。頭がついていかない。

　さっき南課長、『ごめん』って言ったよね？　それってまた振られたってことでしょ？　なのにどうして私、南課長に抱きしめられているの？

　布越しに伝わる彼の胸の鼓動が、より一層頭の中を混乱させる。

　どうして私と同じように、南課長もドキドキしているの？

「ごめん……すっげうれしい」

　さっきと同じ『ごめん』という言葉。だけど今回は違った。

「……うれしい？」

　思わぬセリフに聞き返すと、南課長はゆっくりと私の身体を離し、至近距離で顔を覗き込んできた。

「一度振っておきながら、新のことが好きだって言っても、呆れられるだけだと思ってたから」

　その言葉に目を見開いた。

　好き……？　南課長が私を？

　私を見つめたまま、南課長の右手が頬にそっと触れた。

「嘘じゃない。好きなんだ、新のことが。……気になって仕方ない」

　本当なの？　本当に私のことを、好きになってくれたの？

　疑問が湧いてくるけれど、南課長が私の頬を撫でる手は優しい。それにシューコに投げかけていた瞳より、一層愛しそうな瞳を私に向けてくる。

「……本当、なんですか？」

　信じられないけど、信じたい。

　震える声でそっと尋ねると、南課長は深く頷いた。

「本当だよ。……新が好きだ」

　ずっと聞きたかった〝好き〟という二文字……。

　頬に触れるぬくもりと、私を見つめる瞳。その全てで何度も〝好き〟と言われているようだ。やっと実感できる。彼の気持ちを……。

　私の想いは、やっと南課長に届いたんだ。

「泣くなよ」

「だっ、だって……！」

　泣きたくもなるよ。泣かないほうがおかしいよ。

　溢れ出る涙を、南課長はひと粒ひと粒拭っていく。

「逆に聞きたい。本当に新は、俺なんかを好きなのか？」

　どういう意味？

　すると南課長は私の涙を拭いながら、困ったように笑った。

「だってそうだろう？　自他ともに認める潔癖症だし、仕事が生きがいな、つまらない男だぞ？　それに新よりずいぶん年上だしな」

　自嘲ぎみに笑いながら話す南課長に、キュッと胸が締めつけられる。

「他にもっといい男がいるかもしれないのに、こんな俺でいいのか？」

　仕事に真面目で厳しくて、社内では潔癖上司なんて言われているのに、こんな風に弱音を吐く姿を見せられたら、もっと好きになっちゃうじゃない。

「南課長は分かっていません」

「え？」

　涙を拭ってくれていた手は止まり、私の顔を覗き込んでくる。

「私はそんな南課長が好きなんです。南課長は覚えていないかもしれませんけど、私、エタンスラントの会社説明会の日、近くの公園で猫を助ける南課長にひと目惚れしてしまったんです。名前も知らない南課長のことを入社するまでずっと想っていました。そんな南課長と上司と部下として再会できた時は、どんなにうれしかったか……」

　あの日からずっと、私は南課長のことが好きだった。

「それに南課長は私のその……ズボラな一面を知っても引かないでいてくれました。掃除を教えてくれたり、気にかけてくれたり。仕事面でだってトラブルの時に庇ってくれたり。そんな南課長のこと、私は絶対に嫌いになんてなれないです。たとえこの先どんなに素敵な男性が現れたって、南課長以上に好きになれる人なんて、絶対にいません」

　興奮ぎみに自分の気持ちを伝えると、なぜか南課長は片手で顔を覆ってしまい、ゆっくりと私から離れていった。

「南課長？」

「分かったから。……新の気持ちは充分すぎるほど伝わったから」

　手で顔を隠し、そっぽを向く南課長。

「ストレートすぎる。新は」

　もしかして照れているの？　あの南課長が!?

　初めて見る姿にうれしくて、どうしたらいいのか分からなくなる。こうやって毎回新たな一面を見せられていくたびに、好きって気持ちが増えていく。

　しばしの間、南課長のレアな姿を見ていると、落ち着いたのか大きな息を吐き、近くに寄ってきたシューコを抱き上げた。

「そうだったのか、あの日の就活生は新だったんだな。じゃあ新のおかげだな。あの日がなかったら、こうやってシューコと一緒に暮らせていないのだから」

　……ん？　就活生……シューコ……？

「もしかしてシューコって、あの時の子猫……ですか？」

「あぁ。飼い主が決まらなくてな。結局俺が引き取ったんだ」

「そうだったんですか」

　あの時の子猫ちゃん、こんなに大きくなったんだね。

　南課長に頭を撫でられて幸せそうに唸るシューコを見ていると、本当に癒される。

「あれ……ちょっと待ってください。もしかしてシューコの名前の由来って……」

　私が言いたいことが分かったのか、南課長はにっこり微笑んだ。

「就活生から譲ゆずり受けたようなものだったからな。だからシューコにしたんだ」

　シューコを抱きながらどこか得意げに話す南課長に、つい笑ってしまった。

　もしかしたらこの子はキューピッドだったのかもしれない。

　だってこの子が木の上で困っていなかったら、私はあの日、南課長と出会わなかったのだから。もしそうだったら、彼の優しい一面を知ることができずにいた。

　たとえ会社で出会っていても、私はきっと〝潔癖上司〟とか、〝怖い〟とか。そんな印象しか持てずにいただろう。

「何を笑っているんだ？」

「いいえ、別に深い意味はありません」

　こうやってバツが悪そうに少しだけいじける南課長も、知ることなどできなかったはず。

「さて、今日はどうする？」

　南課長はいつの間にかシューコを床に下ろし、なぜかネクタイを緩めながら不敵な笑みを浮かべて距離を縮めてくる。

「このまま泊まるか？」

　口角を上げて囁かれ、うろたえてしまう。

「とっ、泊まる!?」

　泊まるという単語に、身体はボンッと音を立てて一気に熱くなる。

　そんな私を見て、南課長はこれまた初めて見せる、いたずらっぽい顔をして片手で私の肩を抱き寄せた。

「だってそうだろう？　やっと新と恋人同士になれたんだ。このまま何もせずに帰せないさ」

「……っ！」

　絶対今の私、顔が真っ赤だ。身体中が熱くて仕方ない。

「でっ、でも私、さっき転んじゃって汚いです」

　恥ずかしさのあまり、意味の分からないことを言ってしまった。それでも南課長は動じることなく、言葉を返してくる。

「ならシャワー浴びればいいだろう？　それに新は何か勘違いしているようだけど、俺は他人にまで潔癖を強要しないから。むしろ新くらいズボラな奴が好きなんだ」

「ズボラが、ですか？」

「あぁ。一緒にいてどんどん汚してくれると、掃除のしがいがあるしな」

　それは誉められているの？　けなされているの？

　……そこまでしか考えることができなかった。一瞬にして顎をつかまれたかと思えば、瞼を閉じる暇も与えてくれずキスを落とされてしまったから……。

　唇の甘さにとろけそうになる。もっとこの甘さを味わっていたい衝動に駆られたけど、すぐに唇は離された。数センチ先でピタリと止まり、私の様子を窺ってくる南課長はどこか麗しくて、男の色気が漂っている。

　こんなに魅力的な南課長を至近距離で見せられたら、思考回路が全てシャットダウンされてしまうよ。

「今日は泊まりでいいよな？」

〝はい〟そう言いたかったのに、唇を奪われ言葉にできない。角度を変えて何度も落とされる甘いキスに、ただ酔いしれていった。

　今なら胸を張って言える。

　南課長も私と同じ気持ちになってくれたのだと……。










大好きな彼との未来




「南課長、よかったらどうぞ」

　彼専用のマグカップをトレイに乗せて、声をかける。

　きちんと整理整頓されたデスク中央から、右側斜め四十五度の位置、そしてカップの持ち手を手前に向けて置くのがいつものベストポジション。

　もちろんカップを置く時は、珈琲がこぼれないよう細心の注意を払う。

　そして必要以上に彼のデスクを触ったりしないこと。これ、一番重要だったりする。

　今までだったらここで南課長は一切私を見ることなく、仕事をこなしながら業務的にお礼を言う。でも今は違う。

「ありがとう」

　返ってくる言葉は同じ。

　でも、ちゃんと私を見てくれる。みんなに気づかれないよう、そっと微笑んでくれるんだ……。




　南課長……もとい篤人さんとつき合い始めて数ヵ月後の十二月上旬。

　防寒着がないと会社に行けないほど寒い日々が続く。

　クリスマスや年越しといった、恋人同士には欠かせない行事が控えている今、ルンルン気分で過ごせればいいのだけれど……。

　世の中、それほど私に都合よくできているわけではない。




「麻帆……これは一体どういうことだ？」

「いや、これはですね。そのー……」

　花の金曜日。

　世に勤めるサラリーマンやＯＬ達の多くが、今日ばかりは明日の心配をすることなく飲みに行く中、私は家でのんびり過ごそうと思い、近所のスーパーで、ビールと値引きされた惣菜片手に上機嫌でマンション前まで帰ってきた。

　でも部屋の電気がついているのを見た瞬間、嫌な予感が頭をよぎる。いや、よぎるというか確信すると言ったほうがいいかもしれない。

　篤人さんは木曜日から明日の土曜日まで出張の予定だった。

　だからすっかり油断した私は、ズボラな生活を送っていた。おかげで私の部屋は散らかり放題。篤人さんが帰ってくるのは明日だから、朝早く起きて掃除すればいいやって思っていた。

　しかし今の私は、その考えを激しく後悔している。

　電気がついているということは、合鍵を持っている母親か、篤人さんが間違いなく家にいることを意味しているのだから。

　母が家に来るなら、必ず連絡のひとつはくれるはず……ということは後者である可能性大だ。

　寒空の下、変な汗が出そうになりつつも、意を決して玄関の鍵を開けるとすぐに聞き慣れた声が耳に入ってきた。

「麻帆？」

　あぁ……やっぱり篤人さんだ。

　その瞬間、彼から投げられるであろう質問に対し、どんな言い訳をしたらいいのかということばかりが、頭の中を巡っていく。

　玄関に入り、鍵を閉めると背後から問いかけられた。

「麻帆……これは一体どういうことだ？」

　さっきまでのルンルン気分は一瞬で消え失せ、不気味な笑顔を浮かべている篤人さんに、なんて答えたらいいのかと模索中だ。

　だけど残念ながらうまい言い訳など思い浮かぶはずもなく、視線を泳がせるだけで精一杯。

　すると当然のように大きなため息が聞こえてきた。

「掃除するぞ」

「……はい」

　こうなることは分かっていた。

　床には雑誌や漫画が転がっていて、テーブルの上は物で溢れているし、ソファには畳まずに置いてある乾いた洗濯物の山ができているのだから。

　篤人さん曰いわく、どんなに疲れていても汚い部屋ではゆっくりくつろげないらしい。

　逆に私はこれくらい汚いほうが落ち着くんだけどな。……なんて、もちろん篤人さんを前にして言えるはずがない。

　それからひたすら掃除をすること数時間。やっと篤人さんが出張に行く前の、キレイな部屋の状態に戻すことができた。

「本当に麻帆は毎回、期待を裏切らないよな」

「アハハ……」

　つき合い始めてからお互いのマンションを行き来するようになり、次第に互いの私物を置くようになっていった。私の部屋に篤人さんの着替えなどがあるように、篤人さんの部屋にも私の着替えを置かせてもらっている。

　それは〝彼女〟だけの特権であり、うれしさいっぱいだけど、逆を言えばこんな風に篤人さんは私がいない間にも部屋に入れてしまう。おかげで今回みたいなことが起きてしまうのだから、ちょっぴり恐ろしい。

　シャワーを浴び終え、部屋着に着替えた篤人さんは、職場とのギャップがありすぎて、毎回ドキドキさせられてしまう。

「疲れているのに、すみませんでした」

　出張で疲れているはずなのに、予定より早く帰ってこられたから、こうやって寄ってくれたんだよね？　うれしいけれど、申し訳ない気持ちになる。

　冷えた缶ビールを差し出すと、篤人さんは「ありがとう」と言って受け取り、なぜか私の腕をつかんできた。

「え……と篤人さん？」

　なんだろう、これ。

　自分の缶ビール片手に、ソファに座る篤人さんに腕をつかまれること数秒。

「疲れているのに、こうやって麻帆のところに来た意味、分かってる？」

　会社では絶対に見せないような甘い顔をして、私の身体を引き寄せ、胸元に顔をうずめてきた。

「あっ、篤人さん？」

　いつもは見上げているのに、こうやって篤人さんを見下ろしているっていうだけで、胸がキュンと鳴る。

　普段なかなか見ることができない篤人さんのつむじが見えるのだから。

「仕事頑張って、早く切り上げてきたかいがあった」

　より一層ギュッと身体を抱き寄せる篤人さんに、苦しいほど胸が締めつけられてしまう。篤人さんが大好きでたまらない。こうやって甘えてくる篤人さんも全て。

　手にしていた缶ビールは、篤人さんの分とともにソファに落ちていく。

　そして私の両手は篤人さんの身体を抱きしめていた。

「会いたかったです」

　たった三日間会えなかっただけ。それなのに寂しいと感じさせられてしまうの。

「麻帆……」

　切なげに名前を呼ぶのは、キスのサイン。些細な合図でさえ、もうすっかり覚えてしまった。

　後頭部を押さえられ、引き寄せられながら交わすキス。いつもと違うシチュエーションってだけで、こんなにもドキドキさせられるなんて。

　ゆっくりと唇が離れていく。お互いの鼻が触れる距離で、篤人さんは囁いた。

「ベッドに行こうか」

　それからはいつものように、与えられるぬくもりと波に溺おぼれるだけ。

　ただ篤人さんが好きって気持ちだけが溢れて仕方なくて、少しでも伝えたくて、必死にしがみつく。

　肌と肌が触れ合うほど、好きという気持ちは募っていく。

　好きすぎて、ずっと一緒にいられたらいいのに……。そんな乙女チックなことまで考えてしまうの。




「起きているか？」

「……はい」

　篤人さんは背後から私を抱きしめながら、私の髪にキスを落とした。その行為がくすぐったくて、つい笑ってしまうと、篤人さんはさらに抱きしめる力を強めた。

「何笑っているんだ？」

「笑っていませんよ」

「嘘言うな」

　お互いクスクス笑いながら触れ合うこの時間が、今では一番大切だ。篤人さんにはいまだに敬語を使ってしまうけれど、確実に私達の距離は近づいているはず。

「麻帆……こっち向いて」

　耳元で囁かれ、ドキッとしながらも言われた通り身体の向きを変えれば、篤人さんは目を細めて笑いかけてきた。

　そしてドキドキしている私の頬にそっと大きな手で触れてきた。

「あのさ、麻帆……。こうやってお互いのマンションを行き来するのもいいと思うけど、さ」

　そう言うと篤人さんは、さらに抱き寄せてきた。

「最近週の半分は一緒に過ごしているし、どうせなら一緒に住まないか？」

「……え？」

　一緒に住む？　私と篤人さんが？

　思いも寄らない言葉に、頭の中がフリーズする。

「そう。こうやって一緒にいる時間が増えるだろう？」

　それはもちろんそうだ。一緒に住めば朝から晩まで二十四時間、篤人さんと一緒にいられる。

　好きな人と一緒にいられる。しかもそれをこうやって篤人さんから言ってくれたのだから、うれしいに決まっている。

　でも、今ここで首を縦に振ることはできなかった。




「もう麻帆ってば本当にバカ。救いようがないバカだわ」

「俺も未希に同感！　第一、同棲話を持ちかけた男の気持ちを察することができない女は、最低だぞ」

「ちょっとふたりとも。人をけなすようなことばかり言わないでくれる？」

　日曜日の夜。

　我が家にて、今日挙式があって出勤した未希と、休日出勤を余儀なくされた斗真と三人で突如飲み会を開催したものの、さっきからこの話ばかり。

　未希はビール片手に顔をしかめている。

「だって本当のことじゃない。麻帆のズボラぶりを熟知しているのに、一緒に住もうって言ってくれたのよ？　どうしてすぐに返事しなかったのよ！　しかも理由が聞いて呆れる！　両親に許可を取ってからとか！」

　心底呆れたように未希はオーバーに頭を抱えた。

「そうだぞ、麻帆！　心なしか今日の南課長、元気なかったし。落ち込んでいるんじゃないか？」

「まさか！」

　斗真の言葉にドキッとしつつも、否定してしまう。

　あの篤人さんに限って落ち込むとか、ましてや仕事に私情を挟むなんて想像できない。

　あのあと、篤人さんには両親の話を持ち出して、なんとか切り抜けた。

　こんなズボラな私がキレイ好きな篤人さんと一緒に暮らすなんて、想像できないもの。今はまだお互い別々に暮らしているから、毎回のように部屋を掃除するのも平気かもしれない。でも一緒に住めば、それが毎日になるわけだ。

　もちろん私だって、以前に比べたらだいぶだらしなさが軽減してきたと思う。だけど篤人さんから見たら、きっとまだまだで、一緒になんて暮らせるはずないよ。

　土曜の夜、篤人さんに電話が入り、彼は今日、仕事になってしまった。

　今朝どうしたらいいのか分からず未希にメールで相談していたところ、斗真と一緒にうちに駆けつけてくれたのだ。

　なのに先ほどからふたりからかけられる言葉は、慰なぐさめの〝な〟の字もないほど批判的なものばかりだった。

「それにしても南課長ってすげぇよな。麻帆の本性を知り尽くしているっていうのに、わざわざ同棲話を持ちかけるなんて」

「それだけ麻帆に本気ってことじゃないの。それなのに麻帆ってば……」

　ふたりしてそう言うと、呆れた顔を向けてきた。

「なっ、何よ！　だって仕方ないじゃない！　生活習慣が全く違うって分かっておきながら、易々とＯＫできるはずないし！　それに今のまま一緒に住んでしまったら、篤人さんは間違いなく私のこと、嫌いになっちゃうよ」

　潔癖症の篤人さんと、ズボラな私。私が性格を直さない限り、毎日一緒にいたら篤人さんは疲れてしまっていつかきっと愛想を尽かすだろう。

「だからこそいい機会なんじゃないの？」

　意外なセリフに顔を上げると、未希は少し怒った表情を見せた。

「あのさ、麻帆。もう南課長とつき合ってけっこう経つよね？　ずっとズボラな性格直したいって言ってたけど、直ってないから一緒に住みたくないんでしょ？」

「……そう、かも」

　だから一緒に暮らしたくないんだ。

　するとより一層厳しい言葉が返ってきた。

「それってただ単に麻帆が南課長に甘えているだけじゃん。はっきり言って自分の非を認めず直そうともせず、逃げているのと同じ。麻帆のこと理解してくれている南課長に、失礼なことしてるって分かってる？」

　いつになく厳しい口調で話す未希に、隣に座る斗真は私と未希を交互に見ながら、どうしたらいいのか分からない様子。

　未希の言葉……ズンときた。

　それを察知したように、未希は声のトーンを和らげた。

「これからもずっと南課長と一緒にいたいって思うなら、ちゃんと向き合うべきだと思うよ。南課長は麻帆との将来を考えているんじゃないかな？　でなければ普通は同棲話なんて持ちかけないでしょ？」

「当ったり前だよ！　好きでもない女と一緒に暮らせるわけねぇじゃん。そこは俺も自信持って言える。麻帆が思っているよりずっと、南課長は麻帆のこと本気だと思うぞ」

「未希……斗真……」

　ふたりの言うことは本当なのかな？　篤人さんは私との未来を考えてくれているのだろうか？

　たとえそうだとしても今の私には、篤人さんと一緒に暮らす資格なんてないかも。未希の言う通りだ。私、篤人さんの優しさに甘えていたんだと思う。こんな私でも受け入れてくれる篤人さんに。

「私……ちゃんと考えてみる」

「麻帆……！」

　そうだよ。これからもずっと篤人さんと一緒にいるためには、いつかは通る道なんだから。

「ありがとう、未希」

　耳に痛いこともちゃんと言ってくれる。そんな未希が大好きだ。

　素直な気持ちを言葉にすると、未希はとびっきりの笑顔を見せた。

「やだな、親友なんだから当たり前でしょ？　南課長、麻帆にすぐに返事をもらえなくてきっとヤキモキしていると思うから、早く本音を伝えたほうがいいよ」

「うん」

　篤人さんがヤキモキしているとはちょっと考えられないけれど、自分の気持ちを伝えないわけにはいかない。明日にでもちゃんと話そう。

「おいこら！　お前ら俺がいることすっかり忘れてないか!?」

　未希とふたりで笑い合っていると、斗真は我慢できなくなったように強引に間に入ってきた。

「俺だっていいアドバイスをしてやったつもりだけど、礼のひとつもないのか!?」

　あぁ、斗真の子供染みたところがまた出てしまった。

　やれやれと言わんばかりに未希と目を合わせてしまう。

「はいはい、斗真もありがとう」

「気持ちが入ってねぇけど！」

　適当にお礼を言えば、また子供っぽく抗議してくる。

　すると未希は、斗真を見て心底呆れたように息を吐いた。

「あ～あ。麻帆はいいなぁ。将来を考えてくれる素敵な彼氏がいて！　それなのに私ときたら……」

　やや演技がかった未希の姿に、斗真は急にうろたえだした。

「みっ、未希！　俺だってちゃんと真剣に未希との将来を考えているぞ！　だけど今はまだ半人前だし、未希を養うならもっと出世してからのほうがいいと思って……」

　未希は冗談で言っているのに、真剣に返す斗真に、未希も私も我慢できず大笑いしてしまった。

「なっ！　なんで笑うんだよ!!」

「だって斗真ってば、本気で返してくるから！　……でもうれしい、ありがとう」

　そう言って微笑む未希は、本当にうれしそうだった。

　斗真は未希にはいつだって誠実で真面目で全力で……。そんな斗真だからこそ、未希も好きになったのかもしれない。

　親友ふたりの幸せそうな姿を見ながらも、明日必ず篤人さんに自分の気持ちを素直に話そうと心に決めた。




「とは、言ったものの……」

　次の日、意気揚々と出勤した私は、ボードの前でがっくりうなだれてしまった。

　朝珈琲を出す際、篤人さんに〝話がしたい〟と伝えようと思っていたのに……彼は午前中はずっと会議があるようで、作戦が実行できないからだ。

　メールや電話で誘い出す手段はもちろんある。でも大事な話だからこそ、最初から最後まで自分の口からちゃんと話したいって思うんだよね。

　始業時間が迫ってくる中、そろそろ仕事の準備に取りかかろうとした時――。

「残念だったな、麻帆。朝から会えなくて」

「斗真！　……重いんですけど」

　出勤したばかりの斗真は、コートを着たまま慣れ慣れしく私の肩に肘ひじを乗せてきた。

「なんだよ、慰めてやっているのに」

「どこをどう見たら、これが慰めているっていうのよ。っていうか腕！」

　斗真の腕を乱暴に引き離すと、つまらなそうに眉をひそめた。

「麻帆っていつも俺に冷たいよな」

「別にそんなつもりはないけど？　でもそう感じるのは、斗真が子供だからじゃない？」

「はぁ？　俺のどこが子供だって言うんだよ」

　斗真は、ますます顔をしかめる。

　そうやってすぐムキになるところ！

　犬のようにキャンキャン吠えている斗真を無視して、自分の席に戻るものの、彼はあとを追ってきた。

「こら、麻帆！　言い逃げなんてズルイぞ！」

「やだ！　ちょっとついてこないでよ！」

　斗真は私の席までついてくると、椅子に腰かけた私に向かって顔を近づけ、声を潜めながら言ってきた。

「いいか、麻帆。俺が思うに、男ってのは常に子供なんだ。南課長だって中身は子供に決まっている」

「はぁ？　そんなわけないでしょ！」

　今度は私が顔をしかめてしまった。

　世の中の男性がみんな、斗真のように子供だなんて、あり得ないし。特に篤人さんに限っては百パーセントない。

　なのに斗真は正論と言わんばかりに、得意げな顔をして話を続ける。

「きっと麻帆は知らないだけだよ。南課長の子供っぽい一面を」

〝そんなのあるわけない〟……すぐにその言葉が出てこなかったのは、篤人さんと一緒に過ごした時間が、まだまだ短いから。

　斗真の言う通り、私が知らない篤人さんの一面は、きっとたくさんあると思う……。それと同時に篤人さんだって、私のことを全て知っているわけではないんだ。

　こればかりは仕方ない。これからお互い知っていくしかないって分かっている。

「ほら斗真、もう席に戻りなよ。仕事！」

「分かってるよ」

　斗真はそれ以上何も言うことなく席へと戻っていった。その背中を見送りつつも、不安が募っていく。

　斗真と未希達の関係は、友達から始まった。だから私がふたりのことを知っているように、ふたりともお互いのいいところも悪いところも理解しているはず。

　でも、私と篤人さんは……？　上司と部下という関係から始まり、最初はお互いのことなんてほとんど知らなかった。

　まぁ、私の場合はズボラな性格がバレてしまったけど。未希達のように、お互いのことを知り尽くしているわけではない。

　もしかしたら篤人さんに同棲話を持ちかけられて、すぐに返事ができなかったのは、ただ単に自分がズボラだからというだけではなかったのかもしれない。篤人さんの全てを知ること、同様に篤人さんに私の全てを知られることが怖かったからではないだろうか。

　パソコンに集中しつつも、漏れてしまうため息。

　私って私生活だけではなく、恋愛においてもズボラなのかもしれない。何かと理由をつけて逃げている。未希の言う通り、逃げてばかりではダメだってちゃんと分かっているのにな。頭では分かっていても、いつも怖くてなかなか行動に移せないんだ。

　でも今回ばかりはダメ。篤人さんとのことには、ズボラになるわけにはいかないもの。今日中に話すんだ、絶対に。

　決意を固め、とにかく今は仕事に集中しようと頭を切り替えた時、バタバタと足音を立てて部長がオフィスに飛び込んできた。そして慌てた様子でなぜか私のもとに駆け寄ってくる。

「新さん、ちょっと！」

「え？」

　時刻は十一時過ぎ。みんな集中して仕事をしている中での部長の登場に、みんな手を休めてはチラチラとこちらを窺っている。

　それもそのはず、だって部長の表情は、鬼気迫るものがあるから。

　あれ？　確か部長も篤人さん同様、会議中だったはず。

「新さん、早く！」

「あっ、はい!!」

　不思議に思っていると、しびれを切らしたように声を荒らげたものだから、反射的に立ち上がってしまった。部長はすでに歩きだしていて、一体何事なのか聞けないまま、追いかけるしかない。

　部長の歩くスピードは速く、ついていくだけで精一杯だった。エレベーターホールまで来て、ようやく部長は足を止めると、わざとらしく大きな咳払いをした。

「新さん、言いにくいことだとは思うのだが、その……高畑先生とは、一体どんな関係なんだね？」

「え……高畑先生、ですか？」

　まさかここで大高さんの名前が上がるとは夢にも思わず、部長を目の前にずいぶんと間抜けな顔をしてしまった。

　すると部長はまた一段と大きな咳払いをし、視線を泳がせながら、意味深なことを言ってきた。

「我が社は別にスキャンダルご法度というわけではない。だから隠さなくてもいいんだぞ？」

　ダメだ。部長が一体何を言いたいのか全く分からない。

「で？　本当のところはどうなのだ？　……君達、もしかして結婚間近なのか？」

　結婚……？　えっと……部長の言う『君達』とは私と……篤人さんではないよね？　部長は私と篤人さんがつき合っていることを知らないはずだし。ということは……まさかの大高さん!?

「ちっ、違います！　決して私と高畑さんはそのような関係ではありません！」

　理解した瞬間、否定する。

　どう考えればそのような結論に至るのか不思議で仕方ないけれど、このまま誤解されるわけにはいかない。なのに部長は信じていない様子。

「別に隠さなくてもいいぞ？　まぁ、言いにくいのは分かる。ビッグなクライアントだからな」

　いやいや！　隠すも何も、決してそのような関係ではありません！

「じゃあ、どうして高畑先生は、君に似合うウエディングドレスをデサインしてくれたんだ？」

　私に似合うウエディングドレス？

「それを聞いて疑わないわけがないだろう？」

　ニヤニヤしながら言われるものの、状況が呑み込めない。

　どういう意味？　大高さんが私に似合うドレスを？

　契約した日から今日までずっと大高さんと仕事をしてきたけれど、そんな話、一切聞いていない。つい一週間前にも打ち合わせで会ったけど、話題に上るどころか、素振りさえもなかった。

　エレベーターに乗り込んでも、部長は勘違いしたまま上機嫌でいた。

「会議中に聞いて慌てたよ。高畑先生の存在はトップシークレットだからね。こうやって会議そっちのけで君を呼びに来てしまったよ」

　相変わらず何がなんだか分からない。

　応接室のある六階に辿り着くと、部長は颯爽と降りていく。

「君に見せたいとわざわざ持ってきてくれたらしい。必要なら少しくらい時間が早くても、休憩に入っていいからな」

「あの、部長っ……！」

「ここでお待ちだ」

　いまだに勘違いしている部長の誤解をどうにか解こうとしたものの、大高さんが待つ応接室に辿り着いてしまった。

「じゃあ私は会議に戻るから」

「部長っ！」

　こっちの話など一切聞くことなく、さっさと戻っていってしまった。

「最悪だ……」

　呆然と突っ立っていると、ゆっくりと応接室のドアが開いた。

「あ……やっぱり新さんだ」

「大高さん！」

　様子を窺うように顔を見せたのは、大高さんだった。

　応接室の外にいたのが私だと分かると、大高さんは安心したように微笑んだ。

「アポなしで来てしまい、申し訳ありません。どうしても新さんを驚かせたくて」

　大高さんは、はにかみながらそう言うと、応接室に入るよう促してきた。

「中でゆっくりお話しします」

「……はい」

　本当は今すぐにでも問いつめたいところだけど、多忙な中、わざわざ来てもらったのに失礼な態度をとるわけにはいかない。

　言われるがまま応接室の中へ入ると、そこにはウエディングドレスを着たマネキンが置かれていた。

　一瞬にして目を奪われてしまう。

「可愛い……」

　つい声が漏れると、大高さんは満足そうに笑いながら、マネキンのもとへと足を進める。

「このドレス、新さんをイメージして制作しました」

　真っ白ではなくクリームがかった淡い色を基調としていて、バッグに大きなリボンがついている。また、胸元には真珠が散りばめられていて、なんとも可愛らしいデザイン。

　とてもじゃないけれど、私には身の丈に合わないと思うのだけれど……。

「あの……どうしてこれを？」

　すると大高さんはゆっくりと私のもとへと近づいてきた。

「その答えは簡単です。さっきも言いましたが、新さんに喜んでほしかったんです。それとまぁ……。正直に言いますと、やましい気持ちが半分以上占めていたりします」

「え？」

〝やましい〟という言葉に過剰に反応してしまうと、大高さんはおかしそうにクスクスと笑いだす。

「新さんから見たら、僕は諦めの悪い男かもしれませんが、このドレスを見て新さんの気持ちが少しでも揺らいでくれたら、と淡い期待を抱いています」

　数センチ先で立ち止まると、にこやかな表情で私を見据えてくる。

「あれからずっと一緒に仕事をしてきましたが、気持ちは消えてくれそうにありません」

　大高さんは目を細め、困ったように笑うものだから、胸が締めつけられる。

「でも安心してください。僕はそこまで肉食系ではありませんので。新さんと南さんがうまくいっていることくらい、ちゃんと分かっています。さっきはやましい気持ちが半分以上と言いましたが、残りはきっと自分自身でケジメをつけたかったんです。このドレスに新さんへの気持ちを全て詰め込めば、すっきりするのではないかと」

　笑っているのにどこか苦しそうに見える。

　どうしてかな？　どうして大高さんは私なんだろう？　大高さんなら他にいくらでも素敵な人がいそうなのに。きっと女性のほうが放っておかないはず。

「大高さんの目に私はどう映っているか分かりませんが、会社での私と、普段の私は全然違います！」

「え？」

　キョトンとした大高さんに、ありのままの私をカミングアウトする。

「普段の私は、本当にだらしなくて。……その、ズボラで！　部屋なんてちょっと気を抜くとすぐ汚くなっちゃいますし！　恋愛だって相手に甘えてばかりですし」

　自分で言っていて虚しくなる。私って本当にいいところがない気がするのに篤人さんもそして大高さんも、どうして好きって言ってくれるの？

　その答えが知りたくて大高さんを見つめると、全てを理解したように微笑んでいた。

「そうですか……。南さんはそんなズボラな新さんを、たくさん知っているんですね」

「え？　……あ、はい」

　篤人さんは知っている……というか、バレてしまった、と言ったほうが正しいのかもしれないけれど。

「ますます南さんが羨ましいです」

　まいったと言わんばかりにクスクスと笑いだした大高さんに、どう言葉を返したらいいのか分からない。

「僕の知らない新さんを知っている。それだけで恋敵としては羨ましくて仕方ないですよ。普段、誰にも見せない顔を、南さんにだけは見せているということは、新さんにとって南さんはそれだけ親密で大切な存在なのでしょう？」

　頭をハンマーで叩かれたような衝撃を受けた。

　やだな。人に言われて気づくなんて……。大高さんの言う通りだ。私にとって篤人さんは他人に見せられないような一面も、見せられちゃう人なんだ。

「その顔だと図星のようですね」

「あっ、いや、その……！」

　どんな風に返したらいいのか分からず困ってしまう。仮にも自分に好意を寄せてくれている人に対して、易々とノロケられるわけないし。

　すると大高さんは大きく息を吐き、少しだけ目を伏せた。

「いいんです。きっと僕は南さんに恋をしている新さんだからこそ、好きになったのだろうから。このドレスは、初心に返させていただけたお礼と、僕からの最後の気持ちとして受け取っていただけませんか？　ビジネスパートナーとして」

　いいのだろうか？　だって大高さんは有名なデザイナーで、それこそドレス一着で相当な値がつくはず。

　返事に困っていると、なぜか大高さんはこらえられなくなったように吹き出した。

「あの、ここは即答していただきたかったのですが。これじゃ僕、振られて終わりのカッコつかない男じゃないですか。気持ちよく受け取っていただき、そしてぜひ新さんに着ていただきたいんです」

「でも、本当にいいんですか？」

　とはいえ〝じゃあいただきます〟なんて、すぐには言えないよ。

「もちろんですよ。逆に突き返されて、このまま持って帰る僕の気持ちになってください。みっともなさすぎるでしょう？」

　うっ……！　それを聞いて、なんとも言えなくなってしまう。

「じゃあ……本当にいただいてしまいますね」

　ためらいがちに答えると、すぐに返事が来た。

「どうぞ」

　ゆっくりとドレスのほうへと近づき、淡いクリーム色のドレスに触れる。

　一生に一度の結婚式。近い将来、このドレスを着て、篤人さんと結婚式を挙げられたらいいな。

　しばし妄想に更けっていると、全てを見透かしているかのように、大高さんはおかしそうな様子で言ってきた。

「ぜひおふたりの結婚式にそのドレスを着てくださいね」

「……えっ!?」

「もちろんカラードレスも、しっかりと僕がデザインさせていただきますから」

　にっこり笑顔につられ、笑うしかなかった。

「新さんには振られてしまいましたが、今後もぜひビジネスパートナーとしておつき合いください。まずは春のフェアを成功させましょうね」

「大高さん……」

　差し出された右手。それは〝これからもよろしく〟を意味している。

　お願いするのは、私のほうなのにな。

　どこまでも大人な大高さんに、意味も分からず涙が溢れそうになる。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　差し出された手を強く握れば、大高さんはまた目を細めた。

　大高さんなら、いつかもっと素敵な女性と出会えるはず。私よりもずっとずっと素敵な人と。

「あっ、ひとつ言い忘れました。これからは恋のライバルとしても、よろしくお願いします」

「え？」

　意味の分からない言葉に手を握り合ったまま首を傾げてしまう。すると、急にノックの音が聞こえ、返事をする間もなくドアが開かれた。

　ハッとして大高さんと手を握り合ったまま、ドアのほうへと視線を向けると、そこには私達同様、驚き立ち尽くす篤人さんの姿があった。

「南さん」

　大高さんの声に我に返り、慌てて握っていた手を離したものの、間違いなく手を繋いでいたところを見られてしまったに違いない。

　そう思うと篤人さんの顔が見られなくて、視線を落としてしまった。

　間違っちゃったかも。別に大高さんとはやましいことをしていたわけではないのだから、普通にしていればよかったのに。あとの祭り状態だ。……どうしよう、何か言わないと。

　パタンと静かにドアの閉まる音が、遠くに聞こえる。

　言葉がうまく出てきてくれない。これじゃますます怪しいと思われるだけなのに。

　アンバランスな心と身体にギュッと目をつぶった時――。

「勘違いなさらないでくださいね。〝これからもお願いします〟という意味の挨拶ですから。……ね？　新さん」

　その言葉に顔を上げれば、大高さんは同意を求めるようにニッコリした。

「はっ、はい……そうです」

　さすが大高さん。フォローも上手だ。

　私が言いたいことを代弁してくれたことに安心し、気が緩む。

　なんとなく気まずくて篤人さんを見られず、大高さんから目を離せないでいると急に横から腕をつかまれた。

「え？」

　強引に引き寄せられていく身体。

　行き着いた先は、身体がすでにインプットしている大好きなぬくもりのもとだった。

　目の前には私同様、目を見開いている大高さん。もちろん、私の身体をしっかりと抱き寄せているのは、篤人さんだ。

　えっと……ちょっと待って。今って現実だよね？　目の前には大高さんがいるよね？

　普段の篤人さんからは考えられない行動に、私はただ抱き寄せられたまま身動きできない。

　篤人さんは、より一層腕に力を込めると、静かに言い放った。

「すみません、麻帆は俺のなんで」

　ゆっくりと顔を上げれば、篤人さんは怒りを必死に抑えるように、真っ直ぐ大高さんに敵意をぶつけていた。

「なので社内で変な噂が立つようなことは、避けていただきたい」

　初めて見る彼の姿に目が釘づけになる。

　これって、ヤキモチ焼いてくれているのよね？　会社ではいつも通りで、決して『麻帆』とは呼ばないのに……。

　じんわりと実感してくるとうれしくて、いつの間にか口元が緩んでしまう。

　ふと篤人さんと目が合うと、彼は困ったように眉を寄せそっと小声で囁いた。

「……あまり見るな」

　言葉とは裏腹にほんのりと耳を染める篤人さんを見て、私の口元はますます緩むばかりだ。

「クククッ……。新さんに感謝ですね。こんなにも余裕のない南さんを見ることができたのですから。でも、余裕のない南さんって男の僕から見ても、素敵だと思いますよ？　いや、むしろ魅力的と言いましょうか」

　いつの間にか大高さんは、声を押し殺しながら、おかしそうに笑っていた。

　すると、彼は急にこちらに視線を向けてきた。

「新さん、さっき僕が言った言葉、忘れないでくださいね？」

　さっき言った言葉？　……それって〝恋のライバル〟ってこと？

　ますますわけが分からない状態の私に気づいてか、大高さんは笑顔で言ってきた。

「新さんには理解できないかもしれませんが、僕は男女関係なく好きになれてしまうのです」

　ちょっと待って。それってもしかして……？

　ある考えが頭をよぎった時、大高さんはニコニコしながら篤人さんとの距離を縮めていく。そしてとんでもない言葉を口にした。

「南さん、申し訳ないのですが今後、新さんとは恋のライバルとしてお世話になりますね」

　あまりの衝撃に、篤人さんは私を抱き寄せる腕の力を強めた。

　顔を上げると、篤人さんは笑顔を引きつらせている。

　そんな篤人さんを見て大高さんは満足げに笑うばかりだ。

「僕が高畑ミミとして活動しているのは、そういう意味もあるからです。……ご理解いただけたでしょうか？」

「はっ、はい……」

　つまり〝バイセクシャル〟ってこと、ですよね？

　交互に私と篤人さんを見て、理解したと認識したのか、大高さんは帰り支度を始めた。

「今度は南さんをイメージしたタキシードをデザインしたいと思います。ぜひ受け取ってください。……ではまた来ます」

　大高さんは、いまだに唖然としたまま抱き合っている私達を横目に、ドア付近へと足を進めていく。

　篤人さんは我に返ったのか、彼にあれほど強く抱き寄せられていた身体は、すんなりと解放された。そして篤人さんは何か伝えようと、大高さんのもとへと駆け寄る。

「高畑さん、あの――」

「遅くなってしまい、申し訳ない！」

　いきなり開かれたドアから現れたのは、先ほど同様、上機嫌な部長だったけれど、まさかドア付近に大高さんと篤人さんがいるとは思わなかったのだろう。動転したのか廊下に後ずさりした。

「すっ、すみません。まさかいるとは思わず……」

「いえ、こちらこそ申し訳ありません」

　部長と大高さんのやり取りを見ながらも、篤人さんは呆然としている。

　部長はわけが分からない様子で、私や篤人さん、大高さんを交互に見ている。そんな部長に説明するかのように先に口を開いたのは、大高さんだった。

「本日は突然訪ねてきてしまい、申し訳ありませんでした」

「あ……いいえ、そんな！」

　頭を下げて謝罪する大高さんに、部長は慌てだす。

「ウエディングドレスのほう、新さんに確認とっていただけましたので、これで失礼します。それと……」

　そう言うとなぜか大高さんは、私と篤人さんを交互に見たあと、意味ありげに微笑んだ。

「誤解されたら困るので、一度はっきりと言わせていただきます。僕と新さんの関係はあくまでビジネスパートナーです。僕はそれ以上の関係になりたかったのですが、新さんには南さんという素敵なお相手がいるようなので」

「おっ、大高さんっ!?」

　まさかの発言に声をあげるものの、大高さんはこちらを気にせず、固まったままの部長に話し続けた。

「ですからどうか誤解なさらぬよう、お願いします。……でないと僕が南さんに牽けん制せいされるばかりで、仕事はもちろん、いろいろとやりづらくなってしまいますので」

「……はぁ」

　どうしよう。会社の人達には篤人さんとつき合っていることをずっと隠してきたのに、まさかこんなかたちで、よりによって部長に知られてしまうなんて……！

　変な汗が背中を伝う中、篤人さんもまいったと言わんばかりに手で頭を押さえていた。

「では僕はこれで。……新さん、南さん。今後もよろしくお願いしますね」

　意味ありげな笑みを浮かべ、〝あとのことは任せたよ〟と言いたそうに、大高さんは颯爽と応接室を出ていってしまった。

　本当はここで玄関先まで見送りに行くべきところだけれど、それを行動に移せそうにはない。

　どっ、どうしたらいいの……？　これ。

　シンと静まり返った応接室。部長も篤人さんまでも何も話さない中、私はただボーッとしていた。




「まいった……」

「お疲れさまでした」

　この日の夜、篤人さんは肉体的にも精神的にも疲れ切った様子で、私の住むマンションへとやってきた。

　そしてソファに腰を下ろすと、ネクタイを窮屈そうに緩めながらソファの背もたれに身体を預けた。そんな篤人さんに珈琲を出し、隣に座るものの、彼にかける言葉が見つからない。

　あのあと、大変だった。……特に篤人さんが。

　状況を理解した部長は、それはもう仰天していたけれど、それ以上に大喜び状態。篤人さんの潔癖症は部長も知っており、今まで浮いた話がないことを密かに心配してくれていたらしい。挙句の果てに部署内に言いふらされちゃって、たった一日で社内中に広まってしまった。みんなから質問攻めに遭った私は、うれしかったりもしたけど、篤人さんにいたっては困ってしまったかもしれない。

　それというのも同期の速見さんと永井さんが最近結婚されてから、上層部はそろそろ篤人さんにも身を固めてほしいと、余計なお節介を焼いていたらしい。

　そんな中飛び込んできたニュースに、ホッとしたらしく、気が早い上層部をはじめ、部長は『式の日取りはいつだね？』とか、『誰に仲なこ人うどをやってもらうのだ？』とか、『もちろん我が社で式を挙げるのだろうね？』とか……。仕事とは一切関係ない話ばかりされていたようだ。

　だから、ちょっと気まずくて、何を話したらいいのか分からない。

　それに加え、大高さんの爆弾発言もあった。私以上に篤人さんのほうが、衝撃を受けたはず。

　もちろん私だって驚いた。これからは大高さんとは恋のライバルになるってことでしょ？　想いを寄せられていた相手が、今度は恋のライバルとなるのだから、複雑だ。

　珈琲を飲みながら同棲の件も含めて、どう切り出すべきか考えていると、「麻帆」と呼ばれ、振り向いた。

　篤人さんはなぜか気まずそうに頭をかきながら視線を泳がせている。

「悪かったな、今日は」

「え？」

　篤人さんの目がますます泳ぐ。

「いや、だから……応接室でのことだ。悪かった」

　篤人さんの揺れる瞳を眺めつつ、どうして謝ってくるのか疑問に思う。

　だって私は謝ってほしいどころか、すごくうれしかったから……。

「あの、謝らないでください」

　そう言うと篤人さんの視線は私を捕らえる。

　だけどその瞳はまだ動揺していて、私の気持ちなんて分かっていない様子。

「私、うれしかったです。篤人さんが大高さんの前で言ってくれたこと。……すごくうれしかった」

「麻帆……」

　ヤキモチを焼いてくれたことも本当にうれしかった。

「だから謝らないでください。篤人さんは悪いことをしたどころか、うれしいことをしてくれたんですから」

　笑顔で伝えると、篤人さんはホッとした様子を見せた。でもそれは一瞬で、なぜかまた表情が曇っていく。

「あのさ、麻帆……今日のことで分かったと思うけど、俺は麻帆が思っているようなデキる男じゃない」

「え？」

「麻帆の目には、俺は完璧なように映っているのかもしれない。でも本当の俺は独占欲が強くて子供だ。部長から麻帆と高畑先生がつき合っていると聞いて、カッとなってしまい、クライアントに対して、あんな態度をとってしまったのだから」

　篤人さん……。

　初めて見る弱気な姿。

「ダメなんだ、麻帆のことになると。仕事中でさえも冷静さを保っていられなくなる」

　その不安げな表情に、篤人さんはバカだなって思う。そんな姿を見せられたからって、私が嫌いになるわけないじゃない。それどころか、こんなにも苦しいくらい胸が締めつけられ、好きって感情が溢れて止まらないというのに。

　私は篤人さんに、そっと身体を預けた。

「麻帆？」

　すると篤人さんの身体はビクッと反応し、不思議そうに呟く。

「篤人さんは私がそれを聞いて、嫌いになるとでも思っているんですか？」

　少しだけ顔を上げて聞けば、図星だったのか、篤人さんは目を伏せた。

　私の気持ちはそんな簡単に消えるものではないのに。篤人さんに伝わっていなかったのかと思うと、ちょっぴり悲しい。

「言っておきますけど、そんな理由で愛あい想そを尽かすことなんて、百パーセントあり得ませんからね。むしろますます好きにさせられました」

　胸の苦しみをぶつけるように、篤人さんの胸元へ顔をうずめる。

「しかも、新たに強力な恋のライバルが出現しちゃいましたし、頑張らないと」

「いや、それは……その」

　困ったように言葉を濁す篤人さんが、今どんな顔をしているのか想像するだけで笑えてしまう。

　大高さんが篤人さんに惹かれた理由、分かるよ。今日の篤人さん、すごくカッコよかった。仕事がデキる篤人さんも素敵だけど、今日みたいに余裕のない彼もカッコいい。

「それに、嫌われちゃいそうなのは私のほうです。この前、一緒に暮らそうって言ってくれたのに、すぐに返事できなくてごめんなさい」

「いや、それは仕方ないだろう？　俺が急に言ったから」

「違うんです！　そうじゃなくて……」

　顔をうずめたまま意を決し、自分の気持ちを言葉にしていく。

「私だっていつも篤人さんと一緒にいたいって思います。でも、怖かったんです。今のまま一緒に住んだら、ズボラな自分を一層さらけ出してしまうし、それを見た篤人さんに嫌われてしまいそうで」

「そんなことあるわけないだろう？」

　篤人さんはすぐに否定してくれて、私の身体をギュッと抱きしめてくれた。

「それに麻帆のズボラな性格なんて、充分理解しているさ。部屋が汚くたって麻帆だけは特別なんだ。触れるのも気にならないどころか、ずっとずっと触れていたい」

　私を抱きしめたままの篤人さんのもう片方の手が、私の頭をそっと撫でていく。

　腕の中も頭に触れる手も全てが温かくて、涙が出そうになる。それと同時に罪悪感が襲ってくる。

　篤人さんはこんな私でもいいと言ってくれている。だからといってこのままでいいわけがないのに、篤人さんに今までずっと甘えてきてしまったのだと……。

「私……篤人さんの優しさにずっと甘えていました。ズボラな性格を直さなくちゃって分かっていたのに、そうしなかった。ズルイんです、私。篤人さんと一緒に暮らす以上、直さなくちゃいけないと思ったら、すぐに返事ができなかった。ごまかしちゃったんです」

　変な嘘をついて、逃げてしまった。

「ごめんなさい、こんな私で……」

　それでもやっぱり篤人さんのことを好きだって言う私で、ごめんなさい。

　必死にこらえていたはずなのに、いつの間にか涙が溢れてきてしまった。このまま顔をうずめていたら、篤人さんのワイシャツが汚れてしまう。そう思い、少しだけ顔を離した時、いきなり両肩をつかまれ勢いよく身体を離されてしまった。

　びっくりして顔を上げれば、篤人さんと正面から目が合う。

　私が泣いているとは思わなかったのか、篤人さんは表情を歪ませた。

「バカだな、麻帆は」

　眉をハの字に曲げ、涙をそっと拭ってくれた。そしてその手は私の頬を撫でる。

　くすぐったさに一瞬目を閉じてしまうものの、すぐに目を開ければ、篤人さんが私を愛しそうに見つめていた。

「さっきの麻帆の言葉、そっくりそのままお返しするよ」

「え？」

　私の額に、コツンと篤人さんの額が触れた。

「俺がそれを聞いて、麻帆のことを嫌いになると思ったのか？　そんなこと、あるわけないだろう？」

「篤人さん……」

　ゆっくりと額が離れると、触れるだけのキスが落とされた。

「俺は麻帆だから好きになったんだ。俺のことを知っても引かずに好きでいてくれて、ズボラだけどいつも真っ直ぐで優しい麻帆に、心底惚れているよ」

　至近距離で囁かれる愛の言葉に、顔が熱くなる。

　そんな私を見て、篤人さんはうれしそうに微笑むと、何度も何度も触れるだけのキスを落としてくる。角度を変え、リップ音が鳴るたびに、羞しゅう恥ち心しんが湧き上がる。

　恥ずかしいけれど、やめてほしくない。そんな矛盾した考えが頭を巡っていく。

　どれくらいの数のキスを落とされただろうか。頭の中はもう篤人さんのことでいっぱいで、愛しそうに向けられる瞳がうれしくて仕方ない。

「さっきも言ったけど、麻帆のことをそう簡単に嫌いになれないから。それに、俺には素の自分を隠してほしくない」

「篤人さん……」

　うれしい言葉に、せっかく止まったはずの涙がまた溢れそうになる。

　好きな人がいて、その人と想いが通じ合えて、ダメなところも含めて全てを受け入れてもらえる……これって奇跡だよね。

　でもこのまま甘えていたら、私はきっとダメな人間になっちゃうよ。

「でも私、少しずつでも、ちゃんと直したいと思います。……自分のズボラなところを」

　篤人さんのようになるのは無理かもしれないけれど、人並みに家事ができる女にはなりたい。

　決意表明し、さぞ喜んでくれるだろうと思っていたのに、篤人さんはなぜか浮かない表情だ。

　えっ!?　どうして？　私、何もまずいことなんて言ってないよね？

　なのに、大きなため息まで吐かれてしまった。

「あの、篤人さん……？」

　恐る恐る名前を呼ぶと、彼は眉間にしわを寄せたまま話しだした。

「だから俺と一緒にいる時くらい、麻帆らしく過ごしてほしいと言っているだろう？」

「いや、でもその……篤人さんみたいにはできないかもですけど、せめて人並みにはできるようになりたいじゃないですか。……一緒に住むなら余計に。彼女らしいこともしたいです」

　女性なら、一度はお嫁さんになることに憧れたりするものだ。私だってそのひとり。でも今のままだったら、たとえお嫁さんになれたとしても、奥さんとしての仕事は何ひとつ、まともにできそうにない。

「しょっ、将来のためにも、やっぱり今のうちから少しでもできるようにしておきたいです」

　思い切った発言をしてみたものの、言葉を失った篤人さんを至近距離で見て、後悔してしまった。ちょっと……いや、かなり大胆な発言だったかもしれない、と。

　でも言ってしまったものは仕方ない。変に視線を逸らすことなく篤人さんの答えを待つ。

　すると篤人さんの表情は一気に緩み、力一杯私の身体を抱きしめた。

「きゃっ!?　あっ、篤人さん？」

　ドキッとして声をあげると、篤人さんは私の存在を確かめるように、何度も何度も腕に力を込めてくる。

「本当……麻帆は可愛いな」

「えっ!?」

　篤人さんの口から出たとは思えない発言に照れると、急に身体を離され、自然と視線が絡み合う。

　篤人さんは、幸せいっぱいの表情で、思わずときめいてしまう。

「麻帆の気持ち、うれしいよ。でも俺、実はズボラなほうが好きなんだ。もし麻帆がズボラじゃなくなってしまったら、いろいろと張り合いがなくなっちまうんだけど」

「えっ！　いや、でも……」

　そう言われても困る。だっていくら篤人さんがいいと言っても、家事も満足にできない女じゃ私自身もまずいと思うし。

「残念ながら俺の家族は、みんなズボラなんだ」

「それってお母さんも……ですか？」

　篤人さんは深く頷いた。

「俺は父親を早くに亡くしているんだ。母さんはずっと仕事ひと筋だったから、代わりに俺が家のことも妹の面倒もずっと見てきた。だからこの先ずっと麻帆が何もできないとしても、俺はかまわないよ」

　初めて聞く篤人さんの過去の話に、心が痛む。

　苦労してきたんだ……。だからこそ今の篤人さんがいるのかもしれない。……でも！

「それとこれとは違います！　ちゃんとやりますから。少しくらい女らしいことをさせてください」

　少しだけ頬を膨らませたら、篤人さんはおかしそうにクスクスと笑いだした。

「分かったよ。でも麻帆は今でも充分女らしいこと、してくれているけど？」

「どこがですか？　全然ですよ」

　掃除はまともにできないし、料理だって最近ようやく人並みにはできるようになったけれど、篤人さんにはまだまだ敵いそうにないし。家事に関する女子力でいったら、篤人さんのほうが遥かに上回っているよ。

　なのに篤人さんは意味深な笑みを浮かべたまま私の腰に腕を回すと、グッと引き寄せた。

「麻帆は分かってないな……俺が言いたいのは違う意味でなんだけど？」

　違う意味？

　するといつになくいたずらっぽい表情を見せ、耳元でそっと囁いてきた。

「いつも女らしいことしてくれているだろう？　……特にベッドの中で」

「……っ!!」

　恥ずかしい言葉に、ボンッと音が出るほど顔が一気に熱くなっていく。

　でもそれは篤人さんを喜ばせただけだった。彼はニヤリと笑い、からかうようなキスをしてきた。

「こうやって俺にキスされている麻帆は、充分女だよ。でもやってくれるなら、奥さんらしいこともやってもらおうかな？」

「篤人さん……」

　不敵に、でもどこかうれしそうに微笑む篤人さんにつられて、いつの間にか顔が緩んでいた。

「篤人さん……好き」

「俺も」

　至近距離のまま気持ちを伝えると、篤人さんはそれに応えるように、とびっきり甘いキスをくれた。




　篤人さんにひと目惚れして、再会してからずっと考えていた。

　このズボラな性格を直さない限り、篤人さんは絶対に私のことなんて好きになってくれない、と……。

　仕事に真面目で、潔癖症で、完璧主義者。でも本当は優しくて、他人の気持ちを汲くみ取ることができる人。そんな一面を知れば知るほど好きになると同時に、不安も募っていった。

　でもそんな心配、無用だったんだ。篤人さんなら、ありのままの私を見て、ダメなところも好きだと言ってくれる。

　もちろん私のことで、知らないところはたくさんあると思うし、もしかしたら幻滅しちゃうようなことだってあるかもしれない。

　私だって篤人さんのことで、知らないことはまだまだたくさんあるだろう。現に今日だって、ヤキモチを焼く姿を初めて見たし、思いのほか独占欲が強いことも、お父さんを早くに亡くしていることも、初めて知った。

　でもね、お互いまた新たな一面を知ったとしても、この関係が終わってしまうとは思えない。逆に今日みたいに、ますます好きにさせられてしまう気がするの。いいところも悪いところも全て……。

　たとえどんなに強力なライバルが現れても、この気持ちだけは揺るがないと、胸を張って言える。篤人さんもそうであってほしいな。

「麻帆……寝室に行こうか」

　囁かれる言葉、上昇してしまう体温。

　でも否定などできるはずがないことは、篤人さんにもちゃんと伝わっているはず。

　ゆっくりと頷くと、彼は私の身体を抱き上げた。

　篤人さんとは、きっとこれからもこんな風にお互いのいいところ、悪いところを知って、分かり合っていけるはず。そのたびに気持ちは近づいていって、ずっとずっと一緒にいられるはず。

　今日みたいに、これからもずっと……。




　二年後――。

「おめでとうー！」

「お幸せにね」

　祝福の言葉とともに、色鮮やかな花びらが飛び交うチャペル。

　春らしい暖かな陽気の中、今日もまたエタンスラントではひと組のカップルが結婚式を挙げていた。

　その花嫁が身にまとっているドレスは、大高さんの協力のもと制作されたオーダーメイドドレス。

　私にとって初めての春のブライダルフェアは大好評を得られ、今年で三回目。オーダーメイドのプランは人気で、今後も毎年開催予定だ。

　幸せな結婚式を目まの当たりにし、気分そのままにオフィスに戻ると、ちょうど休憩時間に入り、入社したばかりの新入社員達が駆け寄ってきた。

「南先輩！　今日こそ教えてくださいよ!?」

「そうですよ！　どうやってあの完璧な潔癖上司を落としたのか」

「わっ、分かったから」

　これほど詰め寄られては、さすがに逃げられそうにない。

　篤人さんと結婚して数ヵ月。彼はいまだに社内で〝潔癖上司〟と呼ばれているし、恐れられている。

　つき合っている時も、結婚してからも、よくこの質問を受けてきた。他にも、『一緒に生活していて息が詰まらない？』とか、『どうして結婚なんてしちゃったの？』とか……。

「そんなに気になる？」

　後輩達と近くのカフェに入り、さっきの質問に答えるように問いかけると、好奇心溢れる眼差しを向けられ、つい口元が緩んでしまう。

　みんな分かっていないんだ、彼の魅力を。ただの潔癖上司ではないことを……。

　それを知っているのは私だけ。この先もずっと、知っているのは私だけでいい。

　興味津々の後輩達にひとつだけ教えてあげた。

「完璧で潔癖な上司を落とすなら……ズボラになることかな？」

　そう言うと案の定、後輩達の目が点になってしまったものだから、つい吹き出してしまった。

　私の答えは間違っていない。

　だって私がズボラ女じゃなかったら、きっと彼と結婚することはなかったはずだから……。
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あとがき




　はじめましての方、お久し振りですの方、田た崎さきくるみです。

『完璧上司は激甘主義!?』を最後まで読んでくださり、ありがとうございました！

　自分に似たズボラなヒロインを書いてみようと思ったのがきっかけで、書き始めたこの作品。まさか書籍化していただけることになるとは思わず、いまだに驚いております。




　麻帆のズボラな一面はいかがだったでしょうか？　実は私も自他ともに認めるズボラ女でして……。よく旦那や子供に注意されております。

〝ズボラ×潔癖症〟は、一見絶対にうまくいかなそうな組み合わせであり、水と油のようなふたりですが、意外な化学反応を起こし、こんな恋愛のかたちがあってもいいな、と思いながら執筆していました。

　南課長に好かれるために頑張る麻帆を書いているのは、楽しかったです。麻帆のズボラな一面に共感していただけたり、ふたりのやり取りにクスリと笑っていただけたりしたら幸いです。




　今作より担当してくださった説話社の額田様、三好様。おふたりのお力添えを始め、編集協力していただいた皆様のおかげで、素敵な作品に仕上げることができました。本当にありがとうございました。今後もよろしくお願いします。

　また、カバーイラストを描いていただいたモリシタアイミ様。イメージ通りの麻帆と南課長に、ラフ画をいただいた時から感無量でした。素敵に仕上げていただき、ありがとうございました。

　そして何より読んでくださった皆様。いつも感謝の気持ちでいっぱいです。皆様のおかげで執筆活動が続けられております。

　そんな全ての方々に、お礼を申し上げます。

　またこんな素敵な機会を通して、皆様にお会いできることを願って……。
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